
昭和目年 3 月四日 '11 3 聞郵便物包可昭相41年 511208印 刷 昭 和41年 5 月お目 先 行 摘47悼串 5号( 持月 1回25日克行}

建 築 と 話 .... 1悩 6 [;;晶

建 築 法 規

日 本 建 築 協 会

問題をはらんでいる建纂の基幹，去

J l ! : ' 法規チ' t . ';1 テボ d ント

違 反 建 り 防 止 Y 〆 ケ ー ト
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東 京 / 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 1  1  

大 阪 / 大 阪 市 西 区 京 国 丁 堀 l ノ 7 4  

名 古 屋 / 名 古 屋 市 西 区 桜 木 町 3 丁 目 8 番 地

広 島/ 広 島 市 鉄 砲 町 5 番 1 6 号

博 多 / 福 岡 甫 万 行 寺 前 回T 1  4  

田島応用化工K K *

特 長 女

1  m
2

当り 100kg /  h も蒸気を発生

5 0 %も多く蒸気が出 る の で 、 数 多

くのボ イラが不要

3 T パ ー ナ の 組 合 せ で 、 燃 焼 負 荷

2 0 %から 100%ま で、何れの負荷で

も、ボイラ効率は、いつでも 87 %

以上

ウーターパックですから 、ボイラ

背面からの熱の放散や後宮15鏡 板 の

過 熱 は な い 。 従 っ て 断 熱 材 の 脱 落

もなく、 補修貨も節約できる
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〈新開発〉
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レ ン ジ し た 高 級 床を 現代 感 覚 にノ
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豪華・なの ま ま の 絶 妙 な 色 合 い と 、

オ文 σ〉タイノレ色 彩 の 渦 巻 柄 は 一 枚

芸 術
に デ リ ケ ー トな 変 化 を 与 え 、

(1'，)  な l味 わ い の あ る 立 派 な J末 を つく

りあ Ｈγ ます 。 ｾ ，柴崎 Ｒ は糾 ｌ り ｩ ムみ にな

さ は い つ ま でっ て い ま す の で 美

材 呈t Iよピ ニ ノレ ア スも?i与 え ま ゼー入 。

ト系 で す が特 殊 樹 脂 を 多 量 に
ベ ス

dik ブ] '1主 に す ぐ
て ]1吹 22C と し、
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れ 歩 行 I t=' に 起 を す べ ら せ る こ と が

ま た 摩 耗 や 汚
な く 大 変快 適 で す 。

J ，!} I徐 も 容 易 で す

リノリ ューム・リノタイル・ヒニラートタイル・マチコタイル

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

l ト: しれ， ';1';1 ( 231) 5380  

オ ｬ にもよ く ＧＨ ｬ ￭ ｾ ｊ Ｇ え、

¥1 
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レオノ f ノール B A シートによ り

防水された新幹線 / 浜名橋梁

- 薬液注入工事

ｍ ， Ｎｉｾ び ｬ こ ｌｗ 互法
・ブチルゴム シートによる防水

ｾｊｬ ｊＧＭＷ インタシート

正日

J E WE L RY  COL OR S  

1  N  

I  F  

ーとさ ＮＮＮＮＮ ｉ ｾζｊ

グッドセンスを

敷こう

ストレートで

イ"1"- つ

ライン マット

近代おそうじ百貨

三サ ｾｙ 工業株式会社

本 社 久 世 工 地 I J;t 部 分 工 場

常 業 所 東 京 /i'l 1中央 区 日 本紙 ラ;阿Tー の 5 ・( 67 1) 47 14  

.  :j7，古 屋 市 昭 和 区 .i rJ. 田町 2 の 2 2  .  ( 73 )  5 138 

京都市中 京区貯j 薬 師 通 烏 九 同 人 ( 22 )  5363 

・大 阪 市 西 沢 北 明 江 上 通 - r  Fl .  ( 53 1)  35 14 

・稲 川 ] 市 下 刈 15 小 路 一 二 八 ・( 3 )  2706 

ι7目、，ールI BA

特 長 ・酸J iや紫外線. Ｍイｾ i  Ifj 刊.て"Ili H喜光線のもとではぷ久 :: tft しない3

・吸水せず完全イ、透 Ij，i{十て。それ自身1;日蝕きれな い

・大きな伸長性を有 LI荷造物 ! : t ずるへT ークラ ソタ並び .- 品! 主伸縮 ，-

完全 lこ対応出来る 。

・- 30・C +60・C の混l主範開で何ー状二変化を生ぜず交ノr . : ，こ {生IIj 出来る 。

・ シート の 市ね合せは冷 ｌｈ で完全に溶接され、 ｐｾＮ ＺｴＱＮ ＡＨｉＧｾ 主防ノ ＧｪＨ 月号が形成

される の

川 途 一般陸屋根 ・地下街 ・地下道 ・地下室・ 水泳 ブール ・高架橋

・ずい道 ・P . S 桁等の防水

⑩ 

日照綜合防水株式§ 社

Jf< 締 役 社 長 山 崎 i ii

本 社，ｾｾ都千 Ｈｴ ｬｬｬｲｾ 神ＢＢＮ型町 Ａ の Ｙ ａＺ Ｇｉｾ Ｚ Ｇｩ ピル Ｒ 除 Ｇ， ［［ ｬ ｾ＠ (292)  (t  h  2661  

大騒宮葺所 k 阪 "i 'I(  ｲｾ＠ ，n  IJ 町 1 - 4  1[: 作ピル ，U  話 202)  6  8  8  4  

工事 務々所 虫 車 問 肱 民 ( ' . 加ロ 2 - 18  - 3  '，U  ｊｾ＠ (962 2  5  8  1  

ー
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発売元 株 式 会 社 =--a台 T

Jl( 京 都中央区日 本橋 本町 2 - I  ( 信和 ヒル)

T E  L  ( 241)  1  J  0  1  代型

大阪営業所

) ; 阪I i i 也 氏 新 町 通 4 - 39  

T E L  ( 5'31) 4 7 7 6  代型
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専門家が推奨す否

ノ ｪｾ ＺＧｊＮｾｆｊｦ、 必化計i子 扉

イIIJ i Lの l芥にも f主用

旭硝子御採用品

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

大 阪 府 可'1; 1. 必市 街 地 目T 1 の 4 6  

包 括 布 施 ( 721 ) 7  7  1  3  - 4  

* 京 都 千 代 田 区神 田 三 崎 町 2 の 2 6  

電 筒 東 京 ( 262) 5 3 1 0 ・0 4 0 3

イj1: lr<i1，製! 品、

イトbX: IHlI IT I品、

i J ' ，米ます。

諸官斤御指定品

唱L



よ り よ い 作 業 環 境 を つ く る

栗田の匡土換気霞

K U R I T A  R O O F  V E N T I L A T I N G  
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栗田圧力扇

K U R I T A  

P R E S S U R E  

F A N  

.， 

1(  

関 西 地 区 総 代 理 庖 湊 聞 事 株 民 会

中部 よ 百1:. ¥よなat ヒ3丁目附也よよ ビl レ) 電話大阪は58)幻61 (代 表 ) - 8

五舌屋市両日直孟両両 3丁目 1番J也 ( 山王ヒ' 川 電 話 名 古 震 (321) 3  0  
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m・64パイオニアヒンジ
. J 1S  . G3 3 0 7  (S P H・1 ) 鋼 材 を 使 用 し た .ゲ

. 事由芯のせり上がりが完全防止 されています 。

・ ナ ック J レの断面に同一金 属 の 接 触 が な い の で軸

芯 内 の 錆びが生じません 。

. 東レナイロンを鍔{ 寸プ y シュ にしてナ y クル内

の和 芯の納 受 としてはめ合せし て いますか ら摩

擦係数が少なく自己 ｩ Ｇ ｾ ｊ 滑性に優れド アーの 開閉

が円滑で、横振れなくキシム様な音を立てず注j自

の必 要 があり ません。

. アー ト独特の防鈎塗装仕上 によ り完全防 鈎 と美

しい仕 上 り 品 質 を 備 えています 。

. f士上色彩、 パールカラー

絶 対 に 錆 び な い ヒ ン ジ で す

. 18- 8 ステンレス鍋を使用した

51・64マリ〉ヒ〉む

きしむ様な音が全然しません

. デ ル リ ン フ ッ シ ュ 入 り で す の

で ド ア ー の 開 聞 が 円 滑 で 横 撮 れ

な く 注 油 の 必 要 が あ り ま せ ん

. 温 度 の 急 微 な 変 化 衝 撃 に も 強

い で す . 耐 蝕 性 ， 耐 錆 性 ， 耐 熱

性 ， 耐 摩 耗 性 に 優 れ て い ま す

. 褒 面 仕 上 はNo. 4仕 上 で す . 施

工 が 容 易 で す

《 砂 12手荷主義議文芸ミ祉

木 社 .k f頭 市 生 聖子 区 邦 夫 抑J困J 1  2  8  丁 E L ::A.限 ( 75 1) 127 1- 5  

工 崎 大 阪 府 組 岡 市 街 南 町 5 0  T E L 岨 悶 ( 8 1) 5  5  6  6  

東 京 虫 京 都 中 央 区 白 木帰 京 町 4 - 4 T E L  東 京 ( 663) 6  7  4  8  

営 損 所 ( ク ラ ウ ノ ビ ル 内 )



完 全 責 任 施 工 |年 限 保 証

g本7スの7ス17?If，も E園

- シ グ マ ー ト に よ る ウ エ ル ド シ ス テ ム防ノ'J，_u.t

. 特 殊 絶縁 防 水 工 法 ( 特 許出 版中 )

. メ ル タ ン防 水工 法

園 全 国 に 配置 さ れ た 組 合 員 の 強 力 な 連 繋 と 技術

で 完 全 な 施 工 工 事 を お 引 受 け い た し ま す 。

地 区 男IJ l i  

札 鴨 市 北三 品 斑 4 - 1

キL 曜 市 商 大 通 り 函 13 丁 口ヨヒ，民 草地 区 日 本 λ レ ー ト 怖 式 会 社 仲 川 富 吉

日 開 l l ! 工 慨 式 全 社 φL 眠 出 稿 所 大 木 久 但

点 北 地 区 日 新 捜 工 時 式 全 社 仙 台 出 粥 所

f，. K.  1受 付 4陣 式 全 社

i ヒ 晶 ;庁 商 工 蝿 棉 式 会 社

釘 阻 会 社 全 間 関 蝿

，歴 習 時 刊 怖 式 会 社

日 新 開 了 怖 式 会 社

マ リ ル 庁 百 t 典 明 式 吉 社

馳 件 r 唱 悦 式 全 社

関 田 工 巣 鴨 式 合 祉

問 点 地 区 ｾ＠ t- L 蝿 叫 試 をと は

! f  [ 1 [_ " 4 仇も 王丸 づき I i  

文相 ｬ 寝叫＼ ｾ官祉

協 立 工 揖 怖 ，¥ 舎 は

?泊氏 支t τｾ＠ 牟t 努ｾ ' "  /j [  疋fi I苫

石 田 蝿 材 工 見 時 式 舎 は

間 半 ロ 担 揖 相 式 舎 は

白 木 綜 含 防 車 時 試 合 社

l 寓 土 ヱ 刊 怖 式 全 社

， ｾ ［ 尺 麿 即 ｪ

伊 脂 血 吉

司ヒ晶 弘 主

金 問 辰 江 田

山 中 宮 代 治

主主 ! 予 英 圭

l!!lElヨ 路傍，台

馳 井 .I!J 畠

叫 回 at  

' !C F  -

H ロ f" 八

市 川 高 垣

間 谷 克己

市 叫 時 連

石 田 切 吉

1海舟ミ 日昌二ニ

山 崎 情ニ

小 叫 真

含 品 会 社 島 屋 埋 lll: . 島 帽 人

北 陸 地 区 町 開 会 社 折 崎 正 先 立 郎 商 居 l 肝 崎 弥 一 郎

大 和 エ 担 机 式 舎 社 富 山 宮 揖 所

ｬ 有限舎社小 島 工 県 所 ｼ 小 島 Ｍ ｾ

寸 怖 式 会 社 三 井 工 員 所

協 和 捜 材 工 揖 楠 式 会 社

班 高 地 区 中 史 撞 判 エ 蝿 鴫 式 会 社

白 木 控 材 開' 県 崎 式 会 社

宮 崎 将 刊 百

8  ｾｦｩ エ 刊 楠 式会社

マ ル ヱ ス エ 県 鴨 式 会 社

株 式 会 社 問 先 商 庇

澗 木 同 提 時 式 全 札

近 世 J t!! t:B: マ サ ル 疋 腎 工 員侵略 式 会 社 大 阪哲 蝿 所

中 村 忠 曹 工 揖 嶋 式 会 社

醐 田 捜 刊 怖 式 会 社

日 開 控 工 相 式 会 社 京 棉 出 明 所

ｾ ｴ ， ｴ ｪｬｾ Ｂ，，ｾ＠ 互E 毛主 守£

ｾ＠ ... '1': 蹟 判 明 式 会 社

中 園 地 区 東 中 国 防 ポ ヱ 蝿 有 限 会 社

嶋 式 会 社 三 洋 揖 捜

φ弘 主t 主主 l i  LlJ 方丈 疋罰 苦き

大 三 エ 蝿 崎 式 会 社

四 団 地 区 ，、

高 知 阜 商 惜 式 全 社

槽 島 大 三 工 提 樟 式 会 社

三三 井 康岨 柿 岡 市 ヲ 明 。 町 1 - 2 0

A 辺 亘 膚 木 市 涜J l I 5  2  0  

木 下 作 二 l 名 古 屋 市 中 区 南 久 屋 町 3 - 12  

憎 脚 随道 | 名 古 屋 市 西 区 南 押 切 5 - 12  

宮 崎 典 i 昌 吉鹿 市 中 区 帯 日 町 1 9  

持 唱 楠 大 阪 市 西 区 新 町 北 i晶 1 - 17

山 崎 通 去 。 福 島 区 よ 福島 商 [ - 15 2  

暗 軍 艦 ，台 。 南 区 沼 町 通 2 - 13  

，町本 実 。 牝 区 四 野 町 3 • 

尼 崎 市 ホ 宜 加 茂 6 4  

中 村 枇 太 郎 神 戸 市 生 田 区 北 畏 拙 過 リ 6 丁 目 神 胤 括 提 ヒ ル

冊 目 常 吉 。 茸 含 区 上 蘭 井通 リ 8 - 2 2 1  

芳定書慎子行 両町 IR 苔 "挙 手手f二 方て ノ ま定l I f J 1 6  

福 井 市 松 ケ 岨 町 6 2  

f主

仙 台 市二 白 町 1 - 2

東 京 師 台 東 区 西 ，災 仏 2 - 15 - 9  

。 中 央 区 ，嬰町 3 - 7  

新 宿 区 柏 木 5 - 11 7 2  

v  中 央 区 間 庫 車 3 - 11 

0  尻 川 区 商 千 佳 6 - 42  

"  台 東 区 北 上 野 2 - 2 1- 10  

"  >と芳を IR" " 園1 9  4  

4  干 代 田 区 画、上見 町 1 - 12

0  掛 田 区 ; 1: 班 棉 4 - 32  

。 泣 告 区 下 通 り 3 15  

。 丸 川 区 南 千 性 6 - 15 1- - 2

今 大 田 区 間 子柳田 1 - 14 - 2  

木 戸 市 鼎 町 I 0  0  9  

高，崎 市 八島 町 1 0  1  

間 ， 崎市流作 唱 宮 ｾ ｭ 1 - 17 11 

東 京 師 干 代 田 区神 田 抽 誕 町 1 - 9

" 工 貰 区 深 川 住 吉 1 - 14

金 沢 市 木 ノ 刷 新 保 5 ー 拘

置 山 県 高 岡 市こ 帯 γ

強Eは』丙ヲ袋ii J 11 ｾ ｊ 、 長‘回 Ｑ 7  7  6  

富 山 軍 属 間 市 ;!<;. . " 肝 町 2 5

広 島 市 若 草町 I 0  6  5  

岡 山 市 晒 屋 町 2 2  

広 島 県 大 竹 市小 方 町 小 方 2 4 5  5  

キ丑LlJ f Iヲ三三 番書園T 7  - 8 - ー l  

湾臨ゆ丑丙す謙三園1 2 - 15

漕民矢0，有 t星J 1l 山奇 闘1 2 - 20

ｩ￮￪ 島 市長 三 町 東 ｾ ｦ ｉＸＱ Ｍ I  

白
丁

ヤ

O

一

1

0

一

通

8

5

6

東

5

9

9

一

旦

6

3

町

8

4

究

3

町

師

一

7

区

即

席

回

一

2

路

司

川

皐

1

門

小

門

知

草

汎

平

京

市

和

市

究

大

市

州

市

島

市

市

岡

丸

崎

児

岡

田

延

壮

宮

鹿

沼

市

一

揖

一

位

正

之

一

嘩

柿

崎

正

岬

一

野

村

高

原

棉

珊

河

竹

戸

壮

川

温

社

社

会

会

社

社

主

刊

商

商

幸

会

a

M
リ

a

T

 

式

:

ニ

:

式

式

一

-

U

L

R

鴨

大

東

嶋

崎

企

f

e

 

蝿

社

牝

車

判

富

士

間

完

全

字

エ

ヱ

会

開

4

E

式

式

崎

控

目

嶋

崎

時

官

日

区

一

也九

F万

( 2 2 ) 34 5 8 ・4 42 6 ( 2 3 ) 8 0 16  

(  2  ) 5  0  1  5  

(  2 5  )  5  4  3  I  f党

( 84 1)  5 64 6  ( 841 )  5 1 2 9  

( 5 5 1) 2676 4 3 8 2  

( 363) 4  3  4  I  イセ

( 54  I  )  6945  7834  

( 8 0 3) 24 11- 5  

( 8川 ) 8 5 0 1 ( 8 42 ) 6 3 11 - 5 代

( 941 ) 0 2 7 1  2582 

( 2 6 1  ) 34 6 8  3531 

( 6 34 ) 0  8  2  I  fに

( 44 1 ) 3  'f 5  I  

( 8 0 2) 4  7  5  I  

( 131 ) 0 3 5 8  ( ア3 8) 340  I  
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(  2  ) 3  3  0  1  - 2  

(  5  ) 2  2  5  1  fセ

( 2 9 1) 16 04  4302  6 9 9 2  

( 6 3 1  ) 0 9 0 0  0 9 5 0  2 1- 10  

(  2  ) 0 0 8 5  ( 3  ) 64 2 0  

(  2  ) 0  9  9  9  

( 3 1 ) 4 3 8 5  

(  3  ) 0  3  9  1  

( 8 5  ) 9 15 1- 3  

( 2 ) 5 6 6 5  

(  2 5  )  3  5  4  I  f  

( 5 7  ) 5 541 - 4  

(  3 2  )  13 3 1  13 1  1  

( 54 1) 3785- 6  

( 458 ) 48 4 1- 3  

( 2 6 1) 1 19 5 - 1  

( 371 ) 0 2 5 1- 3  

大 間 ( 481 ) 7 3  5  5  

(  34  )  58剖 5658

(  2 2 ) 9  1  8  2  fセ

(  69  ) 4  6  7  6  

( 3 ) 0 7 7 5  

(  6  ) 6 31 1- 4  

( 23  ) 22 1  1  630 3  

(  2  ) 3  5  4  3  

(  3  ) 6 2 6 1- 3  

(  2  ) 0  0  1  6  fセ

( 2 ) 3 2 4 4  

( 4 ) 4 161 - 3  

4 3 0 5  4 3 0 6  

( 3 8 )  14 68 - 9  

5  0  0  t  

( 2 ) 8 8 5 9  

(  2  )  52 07  6 968  

ｾ ＩＷ＠ 7  5 2  

. 建設省東計第240号認可 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

*  ｊ ［Ｈ 都足主 Ｑ Ｚ＾＼Ｇ 千 Ｑ ＱＺ 東町 ＹＳＱ ＱＱ Ｑｩ｛業株式会社内 ｭｊｾ ( 8 8 8)  2  1  0  1  ( 代)

l場1m 支 部 ｊｒ ｊｪｦ ｲＮ￟足、 ｾ Ｎ ｉ 弐 Ｍ ｈ ｉＺポ関 ｦ ＹＳ n  Ifr 1 : 業 株 式 会 社 内 市 山 ( 8 8 8) 2  1  0  1  ( 代)

I閣同支日日 大 阪 市 西 1X: lfr 町 北 通 l ー 18 日 新 工 業株 式 会 社 大 阪 克 山 内 電 話 ( 5 31 ) 5 2 81 - 3

九 州 支 部 縮 問 市 大 下 1"J1 の 6 日 新 工 業株 式 会 社 九 州 出 強 所 内 電 話 ( 75) 0  7  6  8  



の 受 賞

下記会員の方々 は，乙 のたび春の叙勲，なら びに大阪府知事より表彰を受けられました。 乙乙に

誌 してその栄誉をお慶び申し上げます。

員

..o. 

ココE

“  

の 叙 勲

襲被 一 等 瑞 宝 章

勲 三 等 瑞 宝 章

勲四等旭日小綬章

烈 四 等 瑞 宝 章

殿五等双光旭日章

喜四 五 等 瑞 宝 章

事 表 彰

産 業 功 労 者 井 戸 崎 好 次 氏

公 共 関 係 功 労 者 井 上 浄 夫 氏

井 場 組氏

小 田 健 治 郎 氏

金 光 五 郎 氏

沢 井 修氏

島 良 司 氏

清 水 愛 明 氏

塚 本 猛 次 氏

福 永 源氏

森 本 多 三 郎 氏

和 田 村 太 郎 氏

昭 和 4 1 年 度 理 事 会 務 分 掌 ( 敬称略 ・部門別 ・五十音順)

4 月 5 日開催の第 l 回理事会において下記のとおり理事各位の会務分学が決定いたしましたので

お知らせ致します。 日 本 建 築 協 会

( 鹿島建2空会長〉

( 関西ペ イント社長〉

( 中沢建築事務所長)

( 元大阪市立大学教授)

( 元大林組役員)

( 石川建築m務所長〉

〈工藤電気会長〉

( 森総社長〉

( 黒木工務庖会長〉

( 高砂熱学工業社長〉

ロ』

Z
E
-
-

a

 

守之助氏

善 七氏

誠一郎氏

p; 弓氏

一 夫氏

寛 三 氏

寿 男 氏

幸 治 氏

源次郎氏

壬氏

木

林

鹿 島

佐 々木

中 沢

滝 沢

妹 尾

石 川

工 藤

森

黒

春

( 栗本鉄工社長)

( 井上浄夫商庖社長〕

( 日新工材代表〕

( 小田建築事務所長〕

( 万年スレ ー ト代表)

〈大和商会社長〉

( 武智工務所社長〉

( 清水工業所社長)

( 目建設計工Z華社長〉

( 福永建築投計事務所長)

( 三和建設代表)

( 浪速建紡工系社長)

知

記

( 主 記 )

岩 下 久 哉

佐 野 正 一

西 国 康 治

深 尾 実 郎

増 井 敏 克

鴻 池 藤 一

銭 高 輝 之

藤 木 正 一

松 村 雄 吉

( 包気部門) 佐 藤 太 梶 本 秀 尾 菅

( 管工部門) 清 水 愛 明 伴 一 郎 吉

( 建材部門) 安 田 誠 一 回 中 政 二 横

( 支 部 ) 光 安 義 光 木

司近畿建築会館建設資金借入金の一部償還当選お知らせ

先年会館設置に際し ，建設資金として佑用いたしましたものについて，乙れが一部償還の抽せん

を 3 月 14日の定時評議員会後同席上において執り行ないましたととろ ，下記のとおり償還が決定い

たしましたのでお知らせ申し上げます。なお償還金のお支払は 5 月 15日より行ないます。

ｾ￨＠

日東石膏K K大阪営業所殿 ￥50，∞o  K Kヤマト 'la気商会殿 ￥70，∞O  

K K金問l商会殿 ￥ 10，∞o  K K今凶組殿 ￥20，∞O  

K K望月組殿 ￥ 5，∞0  工藤屯気K K殿 ￥70，000  

石井建材省阪会社殿 ￥20，∞0  朝日石綿工業K K大阪営業所殿 ￥30，∞O  

K K春木鉄工所殿 ￥30，∞o  K K平田タイノレ殿 ￥50，∞o  

大阪セメント K K 殿( ￥5∞， 0∞の内) ￥145，0∞ 計 ￥5∞，∞o  

なお以上のほか，日本建築学会よりの借入金に対して，今回は￥5∞ ，∞0 を償還する ζ とになっ

ております。
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( 技術部門)

( 総合部門〉



4 昭 和 4 1 年 度 現 場 実 務 講 習 会 (107頁参照)

学校を卒業し新採用された建築技術者を対象として，現場実務の知識を短期間に把握させ，より

有用な技術者を養成しよう とするもので，今回はその第14回目と第15回目を開催いた します。詳細

は本号 107頁IC記I依してあり ますから ，ど参照ください。

ｾ＠ I建築と社会」合本ファイル配布について

日本建築協会編集部では 「建築と社会」の合本 ファイルを作りど希望の方に配布するよう企画い

たしております。なお，くわ しくは次号に掲載します。

‘ 土地文は建物の面積等の表示に際して尺貫法計量単位を付記することの

取扱いについて

昭和41年 4 月 l 日以降においては，取引または証明のために使用する土地または建物の面積の表

示は，すべてメ ートノレ法によらなければならないが，当分の間，メー トJ レ法による表示は尺貫法計

量単位で換算した値をかっと蓄で付記する乙とは，さしっかえないとととして取り扱われる とと に

なったのでt通知します。

なお，不動産受記法lζ 基づく登記申請書に記載する土地の地積，または建物の床面積の表示につ

いては，関係省において協議の結果，登記簿に尺貫法による単位で地積等が表示されている不動産

についてもメ ート J レ法による単位の使用を勧しようするよう指導する乙ととなりました。したがっ

て，メートノレ法のみによっ て記載した筆記申請書も受理される ζ とになったので，念のため申 し添

えます。

4 建築物用途別・建築基準法および関係法規早見一覧表

・40 年 追 補 版

内容 ・昭和38年版改正表 ・31mを乙える高層建築物 ・法規の図解

・消防法施行令並び11 : 大阪市火災予防条例早見表

・妨火材料 ・防火構造 ・防火戸認定一覧表

型 .  B  5版( タテ ・182x ヨコ ・257協) ・40頁

編集 ・日本建築協会出版委員会

圃 38 年 版

内容 ・(1) - 般建築物及び工作物Iζ 関する法規一覧表 (2)劇易，映画館，演芸湯，観覧易，公会堂，

集会場 (3病 院 診 療 所 (4)ホテノレ，旅館 (5)下宿 (6)共同住宅 (7) 寄宿舎 (8)学校 (9) 百

貨后( 10)マーケッ卜 11D自 動 車 車 庫 問 自 動 車 修 理 工 場 出 公 衆 浴 場 凶長屋 間法規図解

( 附録) 消防法施行令及び大阪市予防条例早見表

・38年版と40年追補版を併せて乙ザ利用願えれば一周実務に資する ζ とと思います。

図 書 名 会員特価 定 価 送料( 円)

38 年 版 3∞ 350 70 

40 年 版 100 Ｑｾ＠ ｾ＠

38年版+ 40年版 400 5∞ 120  

・図書の申込 : 電話文は，はがきで日本建築協会出版係まで願います

社団法人 日本建築協会大阪市東区北浜3- 37 T E  L  (231)  9剖8 ・9640

-
a
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-
車

ー

= 甥 許 =

気光i ¥遜風露塁

販

売

建 築 写 真 ・商 業 写 真

ｅ ｾ 凶 ｾ ｾ つ ね な り す た じ お

ピs
大阪市西区江戸沼下通2-79

田辺工業株式会社

電話土佐堀附7437 - 9  

大阪市東区北浜 3 電231- 0141



委 員

下記のとおり昭和41年度常設委員会の委員委嘱を決定いたしましたので，乙とに氏名を

日 本 建 築 協 会

d 企』

::z:s: 員委設

ｾ＠
市

. 6.  

2 ヨE
年 度 日 本 建 築 協

4 月5 日の理事会において，

掲放いたします。

4 昭 和 4 1  

見学 ・1昔話i ' 説明 ・映薗 ・展示 ・懇親会 ・

若い会員の集いなどの事業企画および実施

安 部 大 就 ( 大 阪 府 立 大 学 〉

審 忠 夫 ( 国 鉄 大 阪 管 理 局 )

池 田 博 ( 住 宅 公 団 )

上 田 信 也 ( 目 建 設 計 工務〉

上 野 監 ( 近 畿 電 通 局〉

打 浪 政 信 ( 新 興 路 材 工 業 所〉

瓜 本 信 之 ( 国鉄大阪工事局)

小 川 博 三 ( 竹 内 池 策 事 務所)

O尾 包 消 四 郎 ( 三 兆 商 会 〉

大 橋 一 夫 ( 関 西

O岡 本 弘 ( 浅 沼 組 )

ム 金 子 敏 男 ( 鹿 島 建 設 )

木 村 郷 久 〈 大 阪 大 学 )

木 村 博 己 〈 大 阪 郵 政 局 )

喜 多 聖 泰 ( 大 白 木 土 木 )

O窪 田 祐 ( 大

久 保 田 進 也 ( 必

小 嶋 宏 ( 大

小 泉 坐 ( 銭 高 組 )

児 島 隆 ( 佐 々 木 事 務 所 )

駒 日 出 男 ( 駒 建 築 事 務 所 )

近 藤 被( 小笠原浜岡事務所)

佐 藤 暢 秀 ( 今 西 組 )

佐 孝 義 治 ( 近 鉄 開 発 局 )

佐 藤 泰 ( 大 阪 市 公 闘 部 〉

坂 内 幾 男 ( 坂 内 建 築 事 務 所 〉

白 井 義 惟 ( 住 宅 公 団 )

鈴 木 洋 也 〈 東 畑建築事務所)

田 中 隆 ( 竹 中 工 務 庖 )

回 森 信 夫 ( 熊 谷 組 〉

滝 川| 公 策 ( 坂 倉 町i 三研究所)

ム 谷 川 丈 夫〈西原衛生工業所)

寺 内 信 ( 大 阪 工 大 )

中 野 孝 治 〈 安 井 i I l 築 事 務 所 )

O中 出 俊 郎 ( 竹 中 工 務 庖 )

中 村 信 夫 ( 大 阪 市 交 通 局 〉

西 川 幸 之 綿 ( 大 阪 市 建 築 局 〉

ム 能 勢 次 郎 ( 能 勢 述 築1陥 所 )

林 正 夫 ( 帝

0;放称略 ・50音順 ・。 印委員長 ・O印副委員長 ・ム印幹事 ・*編集理事)

日 中 孝 男 ( 日 建 設 計 工 務 )

中 村 亮〈日正tt 設計工務〉

* 西 村 栄 一 〈 大 阪 市 建 築 局 )

* @ 長 谷川 哲 之 助 〈 近 畿 地 建 〉

服 部 卓 爾 〈 共 同 設 計 〉

福 井 佑 吉 〈 積 水 ハ ウ ス )

福 原 裕 治 ( 大 阪 市 〉

* 政 岡 基 次 ( 政 岡 土 地)

析 谷 芳 明 〈 大 阪 府 企 業 局 )

松 田 昌 久 ( 東 建 設 計 〉

松 村 芳 夫 〈 大 成 建 設〉

構 神 宏至朗( 安井建築事務所〉

宮 沢 智 士 ( 大 阪 市 大 〉

宮 脇 毅 〈 大 林 組 〉

武 曽 一 郎 〈 清 水 建 設〉

村 上 孝 雄 〈 鹿 島 総 設〉

森 谷 晋 作 ( 近 畿 地 建 〉

安 井 猛 〈 清 水 建 設 〉

* 横 田 喜 一 郎 〈 工 英 社 )

吉 田 好 伸 〈 坂 倉 単 三 研 究 所 )

* 吉 永 義 雄 ( 第 一 企 業 )

吉 村 勲 夫 〈 住 金 鋼 材 )

116b 山 広 三 〈 大 阪 大 学 〉

孝 ( 近 畿 大 学 )

敬 ( 婿 本 硝 子 庖〉

守 政 ( 原 悶 商 庖 )

作 太 郎 ( 平 田 タ イ 川

達 夫 ( 近 畿 地 建 )

二 郎 ( 住 宅 公 団 )

基 次 ( 政 問 土 地 )

敏 克 ( 新 工 務 所 )

字 ー ( 幸 福 相 互 銀行)

志 津 男 ( 大阪建築事務所)

次 郎 ( 浅 沼 組 〕

昭 栄 ( 三 宅 沼 気)

泰 治 郎 ( 新 工 務 所〉

十

全

一( 昭和設計事務所)

彰 ( 松 村 組 )

孝 雄( 国鉄大阪管理局)

豊 作 ( 藤 木 工 務 庖 〉

義 樹( 西日本建設保証)

正 春 ( 南 海 電 車 )

克 朗 ( 大 阪 府 企 業 局 )

英秋( 不ニl . I l 般)

野

野

田

田

沢

野

岡

井

本

村

宅

田

川

島

田

野

本

田

田

辺

林

荻

原

平

藤

星

政

地

松

松

商

三

道

村

村

森

矢

山

吉

和

渡

O

ム

0

0

ム

A

0

0

カ〉

組)

組)

府)

事業委員会

林

阪

村

国

編集委員会圃

法規委員会

建築 IC関する法線の研究ならびに普及

一 ( 消 水 建 設 〉

夫( 大阪市総合計画局〉

暗 〈高橋建築事務所〉

暗 〈 東 和 組 〉

員Ij ( 大阪市消防局)

{ 言( 大阪府指導課〉

夫( 村野森建築事務所〉

勝 〈 大 阪 市 指 導 課 〉

志〈小林建築，jJ 務所〉

三 ( 駒 建 築 事 務 所 〉

夫( 大阪市総合間画局〉

_ - ( 安井建築事務所)

文 〈 大 阪 市 大 病 院 〉

夫 〈 大 阪 市 指 導 課 〉

幸

隆

隆

敏

正

昭

正

得

敬

遠

正

博

信

穣

藤

田

智

津

田

座

田

林

藤

野

内

ロ

淵

居

• 
伊

上

越

大

恩

納

檎

越

小

駒

近

佐

竹

竹

田

土

。

会誌 m築と社会」の企画 ・編集

* 浅 沼 猪 之 吉 ( 淡

猪 沢 徳 忠 ( 兵 庫 県)

池 田 彰一郎( 束畑建築事務所)

出 江 克 ( 竹 中 工 務 庖 )

大 西 道 明 ( 今 宮 工 高 )

上 回 宏 二 ( 大 阪 建 築 事 務 所 )

太 田 洋 一 ( 大 阪 市 大 )

* 岡 橋 作 太 郎 ( 目 建 設 計 工 務 〉

* 木 下 暗 ー ( 京 都 市 住 宅 局 )

桜 井 美 政 ( 神 戸 大 学 〉

消 水 克 己 ( 住 宅 公 団 〉

* 白 井 周 二 ( 清 水 路 段 )

* 菅 谷 三 郎 ( 大 阪 m気暖房〉

住 田 昌 二 ( 大 阪 市 大 )

角 野 党 ( 電 々 公 社 〉

高 尾 総 之 助 〈 大 林

高 口 恭 行 ( 京 都 大 学 )

立 成 良三( 大阪符住宅供給公社〉

組)

組)

?自

一 ( 大 林 組 〉

雄 ( 新 建 築 事 務 所 〉
人)



宏( 松田平田事務所)

哉 ( 鹿 島 建 役)

ニ ( 都 島 工 高 )

貞 〈 鴻 油 組 〉

夫 ( 東 海 興 業 〉

幸 ( 竹 中 工 務 庖)

山甲 ( 周中小西事務所)

楊〈大阪市立工芸高〉

保( 束畑建築事務所)

良s ( 近 後 建 設)

弥( 清水和弥事務所〕

秀

久

賢

喜

貞

正

組〉

一般建材の改良進歩のために ，コン サルタ

ント的 IC検討などをして斯界の向上発達を

はかる E とIC努める。

幸 一 ( 清 水 路 恕 )

郁 夫〔文部省工事々務所)

徳 吾 郎 ( 鹿 島 建 設 〉

太

和

昭

尚

秀

一 ( 今 宮 工 高)

武 ( 大 林 組 )

夫〈大阪市営繕部〕

実 ( 布 施 工 高 )

ー 〔 岡

守( 新日本技術コ ン

サルタント)

透 ( 大 阪 府 営 繕 線 〉

利 一 郎 ( 国 鉄 管 理 局 )

茂 ( 大 日 本 土 木 )

建材委員会

忠

宮

路

本

藤

賀

伊

大

大

岡

奥

香

田

下

野

地

木

原

西

藤

木

原

水

沢

口

川

井

村

田

川

々

石

岩

上

小

辛

笠

小

斉

佐

篠

清

田

谷

中

永

西

原

房 之 助 ( 永 大 産 業 〕

茂 〈 大 日 本 土 木 〉

治 ( 大 和 ハ ウ ス )

隣( 京都工芸線維大〉

三 ( 大 阪 大 学 )

宏( 束畑建築事務所〉

雄 ( 京 都 大 学 〕

矢 ( 近 磁 地 建 〉

ニ ( 今 宮 工 高 )

稔 ( 大 阪 市 建 築 局)

村

山

吉

建築 IC関する出版物の企画 ・刊行

田

藤

川

崎

村

田

保

上

村

村

泉

古

林

本

水

田

川

久

谷

池

伊

市

石

稲

乾

上

大

川

木

木

小

玄

小

坂

清

嶋

関

田

多

宮

長

吉

原

長

林

前

松

宮

水

森

森

安

山

吉

力

川

村

川

谷

盛

野

川

武

出版委員会

有

克

溌

数

宮

市

凶

義

国

本

村

回

丹 羽 克 己 ( 大 阪 府 土 木計画課)

西 国 一 ( 住 宅 公 団 )

林 谷 武 雄 ( 竹 中 工 訪 問

福 永 禁( 福永建築事務所)

松 井 清 開 ( 東 海 興 業 )

森 川 喜 代之 助( 森川建築事務所〉

森 竪 ( 大 阪 府 指 導 謀 )

山 田 宏、 顕〔大阪市区画整理局〉

山 本 康 雄 ( 万 博 協 会 〉

吉 村 卯 ( 大 阪 府 指 導 課 )

渡 辺 甚 吉 ( 大 阪 市 審 査 課 〉

住宅委員会圃

真

山

山

組)iB 弘 ( 浅

正

沢

本

島

一( 国鉄大阪工事局〉

貢 ( 京 都 大 学 )

衆 ( 住 宅 公 団 〕

夫( 大阪建築事務所〉

也 ( 大 成 建 段 )

一 ( 近 餓 電 通 局 )

清 ( 新 住 宅 社 )

勝 比 古 ( 神 戸 市 〉

寿 栄 次 ( 関 西 電 力 〕

勝 次 ( 神 戸 大 学 〉

清 ( 竹 中 工 遊 底 )

良 太 郎 ( 大 阪 市 大 )

英 之 ( 日 建 設 計 工 務 〉

志 乃 武 ( 日 建 設 計 工 船

徹 夫 ( 竹 中 工 務 庖 )

千 秋〈安井建築事務所〉

桂 一 良[1 ( 大 阪 市 指 導 山

幸 雄 ( 桜 井 投 備 研 〉

茂( 竹内i J l 築事務所〕

博

番

勝

昌

中

国

吉

沢

田

住宅 IC関する研究ならびに E れが改善につ

いての一般啓蒙

生田喜一郎( 大阪市住宅供給公社〕

上 回 良 治 C U A 事 務 所 )

大 橋 孝 則 ( 大 阪 府 住 宅 限 発 〉

@ 岡 橋 作 太 郎 〈 日 感 股 計 工 務 )

奥 山 清 治 郎 ( 都 島 工 高 )

景 山 正 明 ( ダ イ ケ ン ホ ーム〉

勝 浦 覚 ( 日 生 住 宅 〉

金 井 弘 次 ( 大 阪 府 企 業 局 )

金 森 梁 雄 ( 京 阪 電 鉄 〉

木 村 多津子〈大阪市大家政学部〉

北 本 隆 之 ( 大

O黒 谷 俊

小 林 昭

組)

一 ( 住宅公団，西宮〉

夫 ( ナ シ ョ ナ J レ住宅

建材)

林

一 〈 大 阪 大 学 )

三( 来畑建築事務所)

美( 東西建築サービス)

雄( 大阪建築事務所)

臣 ( 近 織 地 建 )

幸( 日l 1 ! 設計工務)

茂( 安宅エンジニア)

介 ( 大

次 ( 政 岡 土 地 )

次 ( 東 洋 紡 績〕

作 ( 藤 木 工 務 庖〉

一 〈 大 阪 市 立 大 学 )

三 ( 住 宅 公 団 〉

保 ( 大 成 建 股 〉

義 ( 竹 中 工 務 庖 )

望 太 郎 ( 倉 敷 レ イ ヨ ン )

禎 巳 ( 大 飯 市 建 築 局 )

幸

圭

耕

野

回

国

正

国

木

辺

組〉林

ネL

春

孝

嘉

良

基

貞

山

内

且

間
一

4

i

晴び

4

宮

口

内

員

慨

芳

虫

査

E

ヨ

縮

施

.
1
F

の

実

b

f

A

て

ぴ

d

a

・

ぃ

ょ

っ

お

に

函

育

企

教

の

築

ど

建

な

回

取

屯E

木

榊

後

鶴

中

中

橋

伽

元

矢

山

士

口

吉

米

若

波

良s ( 東 住 吉 工 高 )

雄( 今西建築デザイン〉

実 ( 大 阪 郵 政 局 〉

茂

川

西

上

相

今

井

坂 井 茂 信 ( 日 建 設 計 工 務 )

坂 倉 利 男 ( 大 阪 府 住 宅 建 設 )

下 山 丈 彦 ( 住 宅 公 団 工 務 課 )

鈴 木 雅 夫 ( 大 阪 市 建 築 駒

大 東 消四( 大阪府住宅供給公社〕

高 木 幹 祐 ( 八 幡 エ コ ン )

竹 内 さ く ( 山 手 女 子 短 大 )

寺 岡 県( 大阪建授業協会〕

中 間 旅之助( 大阪市総合計画局〉

仲 埜 絞 朔 ( 住 宅 新 報 )

長 山 弘 子 ( 飽 林 技 術 セ ン タ ー )

楢 崎 正 也 ( 大 阪 大 学 工 学部〕

O野 々 村 五四男( 大阪市大家政学部)

福 井 佑 吉 ( 積 水 ハ ウ ス )

星 広 文 ( 平 和 建 設 )

星 野 二 郎 ( 住 宅 公 団 設 計 課 )

松 本 大 平 〈 因 島 応 弔)

松 本 忠 良 ( 住 宅 金 磁 公 T ! l )

光 崎 育 利 ( 大 阪 工 大 )

宮 後 健( 官後建築 J 法; ; r )

弘

原

本

間

回

一( 村野森建築事務所〉

三( 浦辺建築111務所)

良s ( 泉設計事務所〉

勇 ( 松 村

竪( 大阪府指導課〉

之 ( 布 施 工 高〉

一 ( 大 林 組)

一 ( 佐 々 木 事 !)j m)

夫 ( 大 林 I丑〉

夫 ( 清 水 建 設)

組〉

陽

商

民

連

舟

捌

寿

俊

剛

利
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業借って安J 心 P

近イペ建築材 命
4 0年 の 歴 史 と 最 新 技 術 の 産 物

ｊｴ ｉｊ 工Ａｊ ｾｊｾ ｪＮ Ｙ ル

ス-Jt- J t ヲ王レ弓拘束ヲル (S P M)

カ弓ースー ｊ｜ＺＭ ｊｴ Ｇｊｉνｾ 拘束ヲル Ｈ ｃｓｐｍ Ｉ

章1[ 11幸 代 に マ γ チし丈ニ

各 布1の カ ラ ー !製 品 が あ り ま す

責 任 施 工
1I" IJ I !J Ij ｊｾ 克明ル製造株式会祉

本 社 ・ 大 阪 支

兵 雌県尼崎 市 長洲宇協川新田 44

庖 亙 尼 崎 工 場 / 東京王E 並工場 埼玉県雄市大千増邑 I 6 2  0 電 話 艦 ( 32 ) 3  I  I  5 - 7  

電話 大阪 ( 48 1) 代表 卵お - 9 /  宜 庄 ・ 出 彊所 !Il，J，・八幡・名 古血 川崎t 国・宇部・盛 岡・担11. 三原 慎晶 革山

. ド ア を 閉 め る の は

ボ ク の 役 目 で す

Ｍ 也築憾 式の 円 しい づ ｾ［ｩ に ｉｦｬ ‘ドア の軽1.t化、 niL主化される 現 代 、

勢い卜 7 チ : L '/ ｾ＠ t. これ 勺J: ;直応しとものを 要求 されま寸。

百'1 'L  4  0  ｾＢｦ ｬ を滞る ｬ￡Ｎ Ｑ ｪ の経験と、 ｊｬｩ 新の特 殊 ｬＧ ｩＭｉ ｉｉ 階段怖 か句生れる

ニ E ー ス タ ー トT -1 エ γ7: ' ; ' 、桃俺の1r pV. 化、確実な作動、耐久

力 、 斬析 なデザイン、これりを光世に摘と ｌ た ｴ 色 ｉ ・ ＱＱ 三 車 ｈ い三どける ＮｦＧｾ

Ｚｕ， ｬＨｬｬＮ ｪ 主 事 ｾ ＯｉｉＢ で寸。

側 ＱＷ 倒目ｾ

ニｾＭ亥写ー製品
- フロ ア

- トーァ

ヒ ンジ

チ ェ ッ ク

- ピボ y トヒン ジ

・ラノ〈 トリ ヒ ン ジ

・.j 1j1{}Ji ，; ラミン樹1m

日本ド7一子工、γ ケ製造株式曾社

本社工場大阪市生野1 E : i ¥: 気付A 困) 2  2  2 司1. . ，758) ， 2 5 ' 代会)

東 京 王 届 " ' 京都，. 代田区神田小1" 困12- 12 ｾ昔話 Ｇ ＲＹＳ -1 4831 (杭主 ) - 5

4  品世ビル

L 保 出 強 f>Ji "L  ｾ眠時】月庄中央通 ＳＧ 4 ー 1 1昔話 86) 8052 . 843 3  

邑古庄出拡所 邑 古 庄 市 決 l R; t i 岳闘1 ，ー 1 ， 需品 1961 ¥ 5771 ft .，;トー3

広島出拡所広島県安住郡 ｉＡ､ ｾＮ Ｉ 緑 ｮ 2 0  5  電 品 八 木 1  0 6  

泊 岡 出 拡 所 抽 附 巾 王 抑 4 T 口4 - 2 "  常詰 (74) 2372. 3312 

11 



切言3

- 回転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 探用 し た 耐 久 品

発 売 元

近畿工業株式会社

本 社 大阪市北 Iヌ梅 ケ伎 町 1 0  8  ( 新 防 ケ伎 町 ピル)

'41: Ui 大阪 ( 363)  3  3  7  1  ( 代炎)

京 京 都 千 代 田区神田主主木町 2 (共同ピノレ)

'.'Lr :1/ i 東 京 ( 254) 2  0  5  1  (代表)

名 古 屋 市 中 村 区 平 池 町 4 丁 目 4 8 の 2

';'tt J li 名 古 屋 ( 551) 2  5  2  2 ・ 8 6  5  5 需

- 弊ヰ土創立粋付

ピボ ッ トヒン ジ

t孟 ・・

実 用 新 案 登 録

第 517316号 の

立 枠 に は 何 ん ら

怒 触 致 し て お り

ま せ ん 。

* 営業品目

・ス チールサ ッシ・ドア・アルミサ ッシ ・ドア

ステンレスサ ッシ・ドア・カーテンウオール

. 冷暖房・給排水・衛生設備工事

・電気設備工事

. 建設用機械

1: : ; ""  

阪 市 生野 区 契矢 柄 町一 五 一番 1也

大 阪 (751 )  3  6  5  3  - 5  

Ｍ 本品 ｬ よ特 に 各部品 の 材 料を吟味 し 、 Ｒ に，而 ｬ がｾ ，ｾ

びな いようポンデライジングIJ IIT を鈍 した上

に防錆塗 装 を しており ます。

Ｎ 焼 ｈ 塗淡ｻ上 ｊＭＮ 製品 の ｻ也 に 、ｻ也 の 持出 し Ｏ ｉｾ の 腕

部 ( 吊込後五目 かム 露出す る部分 ) に S U  S27 

( 18. 8) ステンレス製へアーライン仕上の 化

車正カノ〈ーを f.J II てありま 9" 0

・ 回転ffiJ 分にナイロンベアリング及び λ ラスト

ベアリングを ほ入してあり ま寸。

Ｎ 別製 の ｡ｾ ｉ ｻ ｾ 製作 をも 歓迎致 しま ｊ 。

きの

• 三 後 建 材 工 業 株 式 会 社

サ レZ 4 ' /

記事腿'11-

東 京 支 広

名古屋支底

ヰ土
. .0. . .  

-::v;: 株 式

工場 / 大 阪 ・ 東 京

車両車

立枠付

畿

K
.
V
 

民

u

k

v

 

製 造 元 主 主

@  
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表紙のことば: あそびば

好奇と冒険がおさない私をかりたて

友 と 原 つ ば を 転 げ 丘 を 駆 け て 茜 色 に そ ま っ た 雲 を

みながら タ舗の家路についた日守

今木は切られ丘は削られて設が立主主ぷ

遊び場を奮われたこどもらは どこへゆくのか

表紙デザイン: 表紙デザイン小径員会 & 曹 谷 淳

建築法規特集

Archi tecture ｾ＠ Soci ety 
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訟岱ロ! ' l ! 大阪 39975

印 刷 者 網 野 栄

印! I ) 所( 除) 研文 社

大 阪 市 北 区 堂 山 町 66

S 大医 H 1- 2  0 9 1  

売 価 1 邸 200円 ・送料共

13 



タ論w，

東署
東 芝 商 事 練 式 会 社

東 京 芝 浦電 気 隊 式 会 社
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. ビ ル デ ィ ン グ の 洗 浄 工 事

. 木 造 建 築 洗 浄 ・ 美 素 仕 上 工 事

. ビ ル デ ィ ン グ の 清 掃 ・ 一 般 管 理

美 素 工 業 ( 株 )

美素建物管理( 株)

本 社 大 阪 市 東 区 瓦 町 三 和 ピ ル

電 話 ( 231) 5  8  8  8 ・4 9 3 8  

営 業 所 大 阪 市 東 区 本 町 二 丁 目 五

電話 ( 261) 4070 ・4079 ・617

-・・・・-
d・・・・・・・・・・‘
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富山第一生命ヒ、ルデ、イング

フ レ キ ャ ス 卜 コ ン ク リ ー ト

カ ー テ ン ウ オ ー ル

ー カ ー テ ン ウ オ ー ル の 憲章E

建 築 生 産 は 他 の 産 業 に比 較 し て

1  ) 土地 に 定 箔 し て い る 。

2  ) そ の 寿 命 が 長 い こ と 等 の 宿 命 的 な 後 進 的 要 紫 を も っ て い る 。 し か し こ の 要

索 以 外 の 面 は 可 能 な 限 り 工 場 生 産 化 し て 、 合 理 化 に よ る 質 の 向 上 と コ ス ト

ダ ウ ン を 追 求 し て 行 く こ と が 建 築 生 産 を 近 代 産 業 化 し 得 る も の と 推 察 さ れ

る 。 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト パ ネ ル ( 以 下 P C P と略す) によるカーテンウ

オ ー ル は そ の 方 法 論 の 一 つ で あ る 。

メタルカーテンウ才一 J レに 比 較 し て あ げ ら れ る 長 所 と し て は 、 下 記 の 言 者 点 が あ る 。

1  Ｉ造型の自 由Ａ交が Ｇｾｷ である。

2  ) 耐火性能が良い。

3  ) 岡1性が高い。

4  ) 娘合苦11面積が少ない。

5  ) 価 格 が 向 型 式 の パ ネ ル 型 メ タ ル カ ー テ ン ウ オ ー ル に比 較 し て 安 価 で あ る .

砕 カ ー テ ン ウ オ ー ル の 方式

将 来 予 想 し 得 る 都 市 問 題 に 対 す る 一 つ の 提 案 と し て 、 第 一 生 命 の 賢 明 な る 判

断により、建物の周囲に環境艶備上有効な ｾｴ 也を設ける、前進的な配置がなさ

れ た 事 務 所 建 築 と し て 、 2. 7 mX 2 . 7 mの ユ ニ y トモデュ- ) レエリヤを設定し、

そ の 3 f告の 8. 1閣を 1 スパ ン と す る グ リ ッ ド プ ラ ン で 、 こ れ が 殺 倒 的 単 位 の 基

単 と な っ て い る 。

外装は棟割匝として、 4 周 共rn 1.  350問、7，' l i さ 3. 600怖のユニットパネノレによ

る P C P カーテンウオーノレで設計された。

ー 部 品

プ レ フ ナ プ リ ケ ー シ ョ ン の 原 則」二、 部 品 は す べ て 工 場 に お い て 組 立 て ら れ 、

完 成 品 を 現 場 で 取 付 け て 、 現 場 作 業 量 を 低 減 す る こ と が 基 本 構 怨 と な っ て い る 。

P C P は椋司自型として 1. 350 m X  3. 600 m 、重量 1，070勾 の も の 、 お よ び そ の 他

10極 鷲i 972枚 が 作 成 さ れ た 。 椋i.Vl ' マネ J レには P C P に 先 付 さ れ た 外 枠 に 、 ベ ア

ガ ラ ス G P 6 x 6 X P 6 ス テ ン レ ス ス チ ー J レ製サッンユが後付された。l l I t 倒的

中 ilfIJUJ の I}，Jロ 用 と し て 、 縦 軸 回 転 慾 が 1 スパ ン に 2 ヵ 所 設 け ら れ て い る 。 院l 口

預 償 の % は 開 放 可 能 と な っ て い る 。 型 枠 は 外 枠 を 鉄 製 、 内 粋 は 鉄 と 木 製 の 併 用

と し 、 様$ P C P は 一 つ の 砲 よ り 70枚 を 脱 却 さ せ た 。 打 込 み コ ン ク リ ー ト 例 合

は 内 セ メ ン ト 500勾 / Ｗｲｾ＠ 3 、 稲 田 砕 石 1，450勾 1 m
3

、主主砂 212勾/ 隅 3 、 水 量 175

勾/，，，3 W/ C3 5 %、 ス ラ ン プ 3 - 5 酬とした。

誕 生 は / I A 気 養 生 を 行 な う べ 〈 計 画 さ れ た が 、 そ の 後 白 セ メ ン ト 使 用 、 コ ン ク

リートの早強位と夏J t l I製 作 の 時 季 的 な こ と 、 お よ び コ ン ク リ ー ト 圧 縮 試 験 の 結

栄 も 1 日( 24H R ) 経過のもので、 172- 196勾 10m
2

と な り 、 設 計 強 度 に 迷 し て い

る 等 の 理 由 に よ り 蒸 気 養 生 は 中 止 さ れ た 。 型 枠 表 面 に は リ タ ー ダ ー ( 反 応 遅 延

商1]) を 使 用 し 、 表 荷 仕 上 と し て 外 側 は 洗 出 し 、 内 jJll J は 同 時 に 打 込 の 白 山 研 出 仕

上となっている。

主 筋 は 3 - 13 O、 2 - 6  I品、 H O O P 6 φ 一 @150'鴨，お よ び ウ エ ル ド メ ッ シ ュ

*f 8ー @100怖 を 入 れ て 、 外 力 ( 風圧) による歪、 亀 裂の 防 止 を し て い る 。 - 30. C

2411判 IJ サ イ ク ル の 凍 結 、 融 解 テ ス ト を 行 な い 、 凍 苦 手 の 有 無 を 検 討 し た が 、 処 状 は

ま っ た く 認 め ら れ な か っ た 。 パ ネ ル 相 互 | 閉 め 目 I也は 15鴨巾て¥外1 I ¥IJ に チ オ コ ー

ル 系 コ ー キ ン グ と コ ン プ リ バ ン ド 、 内1111J に コ ン プ リ バ ン ド と ハ イ パ ロ ン 系 合 成

ゴ ム の ガ ス ケ ッ ト を 取 付 け て い る 。 こ れ は 防 水 と 同 時 に カ ー テ ン ウ オ ー ル の 二

次 応 力 を 吸 収 す る 役 目 を も っ て い る 。 設fsii 的考察として、 P C  PI 別に中 空 層 を

も っ 断 熱 材 の 貼 付 方 法 を 採 用 し 、 平 均 伝 熱 係 数 を 2. 55Kcal / ・'C m

2

H R に お さ え

冷 暖 房 負 荷 の 軽 減 と 結 露 防 止 を 計 っ て い る 。 パ ネ J レの製作棋王をは当初土 3 怖 を

想 定 し て い た が 、 完 成 品 は 土 1. 5時 以 内 である。 P C P生 産 に 当 り 現 地 製 作 と

工 場 製 作 と 比 較 検 討 の 結 果 、 工 場 立 地 条 件 の 将 来 性 お よ び 品 質 管 理 上 、 附 大 和

建 材 庖 名 古 屋 工 場 で 製 作 さ れ た 。

他 方 現 場 で は 、 こ れ と 並 行 し て 取 付 金 物 が 設 世 さ れ た 、 原 HIJ として、 P C P

の. f f i i止 お よ び 2 次応力は、 P C P の 下 部 金 物 よ り 精 進 体 に 上 部 は P C P の 前 後

の 倒 れ に 対 し て 抵 抗 す る よ う な 、 上 膏11はノレーズな按点、下苦11は リ チ ッ ド な 接 点

として P C P と梢 治 体 は 下 部 を 除 き 30怖 の ? 1) ヤ ラ ン ス を 保 持 し た 。

メ タ ノ レ カ ー テ ン ウ 方 - ) レ の よ う な 三 方 向 微 動 翻 絡 は 困 維 で 、 前 後 左 右 二 方 向

の 5 - 10怖 の 制 強 可 能 と な っ て い る 。 取 付 金 物 の 取 付 制 度 が こ の 工 法 の 最 も 虫

要 な ポ イ ン ト に な っ て お り 、 P C P カ ー テ ン ウ 方 ー ル の 取 付 精 度 に 直 結 し て い

る こ と で あ る 。 取 付f去 の 誤 差 は 士 3 引 に お さ え る こ と が で き た 。

砕輸 送

プ レ グ レ ー シ ン グ さ れ た P C P完 成 品 の 長 距 離 愉 送 は 画 期 的 な こ と と い え る 。

貨車、 ト レ ラ ー ト ラ ッ ク に よ る 輸 送 も 考 え ら れ た が 、 輸 送 中 の 安 全 性 、 総 答 時

州渡航、搬入の荷量易性 、 道 路 条 件 お よ び 経 費 等 検 討 の 結 来 、 普 通 ト ラ ッ ク に よ

る 1 111 6 枚 の 輸 送 が 最 適 で あ る と の 結 論 に 迷 し た 。 距 離 は 約360kmで 所 要 時間

は ＱＰ 時 ｉｩ ｬｬ であった。道路のｾｩＱｩ装状況は ＹＵＥ 主主制 ｉｩ されていた。

' 取 付

取イ寸工 ｾ Ｑ ｾＧ ［ｉＺ、北 ｩｬｬｬｊ ｐｃｐ の一部を除いて無足場で作業を行なった。 ｐｃｐ は順

次 取 付 符 号 に よ り 、 1 日 工 数 量 を 単 位 と し て 瓶 入 し 、 現 場 で の ス ト y クはさけた。

取 付 周 ク レ ー ン は 特 製 で 、 釣 扮 げ 能 力 1. 5  t 、ゴムJ . j I ; 給付可動クレーンである。

巡 転 操 作 は リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ル 方 式 に な っ て い る 。 人 只 配 置 は ク レ ー ン に

l 人、 1 階 に 2 入 、 取 付 位 置 に 3 人 、 合 計 6 人 が 単 位 と な っ て い た 。 P C P 取

付 チ ー ム は1総で、972枚のパネノレが約65 日間に取付完了している。(1 日 平 均15校)

最 上 階 の P C P 取 付 は ク レ ー ン の ブ ー ム の 高 さ の 関 係 上 、 オ ー ス ト リ ッ チ ク

レ ー ン に よ っ て 行 な っ た 。 各 宇 亜 の 信 号 述 絡 は す べ て 有 線 包 括 を 使 用 し た 。 な お

輸 送H寺 お よ び 取付 作 業 l時 に お い て li 度 以 が ま っ た く な い と い う 好 成 制 を 収 め え た 。

静養 生

初 ビ ニ ー J レ シ ー ト に よ る 養 生 を 考 慮 し て い た が 、 検 討 の 結 染 、 現 場 に お い

て と く に カ バ ー は し な か っ た 。

怪維 持 ・管理

カ ー テ ン ウ オ ー ル の 消 掃 お よ び 保 守 上 、 屋 上 階 に 250A干の移動式ワ y シ ン グ

ゴ ン ド ラ を 訟fAil している。 P C P の 交 換 用 と し て の 予 備 パ ネ ル は 割 高 備 さ れ て い

な い が 、 型 枠 は 保 存 さ れ て い る 。

' 性 能

耐火性能については、・ P C P で あ る た め 、 と く に 問 組 は な し 、 。 透 水 性 能 は 打

政しコンクリートに対して ｐｃｐ の透水 ｩｾ ｊＺは ＱＷＮ ＶＥ 、 ｬ 汲水性能は Ｑ 11寺IHI 吸 水i誌

で6 6 %、 5 時 11111汲 水 iil:で62%. 24時 間I吸 水 量 で6 3 %と、 J 1  S 規 格 試 験 に 単 じ

て試験を行なった新来、前者に比較して防水性能の綴れていることカ句在f t A . された。

二 次 応 力 お よ び 池 袋 時 の 相 対 変 位 ド リ フ ト に 対 し て は 、 15協 ー30協 巾 の 白 地

お よ び こ の 聞 の シ ー ル 材 の 弥 力 性 で カ バ ー し う る 。

ー後 E己

P C P は メ タ ル カ ーテンウオールに比較して. f f i いという雛点があるが、たと

え ば 人 工 軽 量f T材 に よ る P C P も 考 え ら れ 、 経 註 化 の 可 能 性 が あ る 。 コ ス ト の

函 で は 、 メ ー カ ー と し て も 初 め て の ケ ー ス で あ り 初mに な っ て い る が 、 今 後 は

当 然 コ ス ト ダ ウ ン の 可 能 性 が あ る 。 P C P は こ の よ う に 積 4 の 問 題 点 を も ち な

が ら カ ー テ ン ウ オ ー ル の 紫 材 と し て 、 デ ザ イ ン 性 、 お よ び 生 産 性 に JUJ 待 で き る

も の が あ る と 忠 わ れ る 。 P C P はlji な る カ ー テ ン ウ オ ー ル 材 と し て で な く 、 ベ

ア リ ン グ ウ オ ー ル と し て 構 造 的 な 使 わ れ 方 に 発 展 し て い る 。 日 山 第 一 生 命 ピ J レ

デ ィ ン グ の P C P カー テ ン ウ オ ー ル の 沼 恕 と 尖 施 は 、 第 一 生 命 保 険 相 互 会 祉 の

械 僚 的 な 熱 意 あ る 指 樽 と 理 解 に 負 う と こ ろ が 多 大 で あ っ た 。

他 方 、 名 古 屋 支 庖 に P C P カ ー テ ン ウ オ ー ル 委 只 会 カ 常 生 置 さ れ た が 、 組 織 力

を 生 か し た 技 術 開 発 は ゼ ネ コ ン の 特 色 を 発 揮 し た も の と い え る 。

( K K竹 中 工 務 盾 名 古 屋 支1古 プレキャストコンクリートカーテンウ方ール委只会)



m築 地 宮 山 市 桜 橋 通 2 の 2 5  

敷地面積 L 935. 65 rn' 

硲築面積 1. 268. 49rn' 

延 面 税 14，719. 24 rn' 

構 造 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

階 敷 地 下 2 階，地上 9 階，結屋 4 階

高 サ 軒 高 G  L  + 35. 0∞m 

最高軒高 G L +47. 0∞m 

深 サ 基 礎 底 面 G L - I 0. 000m 

工 期 お 工 昭 和 38 年 3 月 10 日

唆 工 昭 和 40 年 5 月 31 日

建 築 主 第 一 生 命 保 険 相 互 会 社

工 事 監 理 第 一 生 命 保 険 相 互 会 社

役 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 広

園 設 計 者 と し て の こ と ば

ｾ築生 産 は他の 産 業に比較して

1  ) 土地に定着している。

2 ) その寿命が長い。

乙と，等の宿命的な後進的要素を持っている。しかし乙

の要索以外の面は可能な限り工場生産化して，合理化に

よる質の向上と コストダウンを追求して行く乙とが建築

生産を近代産業化し得るものと推察される。プレキ ャス

トコンクリートパ才、 J レによるカーテンウオーノレはその手

法の一つである。

メタノレカーテンウオー J レに比較してあげられる長所と

しては下記の諸点がある 。

1  ) 造裂の自由度が豊富である。

2 ) 耐水性能が良い

3) 剛性が高い。

4 ) 接合部面積が少ない。

5 ) 価格が同型式のパネ J レ型メタ J レカーテンウオーノレ

に比較して安価である 。

配置計画上将来予想しうる都市問題に対する一つの提

集として第一生命の賢明なる判断』とより建物の周囲に潔

境整備上有効な空地を設ける前進的な配置がなされた。

事務所建築として2.7 m x 2. 7mのユニッ トモデュ- } レ

エリヤを設定し，その 3 倍の3. 1 mを l スパンとするグリ

ットプランで，乙れが設備的単位の基準となっている 。

外装は ，標準として 4 週とも幅1. 350m，高さ 3. 6∞m

のユニットノマネ J レによるプレキャストコンクリートカー

テンウオー J レで設計された。

プレフアプリケーションの原則上，部品はすべて工場

において組立てられ，完成品を現協で取付けて ，現場作

業誌を低減する乙とが基本構想となっている。

- 施 工 者 と し て の こ と ば

プレキャストコンクリ ート パ才、ノレ取付工事は北側の一

部を除いて無足場で作業を行なった 。パネノレは 11民次取付

符号により l 日の工数量を単位として搬入し ，現切での

ストックはさけた。取付用クレ ーンは特製で，つりあげ

能力 1. 5t ，ゴム車輸は可動クレーンである 。巡転操作は

リモート コントロ ール方式になっている。

人員配置はクレ ーンに l 人 1階1':: 2 人，取付位置に

3 人，合計 6 人が単位となっていた。パオJ レ取付けチー

ムは 1組で， 972枚のパネルが約 65日間で取付けを完了

している( 1 日平均 15枚)

最上階のパネ J レ取付けはクレ ーンのプーム の高さの関

係上，オーストリッチ ・クレ ーンによって行なった。

各種の信号，連絡はすべて有線電話を使用した。

なお，輸送時および取付け作業時において全く破損が

ないという好成積を収め得た。

21 
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"1階

1 エレベーターホール

2.  ! J ) 子使所

3 女 子 便 所

4.1， 晶 胡 ; 室

5 自動車用斜路

6 自 転 車 置 場

塔 屋 H昔砂

1 エレベーターホール

2. 化 粧 箆

3. 盤 上 陸 凶

9 階 砂

1. エレベーターホール

2. 男 子 使 所

3 友 子 便 所

4 ク ロ ー タ

5 配 治 宝

4 地下 l 階

1 エレベーターホール

2 男 子 便 所

3 女 子 便 所

4. 従 業 只 控 室

5 駐 車 場

6 自動車用斜路

7 運 転 手 控 室

2 - 8 階 砂

1 エレベーターホール

2 男 子 便 所

3. 女 子 便 所

4φ 湯 梯 室

.. 地下 2 階

L エレベーターホール

2. 陪 械 室

3 監 視 室

4 自 家 発 m室

5 電 気 室

関空



Ｙ 階大会 綾ｾ

豪

華r ぷ



... 外観正面壁コンクリート打放し ，手前渡り廊下

V 外 観 南 戸j より見る

jZ鵠|

設計 財団法人鎚築研究協会棚栂研究室

設 計 指 導 棚 繍 綜

計 闘 弘 田i夫，締森国雄，

長谷川俊一

構 造 高 原 道 夫，許 ｬ｝Ｉｾ Ｎ＠

落 亀 甲l茸E

証 備 山 口 敬 二

監 理 官 飼 克 ニ，平 悶 文 孝

施工 日新ピルダース株式会社

24 



工事概要

建設 刷 所 神 戸 市 須 I醇区板宿町二丁目七六

規脱線造 鉄骨造および一部鉄筋コンクリー ト

造 3階l.I!

建築面積 1. 290. 24m'  

各階面積 1 階 277. 20，日

2 階 1. 209.  60111'  

3 階 241. 92 m' 

延床面積 1. 728.  12m' 

工 事 期 間 昭 和 40 年 7 月 ~昭和 41 &f. 3 月

外 装 昼 般 ア ス フ ア ル ト 防 水 シ ル パ ー ラ

イト吹き付け I ｾｭＺ＠ コンクリート

打ち政しゴーレックス吹き 1. J け . j行

ill: パネルボード 9 弘 V P仕 上 げ，

舗床 クリンカータイル貼り

内 装 天 井 ドリゾー J レ5 P およびプラス

ター塗り. l i ! ノポパン 15私クリヤ

ラ γ カー仕上 げおよびプラスタ ー塗

り，床。 桜フロリング18弘エーワス

リーA 仕上 げおよびアスフアルトタ

イル泊り

計画について

体育館と講堂の異質な 2 J 1J 途に供

する建物として要望され，体育館 と

してはノてスケット 2 而，バレーボー

ノレ 2 面，パトミントン 3面のコート

に転用 ， 講堂としてはコート 面に

1.51

∞名，ギャラリーに3∞名の収容

面積が条件とされた。

さらに既設コンクリ ート 打ち放し

5 階建の 2 校舎から は渡 り廊下によ

3 階

り連絡されるが，その柱間隔，階高 2  階

等のモデュ - ) レや仕上け‘ 材質等の調

和を考慮に入れながら計画された 。

また山の斜面を利用しコ ー トの下階

に述動クラブの部室とシャワ一室，

使所，倉庫等が設けられ，特に各ク

ラブの部室はクラブ員の増減を見込

んで= パネノレ式の可動間仕切りとされ

ている。

1 階

l- I 四| 山| 綱| 綱| 輔 i 山 I.._ I  .._ I  .. _  I  .._ I “ | 

25 



... 鉄 骨 副 架 橋 建 方

"'- 鉄 骨 主 架 橋 建 方

縦 断 面
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一

等

館

-

一

高

育

-

一

日

体

-

一

磨

校

一

一

須

学

一

設計について

コート 床下換気は阿桁面の鉄骨躯

休と鉄筋 コンクリ ート スラブを自ikし

通気孔とした自然、換気と ，ステ ージ

下のファンによる強制換気の二つを

併用しである。

主 トラスを利用した トップサイ ド

ライ トには天井面にノレーパーを設け

日光の直射を防ぎ，同時に人工照明

としては水銀灯と白熱灯のカクテ ノレ

光線を使用した。

屋根防水は特に弱点とみられるド

リゾーノレの継目部分にネオループイ

ングのテーフ。を貼り ，立上り，立下

り部分にゾーン防水を施乙した上に

アスファノレ ト防水を重ねた。

構造について

H 形鋼により構成される 長大な主

架構ラーメンを42mの建物長手方向

に架け ，乙れに小断面の H 形鋼単材

の梁および乙れに繋がる柱を副架椛

として取り付ける方法を試みた。妻

壁および各階スラブ， コート 床より

下の部分に鉄筋 コンクリ ート を併用

しである 。

主 トラス方向の水平力は挫壁のよ

うな鉄骨鉄筋 コンクリ ート の柱に ，

直角方向の水平力は鉄筋J コンク リー

卜の妻墜に負担させ，耐風構は成2.5

m， r117. 2m の主架椛の水平面 トラ

スに受け持たせてある 。鉛直力は主

に主謀! 桝に持たせたが冨Ij 架鱗の柱に

も一部負担させてある 。

施工に際しては ，主 トラスの満載

l時における故大能みの推定をする必

要があった乙とと ，H形鋼の接点{' p

llil J上製品寸法の公差を有I i ぎなわねば

ならなかった乙とに苦心をした。

(弘 !照夫〉
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ｾ Ｒ 階正面玄関

ホール

‘o 階主体育3 : l

および鋭客席

正 面 玄 関

設 計 計 画 神 戸 大 学 工 学 部 建 築 学 教 室

計 製 図 株 式 会 社 訟 溢 処 築 事 務 所

工 事 管 理 神 戸 市 強 策 局 営 絡 第 二 課

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

川 崎 盤 工 業 株 式 会 社

所在地神戸市生凹区 ｨｾ￦ｲ 4丁目大倉山公闘

敷地面積 12. 525111'  

泌物面積 延 9. 659111'

お さ 最高 26. 38m 天井市 14.4 m

構 造 鉄 什 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 逃 5 階 建

大 屋 級 H 型鋼トラス ，スパン 60m

鉄筋コンデリート大住の支原点 ICケ

ルメット及び或イルダンバーを伎川

外 装 大 住 コ ン ク リート打般生地仕上げ，

外壁モルタ J レ刷毛引 き， リシン吹付

け，一部打級生地仕上げ，展組長尺

カラートタン Hき

内 談 室 内 床 一 郎 ピ ニ ラ ー トタイル帰り ，

ｾモルタ ｊ レ陰りゾラコート仕上げ ，

天井有孔プラスターボ ー ドペンキ箆

り ， 殻技樹床サクラフロ ーリ ング ｾ￑

りポリウレタン樹脂塗型i . ! j i ! 塗ラワ

ン竪羽目 ｬｾ りステ イ ン箆り，天 井ト

ップラ イト ルーパ ー付 き



- 設 計 者 の こ と ば

一風変わっている。神戸駅前，淡川和11社の北{l [IJ 130m 

x 90mという南北に長い敷地κ ω m平方のタテモノをお

8 めようとした関係で，当世流行の H. P. シェルなと足

をふんばったアクロパットがやれず. ( やりたくはなか

ったが) かくは四角い トウフを切ったようなシロモノと

はなった次第。窓を大きくとらなかったのは競技者に 111::

I t i l i を与えぬため ，各面一対づ. つの巨大な大柱は集約的な

ダクトおよびパイプスペースに利用したが，多少オーパ

ーな感じを与えるようだ。( 乙れにはいろいろ事情があ

る) 外観はなるべく単純で還ましい表現をねらい ，内flf5

は専ら機能のままにオ ート マティックに処理したので‘ 双

方の感じが大分異なっている 。いわでもの乙とながら ，

構造計画の原型は P ・ジョンソンのM.W プロクター研

究所の近代美術館。規模は大分大きくはなったが，アイ

ディアはソックリ頂獄。設計組織が不明瞭で，船i i J jが多

すぎた上，きびしく，少ない予算のワクの中であがきに

あがいた ，あげくの果ての，ま乙とに遺憾な作品と申す

他はない。

構造はスパン64mの鉄骨大梁 8 本 ( 2 本 1組) を井桁IC

組んで屋根l仮とし，各々 8 ;1王の R . C 大柱( 地上19. 7m)

で支持した。温度応力を逃げるため金支点を滑動袴( ケ

J レメッ卜合金使用) とするとともに地足時において屋根

版と柱との相対変位と柱に対する地尽力との相反する置

を各れも適当な程度に少なくすべく 2 質点振動系として

解析し ，その減衰力用としてオイルダンパ- 48コを全支

l uc設置した。

大梁支承部詳細 ( ケノレメット滑動脅オイノレダンパー)

5隊 ( 3. " 加を含む〉

1 陽 平 面 目

ｾ＠

._[1l ，." 
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設 計 株式会社 K 構 造 研 究 所

施 工 株 式 会 社 熊 谷 組

所 在 地 西 宮 市 河 原 町 ( 市 民 グ ラ ン ド 南 隅 〉

脱 線 敷地面積 7. 180m'  

J . l l 築面積 3.838. 76m'

延 面 積 ι 608. 54m' 

綿 造 上 部 鉄 骨 精 造

下 部 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 精 進 2 階J . l l

仕 上 外 部 昼 級 ア ル ミ 泊 J レー 7 ィング

防水

住，架. ｾ世 コンクリート打放しシ

リコン吹付

腰 モルタノレ刷毛引

J.ll共 スチールサ γ シュ，ス

テールドアー

内 部 天 井 民 狼 下 地 ド リ ゾ ー ル 而

アラワシ

使 ラワン緑叩仮ワックス

仕上，モールディング

ボード E P

J ; ! ミサクラフローリング

< 18 >  

工 j岡 昭 事139年 12月 8 n - 同40年 ll Jl l HI

配 置 図

30 

コ ー ト 上 部

ステージ上部

2 階 下 部

一附

一
札

ｶ 宮 ｉｾ 宜 ｼ

① 

1 階
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設 計 株式会社 K 構 造 研 究 所

能 エ 株 式 会 社 熊 谷 組

北 立 面 図

Tli 民グランドの既存施設を含めた

Tli のスポ ーツセンタ一計画の一部と

して企画された体育館であるが，川

地は幹線道路をへだてて市街地IC接

近し ，法規上の制約もあって設計上

の条件になっていた。市側の要望と

予算からみて，やや強引ではあった

が 4側面からの自然光をコ ー ト函に

おとす乙とと ，高さと斜線の制限内

で内部の拡がりを最大にとる乙とか

ら形と構造が決まった。 西 立 面 図

意図lζ 伴なう裏付けが不足してい

る乙とが，設計期間が極度 11: 切りつ

められていたとはいえ設計を担当し

た私共にとって心残りであり . rli lC 

対しでも申し訳ないと，思っている。

形の上のったない部分もそのあらわ

れであるし ，コート 面の光の条件が

結果的IC十分満足でないとともそれ

である。もっともグ レアーについて

は計4 l 板ガラスを検使いする乙 ととコ

ーテ イングするととで相当よい結果

が得られる筈であったのが，ちょう

ど紡板ガラスの生産が止められた後

で入手できなかったのは残念であっ

Tこ。

殴理は市が直接あたられたので表

国IC出ぬしわょせを受けてど面倒を 屋舛階段 0 'n1lhd ｾ＠ 1  Ｑ ＱＱＱ ｾ ， Ｈｾｦｾ ＱＱ Ｑｉ Ｑ＠ /  ¥ 11111照矧11I 1. 同 開｜ ｾ ｬ＼ ｾｬ 階段

おかけした。 ζ の点からも設計する

側からやはり完成するまで何らかの

形でタッチさせていただいて補足完

結したいと思う。予算面では積極的

な配慮を受けて私共としては有難か

ったが，欲をいえば設計期間ととも

にもう少し余裕がほしかった。猟短

、

--戸-----

_-
司・. ‘旬、 - - ---

期間の設計ではスタ ッフのチ ームワ

ークが紘一果に大きく影響する ζ とを

階 上 部

痛感した。

( K構造研究所元所目 片 倉 健 雄 記 )
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34 会 員 作 品

場 所 広 島 県 三 原 市

段 計 監 理 杉 m 三郎l . l l 築投計 !Jlllf 所

施 工 株 式 会 社 熊 谷 組 広 島 支 応

竣 工 1966.  2.  23 

1量 級 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

地下 l 階 ，J也上 3 階

段 倒 冷 暖 房 ，空調 ，沼気，給俳水，瓦j軒

衛生，舞台

敷地面積 7，250n{ 

旭築面積 L  637n{ 

延 面 積 3，289111'  

オーデイトーリ 7 ム 1. 046席



国 設 計 者 の こ と ば

瀬戸内海国立公園に接し沼田川河口の平地に文化会館

をｾ設するに当り ， 戦国 ＱＱ 寺の 小 早 川 氏の浮城に思いを走

せ，瀬戸内工業都市三原にふさわしい会館をと念 じた。

多目 的使用のため講堂部と公民館活動部を結び、つけて音|

回を行ない ，各々独自に機能を発判i できるよう集会場，

会議筋，結婚式易，各講習会場を利用者が目的の場所へ

iQ銭入れるようにし ，維持辺営が円滑に行なわれるよう

にしTこ。

議笠間1の玄関 l土中空に浮ぶよう配慮し ，オーデイ部の

外装は生々発展する工業都市三原を象徴し ，大空に両手

を掲げた型とし純白で表現した 。三原の文化活動推進 K

大きな力を果せれば幸である 。



閣!

再l

l吉l

ｬ ｾｾ＠
白 石 博 三

京都工芸繍維大学

高 橋 慶 夫

大 阪 m祭 事 務 所

山 田 義 行

限 竹 中 工 務 庖

中 村 文 夫

日 本 板 硝 子 限

上 記 執 筆 者 で E の

「建築 の 眼J 欄 を

6 月号まで担当 し

ても らい ます。

. 街 並 み

京都の祇園町や先斗町のお茶屋は ， 日本の古い街並みを保存している代表例とし

て，まととに貴重だと思う。単 lζ 古式を保存しているだけでない。デザ、インは抑制

がきいて洗練されているし ，施工も優れている。最近改造されたものでも ，おおむ

ねそうであるのは ，それが分かる施主がまだいるし ，それができる職人がまだ存在

しているからで，誠 lζ 結構だと思う。しかし祇申の四条以北や先斗町では ，最近続

々とお茶屋がパーや喫茶庖 ・お好焼屋などに転業しつつある。そういった活のケノミ

ケパしいモルタ J レハリボテの立函が，落着いた街並みを無惨にかき乱しだした。お

茶屋がはやらなくなって，パーや喫茶屈に転業しなければならぬのは ， 致し方な

い。しかし折角の貴重な文化財たる街並みを破壊するのは，傍観すべきではない。

京都タワーも京都のよさの破壊なら ， 乙れも同じく破壊である。声を大にして防止

運動の同志を募りたい。 ( A )

. 伏 図

骨組構造の倍、を絞る場合には架構そのものの検討より ，その架橋をどう並べるか

により問題がある乙とは前にも述べた。そ乙で、私は架橋の伏図を画きながら思いを

めぐらすのであるが，普通の図法にしたがって伏図を画いていると ，実際の' 宵組の

すがたが浮んでとない。とんなとき図法を無視して真上から少し斜めから見たよう

に画いてみる。

正直な伏図では山型のラーメンも真直なはりも一つの直線である。乙れをわずか

中央を左右どちらかに寄せて山型状に画くと '同ー組が浮き上って見える。そして部材

の接合部分がある角度を持っとととか，簡単に行なえるとか ，すじかいがどのよう

なっき方をするとかが見通しやすくなってくるのである。そして私は乙れらを四色

のボールぺンで固くのが楽しみであるが，近頃はサインぺンが出て色彩が111宮にな

った。 ( B )

圃 な ぜ ( その 5)  

不況下の物価高 jfむというむずかしい問題をかかえている咋今の産業界で，物佃i上

昇 lζ ー居拍車をかけている部門と ，反面合理化によって堂々と値下げを行なってい

る部門とがある。建築においては合理化による値下げというよりも ，むしろ過当競

争に起因する値下げの感がする。

真の値下げとは価値高い建物を安価につくる乙とにあり ，建築を専門とするわれ

われは，設計および施工の合理化に日夜努力しているが，とくに建物への建築材料

および部品等の採用については今ひとつ研究する余地があるのではないだろうか。

周知の通り建物はオ ーダーメイドであるが，その部品はレディ ーメイド ，イージ

ーオーダー，オーダーメイドの 3 つの方法で製造されており ，どの方法を採用する

かによって価格に相当差が生じてくる。レディ ーメイドでも ，品物によっては安価

でよいものが多数ある。われわれは設計の段階で，マスプロによって規格化 された

よい製品をもっと採用するよう工夫すれば、施工も容易に行なわれ， コストダウン

に大きく繋るものと思う。建築材料メーカ ーや建築家は「なぜ」乙の問題にもっと

積極的に取り組まないのだろうか。 ( C )

. 窓 ガ ラ ス と 映 像

建築物がますます高級化してきた。同 l時K ガラスも高級化する。具体的には磨き

板ガラスが普通板ガラスに替って，一枚のガラスの面積も大きくなっている。

昨年11月発足したフロ ート 板ガラスは ， ζ のような傾向にお応えする一つの手段

であったといってよい。あらゆる意味で， ζ のフロート板ガラスは従来のガラスに

とって替わるであろう。われわれの期待するととろは大きい。

建築 iζ 大きなガラスが，多く使用される ，それ自体は ，私どもにはきわめて喜ば

しいととである。しかし ，最近少し気にかかる乙とがある。従来私どもは建物を下

からあおぎみてきた。窓ガラスは空を映している。

昨今ハイウェイが発達して ，建物を i儲から見る機会が多くなってきた。とのばあ

い，窓ガラスは周囲を映している。一枚一枚のガラスはシャンとしていても ，建物

全体では映像がベラベラに反射してくる。自動車で走るときなどとくに気になると

とである。どのように解決したらよいのであろうか，問題は簡単なようで難しい。

( D )  
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小 田 正 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 紀 伊 国 側T 9 4 6

T el  (761)  5265- 8 ・4147 ・0168

名 古 屋 市 中 川 区 外 新 聞T3の28

T el  (361)  6  6  9  1  - 3  

近・E中商事

総 代 理 庖

製 造 元 株 式 会 社 鎌 倉 製 作 所

¥ 東 京 都 港 区 東 麻 布 1 の 12

Tel  (582)  6  8 6  1  - 4  
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽量 気 泡 コ ンクリート

長ポレ ＱＱＱ ＧＷｾ
パ

3

r

J同

必‘ 、

ン

ポ

レ

ア

ク

ス

桝

造

八

坪

モ

.  . デ

Jレ

fl: 

"t: 

車至 量 (比重 0. 5コンクリート% の重量)

断 熱 ( コンクリ ー トの 1 0 倍の断熱性)

耐 火 (法 定 耐 火 キオ 料)

4砂シポレ ックス li 工場、住宅から超高層ビ、j レまで

あらゆる建物の屋根 ・床 ・壁 ・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

工期短縮を要するすべての建 物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場 ・体育館等

4  軽量化を要する高層建築物・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

唾更亙亘P

;:...ポレ1I/' 7"X販 売 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ 1 ノ 16(森 川 ピ J レ)

旬 結 束 京 ( 86 1) 代 表 7 2  4  1  

大 阪 支 底 大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 l ノ 125 (東 洋 ピ J レ)

11'舌 大 阪 ( 443) 代 表 7 7  4  1  

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大 筋 ピ J レ)

11 指 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4  2  1  
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日本住宅公団大阪支所

津 久 野 市 街 地 住 宅

施 工 株 式 会 社 間 組

最 近 竣 工 し た 新 建 築



‘  投 百十

所 :(E 地

敷地而績

旭犠商政

延 而 f，'

構造ｊｊ＼ｾ

竣 工

K K  rlj 米崎l J l 策 事務所

堺 市 体 久 野 町 1- 3

1. 645. 843  rr{ 

1.102.041  rr{ 

5. 555.326，，1  

R C  ( 2 階迄 S R C ) l l F

昭 和 4 1  if- 5 月 8 日

施 工

最 近 峻 エ し た 新 建 築

株 式 会 社 間 事且

設 計

所 在 地

敷地面段

建築面積

延 面 積

構造組膜

竣 工

v  

K K  小河辿築投計>IH詰所

徳 島 市 雨 前 川 町 2- 4

2. 689.9  ，，1  

1. 539. 576 rr{ 

3. 725. 323，，1  

R C  3  F  

昭 和 4 1 年 3 月 2 0  11 

N H K  徳島放送会館
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118. 住

121.天

124. 玉

口写真と概要をどしどしお送りください。

凡 例 : a. 所在地 b. 建築面積 C . 延面積 d . 構造焼模 e. 工 期

友 銀 行 和 泉 支 庖

設計 日 建 位 計 工 務 K K

施エー K K 鴻 池 組

a. 大 阪 府 和 泉 市 府 中 町 1181

b.  570. 57 m'  

C  • 1. 481. 408m'  

d.  R C， 3F.  P3  

e  昭和40年 6 月 ~ 昭和41年 2 月

理 よ ろ ず 相 談 所

設計 ・施工 : K K 竹 中 工 務 庖

a. 奈 良 県 天 理 市 三 島 町 200

b.  4.210. 811-1 

c .  36. 577. 0m' 

d.  S R C， B1.  6 F .  P2 

e. 昭和37年 1 月 ~ 昭和41年 4 月

野 市 斤 舎

鮫 nj' : K  K  K  I膏 造 研 究 所

施工 前 回 避 股 K K

a  岡 山 県 玉 野 市 宇 野 字 新 浜

b.  4. 140.96111'  

C .  7，595.66111'  

d.  R C.  4F.  P2. 一部 S 造

e. 昭和40年 2 月 ~ 昭和41年 3 月

119. 池 田 カ ト リ ッ ク 教 会

t!l:計 ・施工: 大成建設 K K大阪支底

｡Ｎ 地岡市満 ｾ ｪ ，尖町 Ｗ Ｑ Ｔ

b .  374. 21m'  

C  • 360.50m'  

d.  S 造 ，一部W造

e. 昭和40年 8 月 ~ 昭和40!f. 12月

122. 日 本 放 送 協 会 徳 島 放 送 会 館

設計 : N  H  K 施 段 局 建 築 部

125. 文

K K  小 河 建築股計事務所

施工 : K K 間 組

a. 徳 島 市 雨 前 川 町 2 の 4

b.  1. 612. 898111' 

c .  3，524.723111'  

d .  R C，3F  

e. 昭和39年 7 月 ~ 昭和41年 3 月

芸 春 秋 ピ ル

設計 ・施工 K K 竹 中 工 務 底

a. 東京都千代悶区紀尾井町 3 番 地

b .  2. 302.36m' 

C .  16.884. 3511-1 

d 目 S R C . B2.  9F.  P3 

e. 昭和39年 6J ] - 昭和41年 2 月

120. U.  G.  1 ウ ガ ン ダ 工 場

( ウガンダ国営開発公社及日本国技術健携による)

基本設計 三 座 建 築 事 務 所

a カ ン J マラ ウヵ・ン /f

c.  1.150m'  敷地面積 10.∞Om'

d.  S 造 . 1F 一部2 F

e. 昭和40年 6 月 ~ 昭和40年 11月

特徴 B L OC K  P L A N において

96 f 角による l グリッ トを l 単位エ

糊として，泊築を格子状パターン IC

より可能にすること。

123.郵 政 省 京 都 地 方 簡 易 保 険 局

設計 郵 政 省

施工 鹿 島 建 段 K K

a. 京都市左京区必ヶ崎繊純手田T8

126. コ

敷地面積 20，000111'  

c.  18，511.38111'  

d.  RC.  B 1， 5F  

e  昭和39年 9 月 ~ 昭和41年 2 月

メ ヒ テ' ビ J レ

設計 ・施工 : K K 竹 中 工 務 底

a  名 古 庖 市 中 区 新 栄 町 4 - 3

b.  255. 1m'  

C .  1. 539. 8111'  

d.  RC.  B 1， 5F.  P2  

e . 昭和40
1
1' 4 月 ~ 昭和41年 3 刀



巻 頭 言 建 築 行 政 の 現 況

法 規 特 集

E  問 題 を は ら ん で い る 建 築 の 基 幹 法

1 建 築 基 準 法 の 現 状 と 改 正 意 見

2 建 築 士 法 改 正 の 争 点 と そ の 経過

2 こ れ だ け は 知 っ て お き た い 建 築 法 規

ε軍 最 近 の 話 題

4昼 違 反 建 築 防 止 ア ン ケ ー ト

持 ) } A 場 縛 Z争犠 t

A 寝 君臨 F:  
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都 市 行 政 の 現 況

巻 頭 の 言

人鎖の文化が進み . t長国生活の規模が大き くf.;_ ると，

自然そ乙 ｉ｣ ｩｊＡｾ誌を規制する必要が生じてくる戸衛生 ｬ ニか

らは門然光線の問題 ・通風の問題などがあ り. また今 U

のことく交通機関の発達が目ざましい i時代にあ っては，

交通の| 問題が都市行政のE 裂なる点となる 。さら に危険

物の貯厳，iii 物の強度，火災の問題等々，災容を防止す

るために都市は趨々の規制の許に住民全体の安全を計 ら

ねばならないラかくして ｩｲｩｾ 犯行政の 問題が起 っ てくる ‘

わが国においては，大正の初期から次第に都di 人口が

敏密になり，従 って家屋の密集傾向に対処する必要が必

識せられて. ) ¥. 正 9 年IC市街地佳築物法が施行せられ，

ここに初めて ｩｬｬｾ 行政が生まれたのである司も っ ともこ

の関係法令が始めて施行せられる以前においても，地方

的な規目I j によりある 穂の規制は行なわれて いたが 国家

の法律として成立したのは ，乙の市街地建築物法がI込tJ J

である う

市街地建築物法は溺来昭和25年 lζ 至るまで30年間存続

していたが，その間| 世界戦争な どがあって従来の法wで

は状況に迎合せぎる処があり . 1I1.1ね125年新たに ill 築器準

法がflj lJ 定されたのである 。そして この法律が胞行せられ

て今年で 15年を経過した乙ととなる伶

その間b ' f の法の改正はあ ったが . ) ¥: ず順調な発注を

主主げてきたことは悦ぶべき乙とである。しかしながら ltY;

近 15年1M] のわが国の国力の発展，交通の複雑化等は災 iこ

ｾＺし いものがあり Ｎ 市街地位築物法の場合は ＳＰ 年間も存

続していたが. 昭和25年にできた建築基準法は 15年 lζ し

て，もう起だしく不都合を感ずるようにな った。

その主な問題点、を挙げると ，!;nーは都市計四との聞に

生してくる矛盾。第二は科学の進歩変転による不適合内

第二は郎dJ 人 l寸の急激なる泊加による住宅建築との| 尚の

矛同なとが挙げられる つ

現在の地域:1;11は，工業 ・r.p，工業 ・商業の潟地峡が先す

定めら れ. 伺Si l i計画区域内の残余の土地を全郎住居区域

とlじめられたるが ζ とき形態を成している 3 それがため

住居以外の地域として当然発達すべき土地が発展を阻止

44 

全国主主築審査会協議会会長

双 E 社 竹 腰強策 .JI務所長
竹 腰 健 造

せられている観がある 勺乙れらの点は都市計画との聞に

速やかに何等かの方法で調整々備せらるべきである

しかしながら . 都市計画法も国家形態の怒本をなす法

律であるから ，乙れが改訂 iζ は慎重: を裂するものである

が，いづれにしても ， ＱＱ Ｑ 築 Ｒ ま準法と ｾｬｲｬ￭［［ｬＧｪ 函法との問に

(nJ らかの方途を見出して，両者の! 日j の』下回を正すべきで

あって ，これも 15カ年の誌準法施行により見たる重要な

る つの問題点で‘ あると考えられる 内

近代わが国の科学および工業の進歩は飛躍的な述度で

([11びているが，建築総迭も他の科学の進$1ζ 劣らぬ急激

な速度で進んでいる 。乙れがため従米の基準法 l乙記載 8

ｮ て いる 危険物の名称，またその ｪ 行 ・ 政日の ｦｬｪｬ ｊｬ ｾ良などもＯￌＧ

H の仁業の状態に適合しないものができてい る3 また悠

築設備の進歩は . 採光 ・換気の点においても 目益準法制

定のときとは非常な変化を米している つ

さらに考E去を要する 点、は都市人口の急激なる増加j であ

る。それによって生ずる住居の浦安は . ややもすればi I l

策法準法を無視する憂慮すべき 思偲を芯起しつつある c

その原因の一つは基準法があまりに即売P、的なる 環境を基

!1i¥として立法せられているにかかわらず，わが国の民度

の現況は乙れに応ずる程度に迭しておらず，国民の収入

の基準とはあまりに懸隔があって実情κ 添わな い。 一方

そのお立2・はきわめて急迫せるものがあるために， IE築基

準法に適合せざるものも実現し，ひいては法を無視す る

傾向を生じつつあると考えられる 。かかる順法精神の笈

退は国家として最も愛感すべき事態であるから，行政rfii

におい て速やかに善処する必要がある 。

これらの点から見て 15年の経総を経てきた%l l 築基準法

は乙乙に検討を姿する l時期 lζ 到達してきて いると考える

何年開催さ れている 悠築審査会長会議にお いては ，ζ

の 点 ｉ ｃ 留怒し Ｎ 法の更改を政的当局 ｉ ｃｾ 望 してきたが ，

今回建設省に辿築審議会が設けられ. i I l 築基準法の検討

がi 1 主められる乙とになった。

われわれはその審議が急迷lζ 進捗し ，成果を得る H切りj

が一日も早からん乙とを期待するものである 。



建築基準法の現状と改正意見

大 阪 市 住 築 主 事

大阪市旭築 局11; 噂n! 長

越 田 正 勝

建築基準法の理想と現実

建築基準法( 以下，法という) は . 第 l 条の目的 IC.

「乙の法fI !は . 建築物の敷地. 階逃，設備およびJ l I途に

関する最低の基準を定めて，国民の生命. 健康および財

産の保護を閲り. も って公共の福祉の僧i ( 幻ζ 資するとと

を目的とする 」 とあって ，わが国にお けるili 築物の質の

il J ，: 低限を定めた，建築の大法典で，建築物も しくは建築

物j の敷地の所有省，管理者もしくは占有者 .ill 築t . . ill 

築物の設3十九 t 事監理者または建築物に関するよポ施

E右の ，おのおのが . 自主的に て) 二るべき乙とを前提と し

て ｩ 並 ｩ 法 Ｊｉｈｾｉｉ の ＱＱＱ 燥な ， また公 ｍｩ 心のある善良な国民を

対象とし，設計工事政理に、"1るものは . 土tt 築士泣; (11白羽1

25年法作202号) によ り， 定資絡をち ったi . t 築ーとに ふ

らねばならないように規制 し，総工業者の良識ある ill 築

生産を期待しているものである 。

しかしながら，国民の綴利義務を制約する事項につい

ては，法律内容に非常1ζ 詳細にわたり規定さ れ 国民 lζ

対し相当笑込んだ干渉の形をと っていて，その内作の 11
1

にはかなりの即位tを目 指すものもあ って. 最低の統ーを

欠くさらい もある

今までの地 ＱＲ ， 台風 ， 火事ｾ， に ｊＺＮる災筈のｩＧｬＺ ｩｬｬ な経験

より . D l 築物を益々強固な器にし あらゆる災計よ り人

命財産を守る努力の必変ーなことは論を待たな い内

そのレベルア y プの程度が，国民の実際の社会経済性

との調和と いう乙とが必要であって 真に国民が納得す

る段低級において. 社会の実在に対して適III される規範

が法律であるべきであ る縄

いか に ｬｩｬｬ 論的に結構な法 ｦｾ 内怒ら国民 の 現実生活』 ζｪ 也

合しない場合は: l f < 法とな りかねな い向

この法で規制してい る内容の大部分は，市街地ili 築物

法と いう . 大11': 8年制定され. 大 IE 9 :q:二泊、 ら約30"手!日1.

符察行政として，村長力的に施行されてきたものを踏燃 し

てい るが。法の執行体制が全く . 巡，ll 三Iドj でかつ以 U I(J な

ものに転換されたことは ，新憲法の精神 lζ 迎合した誠 lζ

結構なものであ ったが，果 してわが国の社会実情が，こ

れを受取るだけの体制であ ったか，また今現在でも社会

の現実が. 建築生産の課程において，乙の法律内容がg

tヌ| する恐! 怨をう長つ.けるだけの社会経済生活があるだ ろう

かが疑問である《

止っ か く. i I l 築上法とタ イ7 ップして恕論上，建築物

の質の JiiJ 上を図ろうと理想に もえて. 制定された乙の法

が. 1可民から 無視されている 乙とは . いかに it 築 IC . た

づさわる人たちの自覚と惚戚がないかが現われる。伊lえ

ばil 築士の工事監理 Iζ ついて見るとき 。哲夫上は法定の

il 築士の工事監理者として選任していない場合が，きわ

めてｾくｪｊｦＺ反 建築 の大部分は Ｎ 工ＮＧ ｊ｟ ｾｗｲ ｬ 辺 Ａ と ｦ の定められ

てい ない場合が通例のよ うである 。

法では Ｎ 工事監理者を定めてない ｩｬｩ 築工事は，工 Ｎ ｾｪｊ施

r Kt が，おiせら; ! L るようにな っているものの，土II 設業法

でな3止をうけた業( 1 " でも平然と工事政I i l l . t ; のないまま，

てがを行なうものが少なくない実状が. 乙の事実を衷苦

しているようであ る『

数次の改正法は、改善か、改悪か

この訟が，施行されて満 15年になるが，その i回数次に

わたり改正をかさねて いる会 乙の法律自身での改正は .

1111拘132年の第 1 i欠改正と . 11何和34年の第 2 次改正 . 1I(_j利36

Ｔ ドの第 Ｓ 次改正，昭和 ＳＹ 年の ｾｓ Ｔ 次改正とな っ ていて ，

Ｚ ｾ￭ 分的に合理化と強化が行なわれた反ｩＱ￵ Ｎ 緩和措置が図

られ規定全体か らみて後雑多岐とな り. it 築l C 直後だっ

さわ司ている省でも全規定を 7 ス安ーするには非常な苦

労を! 感ずるのが災情である。

防火に関する規定は . 改正するたひごとにますます強

化の傾向をたどり 。これが最低基準かと思われる点もあ

る - Jj. 空地ili リ| 岐については i 改疋どとに絞fl lが区| ら

れ. またｾ築物の高さ制限についても ， 耳} 2 次. 官' ;3

次. ro 4 次と 3 回にわたり，手直しと . 制11艮手段の伎雑

化によ り，弥縫[ 内 IC修正ーあるいは緩和措置がと られた

が，恨本的な改正とはいえなし、。乙れらの ζ とは理想 と
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現実が，単的に矛盾を，さらけだしたものにすぎない。

建築士が良識をもって設計し，工事監理する乙とがで

きる 社会的背景があ ったならば，改怒しなくても，ある

いは強化しなくても十分のはずであ る。

法制定の当時から最低の基準であったはずである 。

現実は ，守られ難い規範が多分にあった乙とと ，建築

士が，社会的に認められない現実とを反省する必要があ

る。改正される事項については，抜本的に守られるよう

な内容とし，法の権威を取戻す乙とができなければ，い

よいよ法そのものが悪法となる乙とになろう

違 反 建 築 の 現 況

現行法の現状は， とうかというより，違反建築の現況

を単刀直入に述べる方が，法の施行の現状を知る乙と』ζ

なろう

違反雄築の主なものとして，手続i主反 .mぺい率違反

. 敷地と道路関係の途反 ・m途巡反 ・細道路の高さ違反

である 《特に住宅事情の緩和に符口しての建売住宅，文

化住宅の違反が甚しい乙とは. 都市近郊における逃反建

築の特徴である 。

その起因するところと考えられる点は，つぎのとお り

である 、

倒l市の地価の暴騰にともない，敷地を米市街地の都

市近郊地核 IC求める傾向と，市街地においては敷地の分

割利用が行なわれ，敷地が細分化される傾向にある 。

2. 右ij5i[ i近郊の地域では，道路， 七下水道 . 土地区画整

理事業等の都市環境施設の未墾仰のまま . i J 1 畑が建築敷

地化され，建築が先行している 。

3. )FJi 念違反は ，住宅地峨内の巡反がほとんであり，工

業 ・準」二業地域の周辺の住居地減 . Jよい道路に而した住

居地域にその発生が多い。

4  用途地域，地区等の指定が時勢にマッチせず厳 lζ す

きる傾向や，指定の根拠の不明確な点が見られ. 住民の

理解協力が不足している 。

5 木造 2 階建程度を予想した ，市街地の道路網が，簡

易耐火桃造等の普及によ り，土地の高度利用と矛盾し道

路rl 1 による斜線制限を無視する傾向にある

6. 敷地境界の確認が，建築行政の運営のみでは困難で

あるためと ，過少宅地の多い市街地においては建ぺい率

の確保はますます困難となっている。
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7. 以上の諸要業を総合して，現在の社会経済情勢から

最低の基準であるべき規定に適合していない ，既成違法

建築群の実在が，禍して手続をして建築しようにも，あ

まりにも現実と ，かけ離れている乙 とが，大i J 1 の手続違

反をあえて行なっている状態である。

次の図表は ，大阪市における述反事項を大別したもの

である。

y即

長rtiE'J 違反件数の全逓反件数 IC対する割合 ( 大阪市)

中高層建築物の実態調査

最近. '1"高間建築物の火災 [ζ より，人命の死傷事故が

続発している折柄 ，竣工検査をうけずに使用している建

築物の実態を把題するとともに，違反是正の指導を行な

うため，昭和40年度下期，建築防災指導3週間( 昭和41年

3 月 6 FI - 12日) の行事として，昭和39年 1月より i柄拘1

40年 6 月末までに，建築確認申請書を受理確認した ，地

上階数 5 階以上の新築建築物を対象とし て防災診断を笑

施した。その調笠結果は次のようであった。

調 査 件 数 1 95 11 使 用 件 数 1 70 

未Zi 工件数 17  11 適 合 件 数 1 7  

工事 Ｇｴｾ ｬＧ ｬ 二数 8  11 不適合件数 I 63 



不適合建築物の違反指示事項別

| 違 反 事 項 |延件数 l 巡 反 事 項 |延件数 |

避難階段の構造 1 26 内 装 制 限

避の 難数 不階 段足 2  
階段有， 廊 持下

の 効 保

9  無願増築の撤去

階 段 の 勾 配 3  1m願増築の手続

5  空 地 不 足

主の要耐構火構造部造 I 8  採 光 不 良

JJm口部の防火戸 32 高さ制限( 斜線〉

防 火 区 画 15 

乙の調査から途反の実態を見るとき，

1 . 工事完了届の手続違反

3  

11 

12  

17  

4  

6  

2  

地上階数 5 階以上の新築の確認申請件数は. H{1拘39年

中で ＲＲＳ ｾ 件 ， 昭和 ＴＰ 年 Ｑ fJ より 6 月末で87件ー計 310 件

ｲｬ ｊ • 工事完了届がなく，使用しているものがＮ 70件で約

225' ぢ以上で ある 。乙の 乙とは工事完了届の義務者が建築

主とはいえ ，工事監理者としての建築士が当然面倒lをみ

るべきものであろう。建築士法第20条第 2 項で「建築士

は，工事監理を終了したときは ，直ちにその結果を文書

で建築主に報告しなければ;ならない」乙とになっ てい

て ， その際当然建築主に注ｾを与えるなり手続の代行を

する乙とが，建築士の責務と忠われる。

このような建築士の初歩的業務責任すら守られないの

はなぜだろう。まして，建築士法第 18条第 3 項に規定さ

れた「建築士は，工事監理! を行なう場合において，工事

が設計図書のとおり笑鈍されていないと認めるときは，

ただちに，工事施工者K 注怒を与え ，もし工事施工者が

これに従わないときは，その旨を建築主に報告しなけれ

ばならないJ という ，建築士の工事監理の越本的業務責

任が守られていない事実が，調査結果の実体巡反が多い

点から ，まず建築士の姿勢から正すべきである 。

2. 実体違反内容

検査をうけないで使用しているもので. 90% の63f *が

防災上極めて豆長な避難階段の構造の不備が，延件数で

40% もあり ，開口部の防火戸不{ J I/i が50% . 1! 時願増築が46

5ぢもあるという乙とは . いかに施工業者が無責任である

かがうかがわれる。ともかく，地上階数 5 階以上の建築

物ともなれば ，設計については l 級建築士のうちでも相

当縫威のある 1級建築士が行な っている はずであ り，乙

れらの ｾ築物の建築工事契約についても ， 建築主か らの

相談なり，関述業務の委託があるのが通例である 。

工事政理についても通常，設計者である当該 l 級ill 築

士が沼諜主から依頼されるものである。乙のようなｾば

れた 1級建築士の設計，工事監理のもとで施工されたでt

あろう建築物が防災上の実体規定について，違反事項が

多いという乙とは誠に逃憾な乙とである。

極端に表現すれば，建築士制度があっても ，有名無実と

いえよう。かかる辿築士制度の実態においては，残念な

がら民主的執行休刊jl ]l ζ ある . t : 去の辺営 lζ 根本的な強化策

を図らねばならない。建築士の活用促進とか，民間建築主

LJC制度とかをill 築士関係団体等が明えても， 果して |止論

が現状を是認し，乙れらの声 lこ唱和するものだろう か。

法 改 正 の 意 見

従来から. 法の改正については ，多数の意見が出され

論議がかわされてきているが，昭和40年JO月全国特定行

政庁建築主務課長会議の資料として，建設省住宅局主主築

指導課がまとめて . 提示したものによれば次のとおりで

ある。

1. *Bf I 規定に ついて ，従来から規制lの方法 ，内容 ，執

行体 ｭｬ ｊｾ 干に ついて ， 芯見が集中し特 ｬζ 規制の方法ないし

内界について ，ほほ怠見が出つくした段階にあると考え

られる。従って今後は ，執行体制と| 児述させて，方向を

明確にする 11与l切にいた っているものと忠われる 。

2. 単体規定に つい ては ，従来比較的断片的な議論が行

なわれ，組織的ないし休伽! としての方向が明らかにな っ

ていない。特に他築 t の能力を有効に利用する乙とがお

よその) J iiij にな っているが，その内容については十分に

論議されていない。

3. 執行休i加については 前項のように集団規定あるい

は単体規定の純闘で，各々行なわれてきたが，その| 局者

を包含した形で検討を加える必要があるものと思われ

る。そ乙で今後検討すべき万向を各々に ついて述べれば

次のようになる。

集 団 規 定 に つ い て

以近における都市の発展はめざましく ，特 IC大都市周

辺における市街地の iili l . l t は著しし、。乙の ため ，集団規定

の適用について，現状にそぐわない点や健全な市街地を

育成していく上で不十分な点が生じて いる。乙れについ
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て，乙れまで各特定行政庁から指摘された主な問題点お

よび侵案をまとめると，次のようなも のであ る。

イ 道路について

都市計画事業が遅れているので ，校i経的な細街路対策

が必要である 。道路位置の指定の基準を定め . 適法維持

を効果あらしめる。

ロ 用途地域について

m途地峡の細分化を検討し ，地域による建築制限のあ

り方を近代化し，規制のみによらず助成策を請す、べきで

ある。

ハ Il! ぺいZ容につ いて

主主ぺい率規制は現実に即 していない ので，住居地域で

の 相隣関 係ｾｾ，月 ｉｊ 途規 ｩｬｩｬｊ する。

乙れらの問題点! と対して. 今後検討すべき 改正の方向と

しては次の乙とが考えられる 。

1. 都市化の流動の著し い大都市または乙 れに準ずる郎

市の一定の区域( 法律または政令で定める) については

用途地峻 . 容積地域，高度地区， E;il ぺい率などについて

は一元化した法規定に集約す る。

2. 防火地域内の建築物の敷地は， 一定規模以上とし ，

一定規模以下の敷地に関する建築行為は容易に移転可能

な木造等に限定して認可す る。

3. 1の区域内 については ， 道路の位置指定，壁面線

(建築線) の指定などの規定を強化 し. 遅延している公

共街路事業の先行的役割を果たすn

単 体規 定 に つ い て

単体規定に つい て従来の意見は技術的な内容に ，かか

わるものが多く . 一般的な怠見はあまりでていな いが.

検討すべき方向としては次の乙とが考 えられる。

l 特殊法人「日本建築総合試験所」の活用

41年度に上記法人を設立し，建築技術Iζ 関する基準

Ｑｩ ｾ ｊ 定，構造 ， 材料 ， 設備等の性能の試験 ， 審査 ， 認定を

行な う乙 とにより ，建築技術の進歩に即応した行政休命1J

の整備をはかる。

2. 技術規定方法の整備

技術的規定に つい ては ，法文を圧縮し，政令 ・省令お

よび建設大臣または日本建築総合試験所の定める基準等

への委任な らび、K 条例への委任を行ない . 技術規定の5l j i

力的運用をはかる 《

3  単体規定の内容を合理化 し，現状に即応したものと

する。
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執 行 体 制 に つ い て

現在 ，建築基準法に基づく規制の執行体fljl Jは， 確認制

度と. 建築主事お よび特定行政庁が中核とな っている。

乙れに対する芯見として現在までに出されているものは

非常に多いが，要約すれば次のようになる 。

イ 確認ｦｉ ｾｊ ｊｊｴを再検討する 。

ロ l l ; 築基準行政の主体を市町村とすべきである 内

ハ 建 築 士の活用をはかる 。

その他 . 現状の体制を是認した上で . i l l 築審査会の強

化手続の簡易化をはかる等の意見がある 。

っさに執 行体制 の 幣備に ついては ， おお上て次の Ｗｊｾｬｊ

が:与えられる n

ＱＮ ｭ 高木判制 ｊ ＱＮＨ｛ と確認、 ｾｬｪｉ ｊ Ｆ をそのまま存続しＮ災状と

のアンバランスを必 ｾｉ 乙応じて諮備してい く乙と ｰ

この場合Dー築主事情IJl幻ζ ついては ，立法当初に与えら

れたように ，その独立性を確保するように ，iiEf 築主τnの

地位の向上ないし組織の拡大 ，充実が必要であり ，特定

行政庁は ，進反是正等1乙専念できるように柊備する 。

2 建築主事制度 と確認制度を存続し ，ある一定純凶，

例えば現在の第 4 号の建築物については建築士をi活用す

る乙と。

3 民間に現在の1122誕主: . J Hζ 代る機関を設け . 111体規定

の相当部分に ついて ，乙の機関の審査検討を受けたもの

について . 行政庁が許可す るものとするとと。

4  建築主予備1) 度および確認制度を廃止して行政庁が建

築許可するものとする乙と 。

以上が現在までの改正意見ないし問題点としての検討

方向を ，集約したものである 。

私 的 改 正 意 見

過去数次に わたり 改正 をかさね ，膏薬貼り的.J' lj 置で巡

営さ れてきた，現行法を板本的 lζ 改正す る乙とについて

以上のようにおおよその方向 があるようであるが ，まだ

具体化した草案す ら中央でまとめ上げられていない。い

す' h建築審議会で検討さ れる だろうが ，早急に結論を得

て，混沌とした現状を打破する措置が，速かにとられる

よう要望す るものである。次下愚論の一端iを述べる乙と

にするが，批判な り，叱正を賜われば幸甚と思います。

1. 都市建設基本; 去をつ くること

世論は. 大都市周辺のスプロ ーJ レ現象を建築基準行政



の取締- 体制の欠陥として取上げているが，乙れは論点の

的がはずれているものと思う。大都市への人口集中は，

乙れを抑制する乙とは不可能でt あろう。大都市を合めた

Jよ成都市闘を ，いかに都市計画するかはーすなわち土地

利用計画を確立し ，宅地の利用を適正化し建築物の立地

を規制する乙と一都市計蘭基本法的の法律で ，それ乙そ

強力な権力行政 lζ て統制すべきものである。個々の建築

物の安全と ，建築物の用途，形態の集団の受動的規制と

抱導を取扱 っている建築行政を もって . その阻止を期待

することは本木転倒である。故』ζ 都市計画との相互関係

を明確にするため，都市建設1吉本法のようなものをつく

り，都市の土地利用; n - 画ならびに各種都市施設( YJ ! 築物を

2 めて) ｾｊｊｾ 定の総合計闘を地ブ ｉ 公共団体 に義務づけ，建

築物の集団の地域的E:l 境の雄官請を強力 lζ 推進するこ と。

2. 法体系の単純 ，明確化を図ること

規定全体からみて複雑多岐となっていて ， 粉ｩｦ＼ｾのｧｲ｟も

統ーを欠くので，その調整を図り. 規制内容も必' l l ! . G 小

限の ものとし ，で きるだけ一般に理解しやすい友現とす

べきである

3. 建築物; 去とすること

現行法は，建築する際の事項について主として規定さ

れ， 状態規定としては建築物の主体構成と構造耐力に重

きをおいていて ，法律名称も建築基準法である。乙れを

ｾ築物法としＮｦｬＺ ー 築物の使用管理，維持管理等を行政庁

が取締- るような執行体制と し，一定の用途 . 規模( 特殊

建築物，大規模建築物) の建築物の防災施設と使用状況

について指導 ，監理を行なう。または建築士の活用を図

る乙 とを考えると，唆工後の建築物の使用，維持管理に

ついて ，管理ill 築士制度を設け ，一定m途，規模( 特殊

建築物等) の建築物の所有者は ，管理建築士を指定して

おく乙とを定め ，管理建築士は建築物の敷地，構造，用

途およひ‘ 建築i没備の安全，防災 ，避雑施設等の点検およ

び整備の管理にあたるものとする。

しかして ，建築時の建築物の設計，工事監理は建築士

に委任し，適正な工事管理は . 建築施工者の立任におい

てなし，それらの建築士，建築施工者の行為取締りを強

化するような執行体制とする 。

4. 地方公共団体への委任事務の拡大

都市計画区域では，納分化された用途地域と，容fi'l 地

域fIi リ皮を義務づけ，その純磁で ，道路と敷地関係，建築

物の形態，地区的規制等は各行政庁の条例 !ζ 委任する。

すなわち各都市の実状にあった規制手段をとり，建築協

定なりＮｾ築審査会の述用の ｲ� を拡大して ， 地方公共団

体への委任事務の拡大を図るべきである。

5. 建築行為の取締体制の整備. 強化

違反ul 築物に対する措置として，行政庁は工事の施工

の停止。建築物の除却，移転。改築，地築，修繕 ，模様

傍，使用祭止，使用制限その他是正するため必要な措置

をとると とを命令する乙とができ る乙とになっているが

その措置を命ぜられるべき者の確知については，途法建

築を . あえて行なっている湯令には，相当の時間と手間

がかかるのが通例である内

普通建築生y r . の現地ICおいては . 建築主なり ，施仁.r，

の代表イ守( 立不在にてJ背負工事の下請人の作業員が日侃i労

働として各種の聡能の業務を . 受取り範囲について行な

っている にすぎな l 、。 述反工事の予防が叫ばれるが，現

- t E . の民主的措置では ，悪質な不法者には脱法は日常茶飯

事のようである。請負工事であっても ，直営工事と称し

て，追求の手をのがれ，命ぜられるべき者の所在すら不

明の場合が多い p

違法と，脱法をあえて強行する者が横行する現状では

民主的執行体制をとっていては到底取締りの万全が期し

がたい。誠 I乙迷憾な乙となが ら建築行為( 宅地造成工事

を含む) を取締る執行休制 としては，建築監督官制をと

り. 建築設計，工事監理，施工管理 ，工事契約一切にわた

る違反行為の犯非捜査のための ，特別司法主主察権を附与

して取締るべき乙とを考鼠すべき現状ではなかろうか。

現在の悠築主事制度は ，普良な関係者の申 lおのチェック

機関として ，事務の簡素化と能率化を図った理想的行政

機関である が，残念ながら正当な認識を得られなかった

乙とは ，社会経済上の行政との統制のないまま迎用され

ることが，わが国の社会生活の絞雑性に迎合しない制度

として . 地方自治行政の責任者からさえ批判をうけてい

るありさまでは . 決して結構な制度とはいえないのでな

L、か。

都市計画区域内の全建築物と，区域外の特殊建築物と

一定規模以上の建築物の防災施設についての行政庁の認

可制度が，現在の諸情勢を勘案した時妥当なffjl J度でな い

かと思料する ものである。認可を要する行為としては ，

建築，大規般の修絡の模様替はもちろんの ζ と，用途変

更( 部分変更を含み，類似用途は除く) の総てについて

適用するものとする n
( 以上〕
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建 築 士 法 改 正 の 争 点 と そ の 経 過

日本建築協会法規餐員会要員長

安井建築: l ) : 計事務所取締役社長

佐 野 正 一

建築士改正論議がはじめられてからもう 2 年あまりに

なる。日本建築協会の法規委員会では l昭和39年 7 月に，

それまで検討を続けていた建築基準法改正要綱の結論を

出し会長名で建設大臣宛建議を行ない. その秋からは建

築士法改正の問題 K とりかか っている 。なぜそのように

時間がかかるのか，それは乙の法律に関係をもっ各界の

意見統ーがなかなか容易 lζ できないのが大きな原因であ

るが，そのほかにも各種の事情がからんでいて，心な ら

ずも遅れている実情であろう 。

建築士法は建築基準法とともに昭和25年に制定さ れた

建築関係の益幹ともいうべき法律である 。制定後 15年 も

たつと，その問にいくらか修正はあ っても 制定 当時の背

景となった建築事情が巡ってしまっているので，根本的

iζ 改正しないとズレが大きくなる 。 しかしなん といって

も基幹法律だけに根本的な改正は影轡が大きい 。そのズ

レをどうみるかの判断と改正したときの影響の判断が関

係各界の怠見のわかれると ζ ろであり. JI白羽140年 8 月! こ

建築関係 8 団体が会長連名で建設大臣宛建築士法改正を

促進してほしいとの要望を行なったものの，その改正内

容については必ずしも足並みがそろ っていないのが現状

である 。

今年の 2 月，大阪で土法 . 1ま準法制定 15周年記念講演

会が行なわれた際，諮問の一人である建設省三宅指導謀

長の発言のなかで，建築士法改正がのびのびになってい

るのは関係各界が改正に協力的でない乙と が一つの原因

だと諮っているのは，乙の現状に対するｾ直な批判とし

てl徳かなければならなし、。 しかし今日までに怠見統ーに

到っていないのは残念な乙とには違いないが，各会がこ

の問題 lζ 傾けた各会乙との努力なり，他会に対する働き

かけの努力が小さいものでな かった乙とは誰よりも当の

三宅氏自身がよく知っている。いわば乙れは改正の主務

者である 三宅氏を含め各会の改正論議担当者共通のなげ

きなのだ。

しかしともかくも今年に入ってから，乙の改正論議も

このあたりで収拾をつけてお乙うという機運がでてきた

気配があるのは悪くない乙とだと思う。いま乙の 2 年あ

まりの経過を顧みてなにが怠見のわかれたと乙ろか，ま

た共通した怠見として解決のいとぐちになるものはなに

かをさぐっ てみた い。

50 

建築士法改正論議のはじまり

( 昭和39年 7月改正要綱第二次試案まで〕

昭和25年 1<:: 建築士法が制定されるには各方面でいろい

ろな議論のあった乙とをど存知の方は多いと思う。大正

年間 lζ 欧米流のアーキテク トを範とした建築士法が成立

しそう κ なって流れた経紛もあったが，戦後建築の技術

が録伎に低ドした事情』ζ 対処して従来市街地建築物法で

行なってき た規IljlJ では不十分との見地か ら. f出和25年 i乙

建築技術商を規制する法として建築基準法. 人の加を規

IljlJ する法として建築士法が成立し . 乙ζ にはじめて建築

士を対象にした法律が誕生している 。

しかし乙の建築士法では既往のア ーキテ ク ト法論議 も

ｾ慮しながらいわゆるヒソレデインクエンジニアをも包含

し，結局はひろい怠l床の建築技術者すべてが規制対象に

あてはまる乙とになり ，その後乙の法によって建築士の

免許笠録をしている範聞はますますノぜラエティを増し，

Iljl J定当初の「設計および工事監理を業とする者」に相当

する建築士は今 日では全部の建築士の2096程度で ，他は

建築の施工，材料生産，建築教育 1 行政等の分! 酌ζ 亘る

ととになった。 これは建築士法の方からみれば「建築士」

業務の拡大と考えられる。

同時に鐙築技術そのものの変化 も見逃がす乙とはでき

ない。大量生産や高級な精度を要するような仕事のすす

め方が果して従来の設計一施工ー監理という流れに合わ

せて単純に割り切れるものかどうか，構造や設備等の分

野が非常に重大な役割を担い，これらの大きな協力と専

門分科を古い発想からする建築士の「綜合指導J で律し

きれるものであるかどうか。乙れらの疑問が建築士法に

なげかけられるようになった。

また一方で昭和37年 11 月行政管理庁は建設省 1<:: 対して

(1)建築基準法の規制対象を不特定多数人の利用する建物

および密集地区の建物 lζ 重点を指向し . (2)支障がない IIJil

り建築士制度を活用し て建築行政を簡素化する 。との勧

告を行ない ，乙れに対して昭和38年 3月建設省は中央建

築士審議会に「建築悲準行政における建築士制度の活用

について」諮問を行ない. 11自和39年 4 月初l橋審議会会長

はi河野建設大臣宛中間報告として建築士の工事監理に係

る建築物は特殊な用途に供するものを除き原則と して検

査を省略する 方針が適当で，建築士お よび建築士事務所

の指導監理育成措置，その設立する団体の育成強化を図



る乙とが必要との答申を出している。また併せて専門化

された分ｾ引 ζ 携わる建築士なとの育成の促進 ｩζ 関して公

式の見解を表明した コ ( 建設コンサルタントの畳録措置

の実施と建築士制度等の辺朋との| 苅速に| 期する件，と題

して建築設備 ，集団建築等のアーバンプランニング等の

業務を行なう脅の指導育成活汀j を述べている o )  

乙のような事情を背去に ，111設省は昭和39年 6 月建築

関係 10団休で組織している「建築士法改正のための懇話

会J へ行政協会の見解として建築士法改正の主旨と要綱

を促示し . 乙のなかで. ( 1) 建築士の専門分科毎の試

験および専門傍の免許登録 . ( 2 ) 工事監理の独立性等

の方策を明らかにしたに対し ，建築家協会，建築士会連

介会，建築-t事務所協会迎合会等から ，それぞれ見解が

でて同年 7 月行政協会は第二次第をとりまとめ「懇話

会」に提示するに到 った。この l何?号:立 t:. 安次のとおりで

ある 。

(  1  ) 建築士試験 一級住築上試験は建築計悶 . 建築構

造. 建築設備の三科目毎lこ行なう。

(  2  ) 免許登録。 級建築士は専門科目毎 lζ 明示して行

なう 。

(  3 ) 事務所登録 。事務所受録をしなければ設計，工事

監理の業務を行なう乙とはできないコまた工事監理

と施工を分離させる。

( 4 ) 独占業務の範聞 ' 登録した専門科目毎に定める。

乙乙までの方向がでるまで lζ 建築上会連合会は IItHu36

年以来毎年の全国大会で建築士法の改正の早期実現を決

議しており Ｎ ｩｴ 築上事務所協会辿合会は ￟ｈ 和 ＳＸ 年には ｾＱｬ

自の改正試案を立案して立法を建設省へ辿ったことがあ

る。これらのさまざまな動きが促進への大きな手がか り

とな 「たことに注目したい。

建設大臣への各会共同要室へ

〔昭和40年 8月共同要望書提示まで)

非公式にせよ改正の342告が提示されて関係各会それぞ

れの検討はとみに充実した動きを見せはじめた ヲ前掲の

「懇話会」での意見交換も活発 lζ 進められた 3 国会や政

界の都合で結局乙のような緊強した検討は . 11討和40年 7

M各会がそれぞれな見をまとめて持寄るまでつづけられ

た。その| 切に1 I11和39年10月行政協会は中央での審議の資

料っくりのため 目各 会 へ ( 1  ) 建築士法改正の必要性，

( 2 ) 改正を必要とする背去を間合わせ. 乙れに対し本

会では II?H1J 40年 l 月 IC. 建築1 1 ; 準法と 111' 行司改正を早急lf ζ

すすめる乙とが社会的に，技術的に ，法ができた経総上

いずれの観点からも必然化 している乙とを骨子の回答を

している 。木会法規委員会はf写会建築士法改正を主題と

して取組み ，本会のもつ性絡上他の職能団休とは奥り ，

大局的な見地からの見解をまとめる趣 旨で審議をすすめ

l昭和40年 7 月行政協会宛要望書とし て提出し ，また併せ

て在阪建築団体rc働きかけて日 本建築協会法規委員会，

大阪府建築士会建築士法改正委員会. 日本建築家協会関

西支邸法規委員会，日本建築学会近畿支部建築技術者制

度研究委員会の述名で同様趣旨の行政協会宛要望を行な

っているつ念のため本会の分を次に掲げる。

日本建築協会法規委員会より行政協会宛要望書

(1) ( 改正の必要性と建築基部法との関係) 建築士法は建築基部法とと も

Ic l l ! 築行政の基幹法律であるが，制定後15年を経た今日では法の対象

たる 砲築およびl ] 怨技術者の事情は制定当時にくらべ著る しい変化が

あり ，社会的要的としてそれぞれ銀本的 IC検討を加え改正すべき特別

に述している。また両法の相互関係では建築基単法においては建築技

術の進歩発展 IC即して大幅な改正を行ない， ζ れ IC関連して建築士法

においては滋司直行政の円滑な 迎用を計るために改正が必裂とされてい

る。ニ法D 関係は起だ也= 接であって併行した検討をすすめて同時に改

正を行なうことが盟ましい。

121  ( 姐築士の権利と義m 益圏直行政の一部を建築士の 自主規制 IC移 して

備 'Rを明穏にするとともに行政の能率向上を併せ計るものとし，同時

に述築士の2足掛執行 IC対する 1'1任と違反 IC対する制銭措置が明示され

社会公共の福祉に対する使命が明らかにされねばならない。

131 ( 建築士の資格と業務) 現行法では建築士の資格とその行いうる業務

を定めているが，業窃が次第にI ! ! 雑化するに従い業務 IC関する法律を

別途 IC制定する乙とを考慮する乙とが必要となる。 建 築士法は基幹法

律である立場から ，また現行法における i'i 絡 ・独占業務の範囲および

役計 ・監理と施工 lζ 関する焼定に充分検討を加え明確なものに改めて

おく己とが必要である。

I.J I  0 J l 築士の専門ZI J ) 述築技術の担当する範閲が広くなり専門化する傾

向については更に検討して将来の動向を J1 . 究める必要があり ，また技

術士制度との関係についても多くの検討すべき問題があるので，当面

白 改正に際 し て直 ち ｉｾ ｬｬＡ茶士 の 専門分化をとりあげることは適当とは

いえない 。

また . il! 築生産の謀程が多臓化してきている傾向は認められるが，こ

れをいかなる方法でil! 築規制の対象とするかについては伝おl J i ffi lc 考

える べ きであって ，建築技術者制度をいかに! u 1 定するかの問題として

判面の建築士法改正とは別個 IC処理に当ることが妥当である。

51  Ｈ正 ｮｾ 匹士の団体〕登録されたｩｬＡ築士によって構成された団体が ， 建 策

士の資質の向上 ・紛争処狸 ・航空F補 償等について; J . f 質的に NI 位できる

能力をもち ，権限とJ .'m両面で強化される E とを考耳目. すべきである 。

各会の意見は 11司有]40年 7月建築士会述合会を除いて出

揃い，同 8 月建築業協会，全国建設業協会. 全国建築士

事務所協会連合会. 全日本建築士会，日本建築学会. 日

本it 策協会，日本建築士会迎合会 ，日本建築家協会の 8

会述名で建設省宛ili 築上法改正の促進要望を提出してい

る。

ただし各会の意見は改正を促進しようという点では一

致しているが ，その内容と方法は微妙な相迭をみせてい

る。その主要な相違点を姶ってみると次のとおりであ

る。

(  1  ) 建築士法改正そのものに異論はないが. 建築益準

法との同11与改正を本会と建築士会迎合会が主猿 し，

i去の性格について建設業協会は建築士の大半が建設
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業界 ｬζ 在る ζ とをｉｬｾぇ ， 事務所協会連合会と建築家

協会はともに建築士の使命を強調し，建築学会と建

築士会迎合会は建築技術者としての建築士を考え る

見方 をベ ースにせよ と主張 している 。

( 2 ) 建築士の行なう業務については，各会がそろ って

その権限と責任の明確化を主張し ており ，乙れに伴

う保険な り救済制度を制度化せよとの主張もあった

( 全 日本建築士会など) 。

( 3 ) 建築士の専門化 と細分化について建築学会が技術

者制度調査委員会を内部に作 ってかなり詳しい報告

をなげかけたのが注目をひいた。しかし他の各会は

専門化は反対または時期尚早の態度を示している 。

事務所協会連合会と建築家協会は専門の立場は認め

なが ら建築士の総合性を主張し てい る。

( 4 ) 設計 ・工事監恐 ・施工の三者関係については各会

の議論がわかれる。事務所協会連合会と建築家協会

は工事監理と施工の分離を唱えているが建設業協会

は差支えないではないかと反論している 。木会と建

築学会 ，建築士会迎合会の見方は設計，監理，施工

それぞれの立場をよく見きわけめようという見解に

立っている。

( 5 ) 業務法の独立については ，本会と事務所協会連合

会 ，建築家協会 ，全日本建築士会などは賛成の考え

方を示し ，建設業協会と建築士会迎合会は反対の見

方を示した。

改正の手段論議と今後の見通し

( 昭和41年 3月末まで)

l昭和40年 9 月以降は各会の意見相違点の調整が「懇話

会」で 12月まで行なわれた。これはこつの方法をとって

いる。その第一は，現行建築士法 l事業務ないし ;8業的な

商を必要ならば業法として別途にとらえたならばどうな

るかの検討，第二は ，今日までの各会の検討経過で問題

として処理しなければならぬ点の指摘で. たとえば設備

部門をどう規制するか，工事監理をどう考えるか，建築

悲準法中単体規定の委譲をどう受けとめるか等の解決で

ある。

前項でのべたように ，第一の業法として業務函を別途

にとらえる乙とには建設業協会や建築士会連合会方面で

の反対がある。しかし 乙の反対は資格法，業務法の二本

立てか，一本のまま強化するかの 方法についてであっ

て，改正の手段として二本立の方がよいとなれば，自然

解消する反対であろうとみられる 。事務所協会連合会と

建築家協会が乙の件では成案を協議中であって，両者の

争点は事務所開設者の問題と ，建築士の個人としてみる

か組織の代表とみるかの問題の処改であるか ら，あま り

大きなへだたりは存しない n

第二の案件にはまだ統一怒見はない 。設備部門の問題

は悠築関係の上掲各会だけの決定ではやがてまたズレに

あうだろうし，工事監理の問題では設言| 織能の会と建設

理主能の会との大局的な討議を経なければ，なんともい え

ない疑問である 。

いずれにせよ ，建築士法改正の主要な問題点の整理は

乙の二年あまりでひとまず終結したと みてよく ，関係各

会の懇話会も昭和41年に入ってからは休止して次の段階

をまっている 。いくつかの一致点も出たし， 若干の話合

いで解決できるような争点もある。業務j法を5 J 1 j 途独立法

にするかなどは乙れにあたるだろう。残る大きな争点と

いえ ば設備郎門の処理と工事監理の独立問題であろ う

が，乙れとてもステップノゼイステップの判断で関係各会

のトッフ。協議をすれば答がで= るような気がする。何より

も大切な乙とは改正のメ ト‘ を早くつける乙とだと思う 。

建設省の一郎ではあたらしく建築審議会も発足した乙と

だし，民間各会の怠見調整がのびるなら，むしろ審議会

の方から回す方がかえ って早いのではなし、かという意見

もある由であ る。 しかしそ れはそれで百年の大昔| を審議

してもらうとして， やは り切実な影響をもっ各会がし、ま

一歩すすめて，改正のメドを つける乙とを先に考えるべ

きだと思うのである 。
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担 当 : 日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

建 築 基 準 法 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト

才"flf. i宣言5t言十 の チ ェ ッ ク ポ イ ン ト

建 築 設 備 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ( 設 備 基 準 )

建 築 関 係 法 令一一 覧 表

法 規 特 集
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建築基準法のチェックポイントについて

日本建築協会法規要員

大 阪 市 建 築 局II i 噂課

竹 口 信 夫

1. はじめに

法律は難かしいもの ，面倒なもの と頭からきめでかか

る人があります。その中でも建築基準法は難解だという

人が多いようです。それは，技術的制限なのだから ，や

むを得ないととだともいわれています。そ の難解だとの

定評のある建築基準法について書くようにとのど依頼を

うけ ，困惑致しましたが，以下にまとめてみましたので

ど一読の上ど指導をいただければ幸いと存じます。

2. 法 の あ ら ま し

1  ) 法の構成

建築基準法は ，法律 ・政令 ・省令からなっており ，

その下に各都道府県市毎に条例 ・細則があります。そ

の他に法の運用をするために通達 ・告示 ・Ol J規などが

あります。

2 ) 法の内容

法の内容を次のよ うに区分して説明します。

(1) 技術的規定

(2)  法を運用するための諸規定

3) 法の適用および‘ 除外規定について

技術的規定には ，都市計画区域( 法第 2 条20号) 内

のみに適用になるもの( 法第 3 : ' Q: ) と全国何処にでも

適用されるものとがあります。本法の施行i時( 改正時

も含み以下基準i時という乙とにします) の既存建築物

や工事中の建築物の増築 ・改築 ・大規模の修繕( 法第

2 条14号) . 大規模の模様替( 法第 2 条15号) には ，

一定の条件のもとで緩和される乙とがあります( 以下

に不適格建築物の特例と呼ぶ乙とにします) 。また国

宝建造物などの復元工事は建築審査会の同意を得て，

法の適用が緩和されます( 法第 3 条) 。

3. 手続について

1  ) 建築主事へ提出するもの

(1)  確認申請書( 法第 6 条第 1:項 ，規則第 1 ｾ 条，第 Ｒ

条)

規模や地域』ζ よって確認申請告の必要のないもの

がありますが，技術的規定は適用されますのでど注

意ください。

(2) 工事完了届( 法第 7 条第 l 項，規則第 4 条)

(3) 計画通知( 法第 18条，国 ，都道府県または建築主
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事をおく市町村の建築物)

(4) 建築設備 ・工作物の確認申請書( 法第87条の 2.

第88条，規則第 l 条~第 3 条〉

2 ) 特定行政庁へ提1 : 1 : ' . するもの

(1)  道路の位置指定申請書( 法第42条第 l 項第 5 号，

規則l第 9 条，第10条)

(2) 許可申諮岱

(イ) 道路内の建築の許可( 法第44条第 1:項， 令第

145条)

公共用歩廊 ・道路上空通路，高架道路下の建築

物 ・高度地区内の自動車専用道路上の建築物が許

可の対象 となります。

(ロ) 壁面線の制限の許可( 法第47条)

付用途地域制限の許可( 法第49条)

い) 専用地区制限の許可( 法第四条〉

(ホ) 卸売市場等の特殊建築物の敷地の位置の許可

( 法第54条)

(べ i認さの限度を 乙える許可( 法第57条)

(ト) 道路巾による高さの限度をとえる許可( 法第四

条)

lチ) 容積地区の容積比の緩和の許可( 法第59条の 2

第 3 項，第 4 項)

(リ) 仮設建築物の許可( 法第邸条第 3 項 ，第 4 項)

(3) 定期報告( 法第 12条第 1項，規則第 5 条)

3) 都道府県知事へ提出するもの

(1)  建築工事屈( 法第 15条第 1:項 ，規則第 8 条)

(2) 建築除却届( 法第15条第 1 : 項，規則第 8 条)

上記届は大阪市では確認申請書11 : 添付していただいて

おります。

4 ) 関係法令の許可申請書の扱い

大阪市では . 確認申請書とー絡に提出する扱いをし

ておりますので，ど参考ーまでに以下に関係申 ｩｦｾ［Ｍ 書名を

列記しておきます。

(1)  土地区画整理法第76条による許可申知書

(2) 都市計画法施行令第11条による許可申請笹

(3) 都市計商法施行令第11条の 2 による言午可申315舎

(4) 都市計画法施行令第 11条の 3 による許可申諮書

(5)  大阪市風致地区規則第 1 ;条による許可申請

(6) 公共施設の整備に関連する市街地の改造に関する

法律第13条の許可申請筈



5 ) 確認申請書または関係法令許可申請書の添付図筈類

乙れも大阪市の例で恐絡ですが，以下 lζ 列記します。

( 通称名であげているものもあります)

(1) 工場 ・危険物調書

(2)  不適格調書

(3) 道路明示筈( 認定道路)

(4) 換地明示香( 土地区画整浬)

(5)  都市計画街路境界明示沓

(6)  公衆浴場法の許可書写

(7)  旅館等の保険所の意見沓

(8)  官公有地境界明示番

(9)  河川附近地の許可詣写

( 1 日小売商業調盤特別措置法の意見書

1111  歩道の切取りの意見容

(12)  駐車場法の敷地外に設ける駐車場の; i J k 認害

日医療法による窓見書

(4) m波法による意見詰

115)  屋外広告物法の意見書

UG) 消防危険物の下見印

間 学校教育法の窓見世

( 消防法については本誌 1963年 2 月号「消防火特集号

と本協会発行の「悠築基準法およ び関係法規早見一覧表」

を，関係法令を含む全般的な手続および規則のあらまし

については前氾早見一覧表と本誌1965年 8 月号「施工の

手続特集号J および本号の 「建築関係法令一覧表J を参

照してください )

4. 技術 的規 定のチェック

建築基準法の技術的規定についてのチェ y ク資料と し

て，敷地 ・用途 ・配置 ・構造 ・高さ( 形態) ・外装( 外

壁，屋根) ・平面 ( 間取) ・内装 ・階高 ・便所 ・構造耐

力 ・建築設備 ・工作物に ついて規定のあらましを一覧表

としてみました( 第 1表参照) 。

条例，細則関係については各都道府県市毎 K 巡ってお

りますので，省略しておりますから乙注怠ください。

ζ の表では，乙ういう仕組みになっていて，乙んな制

限があるのだなとあらましを知っていただいて，実際 fC

ｾ ｉ つ ては細い点を法令 ・ 通達 ・ 告示 なとでチェックして

くださるようお願いいたします。

表にできる規定は ，あらかじめ表 fC作っておきますと

実際のチ ェックに大へん便利です。

私たちの作っております表も 相当ございます。そのお

もなものをのせてど参考 lζ 供 したい と考えましたが，頁

数の関係でt掲載できませんので補足的なものを第 2表に

あげるだけでお許しをいただきたいのです。

5. 法 を 運 用 す る た め の 諸 規 定

法を運用するための諸規定について ，以下に簡単に列

記します。

1  ) 用語の定義

用語の定義については ，乙の法律独自のものがあり

ますので. それらをよく知ってから法令を読まれると

とをおすすめします。用語の定義が法 lζ ないものは，

例規 ・通達 ・法の解説書などを参照されるか. 都道府

県市の建築基準法担当主務課に行かれる のがよろしい

と存じます( 法第 2 条，第 4 条，第42条，第92条，法

別表第 Ｒ Ｎ 令ｊｬＧｾ 1  ，条，第 2 条，第31条， 第32条，第

Ｑ ＰＷ 条 Ｍ ｴＱ ｾ ＱＱ Ｐ 条，第 ＱＱ Ｒ 条，第 ＱＱ Ｓ 条 ， 第 ＱＱ Ｔ 条Ｎ ｴｬＧ ｾ ＱＱ Ｖ＠

条，第138条，附則)

2 ) 建築協定

住宅地，商庖街の発展のためなどに建築協定を造れ

る制度があります。とれは ，協定を造っ てよいという

条例が必要です( 大阪市には現在ありません) 。乙の

協定は特定行政庁の認可によってその効力を発生しま

す( 法第69条~第77条) 。

3) 建築審査会

乙の法律による許可や不服申立の審議をするもので

5 人または 7 人の委員で組織されています( 法第78条

~第83条) 。

4 ) 被災市街地の建築制限

災害のあった市街地 fC ，区域を指定して建築制限す

る制度があります( 法第84条) 。

5 ) 一団地の総合的設計

住宅団地などの一団地について総合的設計をする乙

とによって， 一郎規定が緩和されるととがあります

( 法第86条) 角

6 ) 用途変更について

工事を伴わない用途変更でも確認や許可を必要とし

たり ，技術的規定の適用があ ったりします( 法第87

条) 。また手続が不要な用途変更でも 技術的規定の適
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用になるものがありますのでど注意ください。

7 ) 工事現場の危害防止

工事現湯では工事による地盤の崩地，辿築物 ・工作

物の倒主主なとによる危害防止をする義務規定がありま

す〔法第90条，令第 7 章の 2 (令第136条の 2 - 第136

条の7 ) ，建設省告示第91号( 昭和39年) ) 。

8  ) 工事現境における確認等の表示

工事現場では確認をうけ ている ζ とを表示する乙と

になっております。またその工事の設計図書を現場に

備えておく乙とになっ ています( 法第89条. 規則第 11

条) 。

9 ) 敷地が二以上の地域 ・地区 ・区域にわたるとき

敷地が二以上の地場 ・地区にまたがるときはその半

分以上の属する地域 ・地区内にあるとみなされます

が，防火地域 ・準防火地域は別です( 法第91条) 。

10) 許可等の消防長等の同意

建築物の許可や確認申溺替は建築基準法担当課か ら

消防長 ，消防署長に同意を求めるため送られます( 法

第93条) 。

11 ) 工作物への準用

工作物で政令で指定するもの( 煙突等や，遊技施

設) は，建築物 lζ 準じ て確認手続きが必要で技術的規

制もあります( 法第88条，令第 138条) 0  

12) 建築設備への準用

昇降機 も確認申請が必要です( 法貨'S87条の 2 ) 。

13) 維持保全

建築物の敷地 ・ 構 造 お よび建 築 設 備 を ｾ＿ ｊＧ 時 適法な 状

態 11: 維持する 定めがあります( 法第 8 条) 。

14) 違反建築物に対す る措置

違反し た建築物の建築主，工事の治負人( 下請を含

む) ，現湯監理者 ・所有者 ・管.!ll!者 ・占有者に対し除

: tJ l ，移転，改築，増築，修繕，模様告書 . 使用禁止，使

用制限その他是正のための必要な措置を命ずる乙とが

できます( 法第 9 条) 。罰則 もあります( 法節句条~

第 102条) 。

15) 保安上危険，衛生上有害な建築物の措置

保安上危険，衛生上有害な建築物は本法の巡反がγ

くとも，乙の建築物，敷地の所有者，管理者，占有者

lζ 相当の猶予期限をつけて ， 除却 ， 移転，改築，修

繕 ，鋭機替 . 使用禁止 ，使用制限など保安上また衛生

上の必要な措置を命ずる乙とができます( 法第 10条) 。

16) 都市計画区域内の規定( 法第 3 i ;i:) Iζ 適合しない既

存建築物

木法施行前の建築物なので現行の法第 3 立の斜定の

ｩ 歯周はうけないけれと Ｎ 公 ｬｾＺ ζｾＺ しく支ｼ沼があるもの

に対しては，市町村の談会の同意を得て . 建築物の所

ＱＧ￯ｾＧ Ｎ 管理白占有者 ｬζ 対し除却Ｉ，移転，修繕，棋織

替，使用祭止，使用制限を命ずる ζ とができます。
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乙の場合市町村は補償をする乙とになっています

( 法第 11条) 。

6. 参 考 図書， 地 図 に つ い て

ill 築基準法の参考図書には， 全国共通のものと . その

府県市のものとがあります。大阪市の例で，私たちが平

常使っているものの名称をど参考ーまでに以下にあげてお

きます。

・ 建築基準法令ｾ Ｈ建設省 住宅局編，日本建築 さ主Ｚ会発行Ｉ

・建築基準法，建築士法，伊j規集( 建築行政協会編，全

国加除法令出版 K K 発行)

- 建築基準法解説( 日本建築士述合会発行)

- 住宅 ，iJii 築 . 小六法( 建設省住宅局編， K  1< 大成出版

社発行)

・加除式 ｾ録建築法規Ｈ住設省住宅局 ＱＲＲ 定指導課 ， 各

Jn県m犯行政担当課編，新日本法規出版K K発行)

・建築物用途別，建築ぷ準法および関係法規早見一覧表

(日 本建築協会編，発行)

- 大阪都市計蘭防火地域図

・大阪都市計画( 用途地峡 ・高度地区 ・臨港地区) 図

. 大阪都市計画街路及土地区画整理事業地域図

・ 大阪都市計画Ｈ街路 Ｎ 公園Ｎ風致地区Ｉ配置 ｾｉ

7. おわりに

主主後にしめくくりとして気のついた点を述べて終りと

いた します。

1  )  11華々法令の改正がありますので ，何時も乙の点、 lζ 注

:むされて ，法令W，地区! なとの獲備をされておく乙と

が大切です。

2 ) 設計について法的チェ y クをされるときは. その前

Iζ 必 らず敷地 ・道路等について ，十分な調査をされる

乙とが必妥です。乙の調査が完全にされておればあと

は機械的にチェックできる乙とが多いのです。

3  ) 設計から唆工までのl順序〔設計→敷地 ・道路につ い

て調査→設計図{ ! j 作製( 法的チェ y クを行ない つつ)

『企認 1111.占『占( 許可 も) →建築工事応( 除却jι ) →確

認通知書( 許可も) 受領→現場確認表示( 工事現i必の

危ｾ防止措置Ｉ→着工→中間報 告Ｈ 検査もＩ→工事完

了賄→験査済託受信l→使用開始〕を頭に浮べながら各

項目についてチェックされると便利で間違いが少な い

と考えます。

最後になりましたが，ＪｾＺｻ￯ を暫くに当りましてＮ法規

委員会の佐野委日長を始め委員の皆機 ，竹中工務j占の休

谷氏 Ｎ 大阪住築事務所の商品氏 守 消防局の恩ｼ口氏白 ､ｩＪｾ

合計 I商品の上 IU氏 . rli 悠築j司の越山氏，ダイケンホーム

KJ くの長山氏( 以上順序不同) むと. 名伎のど指導をい

ただきましたので‘紙上をお借りして厚くお礼を巾し七け

喰 を お く 乙 と に い た し ま す 。 ( 昭 和41年 3 月20日)
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1 * _指j プ要 |  注 意 事 項 _ 1  vm ｟ ｾ ｟＠
認定ill 路。都ili J l "i商法，土地区画整 1 (イ)本f去の道路とな ら ない通 告示. 公告，細則

思法による道路。木法以前からある | 路，道あり 。 I IC注怠，砧築審査

道( ! l J 4  m'以上のものと 4 m未満 1 (ロ) 私道で特定行 政庁の指定を 会の同:むを得て水

1. 8111以上で告示のもの) 0 2 カ年以 | 受ければ本法の道路とな る。平距離の指定をす

内指定計画道路。指定した私道など |付私道は変更. 脱止できると る制度あ り『

の区分あり 。 I きあり 。

建築できる敷地か否か決定される。 日扇 面 瓦石 lh語盃王医両 五可否

通'l?; は 2 m以 t 接する必要あ り。 1:場，興行場などは接する 長さ

などを条例で指定できる 。

公図内の如き敷地 lζ は特例を

認める 乙とあ り。
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許可は建築審査会

の同志必要。アー

ケードは轡察，消

防，道路，建築の

四者会議必襲。

(イ)奇I'i函道路で 2 カ年指定のな

いものは「地階のない。地

上 2 階ま で撤去容易( 移転

も) のもの建築可。

(ロ) 公衆便所，巡査の派出所は

特例で道路内に建築できる

乙とあ り。

付公共用彦民s，道路上空通路，

高架道路下及高度地区の道

路上建築物で許可を受けた

ものは建築可。

敷地内排水の規定 もあ り。

ill 築物は道路内 にまたは道路内 lζ 突

き出して. i l i 築できない敷地造成の擁

壁もまた同じ) 。地総而下のものは

支障なし 。

Ｒ カ年街定のあ る ｊ ｉ 匝 ｩ 道 路もｾ築禁

11:: 勺

. i l i 築位置が道路内か. ?I  

間道路内 か，道路の. f ! l 1別

は何か ?

ft. ;  44 道路及 ii l凶l道路

条例に注ZE

条例 ，告示に注怠

都市計画決定Iζ 注

;区。

許可( 特別用途地区を除く)

によっ て建築できる。許可は

建築審査会の同意必姿。不適

格の特例あり。

許可によっ て茅部，築指でき

る。小規模の用途変更，新築，

増築 IC特例あり。

許可は都市計画審議会の同忍

必要

敷地の衛生及び安全のため土地の改

良などの規制あ り。

用途地域 ，専月]地区，特別用途地区

など. 用途によ ってYJ H誌で きない場

所あ り。 用治変更にも制限あり 。

敷地の地質. 地形

敷地のl関する地域，地区

等の別

法 19
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|敷 地 造 成 等

敷地の位置が都市J .I・画決定 している

ものでな いと新築 . 柁) 築できない

卸売市場，と蓄易，火葬

場，汚物処理窃，とみ焼

却場の別

都市計画の施設の別

法 54，87， 

令 130の2. 137の9

包J 司

-.' :1 



gli市ェッi|:J !と : ! 二 係 条 項 |

高さの制限のあ l 法 57. 58の2

る敷地

法58，58の2

令 131- 135の2.

法 59

必 要 資 料

|美 観 地 問 定

敷地の属する用途地域の

別，前面道路の rlJ ・高低

差，地形。

高度地区の別

ZZi さを容積比で |法 59の2. 86の2. I 容積地区の紐別

制限する湯所 |令135の4. 137の5 1  (節 1穂~第 10附)
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の
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壁

限

敷地構造， 設備に関し美観を保持 | 条例に注怠

するための制限は条例で定める。

住居地域亘20mその他孟31 m

住居地域手1. 25 x 道 Ij-Jm+ 8 m

その他三五1. 5X  i草rl1 m x 8m 

Ｈ向切 ｾ ￯ ｉ ｉｾｊ ｲｭ 道路によるお ｩ さ制限な

し1

高さのlbi : 低限度. 段高限度を決めて

地区倍定される。

各極地区別 iζ 終段i比が定められてい

る。隣地からの斜線制限あり。

容長! {比. 1笠IIl iの位置，高さの限度を

決めて指定される 。

告示も注窓

許可によって高さの限度を 乙 |特定行政庁の規則

えるととができる 。道巾ICよ | に注意。言午可はu !

る高さの斜線突出不可。前面 |築審査会の同芯必

道路の ｾ ｉ Ｚ ｬ 心 ｬｾＩ で高さ を測る。 ｉ 要。

高架工作物内と河川， 公園が

あるとき特例あり 。道路内で

は道路巾による高さの制限な

し。

前面道路より敷地が 1 m以上

高いときの測点IC別の定めあ

り。

指定条件tζ 注25

道11I による斜線制限，空地比

適用あり ，許可によっ て容積

比増加できる。狭い道路では

容積i七が厳になる。既存の不

適格には緩和の扱いあり。

指定条件以外の空地比と高さ

制限適用なし

個々に指定

!:f i  1 - 9 筏空i也地| メの別 l' 各地以別 iζ 空地比，容積比. 壁面の

( 空地地15( . ) I位置がきま っている。

用途地域別，防火地峻別 .1建築 1( JI.fi'l の敷地面積 iζ 対する割合が| 街角の敷地には特定行政庁で |特定行政ff の規則

耐火建築物の5]IJ I きまっている， Ｈ地域ＵＮＺ ｉｊ ｾ 手でＩ特例を造るととができる。特 ｼ 注意。告示にも。

定行政庁が敷地面積から - 30

m
2

しなくてよい区域を指定

できる特例もあり。

壁 l回線尖H. I不可。 歩廊の柱の芳lは言1- "f 1ζ よって |許可は土佐築審査会

突出可。 I の同窓必要。

壁l市線の指定



巴J 可

c o 

整 理 | チ ェッ ク 1 " _  ｾＮ Ｎ＠ _  . .  1  _ _  _  ｾ＠ _  1  

|  |  日 分 | 係 条 項 | 必 要 規 制 概 要
番 号 |項 目. ，. ..， - "  1 円 |  

(1) I敷 地 | 構造制限ある場 | 法61. 位，助の2. I防火地域， 準防火地域の I i耐火建築物，簡易耐火建築物，木造

防火構造，屋根不燃材料，外壁開口

部防火戸の規制あり

(2)  1 用

所( 木造ができ | 令 137の6- 137の8. 1  )]1) 

ないときあり) 1 法63. 64. 

途 | 用途地域

専JfIJ1!l[ .ざ

特別川途地区

令 ω 9. 110 

法22. 23. 24  法22区成 . JFI 途，規模. 1外壁，粁袋防火構造. 屋線不燃材料，

構造 | 外壁土冷暗の規制あり 。

i法49. 月1) 表2. 86の21住居地域，商業地域. 準 | 各地域別 l ζI I 築できない悠築物Jの用

87， 53. 工業地域 ，工業地域の別 1 :途が指定されているの

令 137の4. 137の9，

130の4. 116  

法50. 53.  )]1)表弘

法86の2. 87.  

令 137の4. 137の9

| 法52. 87.  53.  

令130. 137の?

住居専用地区 ，工業部用 | 住居専用地区は建築できるも のを，

地区の兄u 1 工業専用地区は建築できないものを

指定 して いるの

|馴峨

小売庖舗地区 ，事務所地 ているゥ

区，厚生地区 . 娯楽地区，

観光地[ 2$:

注 意 事 項 備 考

卸売市場の上家また工場で不

燃構造ものも で火災発生の恐

れのないもの緩和。門へいに

緩和あり。工作物の防火規制

あり( 法66) 。

強化ポリ エステノレの類を屋根 | 告示d 窓

材の一部に認める告示あり

( 条件っきで) 。

許可によって建築できる特例 条例に注: 忍。許可

あり。既存の不適格建築物の は建築審査会の同

増築等lζ 特例あり。用途変更 窓必要

は建築とみなされる。

許可によって建築できる特例 条例 lζ 注意. 許可

あり既存の不適格建築物の増 は建築審査会の同

築等 IC特例あり。用途変更は 意必要

建築とみなす。

卸売rl i湯の敷地 I i法54. 87. 卸売市場. と慈場，火葬 |都市計画の施設として敷地が決定し |小規模の用途変更，新築，増 | 許可は建築審査会

(3)  1 配

の佐世 | 令130の2. 137の9 I 場，汚物処理場. 乙み燐 | ているもの。都市計画審議会の議を | 築 lζ 特例あり 。 I の同意不安

置 |居室の採光 法28

i法19. 20 

建築凶積の敷地 | 法55

而 税 lζ 対するお]

会( 敷地内の空

地)

却窃の5]1) 1 経て許可を受け たもののみ建築でき

る。

用途地境 ，各階の居室の |敷地続界と建築物間，建築物相互間 |無窓でよいもの。天窓の扱い。

区分，広さ | の距離が決定するととになる 。 1 縁側1) のあるときの扱い。二室

用途地域( 住居，商株. 1 商業と無指定 = A x O. 7  

準工業，工業) 防火地核.1その他 = ( A - 30) x O. 6 

耐火建築物の )'JI) I  ( A は敷地而績とする)

jili 統の扱いなとあり 。

防火地域か準防火地域が重な |細則 IC注な

れば30m2;;: Iかなくてよい。

防火地域と耐火建築物が重な

ると商業地域では限度なし。

街角で緩和になる特例の細則

を造る乙とができる。



g 型国エ 11規 制 区 ペ ー 係 条 項 |

| 空地地区 法.56，五 五

壁面線 j法46，47 

特定街区 法59の3

必 要 資 料 備 考規 詰リ 概 注 意 事 項

l第 l 種~第 9 種空地地区 | 各地区別に空地比壁面の位置容積

の別 |比が定まっ ている。

壁面線の指定 |壁而紙! を突出できない。

( 個々に指定される)

告示 1<:: 注意

許可は建築審査会

の同意、必要。

個々に指定

( 都市計画施設)

地盤面下の部分は突出可

歩廊の柱の類は許可によっ て

突出できる 。

一一 ー一 一ー一一 一一一」一一一一一一ーー

容積比，壁而の位置. 最高の高さ を

決めて指定

①出口から道路まで 1. 5mの通路 |耐火建築物，簡易耐火建築物。

②敷地境界1<:: 1. 5 m建物問 1<:: 3. 0m 1  1， OOOm
2

を乙える不燃構造lζ

は②の緩和あり

告示 1<:: 注窓。

敷地内避難及消 | 令 127，128.  128の21各線の構造，規模の別に

火上の通路 1  1 よって( 同一敷地内)

(4)  1 檎
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造

大規模の主要構 | 法21

造部

特殊建築物等の | 法27，86の2.

用途規模によっ | 令116. 137の3，

て 1 137のB

大規模の木造 | 法25

(5)  I高 さ |構造による高さ | 法21

( 形 態) I の限度

地域別による高 | 法57，58の2

さ( 絶対高)

防火地域，準防火地域の | 耐火建築物. 簡易耐建築物，木造防 | 門，へいに特例あ り。工作物 | 耐火建築物，簡易

別，階数，床面積，附属 | 火構造，不燃構造，屋根不燃材料， I の規定もあり。工場で火災発 | 耐火建築物とすべ

屋，用途，構造の7 l lJ 1 防火戸などの規定あり 。 1 生の恐れのない不燃情造には | きもの ，木造でよ

特例。既存の不適絡も特例あ | いもののチェック

り。 に注意。

軒高，高，延面積，構造 | 木造( 軒高三三9m，高三三 13 m) 木造は延3，OOOm
2
が限度。 I 構造計算によって

種5] IJ 石造，れんが造，コ ンクリ ート ブロ |木造以外は補強によって高く |特例が認定される。

ック造1m筋 コンクリート迭の類の高 | する乙とを認められる特例あ

さも同じ。 I り。

特殊建築物等の用途，階 1 i耐火建築物，簡易耐火建築物とすべ |既存の不適格建築物に緩和あ

数，床面積，危険物の種 | きもの決定。 1 り。

別，数量

地域，地区に関係なく同 |延べ面積 ( 2 以上のお11はその合計) I 難燃性の強化ポリ エステノレで

ー敷地の木造の規模が | が1，0∞m
2

を乙える木造は外壁粁裏 |屋根に使っ てよい特例あり。

10∞m
2

乙えるとき | を防火構造。屋根を不燃材料とする 1 (告示参照)

乙と 。

軒高，高さ ，延面積，構

造種別，地盤の高低差。

木造 ( 軒高三五9 m，高三玉 13m

延面積三三3∞Om
2

)

れんが造，コ ンク リートプロッ ク造，

石造，無筋 コンクリー ト造の類の高

さは木造 iζ 同じ 。

木造を除く左記のものは補強

によって高くする ζ とを認め

られる特例あり。

( 構造計算必要)

用途地域別，前面道路の |住居地域孟2 0 m

中心部の高さ | その他 孟31 m

許可によ って高くできる。 I 建築審査会の同意

高架工作物下は特例あ り。 I 必要。



旦i エ ツil 一一一係条項

(形 態) I  ( 自動車専用道 |令131- 1 35の2

路は別) I 法58の2

|  必 要 資 料 |  規 制 概 注 意 事 項要
考

用途地域の別，前面道路 |住居地域三玉1. 25x 道巾 + 8m

の巾と中心部の高さ | その他孟1. 5x 道巾+ 8 m

公園，河川があると特例あり

許可によって高くできる。斜| 建築審査会の同意

線突出は不可。敷地が道路よ| 必要。細則参照。

り 1 m以上高いときは特例を

造れる。高架工作物下，道路

内lζ 特例あり。

高 度 地 区 l 法59条 都市計画の施設として指 |高さのf最低と最高の限度を決めて指| 空地比，地域の絶対高，道巾| 告示参照。

定される |定される。 I による高さの規定は適用にな |個々に条件が迷う

る。( 緩和規定なし) I 乙とあり 。

? e f 脳 地 区 | 法59の2，86の2 I第 l 極~第10庖存阪地区 |各地区別に容積比が定まっている。

令135の4，137の5. I の511] I 隣地からの斜線( 高さ) 制限あり。

137の8，法別表5

許可によって容積比を増す乙

とができる。既存の不適格建

築物の緩和あり。道 rlJ の高さ

の斜線も併せて適用あり。

特 定 街 l丞 | 法59の3，

令 136

個々に指定

( 都市計画施設)

壁面の位置，最高高さ，容積比を定 |指定条件を守って設計計画の| 告示参]Ri

めて街定される。 I 乙と 。
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防火地波，準防火地域 ，法22区域で 11塁線 lζ 難燃性ポ リエ ステノレ類 |告示参照

は屋糠最低不燃材料。 1. αlOm
2
をと | を認める条件特例あり( 但し

える木造 ( 2 以上の合計も含む) も |耐火建築物，簡易耐火建築物

同じ 。特殊建築物等でも最低屋根不 | を除く〉

燃材料となる。

法22条の区域で木造でよいものが対

象となる。

外壁，土塗壁 | 法23 法22区域内
告示参照
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火

防火地域，準防火地域で木造でよい

もの，法22条区域の特殊建築物の木

造でよいものや1，∞Om
2

を乙える

( 2 以上あればその合計) 木造が対

象となる。

簡易耐火建築物，耐火建築物とすべ

きもの，防火地域 ・準防火地域内の

ものは防火戸必要。

簡易耐火建築物，耐火建築物とすべ

きものが該当する。

簡易耐火建築物のものに外壁 |告示参照

防火構造のものあり。
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防

地域，

，規模，

甲種，乙種の 2 種ありドレン |告示参照

チャーでやっ てもよいことに

なっている。

外壁及屋板の耐 | 法27. 61， 62 
簡易耐火建築物は外壁だけ耐

火構造のものもあり 。
火構造

0 )  



0 )  

"" 

ＲＲ Ｑ Ｒ エッ ｾ ｉ 規制 ｪ 区 市 係条項 ｼ 必 要 資 料 丁 規
和l 機 要 注 意 事 項 備

(1)lkjzlii::;:: iや

外壁の不燃材料 | 法27. 61.  62 

タト 装 法68

法69- 77

(8)  I 平 面 | 居室の採光 法28

( 間取など) 令 19. 20 

室の大 きさ

廊 下 の rj J 令11守

住宅の日照 法29

地階の居室 法30

使 所 令28

階 段 令23- 27

令 121

令 120

居 室 の 種 類 位 置 広さ ｼ 居 室 の採光のため ｋ＿Ｇｾ 塗の関口部必 ｼ 無窓が認められる ζ とあり 。

屋外避難階段とそ の位置

防火地峡，準防火地域，

特殊建築物

美観地区

建築協定

要となる 。 I 天窓の特例もあり 。

屋外避難階段から 2 m以内に階段の 1 1 m
2
以内の鉄枠アミ入硝子入

出入口以外の関口部設置禁止。 I の開口調1で| 阪どろし窓除外。

簡易耐火建築物とすべきものと不燃

構造を認められるものが該当する。

条例で決められる。 I I 条例に注意

構造. 形態意匠などを協定ができる。|建築協定ができると言 う条例 | 条例に注意

がないと協定できなし、。

居室の種類，位置，広さ | 窓， 居室の配置なと決定 天窓，無: 答，縁側の扱いあ り。

室の最小限の広さを決めているもの

あり

条例に注意

居室の種類，規械と中l民i I廊下の rjJ 1. 2m.  1. 6m.  1. 8m.  I 事務室で 3 室以下のとき緩和 | 条例に注芯

下，片廊下の5 J IJ 12. 3m ( 何れも以上) の別あり 。 I の特例あり。地階は厳となる。

居室の大きさ

配置と間取り

地階の居室の種別

便所の水洗， くみ取

用途，規模

i  特殊建築物の用途，構造，

規模

| 居室と直通階段の位置

( 歩行距離)

居室のろ20の換気口必要

住宅は日照のある室が一室以上必要

住宅の居室，学校の教室，病院の病

室，寄宿舎の寝室は地階 lζ 不可。

採光，換気の外気 lζ 援する窓必要

階段の構造，寸法制限あり

直通階段 2 以上必要。

直通階段への歩行距離の制限

( 30m.  40m.  50m) あり。

機械換気でもよい。

事情によ って免除あり 。

からぼりがあるなどで術生上

よいものは可。

水洗のときは他の乙れに代る

設備で可。

斜路の扱い，特殊階段の扱い

あり 。

準不燃材料で内装するととで

+  10mの緩和となる乙とあり。

条例に注意

制 ＲＱ の ｾＲＳＮ 124- 1 居 外 直 抑 制IJ

令 122. 123. 124 特殊建築物の種別，階数

屋外の直通階段は木造不可

階段の合計 rt 員，数，配置，特別避 屋上広場を階 とみなし階段を | 条例 fC注意

算定する乙とあり( 百貨庖)
構造，規模の別 難階段，避難階段の規定あり

• R.t ｾ＠ .  ， 

考



=  
c. : > 

i y-Ji lr 出係条 主 要

(9)  I 内

出 入 口 | 令 124. 125.  118 百貨庖な

出入口の規

防 火 壁 | 法26. 86の2. I構造，用途

令 113. 137の2. I  ( 1∞O m
2  

137の8

防 火 区 闘 |令 112

界 壁 |令114

( 防火構造)

11# 窓 の 居 室 | 法35の3

地 下 街 | 令 128の3

装 | 特 殊 建 築 物 匂 | 令 128の4. 129  

法35の2

避 難 階 段 ! 令 123

防 火 区 画 l 令 112

階 段 |令 120

構造，用途

長屋，共

ホテノレ，下

7 ーケッ

所その他

特殊建築

規模( 採

も)

特別避難

の別

資 料

他

構造，階数，

模，位置

，規模

こえるもの)

，規模の別

住宅，旅館，

宿. 寄宿舎 .

，病院， 診療

日IJ

の種類，構造，

，緩和のもの

段，避難階段

規 告lJ 概 要 注 意 事 項 備 考

百貨底は屋上広窃必嬰 屋上広場，パノレコニ ーには手

すり必要

各階での出口合計巾の規定あ り l 階 劇場等の戸は内聞き不可

では階段から出口への歩行距縦制限 』

木造だけでなく，耐火建築物，簡易 不燃構造で火災発生の恐れ少

耐火建築物でないものは防火壁 い工場は免除される ことあ り。

1. 0∞m
2
以内毎に必要。 既存の不適格には僅かの増築

等
Iζ

特例あり。

簡易耐火建築物で・は500m2. 1. ( 問 m
2

防火区画は耐火構造の床 . :¥l主

1. 5oom
2
. 耐火建築物では 1. 51

∞
m

2
. 甲種防火戸からなる。両面防

高層では l∞m
2
から防火区画する乙 火構造，乙種防火戸の区画も

とになっている 。用途上の防火区画
一郎あり。スプリンクラ ーを

もある 。不燃構造，耐火構造で 1. 500 つけると緩和されたり，内装

m
2
の防火区画必要のと きあ り。 制限によって割引される特例

のあるものあり 。

長屋，共同住宅は各戸1< : : ，その他は 渡廊下の小屋裏にも要求され

防火上主要な関仕切壁を，木造の小 るときあり 。

屋組は小屋裏隔壁を防火構造とする

必要あり。

耐火構造または不燃構造で区画する

乙とになっている 。

地下道のけ1. 天井高，地上への直通 - gsの規定について条例を別 条例に注意

階段への歩行距mltfli リ限なとあり。 lζ 造れる ζ とlζ なっている。

居室，当該用途室，地上への通路， スプリ ンクラ ーをつけたら絞

廊下，階段の天井，皇室 lC内装制限あ 和される，排煙口をつけたら

り。
材料の一段階緩和されるもの

あり。

特別避難階段と避難階段は天井燈の

下地，仕上共不燃材料とするととに

なっている。

一 一 一

防火区画の緩和に使う乙とができる。

歩行距離の緩和w: 使うととができる。



z lzzlzエ 1 |規 制j 区 分 | 関 係 条 項 |
|  規 制 概 要

一般2. 1m. 学校3m. 映画館4m

考注 意 事 項
必 要 資 料

一室で天井高異るときは平均

; 高さを とる 。

防湿床をすると床高に緩和あ

居室の穏別

木造床45c m最下階の床床 高 |令22

り。

くみ取禁止区域，その他 | くみ取禁止区域では水洗要求。その I}采尿浄化槽，改良便機 ，井戸| 条例 K 注意

のJ j IJ ，便所の種7. l IJ I他の区域では水洗のとき尿尿浄化槽 | と便所の距離の規定lζ 注意。

必要。

所 | 法31 . 令28- 34便所 |便

ブ

一

他

ト

リ

の

一

ク

そ

リ

ン

'

ク

コ

造

ン

筋

ト

コ

無

一

強

'

リ

等

補

造

ク

準

'

骨

ン

基

造

鉄

コ

の

積

'

筋

法

組

造

鉄

方

'

ク

'

造

造

ツ

造

構

木

ロ

ト

の

筆

の

執

そ

A

N

'

t

v

 

者

で

さ

当

の

下

担

す

て

の

ま

し

別

り

照

は

お

参

細

て

を

詳

し

頃

η

4

 

の
ハ
U

n

口'
o
 

n
ぺ
J

U
令ハ

U
η

L

 

法法方造構力耐

古

田

一構

品

川

U

W

構造計算の原目i J . 荷重，外力 ，許容

応力の基準

電気設備，避雷設1i 1l i . 昇降機。給水

・排水関係設備，冷却] 港設備

構 造 計 算 | 法20. 令81- 93

(1ro I建 築 設 備 |建 築 設 備 |法32- 34

令 129の2- 129の15

Ｑ 日 τ 作 ､ 四 ← 突な ｾ ｉ 令 Ｑ ＳＸ Ｎ 法 ＸＸ ーＩ

同 上

煙究，広告塔. 広告板，

装飾搭，記念犠，高架，

水槽，サイロ，物見塔，

擁壁

構造耐力，椛成材なと建築物に準じ

て11;IJ 限あり。

昇降織，ウオータ シュ |建築物 lζ 準じて制限あり。

ート飛行塔なとの別

遊 技 施 設 |令 138. 法88



不燃材料，準不

燃材料，難燃材

料

不 燃 材 料

塗 墜

防 火 構 造

第 2 表 建 築 基 準 法 と 建 築 材 料 等 の 表

法23 片壁でよいという扱いあり。

法24，25，27，61，621 S. 34. 12.23. 建設省告示2545 ( 指定

一一一一一 一寸 基準) あり。

令 112 1  

一一 1 合格したものは本省通達で通知され

令 114 I るL

令109の2 I  ( 令108参照)

採光緩和室の区画 法35の3
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タト 壁

外 壁，車if ｾ英

防火区画( 両面)

界壁，隔壁，間仕切壁

床

耐 火 梢 i詰 |主1 J ! 構造部の各様構成 法27，61，62. 2

0 の2) . 令 107

外 壁 構 成 法27. 61. 62. 2  

0 の3)

防火ｾ［ｋ構成
法26. 令 113

界量産，隔壁，間仕切壁 令 114

防火区画織成 令 112

採光緩和室区画 法35の3

避難階段及特別避難階段 令 123

周 監

=・ | 耐火建築物の主要桃造部 法2 (9の2) .  61. 
包2 官

構成 62. 27  

J .  r. s. 

( J  1  S  A5504厚

)  

( J  1  S  A5505 

上)

ト板( J 1  S  A  

メタ J レラス

厚 9 m m以

木毛セメン

5405)  

防火木材 ( J 1  S  A5ωl の

l 級 . 2 級〉

防火塗料 ( J 1  S  A5661 )  

( 以上 S. 26.  2. 5. 建設省告示

一一一126一 日本工業規格の指定)

( 注) 以上の J 1  S はセメン

トについては蓋礎及び主要構

造部に使用するもの ，ワイヤ

ラス ，メタ J レラス ，木毛セメ

ント板 ，防火木材， 防火塗料

は耐火構造の構造部分や防火

一一一一一一一l 戸に使うもの。

S.  40.  4.  6 建設省告示1093 ( 指定法

準) 。

S.  39. 7.10  建設省告示1675 ( 指定)

S .  40. 12.28 建設省告示3513 お51

( 指定)

指定された ものは官報に告示される。

合格品は本省通達で通達されるとと

もある。

考

難燃材料である強

化ポリエステ J レ板

等で屋根をふく特

例 ( S. 39. 8.5. 建

設省告示1986= 法

22.  25. 63の屋根

の一部のみ条件付

で) 。

内装を不燃化する

ととによって直通

階段への歩行距離

や防火区画が緩和

になる。

不燃構造 lとする乙

とによって，防火

壁，耐火建築物，

簡易耐火建築物，

避難通路が緩和に

なることもあり。

主要構造部耐火構

造にする乙とによ

って避難通路，防

火壁が緩和になる

乙と もあり。

耐火構造の耐火度

に等級 (30分， 1  

時間. 2 /1寺間. 3  

1時間) があり，主

要構造部毎に使用

等級が指定されて

いる。



l 整 理 チ ェ ッ ク |材 料，構 造| 直 接 規 制 I  ＮＮｴＺｲＺ ＢＧｒｾ＠ ＧＢＺｶＺＺｾＮＳ＠ .........=.' ttr I  

主主 ｉ ＧＺＧｾｾＺＺＧ ｉ 士' 士 主 I _  ｾ ｟＠ J .JoIo，. I' J I，o ＧｾＮｊ＠ I  関 係 規 定，通 達，告 示 等 |  

∞ l 番 号 項 目 |等 の 種 別| 使 用 部 分 名 称 | 関 係 条 項 I ｾ＠ V <'  r__  _ .  ｾｾ Ｎ＠ ｾ＠ . ，. "  I  

(2)  I権 造 |耐 火 構 造 | 簡易耐火建築物の外壁構 | 法2 (9の3 イ) . 61. 

成 162. 27. 令 109の2

耐 火 建 築 物 | 主要構造部耐火構造，外 | 法2 (9の2) .  27. 

壁の開口部防火戸入 161.  62 

簡易耐火建築物 I (イ)外壁耐火構造，外壁の |法2 (9の3ィ，ロ)

関口部に防火戸 127. 61. 62. 

( ロ) 不燃構造で外壁防火構 |令109の2

造，防火戸

(3)  I 防 火 戸 | 防 火 戸 | 外壁の開口郎用

( 甲種，乙極)

」土
考J .  1.  S.  

甲種防火戸，鉄 |特別避難階段と避難階段 | 令123

枠アミ入附子戸 | の出入口用

法27. 61. 62. 64. 2 1乙種防火戸の指定益準 ( S .34. 12 

(9の2) . 2  (9の3) I  23 建設省告示 2546) あり。

一一一 合格品は本省通達で通知される。

甲種防火戸の指定基準告示現在なし 。

( 令 109. 110. 参照)

甲ｾｬＡ防火戸 ｼ 防火盛の開口部用

防火区画の関口部用

法26. 令 113

令 112

防 火 戸 | 防火区画の開口部用 |令112

( 甲極，乙種)

w l 材 料 |耐 水 材 料 | くみ取使糟廻り改良使地 |令29. 31. 32 

尿尿浄化槽用 |令 l

スプリ ンクラ ー付

防火区画や内装制

限緩和 κ 役立つ と

きあり

(5)  1 消 火 設 備
q
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構 造 設 計 の チ ェ ッ ク ポ イ ン ト

大阪市建策局審査銀

西 川 幸 之 輔

1. 法 規 上 の 関 係 建設大臣の認定を受けると とが必要である。

建築基準法による ，構造耐力上の規定としては ，法第

20条で ，建築物の構造があらゆる荷重に対して. 安全で

ある乙と. および.

回 現 行 の 規 定IC 迎合しない特殊の材料または構造万

法。

イ 木造で 3 階建以上. または延べ所在iが 5∞πf を ζ

えるもの

図 現行の規定 ICよっては ，性能も しくは安全性につい

ての判断ができない特殊な材料または構造万法。

ロ 木造以外で 2 階以上. または延べ而績が 2∞n{ を

乙えるもの

の設計にあたっては . 構造計t; [ ( Cよって. その構造が安

全である乙とを確かめなければならない。

そして，施行令第 3章 K ，それらの安全上の技術的1基

準が規定されている 。

すなわちプラスチック等の新材料，もしくはプラスチ

ックによる建築物等の特殊な構造方法で、現行規定ICは

性能 ，安全性等についての益準が定められていない も

の. あるいは純鉄骨造で高さが. 3 1 mを超える建築物

もしくは高さが4 5 mを超える高層建築物等現行の規定

の予想する範的を超えたもの。

2. 参 考 資 料 としての諸規準

従って，構造設討を行なう場合は，乙れらの規定にし

たがう乙とはもちろんであるが，乙の規定だけでは ，実

際の運用面で十分とはいえない ζ ともあるため，乙れを

補なう 怠l床で，すでに

日本建築学会等の設計規準のあらま しを掲げる。

技術上の通念となった |  

もの ，すななち日本建

嵐
憎 | 宛

ー I  1主役省 が怠考資料 と

川 | して指定した年月日

築学会等の権威ある研

究機関で作成された設

計規準等が活用されて

し、る 。

しかし ，乙れらの規

準のなかには，法規と

ちがった規定をしてい

る場合もあるが，乙れ

らの うち，法規に抵触

する節分は，もちろん

法規によらなければな

らない。

また法規を一段と強

化した部分については

それが推奨規準である

ととを考慮して活用す

べきであろう 。

次の囚図に該当する

建築材料または構造方

法を用いる場合は，法

第38条の規定lζ 基づく

木 造 | 木構造計算焼舶
l  日本主II 築学会

| 特 殊 コ ン ク | 特 妹 コ ン ク リ ー ト 造 関 係 股 州 糊

リ ー ト 造 1

I  ， ｩ ｾ 式プレキ，Ｎス卜鉄筋コンクリート造段計脱司自

ぽ式サーモコン造設計ｾ網

トヨライトハウス綬計要綱

セラミ γ クプロック造設計鋭I ¥' J

盟式鉄筋コンクリート造 5 階E似た向住宅設計要 lJ' i

l  リプ付薄肉コンクリート中型バネル |  

I  ( 鼠産公営住宅型) 組立コンクリート造設計聾瓜 |  

鉄 骨 造 | 鋼綿造計算税司自 l  

l  簿板剣綿造計算線司自

縛仮銅構造段針施工緑町陣

織管精進設計焼僧

鉄格精進計算続準

溶筏工作M! [ ¥t t

鋼駁焼失精進計算: 焼1 1 / 1

備担仮股述築物仮段工作物投針路工線司自

高カボルト民戸線接合設計錨工線埠l

経盈鉄骨1 1 l 築指導線司自

位置鉄骨組築の熔接

I  ii事絞鋼構造の耐力虫 iζ 関する情造設計規時i

鉄筋コ' " ?  鉄筋コンクリート綿造計算級車i

リ ー ト 造

プレストレストコンクリート設計施工

島』岡山人工騒 盛骨材を使用する鉄筋位 低

コy タリート構造規郡

高温高圧滞気餐生された位置気泡

コンクリートパネル摘造鐙針炭嘩i

鉄骨鉄筋コノ |  

タ リ ー ト 造 |  鉄骨鉄筋コンクリート綿治計算規船

基 礎 精 進 | 越築基礎構造設計線郁

組築制杭基礎設計施工規制

日本1 1 l 築学会 ( 19ω )

( 1965)  

日本不燃辿築協会 ( 1962)

日本雄築学会( 1959)

( 1963)  

( 1963)  

( 1962)  

( 1962)  

(1962)  

( 1965)  

( 1964)  

( 1965)  

H 本経監鉄骨建築協会

日本建築学会( 1962)

( 1961 )  

( 1964)  

日本i E築学会 ( 1963)

日本建築学会 ( 1960)

( 1963)  I  

30. 12. 26 

38. 3. 6  

37.  7  

40. 8. 9  

39. 5. 22 

31. 7. 23 

36. 5. 31  

36.11. 15  

39. 7. 1  

39. 10. 28 

40. 1. 8  
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3. チェックポイント

前述のように，構造規定は各種の構造規準等とあいま

って，運用されるわけであるが，乙の法令および規準の

中には，今後の研究によって，改正および追加されなけ

ればならない点も多い。

とりわけ，総合的な ，構造計画的規定( 例えば耐震壁

の扱い方など〕 が明確でないため，設計者の技術的判断

にまかされているととろが多いわけである。

従って計算上の仮定いかんによっては，耐震計画上ど

うかと思われるような設計となる ζ ともある。

日どろ構造設計の審査を担当していて，感じた点を駄

足ながら並べて見たいと思う。

イ. 鉄筋コンクリート造

a. 現場施工の精度を考慮 して設計する こと

すべてに共通した乙とではあるが，設計の際は長上

の施工を予想 しておきなが ら，現場での実情は ，大き

くかけ離れた場合が多い。

主筋間隔が1. 5dまたは2. 5cmといった最小限の配筋

を行なうと現場では必らずといってよいく らい鉄筋同

志密着している。

断面性能を上げるために主筋のかぶり厚さを，最小

限K 仮定するが，現場ではその位置の保持が困難であ

る。

b. 関口部のある耐震壁の補強筋

相当大きい関口部のある場合でも，地震力を分担さ

せて，何となくすませているものや，せいぜい到断応

力の検討までが多いので、あるが，関口周囲の曲げ補強

筋の検討もぜひ行なう乙とが必要ではないだろうか。

C . 梁の中央部の主筋の不足

梁スパンが小なくて地良時M の大きな場合，図のよ

うに，中央より少し端に寄った位置の方が大きいM と

なる。

ｾ十 ｐｌｊ = σ A  

また，短期の付着が問題となる乙ともある。乙れら

は5 階建以上の 2 階梁でよくある乙とであるから，断

面設計のときに注意したい。

d. ぺた基礎スラプの配筋

弱断力が大きいため ，付着で決まる乙とが多い。

e. 小断面の柱筋の補正

柱断函が小さい場合1<::' 断面n定図表で dt > O. l D

による補正が必要となる。

例えば，35cm x 35cm の場合

一 一 一 dt  5  

「τ てて1 T  一一一= 一一一= 0. 143 > 0.1 
い。叶 I D  - 35 

H 叶 35
0 m

LO 0  oJ 1  従って， Mの補正を必要とする。

ぜすf m

68 

35 ¥ 

M' = M x  (0 8x 一一1= 1. 12 M

25 I  

f . 使用材料の種別を配筋図に明記

最近，高強度異形鉄筋や，人工軽量 コンクリート等

でいろいろな材料が使用されるようになってきたため

現窃での管理も複雑化してきた。そして佼用材料が明

記されていないために ，現場でその使用を誤まるとと

も起るので，ぜひ記載したい。 なお，継手，定着等の

基準も複雑になっ てきたため，同様に明記 しなければ

設計の窓図が十分活かされない乙とも起る。

ロ. 鉄 骨

a. 接合部の設計

. 企K

1旦

柱と梁の接合部や . 筋違の取付け部等の最も重要な

個所の詳細設計が省略されてい る乙とが多い。しかも

検討の結果，相当不足する 乙と がある。乙れはとりわ

け軽量鉄骨造等によく見受ける 乙とであるが， 梁端の

ガゼット プレー トの断面系数不足，梁上下弦材の溶接

長さ不足が目立つ。

さらに現場での溶接作業が困難と思われる設計も多

い。例えば，上向 き現場溶接を採用 しながら，現場で

は無視されている乙となどは ，設計者 としても反省す

る必要があるのではないだろうか。その他パネ ノレゾー

ンの補強等も図示されていない乙とが多い。

b. 柱脚部の固定度

アンカー ボー J レト 式の柱脚で， 完全固定と した設計

が多いが，固定度は ，基礎の回転，柱脚の構造等とも

関連しているので，単 lζ 柱脚の曲げモ ーメ ントを負担

できるからといって完全に固定されたとはいい難い場

合が多いとされている。鉄骨ラーメンの設計に当って

は乙ういった乙とを十分考慮する必要がある 。

C . 筋違の応力

全体的な応力の伝わり方を検討したい。

羽二円
イ 図 ロ 図

イ凶の場合，柱の軸カと引抜力の検討。

ロ図の場合，柱の軸カと梁にかかる曲げモ ーメ ン卜

の処理。

主事は忘れられる 乙とが多い。

また，窓等にはおかまいなしの，プレー スの安易な

配置計画は ，現場で施工されな い乙とが多い。将来と

も確保できる見込みのあるものに限りたい。

筋巡とラーメンとか混在する場合の分担率について

は，設計者によってまちまちであるが，筋違の負担を

適当に仮定した上で，

筋違耐力+ ラ ーメン耐力= 全地震力

とするのは ，各個撃破のおそれがないのだろうか。



ハ . 基 礎

a. 隣地境界に接して地階を作る場合の注意

隣接建物の基礎が浅い場合 ，その基礎からの附加荷

重を考慮しておくことと . 1j I J i 工上必要な隣地とのあき

を十分見込んでおく乙とが必要である。最近市街地で

は恨伐による トラフ、ノレが多くなってきた 。

耳呈

b . 片基礎の場合の力の流れ

地中梁の応力の流れJ i を適格につかんで処理する 。

C . 許容地耐力を大きく見ないこと

N 儲から推定する地耐力表を利用する際は相当 N 値

の大き な地盤であっても，施工中雨が降って ，表j商を

荒らす乙ともあり，また機械掘りの際の掘り過ぎなと

の悪条件もある ζ とから，あまり大きくとり過さない

ようにしたい。

d. 杭についての疑問

鋼管杭の場合 ，径 lζ 比べて薄肉のものは打込み時 iζ

衝撃による局部座屈を起すととがあるが，乙れらの限

界について ，今後の研究がまたれる。

コンクリート杭で，継手による低減と，細長比によ

る低減を受ける場合 ，実際の杭耐力は低減後の耐力が

出ればよしとするのか，低減前の基本耐力が必2 J とな

るのか。

ニ. そ の
ふ

Uf

 

a. 構造計算を行なう場合の固定荷重等の大きさ

伊lえば設計者が仕上げ厚さを最低に仮定しているも

のを現場では平気で厚くし ていく乙とが多い。極端な

場合には，仮定積載荷重を上廻るような超過が見られ

る。特 lζ 軽量鉄骨造床の場合両面耐火ひふくの経歪モ

ノレタノレ塗の設計が，現湯で、は普通モノレタノレ lζ 変ってい

たりする 乙ともある。

乙れらは一体なに iζ 原因があるのだろうか。

普通の湯合 ，一階床の荷量は無視している乙とが多

いが ，倉庫等の重置物がある場合は ，基礎の上にかか

る荷重を見込む乙とを忘れてはならない。

b. 軽量鉄骨造の問題点

最近 . L .  G.  S の普及は目ぎま しく，木造建築にと

って替るかの感があるが，その反00. 施工程度の低さ

は，多くの機会 lζ 指摘されていると乙ろである。設計

者は との事実を認識しての設計を行なうと共に ，施工

業者ーも技術向上を心掛ける 乙とが急務ではないだろう

か。

C. 帳壁 ブロック 積みの補強筋

軽量鉄骨造ｾＧで ， 外壁にコンクリ ー トブロックを積

まれる乙とが多いが，その補強筋を構造耐力上主要な

部分 lζ 緊結する乙とがほとんど実行されていない。在

らに程iみ方のお組末さが輸をかけて ， 肌寒い! 惑があ

る。乙の理由はいろいろあるだろうが，設計 t の理由

も大きいのではないだろうか。

現場で適当に納めてくれ式ではなく ，緊結方法まで

設計11寺l乙計画しておく乙とが，乙ういったことを改善

していく一つの方法ではないかと思う。

d . 繕造計算書について

計算書は建物の構造，規i奨，建物の特殊性等に応 じ

て，内容も精粗さまざまになるのは当然だが，とんな

切合でも，次のような乙とはぜひ記載するように心が

けていただきたいと思う。というのは ，計算書: は速い

将来にわたって ，必要になる乙とがある。また設計ーそ

のものが設計者の技術的判断によって行なわれる以

上，その判断の内容，根拠等を他人!こ もわかるように

示されるととは当然だからである。

建築物の名称，場所 ，構造設計者の住所氏名，計算の

年月日

ｾ＠ 1  構造計画

1 ・1) 建物の概要

(a) 構造種別，階数および各階用途

(b)  仕上げの椀要

(c) 主地条件( 配置図により隣接建物 ，道路等との

関係を記入)

(cl )  基本平面図( 柱，梁および床の符号) およびl折

商図( 階高記入)

(e) 将来増築の有無( 位置，用途および階数)

1 ・2) 設計方針

(a) 基本計画

i  ) 解法の方針( 各部応力t I ' 定法および断面決定

法等)

ii ) 基礎工法 (杭お よび地耐力仮定の根拠) およ

び不同沈下対策

i i  i ) 耐震計画 ( i E皮， 耐長壁 ， 偏心lζ 対する考

I叡，筋違のとり方等)

i v ) 将来増築およひ、隣按建物K . 対する考慮

(b)  材料の許容応力度 . : l 也耐力，杭耐力

その他の荷重 ，応力計算，断面t ; [ 定等については周知

の通りであるが，特 f UJく平力の分担率等は各階ごとに図

示すると見やすくなると忠う。

なお ，乙れらの ζ とは ，各特定行政庁の聞で ，確認の

際の取扱いについての全国的な横のiili 絡と統ーをはかる

べ く作成した建築行政構造述絡指導方針にも出ているか

ら，参考にしてくだされば幸いである。 (41. 3.  23) 
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建築設備チェックポイント ー設備基準-

大阪市建築局審査恕設備係長

種 目 高 己

建築物の大型化，高層化につれ，本格的な建築技術は

飛躍的進歩を遂げつつあるが，乙れと併行して，建築関

係者の協力を得て設備技術の発展もめざましく ，さらに

設備の重要性の度合が高くなり，設備技術者の使命も重

大である。建築行政の一環である建築設備業務 IC従事し

ているわれわれにとって ，設備技術の発展は喜ばしい乙

とである。しかし全般にわたり手放して喜べる現状とは

恩われない。建築の仕上および外観的にとらわれすぎて

建築基準法の遵守な らび》ζ 設備本来の神経的役割を待つ

機能を無視されている乙とがある。誠 lζ 遺憾に怠う。強

圧的に機械機能を満一足させるあまりに防災 ・保全 ・維持

管理費等を度タト視した要求は近代建築物の設計に従事す

るものの使命を忘れたものといえる。建築設計者は設備

の必要最小限度を満足させるべきで，そのために，不合

理な個所は意匠に組み入れる努力が欲しいものだ。設備

の種類が多種にわたり ，各々が専門技術を必要とするの

で，すべてに通じて知る乙とは困難であるとしても， 一

応の知識は必ずもち ，相互で長所短所を究明し昔j' ii!ii設計

しなければならない。設備技術者も技術的に可能な限 り

譲歩を惜しむ乙となく ，日進月歩の現今，新たな技術を

導入し，更に研究開発を怠る乙となく設備の改善を行な

い，設計IL協力する責務がある。建築設備は人簡を快適

IC生活させるものであって，綿密な知識の交流が建築物

の質の向上になるものであり，建築基準法の目的である

公共の福祉の増進につながるものである。建築益準法な

らびに施行令に建築設備の各分野にわたり規定された条

文があるが，細部の基準が非常に少なく，各行政庁指導

基準が異なっているものがあり混乱を生じている現状で

ある。全国的な統一解釈の指導基準での法の巡営でなけ

ｾＧｌばならない。

その意味で紙面の許す範囲で，大阪市の設備指導基準

中，特IC建築と密接な関連基準について紹介します。参

考資料となれば幸いと思うものであります。

設 備 基 準

( 特 に 建 築 と の 関 連 基 準〉

(1) 浄 化 槽 設 備

日常生活において重大な乙とは，衛生的でなければな

らない 。しかしながら不愉快，非衛生的な ζ とが非常に
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多い。その怠味で排池物の処分について軽視する乙とな

し基準にしたがった構造としなければならない。水洗

便所の汚物を下水道法に規定する終末処理場のある下水

道以外に放流しようとするときに設けるもので浄化槽と

いう。浄化槽の原理は腐敗糟では嫌気性闘が，酸化松i で

は好気性的が，作用して衛生上支障ない程度に浄化し更

に消毒の上放流できる装置とする。ただし特殊な構造の

浄化梢については . 標準型と同等以上の浄化機能を有す

るものであって認定を受けなければならない。

設備基準

l 浄化槽の容量算定は，大阪市独自の容量算定基準に

よる。

2. 浄化槽の天井 ・底 ・周壁および隔壁はit 水材料で造

って，防水モルタ J レ塗または乙れに類する有効な防水

措置を講じて洩水ないものとする。

3. 増築等で既設のし尿浄化槽を使用するときは，容f誌

ならびに浄化槽の位置を明記する。

4  その他浄化槽の設備基準はすべて大阪市し尿浄化糟

設置に関する取扱方針による。

(2  ) 換 気 設 備

事Ａｾ窓の居室においては常に清浄な空気の導入がなけれ

ばならない。要するにいつでも自然状態に近い空気を保

つ乙とが保他上の注意すべき乙とで，乙のための最低益

準は ，居室で換気に有効な部分の開口部面積が床面積の

20分の l 以下の溺合は，換気装置が必要である。

興行場等の客席 lζ は，換気装置が必要で客席の床面積

の合計により換気方法が臭なる。客席と他の室の換気設

備との併用は禁止，無窓工場IC対する換気装置は第 q 歪

換気法とする 。

設備ぷ準

1. 換気設{ J1/ i の区分は次の通りである。

第 l 種換気設備 送風機ならびに排風機併用による換

気法

第 2 種換気設備 適当な排気口を有し送風機のみによ

る換気法

第 3 種換気設備 適当な給気口を有し排風機のみによ

る換気法

2. 興行場等の換気

客席床面積が 1 m
2

ごとに毎時75 m
3
以上の清浄な外気



を供給する。

い) 客席の床面積の合計2∞m
2

以上4
∞m

2
以下は，第

1 または第 2 種換気設備とする。

(ロ) 客席の床面積の合計が4
∞

m
2

を乙えるもの ，客席

を地下に有するもの にあっては，第 11歪換気設備と

する。

川 (イ)( ロ) に該当 しない客席床面積の合計が2∞m
2
未満

は，第 1. 第 2. または第 3 種換気設備とする。

い) 客席の換気設備は ，映写室，厨房，配膳室または

便所，興行場等の関係のない室の換気設備とは併用

しではなら ない。

3  外気の取入 口は地上 3 m以上 lζ 設ける。 3 m以上の

場合でも空気状態が衛生上不適当なときならびに 3 m

以下の場合はろ過または洗縦しなければならない。

4  換気用風導は不燃性の構造とし防火区画を貫通する

部分ま たはとれに近接する部分K は防火上有効にダン

ノマーを設ける。

5. 居室の換気に有効な開口部面積の算出基準は下記の

とおりとする。

(イ) 引途い戸の開口有効面積は開口部の 2 分の l を開

ロ面積とする。

(ロ) 回転窓 ，開き戸の関口有効面積は関口部全面積と

する 。

わ) 依め殺し窓，電気自動扉，の開口有効函積はない

ものとする 。

斗 ガラリの開口有効面積は開口部の 3 分の 2 を関口

面積とする 。

ホ) 特殊の構造による 開口部算定は上記 lζ 準じて指導

する 。

6  ダクト内に吸音のための樹脂系 l及音材強付は防火上

使用すべきでな い。

7  その他換気設備の基準は，建築設備に関する建築基

準法令案( 昭和25年 12月答申) による 。

(3  ) 昇 降 機 設 備

エレベーターの設置台数の地加なら びに機構の複雑化

が要求され. なお一層の安全性の確保を重視しなければ

ならなし、。法の適用を受ける昇降機は，令第 5 章の第 2

節の規定は建築物 1<: 設置された エレベーター，エスカレ

ーク ーおよび電動ダムウ エーターに適用さ れるものであ

り， 一般的概念としては ，エレベ ーターとは専用昇降織

内に設けられたレー l レiζ 沿って動力により昇降するか乙

で，人または物を上下に運搬する装置をいう。駅のプ ラ

ットホーム lζ 設けるエレベ ーター， 工Jあの生産設備とし

てもっぱら生産過程の一郎としての述搬用エレベーター

鉱山の坑内に設ける鉱山用エレベータ一等は適用外であ

る。

電動ダムウエ ーターとは ，荷物の巡搬の用 1<: 供するも

ので，か と内lζ は運転装置がないものをいう。床面積が

1  m
2

以上または高さが1. 2 m以上のときはエレベ ーター

として取扱う 。

設備基準

1. 巻上機等の支持ばりは ，火災，地震を予想し，可燃

性またはもろ い材料を使用しではならない。

2  かどの構造は，か ど内の人や物による衝撃に十分耐

えられ，または人や物がつり合おもりおよび昇降路の

壁等 IL触れるおそれのない構造とする。

3  かどの内装は難燃性材料とする。

4. 自動車用 エレベ ーターのか どの側部の闘いおよび出

入口の戸の高さは 1. 4 m以上。ただし迩転手または昇

降路内突出梁のある構造については 1. 7 m以上にしな

ければならない。車止装置ならびに光電管装置を有す

る場合に限り ，かどの戸を省略しでもよい。

5  寝台用エレベ ーターは患者を迩搬する乙とを目的と

したもので，乗用エレベ ーターの規定を ，そのまま適

用するのは不合理となる場合もある。機種の撰定につ

いて特に指導を受ける乙と。

伊IJ ( 寝台用以外の場合も付記)

(イ) 病院の建築物( 病室) で上層階を一般事務室，看

護婦宿舎等の用 lζ 供するものについては，乗用 エレ

ベーターとする。ただし 2 台以上寝台用エレベ ータ

ーを設置する場合は 1 台のみ乗用エレベータ ーとす

ればよい。

(ロ) 一般建築物で上層階を倉庫または下が倉庫で上層

階が事務所，宿舎等の用 Iζ 供するものについては ，

人荷用エレベータ ーとする。

6  昇降路は路外の人または物が昇降路内を昇降するか

どまたはつり合おもりに触れるおそれがない構造とす

る。

7 昇降路の非常口については ，昇降機が並列に設置さ

れ ， その用途上，途中階 ｬζ 出入口の ｾｬｬｾ い昇降路につい

ては ，隔階 lζ 非常口を設ける乙と。

8  昇降路の底部の床而までの歪直距離( ピット深さ)

は下記の通りとする。

定 格 速 度
|頂問部すき |ピ7 トの

m/mi n Iffij ".r - ｉｾｬ ｬ ｴｦｴ さ ｭ

45m以下の場合 1. 2  1. 2  

45mを乙え 60m以下の場合 1. 4  1. 5  

60mを乙え . 90m以下の場合 1. 6  1. 8  

|…ぇ 1吋 の 場 合
1. 8  2.1 

120mを乙え . 150m以下の場合 2. 0  2. 4 

150mを乙え. 180 m以下の場合 2. 3 2. 7  

180mを乙え . 210m以下の場合 2. 7  3. 4 

ピッ トの深さとは ，かとの垂直投影面積の全部の範
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闘をいう 0

9 機械室の高さは 2 m以上とし天井より梁が露出する

場合は ，床面から梁の下面までの垂直距離を 2 m以上

とする。なお機械室への通路は安全な傾斜階段とし，

障害物のない階段とする。階段は原則として，水平面

との角度が60度以下の手摺のある傾斜階段とする 。

10. 機械室の床面積は昇降路の水平投影面積の 2 倍以上

とし， 管理上支障のない機械配置とする。機械室の構

造上段違の床になるときは危険防止のための手摺を設

ける。

11  機械室には機械の保安上有効な自然換気口または機

械換気装置を設けるとと。

12. 昇降路および機械室内には ，昇降機関係、以外の配管

ならびに機器の設備を設けない乙と。

13. エレベ ーターのピッ ト下部の利用については，一般

K 人の出入のどく少ない物置程度に使用する乙と以外

は使用すべきでない。止みを得ず他の目的に使用する

場合は ，特に自由落下衝撃荷重に耐える構造とする。

(イ) 床面積の小なる物置 ，機械室では， ピット下部に

立入らない安全柵または安全網を設けるか補強梁ま

たは補強壁を設ける 。

(ロ) 床面積の大なる物置 ，機械室，他の目的に使用す

る場合等は ill 錘側 lと非常' 止装置ならびにピッ ト直下

に補強梁または補強墜を設けた構造ーとする ζ と。

14 電動ダムウエ ーターは，利用者の安全上の見地から

昇降路の構造についてはエレベータ一同様とする。

15. ダムウエーターのピット下郎を使用する場合はすべ

て絞街機を取付ける。

付) 物置 ，機械室においては ，ピ 7 ト下部IC人の立入

りできぬ柵または網を設ける。

(ロ) ピット下部をその他の目的に使用する溺合は非常

止装置を取付けるか，ピット直下に補強梁または補

強壁を設ける。

16  その他昇降機設備の基準は ，昇降機法令解説による 。

(4) 遊 雷 設 備

避雷針の必要性は必ずしも高さのみによるものでなく

被保護物の種類や周囲の条件による場合が多いので ，20 

m以下のものについても考慮すべきである 。

高さ 20mを乙える建築物または工作物 ICは有効に避雷

設備を設けｾ撃から保護するように設けなければならな

し、。

設備基準

l  突針部の取付位置および取付数は，被保設物の保設

しようとする部分の全体が保設飽凶内 lζ 入るようにす

る。一般建物の保護角は ω。以下，危険物に関する建

物の保護角は45
0

以下とする。なお突針部の直径は 12

m m以上の銅俸とし先端は被保護物から 25cm以ヒ突
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出させる乙と。

2. 引下導線の材料は， 銅単線，銅より線. 平角銅線，

鋼管で断面積は! 30mm
2

以上とする。引下導線は被保

護物の外周 iζ 沿って測った間隔50m以内に引下げる。

なお引下導線の鉄筋 コンクリート 内の埋込配管は認め

なし 、。

3  引下導線の地上から地中 Iζ 入る部分は，地上 2. 5m

以上の位置から地盤面下 0. 3m以上の位置まで保護す

る。

4. 避雷針の必要とする建物j で'20mをζ える部分の建築

物または工作物の水平投影面積が 40m2 以下のとき引

下導線は 1本でよい。

5. 接地電極は厚さ 1. 4 mm以上で面積0. 35m
2

( 片面)

以上の銅板または同等以上の接地効果のある棒状， 管

状，捕状とし ，各引 下導線の下方で常水面下 IC埋設す

る。ただし常水面が地下 3 m以上深い場合の接地電極

の下端は ，地下 3 mlζ 達すればさしっかえない。

6  その他避霞設備の基準は ，日本工業規格避雷針規定

による。

(5) 予 備 灯 設 備

建築物の 5 階以上の階 iζ 通ずる直通階段で避難階段室

または特別避難階段室に採光上有効な開口部がない場合

は，予備電源を有する照明設備が必要である。

設備基準

l  照度は床面上の平均照度で 5 ) レタス 以上とする。

2  電源および容量は上記照度で40分以上の使用に耐え

る，蓄電池，その他乙れに類す る予備電源装置を設け

る。

3  切替関I 3f J器の動作方法については ，停電l時における

保安灯凹路の切替えは自動にし，保安灯回路点検のた

め手動回路を設ける乙 と。

4  保安灯設備の屯気工事は電気設備技術基準による。

5. 避難階段室IC採光上有効な関口部があっても ，関口

部と隣地境界線までの間隔が 30cm以下の場合は予備

灯の届 出を必要とす る。

(  B) 電 気 設 備

建築物の屯気設備については ， すべて電気設 ￍｉｾｩ 基準 ｬζ

定められた安全および防火 lζ 関する法令に定める工法に

よら なければならない。

設備基準

電気事業法，電気設備基準による。

(7 ) 煙 突 設 備

煤煙防止の面からボ イラー の煙突の最小限の高さおよ

びボイラ ーの燃料消質量 IC応じた煙突の高さと口径を規

.. 



定 し た も の で あ る 。

設 備 基 準

ト 煙 突 は 下 記 公 式 に適 合 す る も の と す る 。

( 147 A  - 2711' A )  v' H ヲQ

A : 煙道の最小断面積 ( m
2

)

H : ボ イ ラ ー の 火 格 子函 か ら 煙 突 の 先 端 ま で の 高 さ

( m)  

Q : 建 設 大 臣 が 通 商 産 業 大 臣 の 怠 見 を き い て 定 め る ボ

イラーの燃料消費i i l : ( 単位 1時 間 に つ き kg)

2. 多 置 の燃 料 を 使 用 す る 設 備 に 付 属 す る 場 合 の 煙 突 の

高 さ は 地 盤 上18m以 上 と す る 。 た だ し ス ト ー カ ー ， ガ

ス 発生 器 等 特 殊 の 装 置 . 燃 料 の種 類 若 し く は 詰 ま た は

土 地 の 状 況 に よ っ て 上 記 の 制 限 を 適 用 し な い 乙 と も あ

る。

(  B) 給 排 水 設 備

建 築 物 お よ び そ の 敷 地 内 に設 け る 配 管 設 備 に 適 用 さ れ

る が， 工場 の 生 産 設 備 と し て の 配 管 設 備 に は 適 用 さ れ な

し、。

設 備 基 準

エ レ ベ ー タ ー の 昇 降 路 お よ び 機 械 室 内 に は ， 給 排 水 配

管 を 設 け る 乙 と を 禁止 する。

(g) 冷 却 塔 設 備

地 階 を 除 く 階 数 が11以 上 で あ る 建 築 物 の 屋上，1 : 設 け る

冷 房 の た め の 冷 却 塔 設 備 が 適 用 さ れ る 。

設 備 基 準

主 要 な 部 分 を 不 燃 材 料 でーつくる。

設 備 関 係 法 規 な ら び に 手 続 き 一 覧 表

関 係 法 規

自‘ 第31条( 使所) 。法第93条第 4 項( 許可又

は磁認 IC関する同窓等〉。令耳! 32条( 水洗使

所のし尿 fj .化情) 。令買; 33条 ( 洩水検査〉。

一
又

知

一

法

一
咽

申

一

方

一
也

は

一

き

了

l
i
l
-
-
-
-

続

一

知

一

手

一一

肌

一

一

併

一

有 有

第
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3

第

及

法

機
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、

川

令
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位
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降

ひ

式
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惜

別

条

の

投

開

好

間

機
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川

崎

川

崎

泊

条

ゆ

(

パ

叫

ゆ

何

日

I
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羽

倒
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日

如

相

換

円

節

目

投
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の

叫

門

軸

聞

及

矧

令

令

官

条

条

げ

申

光
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。

.

配

m

印

刷

出

。

認

採

い

)

船

脚

知

如

羽

川

閣

制

一

側

一

畑

町

制

ゾ

戸

別

柄

引

居

t

防

〈

そ

火

)

の

釆

3

即

の

号

水

機

条

お

第

項

(

物

4

排

降

9

1

条

2

R

築
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日什

ロ

第

l

第

MM
旭

号

水

〈

第

令

第

条

引

の

3

給

)

一

条

令

・

則

お

悶

進

出

制

(

造

一

山

品
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)

組

m

MU
木

l

号

m
一

四

国

)

刷

工

法

U

(

第

9

ぴ

一

法

相

凪

投

施

一

l

i

l

i

一

立

メ

M

加

国

刊

円

以

山

一

降

一

換

設

昇

設

有

届 出 内 容

制造図面添付 J 容量表 ，人民算定根拠，斑液

¥iII . ポ ン プ ( 2台) 性能

浄化 情配置図添付

i 保健所へのし尿浄化槽役置届提出

併願申請 t不要

別途申請 J保健所へ細目rJ 7 条の届出及びし尿

1浄化槽段置届同時に提出

特殊浄化情で伎作中のものは全て別途申l i ' J と

する。

| 各階換気平面図，系統図

| ダンパ一明記，色分け( 系統別)

有 | 蜘計算書の鍵山を要求する ζ ともある。

舎

一

蜘

笹

図

一

却

制

一

間

槽

3

-

イ

イ

i

一

浄

行

浄

b

h

F

一

阪

発

尿

-s

d

一

大

合

し

III 築al l : 備 IC関するI l ¥

築基噂法政令( 案)

衛 生工 業便覧 IC記敏

和

問

避 ｾｉ［＠ 法 制3条〈避fE針役備) 。令第129条の14 ( 投 I *" 

設 備 也) 。令第 129条の15 ( 構造) 0  . H  

法第 ｾＲ 条Ｈ電気設舗Ｉ。令第 ＱＲＲ 条〈避鍵隣段 ｬ

の投位〉。令第 ＱＲＳ ｾ 佐賀 ｉ ｬ 耳 Ｑ 郊 Ｓ 号及び ｭＳ 唄 Ｍ ｾ

第 4 号( 避難階段及特別避鮭階段) 。令耳l 128 I  円

の 3 第 l 瓜第 4 号( 地下街〉。 I

法第32条( 電気a l l : 倒) 。大阪府条例ffi21 条

( 階段室の採光役備) 。大阪府条例第69条第

7 m ( 映写室の m気投備) 。

有

令第115条第 l mw， 7 号 . S J ; - 及第 2 m(Il¥築

物IC股ける煙突) 0  III 設省告示1317号〈ボイ

ラーの燃料消政位を定める〉。大阪府条例m

1 設{ l 1Ii I… … 制 … 突 ) 。

煙 突

有

給 排 水

設 備

令買I J 29条の 2 ( 給水， 排水その他配管設備 |

の設備の段置及び栴治) 0  I  有

冷 却 塔 | 令第129条 2 の 2 ( 冷却格段備)

設 備 E主役省告示第3411号

有

0 有

各階平面図 ， 好降機 ｦｾ 造詳細図並び ｉｃ 構造計ｼ全国建築設備関係行 ｼ

算書添付。 I 政連絡会中央蚕員会 |

電動ダムウエーターは別途追加届出とする。 I 監修 ，昇降織法令解 |

鋭 ， 昭和 40年版 月

有 | 配線平面図 ，立面図

l 突針都及接地厳等の詳細図添付

各階予備灯投備図 ，系統図添付。

有

金融公五II から融資を受けてE主役する建築物の

踏認申請の場合，屋内包気配線図，照明器具

図，動力配線図等添付，その他の建築物踏認

申請舎には屯気投備図不要。

| 煙突の最小口径寸法，ボイラーの型式，火格

| 子面積 ，台数 ，燃料の極類，スト ーカー又は

ＱＡＡｾ＠ I  I襲被通風装置有無，ボイラーや炉等で火格子

l のないときは ，パーナーの{ 関数とパーナー l

個当りの毎日寺般大燃料!噴射髭等記入。

| 金融公郎から融資を受けて建設する建築物の

ｪｕｾ＠ I砲認申請の渇合，各階給排水平面図，系統図

| 添付，その他建築物確認申初舎には ，給排水

i 設備図不要。

0 有 | 配 置 図 平 面 図 附 図 添 付 。

如

州

( 注〉併願申m.. . 建築物の確鶴申ＡＧｾと問時 ｉｃ 陸認するもの。

追加届出ー 建築物の確認申紡とは別 lζ 細則 7 条の舎式 ICて届出するも の.

追加申1i ' J . 建築物の施忽申訪とはgr]l c 催認申 t司容を提出するもの。

( 追加申鮒するものは表中O 印〉

迫加届出又は申島市街 JCは，すべて付近見取図 ，配位図 . I l ¥築物の平面図を添付し早目 JC手続きする E と。

日本工業規格避雷針

J  1  SA4201 

m気事業法，電気役

備技術基司自

昭和40年 6 月15日制

定 l

備技術基単 1  

昭 和40年 6 月15日制

定
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建 築 関 係 法 令 一 覧 表 に つ い て

日 本 建 築 協 会 法 規 養 員

大 阪 市 総 合 計 画 局 計 画 部

上 田 隆 夫

I  乙の一覧表は設計者，施行者 IC限らず建築lζ 関係さ

れる方々にぜひ知っ てほ しいと，思われる関係法令をわ

かり易く一覧表にしたものである。ただ次の法令につ

いては ，すでに日本建築協会より 一覧表 ，解説が出版

されているので除外した。

(1) 建築基準法

「建築基準法および関係法規一覧表」参照

(2) 消 防 法

「消防法施行令ならびに大阪市火災予防条例早

見表 J (上記一覧表追補版〉

本誌「建築と社会 J 1963年 2 月 「消防火特集」

(3)  工事施行関係法

本誌「建築と社会 J 1965年 8 月 「施行の手続J持

集」

1I 乙の一覧表は次のような考え方から 組立てた もので

第 6 章を除いて，区分，法令等名称、，建築物に関する法

の概要，主なる条文，手続の積類，関係行政機関につ

いて記i践した。

(1)  建築物が受ける集団の規定やその場所に建築がで

きるかと、うか等，最初 lζ チェックすべき 事項，すな

わち建築物IC関する制限を中心にして，次の 2 章』ζ

分類した。

I  都市計画に関する法令

E  土地等に関する法令

建 築 関 係 法 令 覧 表

I 都 市 計 画 に 関 す る 法 令

i去
4寸2コh  

等 建 築 物 に 関 す る 糠 要

(2)  次 fC建築する際に考えておかねばならない近隣関

係 ，権利関係等主とし て民法上の規定を第 3章とし

fこ。

ll[ 民法等に関する法令

(3)  建築基準法以外の法令等により規定されている各

種用途の建築物について記載したが，前述のどとく

消防法，工事手続 fC関するものは除外した 。

W 特殊建築物に関する法令

(4)  建築物，土地等lζ 関する 資格法を第 5 $": とした。

V  資格iζ 関する法令

(5)  第 l 章から第 5 章に記載した以外の法令等で一般

がj でないと考え られる関係法令は ，その名称、のみ列

記する乙とにとと、めた。

W その他の関係法令

以上一覧表作成にあたって参考とした図普は次のよう

なものである 。

(1)  集録建築法規

(2)  建設法令総覧

(3)  都市計画法規集

(4) 都市計画法令要覧 昭和41年版

(5) 六法全書

(6 ) 建築物法規概説市川清志，笠原敏郎著

(7) 建築関係法令集 大阪市建築局

|妻 た る |手続の | 関 向

文 種 類 機 関

備 考

都 市 計 函 法 地域，地区の指定，変更 ，廃止 10 指 定 建 設 大 臣

都

都 市 計 画 法 施 行 令 都市計画区域における建築制限 ] ] - 11の3 許 可 知 事

市

基

風 致 地 区 規 則 風致地区保全のため建築行為制限 11 

"  
条例で規定

本
( 旧〉特別都市計画法 緑地地域内の用途 ，建ぺい率等の

3- 7  

施行令 制限 "  "  

法

港 湾 法 臨港地区内の用途制限 38- 41  
"  

港湾管理者 条例で規定

特
特 別 都 市 建 設 法 それぞれの都市の性格に応じた整 |

| ニ ロ |市

見IJ ( 広島，長崎，別府，伊 術開発を行なうための法律で，そ

都市
東，横浜，神戸，京都， の目的によ って建築行為も制限さ

長

松江，芦屋等〉 れる |  
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1 区

分

法 令 等 建 築 物 に 関 す る 概 要 妻守 層 Z P行 自 備 考

|土 地 区 画 整 理 法 | 土 地 区 間 整 理 即 時 ふ 建 I 76 許 可 知 事

| 築行為の制限 1  一一一一

都 |公 共 施 面 副 疋 髄 子| 市街地改造事業区扇ゐ建築行為 13  !  通称市街地

諒街地の改造に関する | 等の制限
ず - - J 二 一 " ー 些 法

市 |一 一 | 一 一一一

新 住 宅 市 街 地 開 発 法 | 新住宅市街地開発事業区域内の住

開

築行為等の制限

2 年以内に定められた規模，月1途

の建築義務

13  

31  

発

住 宅 地 区 改 良τ 扇 面ω 扇 の 町 つ- | - 7 - 2 2) て -

防 災 建 築 街 区 造 成 法 組合の成立 ，建築物の構造，設備 |  

規定

路 法 1 道路の内用の許可 32 許 可 道路管lill 者

道路予定地内の建築行為等の街IJ 限 91  11 

都 市 公 闘 tt: 1玄面瓦設であ42長扇証言1駁f!i IJIIR 4  I  

者H
公園施設以外の工作物の 15m制限

6  許 可 公 園 管 理 者

都 市 公 園 法 施 行 令 占用施設の用途 ，構造，期間. て 3- 10 

事の規定

(都) 1 公 園 施 設 基 準 | 公闘に設i置する施設の基埠 l  建 設 省

市 都市の美観風致そ維持す 保存樹の指定，保存義務

るための樹木の保存に関 3- 6  市 町 村

施

する法律

下 水 道 法 排 水 設 備 の 設 置 構 造l基準 10- 12 許 可 下 水 道 管 理 者

水

排水施設に対する行為の ｦｬｪｬｬｬｬｲ ｾ 24. 29. 30 

下 水 道 法 鈍 行 令 下水道に関する行為 . 構造に関す 7- 9  

道

る技術基準 16- 23 

法 | 給水義務。装inの構造および材質

基準

15，16 水道管理者

設

!正- E - h - 法 | 五画面悠築切における紛;i li 施設の

設置

3  

20- 20の3

地方公共同体条例で規定

駐 車 場 法 施 行 令 | 路外駐車場の構造設備

自 動 車 タ ー ミ ナ ル 法 自動車ターミナノレの位置 . 規枝裕

造等の規定

宵公庁施設の建設に関す 国家機関 . 団地の育公庁胞設さr;;

る法律 のiま準

団地の官公庁施設内の建築制1; 良

首 都 凶 整 備 法 首都圏の整備に関する規定

ff 都岡市街地開発区域整 工業団地造成事業区威内の it 築物

地 備法 等の制限

方 近 畿 圏 格 制I 法近畿附の盤備に関する規定

計 近畿閣の近安 ｲ｜ｾ 在例区域お 工業団地造成事業区域内の住築物

よひ都市開発区域の整備 等のfnlJ 限

および開発 lζ 関する法11i I  

画 一一

新 産 業 沼 市 建 設 促 進 法 新産業tii ldi としての施t没の終的

工業経倣特別地域整備促 て業整備特日IJ l1J!.域 とし ての線設の

進法 |馴

6- 15  

5の3

14 

免 許 運 輸 大 毘

許 可 ( 知 事 )

首都閤整備

委員会

許 可 ( 知 事 )

近畿間務{ 1m

本部

16 許 可 知 司王

17. 18 

6，7  

園地方公共

団体

75 



L::.. 

寸コ関 す る 法土 地 等 にE  

地造宅

住宅造成卒業に関する法 住宅地造成事業規制区域における

4 - 6  認 可 知 ｾ ｰＺ＠

f本 宅地の規模，構造，工事等の基準

宅 地 造 成 等 規 制 法 宅地造成工事規制区域内 にお ける

事成

工事の許可，工事の技術的基準

8- 12  許 可 知

道

高 速 自 動 車 国 道 法 特別沿道区域内における建築物等

13，14 建 設 大 臣

の制限

道 ｒｾ＠ 3ミ 通 法 道路における禁止行為等道絡にお 76- 80  

許 可 轡 察 署 長
路

ける危 険防止等の措置 81- 83 

1  1可 )11 
法 I制為i河川 の使保用 および河川 に関す内る規行 23- 31  I許 1

制，河川 全 区 域 ， 予 定 地 の

55，57 
"  

| 限

(旧)河川地附近制限令 河川 附近地の土地，家屋，工作物

4. 6  
"  

の制限

(旧) 河川予定地内制限

河川予定地内の行為の制限 3.4  
"  dτ コh、

|公 有 水 面 埋 立 法
河 ，海 ，湖，沼等公有水面の埋立

砂 防 法 砂防治水上必要な土地iζ 対する行 2- 4  

防 |  為制限

I  1地 す べ り 等 防 止 法 地 す べ り 防 止 区 域 等 の 指 定

考備

関係行政

機 関|妻た受 注右主 |建 築 物 に 関 す る 概 要等

d 与

寸ヲ

土

A

区

分

.. 

で規定

地すべり防止区域の行為の制限 18  許 可 Lま:0 tjJ-) 

l f毎
岸 法 海岸保全区域の指定 3  

海岸保全区域の占有行為の制限 7，8  

| 建築物用地下水の採取の
地下水採取の規制区域内での湯水

3- 6  

規制I r 関する法律 設備 のlljl J限
"  

波 法 無線設備の機能保護
1田 1届 出 l郵 政 大 臣 仁

{云搬障害防水区域内の高層建築物 102の2-

等の届出 102の?

ｾ ｮ＠ 気 司王 業 法 ＧｾＱＱ 気工作物の保安義務

I  ｾ氾立主抵気 ｅ 設準 b備j泊 問h
弘E空ill*政と建造物等との距離

術 を定める省令

I  82- 1∞ 

鑑t 空 法 飛行場 ，航空保安施設の設置 38 許 可 運 輸 大 臣 |

飛行場周辺地における物件の制限 49 承 認
間 設i在者卜

航空降客様識等の設置制限 51， 52 運 輸 大 臣

森 林 法 保安林， 保安施設に対する立木伐 I 34. 44 

許 可 I ( 知 事 )

等制限

自 然 公 闘 法 保風護致を維持，普するため特別地域特別 許 可 I厚( 知生大事臣)  

地区 通地域内の行為の伽l 17- 20 

11良 屈

都道府県立自然公園内での行為の

制限

42  11 条例

重要文化財の保存のための行為の

43- 45 許 可 I文保護化委員会財

制限

，

 

置配類
苦

虫

ず

t

f

，

の設施止

準

一

防

基

一

り

の

一

C

F

-

J

A

n
--

『

一

す

造

一

地

構

一

災

風

致

景

観

保

護

のめの全保境環

出

一

の

届

一

等

の

一

勝

見

一

名

発

一

跡

跡

一

史

限

一

巡

一

11 

円 「 区 百「アー| 一一一|

69- 80 
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| 備 考

事 141. 1. 13より

， 6 カ月以内

に法施行

関係行政

機 関条 文 | 種 類

|主 た る 手 続 の

歴史的風土特別保存地区および特 4- 8  I許 可 | 知

別保存地区内における行為の制限

建 築 物 に 関 す る 概 要等
"'"民
可コ

士

玄

区

分

保

護

風

致

景

観

i  "" ，Ｎ ，｟ ｟ ， ｟ｾ＠ _". . "，，-， ，r  1，一ー ハlli 林 大L臣 l

自 民地転用の制限 |  “  エヱロi 重 工| 一 一 一

法 |公共の利益となる事業の用に供す (知 事 ) I  

るため土地の収用，使用等に関す

る規定

法 | 港湾区域 ，港湾隣接地域内の工事 I 37- 37の3 許 可 港湾管理者

1 等の許可

丸山

}有

湾

収地

| 港

そ

の

他

考備

関係行政

機 関

法 | 袋地の凶総地通行権

流水』ζ 関する制限，設備の設置

界標 lζ 関する規定

建築物築造の距離

穿地に関する規定

共同建築における所有織の純聞

. 6.  

寸コ
関 す る 法民 法 等 にE  

建 築 物 に 関 す る 概 要等

4 与

可コ法

区

分

民

法 |建物の所有を目的とする地上権， ト一一「一「一一「一一

: f i { 昔権についての規定 1  I  

建物の賃借伽ζ ついての規定 l一一一「一一「一一一|

建物の所有権lζ 基く地上継の対抗 I  I  

. 力

両 両 地 代 家 賃 統 制 令 l illi 代家賃の統制

地

家 法

建 物 保 護 lζ 関する法律

古都における歴史的風上

の保存に関する特別倍程

法

E  
土

建物の区分所有等 Iζ 関す

る法律

借

借

j去

「 一 ー す す 直 宮 ヲF El - - - |

山 J ' ( 知 事 ) 1  

|主 た る l 手続の | 関係行政 |

| 法 令 等 建 築 物 に 関 す る 概 要 |条 文 |種 類 | 機 関 |

|新 住 宅 市 街 地 開 発 法 | 人口集中地区周辺における健全な I 1- 6  。建 設 大 臣

住宅市街地の開発および住宅地の

供給 l  

新住宅市街地事業による開発の技 |

I  11 

術2基準 i  

扇認に対す元主面否 ｾ ｉ I 一- 1扇芸支配一一一一

設 I  2 一 一 一 ー

. 6.  

寸コ

備 考

関 す る 法特 殊 建 築 物 に皿

区

分

"  

新住宅市街地開発法

施行規則
住

公営住宅の規絡

公営住宅および共同施設の悠投法 1

み み め 耐 火 附 す る 構 造 | 一 一 一 ー

の集団住宅の建設および宅地の大

規模な供給

| 日本住宅公団法施行 |住宅の建設等の基準

規則 |  

法

公 営 住 宅 法施行L令

公 営 住 宅 建 設 基 準

とさ
住

.、 L

" 1..1 

1; 1  
公

宅

77 

日本住宅公団

日 本 住 宅 公 団 法



日 |言匂 |門 |備 考 l

地方住宅公剖? 普賢官お |

住宅金融公庫

11- 16  一 一 ! 一 一-1 -

24- 26の2 脳 出 ( 知 事 )

厚 生 省

7  福祉事務所

Ｒ Ｑ ， ＲＴ Ｑｾ 一一 一 一

31，32 

建 設 省

4  許 可 知 事

住宅金融公庫

可 ( 知 事 )

病院，診療所， ｩｪ ｽｊｾ所の定義

病院等開設の許可届

病院等の構造 ，設備の基準

エックス線装置等の防護

事 法 2I ! f 局開設の許可 5，6  

薬局等構造設備規WJ 薬局 ，楽舗の構造設備 1- 4 15  

ーーーーーーーーーーー一一ー一一一一- 1 -一ーーーーーー一一一ー

あん勝，マッサージ指圧 施術所等の設備改善 Ｎ 使用の ｾｬｩｬｭ 良 11 ( 知事)

師 . (まり fliU，き申う師，柔 iζ 関する規定

道鐙復附等 lζ 関する法律

| 同 七 施 行 規 則 営 業 の 届 l仏 施 術 所 の 設 備

Y己 主 福 祉 法児童福f . u 施設の定義

4  I  11 / 1  

許可届 ( 知 事)

4，83 認 可 文 郎 大 臣

省

41 ，48  

50. 51 

66 I  

ｬ ｨ 二 正 三 石 Ｍｾ ｪＮＡＺＩ

設悠

24 

許

16- 21 

30- 30の12

57- 67 

1- 4  

7. 8 

67 

大学高専 1. 500m2，各種学校8∞m
2

以上の教室の新. 増設の制限

住宅金融公庫法 . 産業労働者住宅

資金融通法に基く貸付ができる住

宅の基準

中高間耐火建築物j 等 | 中高層耐火建築物の基準

建設要領
'  

産業労働者住宅資金融通

i法

住 宅 組 合 法

同地の住宅経常計図i

(邸)

標準

学 校

産業労働者住宅建築に必要な資金

の融資

組合員 Iζ 住宅供給 lζ 関する規定

勤労者の資金等ーによる集団住宅お

よび宅地の供給

住宅の建設1!J の芯準

住 宅 金 融 公 1 ' 11 法住宅の建設に必要な資金の貸付

7 鍔 調 研 溺 芳 E hぷJ 一 一 一

Ｑ ｊＺ［［Ｇ ｾｦ＠

住宅金融公庫融資住

宅建設基準

li1i r前 I'j 函一団地の住宅経営に| 渇す

る基準

建 築 物 に 関 す る 概 要

教 育 法学校の設置，廃止等の認可

高 等 学 校 設 置 基 準 校地. 校1 f 等の基準

円本建築規絡建築liii 木造小中学校校舎の規格

幼 稚 園 設 置 法 準 幼 碓 闘 の 最 低 基 準

各 種 学 校 規 程 位 置 . 施設，設備の規定

夜間学校給食実施2ま

草色

(占i;fi) 学 校 設 計 標 準

首都閣の既成市街地にお

ける T 業等の制 I! Jl Uζ|刻す

る ｪ 法 ｾＱＱ

近畿| 凶の既成都市区犠に

おける工場等の制限に関

する法律

医

夜間学校給食施設の基準

都市計画学校の設計標準

"  

助産施設の設備基準

乳児院の設備

"  

"  

"  

"  

母了奴の設備

保育所の設備

主主磁施設の設1illi

療行胞設の設備

社 会 稿 祉 事 業 法 |施設の設置

|地 方 住 宅 供 給 公 社 法

児童福祉胞設最低基

準

法

医 療 法 施 行 規 則

等

L>.  

寸3

僚

;去

:県i

78 

社

会

福

祉

施

設

区

分

住

曹量

施

設

4交

医

宅

記ｾ
...，_ 



法

労 働 安 全 衛生規則 | 映写室の構造，休憩室の設促等

公 衆 浴 場 法 公 衆 浴 場 の営業;許可

公衆浴場の設備，術生. 風紀の規定

旅 館 業 法 旅 館 業 の 定 義 ，営業の許可

| 旅 館 業 法 施 行 令 構 造 制m竺 生 関 す る 叫一 一

国 際 観 光 ホ テ J レ発11111法 ホテノレの定議 ，常業の受録 . 施設 2- 4  

JiE準

関係行政 |  

機 関 1

lif 知 事 条 例 で 規 定

考備

主 た る 手 続 の

条 文 |種 類

2. 3 許

建 築 物 に 関 す る 概 要等

.c>.  

Tコ法

労 働 基 準

盟 主 将 署

許 可 知 事 ( 保健所)

都 道 府 県 条 例 で 規 定

LJ j: ( 保健所)

法 興業場の営業守憐造設備等の拾it?f.行 場

凶3の4-

凶3の6

2  

3  

準基働労

可 知

録 迩 輸 大 FE

言F2.3  

浴

場

・

旅

館

Y た

ふL

96 こ長業の附属君子宿舎の設備 . 安全J : i ' I

生鋭員I j

事業ｊｊ，Ｉｾ付属寄宿舎規 ｉ tJ j: :Jf)J，' j 附属? 汁;1干の桃A2. 設備) 走

l .f? I準

ｾｦ ￆＺ待抗ｻｩＷの Ｎ［ＧＱ Ｇ "f  

泣、を¥II，
働 すよ労

寄

宿

労 働 j 止準

監 特 許

郎 道 府 県

公安委員会

都 道 府 県

36 

条例で規定

頃 ( 保健所)

，11 1.2  風 俗 営 業 J[x _ 締法 l 風俗常業のA t 義 ，営業の許可

1 構造 ，設備 白風紀 lζ 関する HjIJI! ，良

法 料 理問 ， カフェー 。 キ十円レ Ｍ ｾ ｴ［

の営業許可

知言f21 ＱＮｾｪ ノ ｴ
r J  

I I n 食

( 保健所)

条例で規定

すE可 知議二20.21 施 設の法準 ，' : 常業許可

小売市喝の詐 "f

[1: 衛 生

ロ

1I 11 
食

ｾ＠
回

施

設

風

俗

営

業

施

設

一

食

品

関

係
'J J )  

運輸大! 日

( 知3- 7  小5日'Ij ;長調整特別措位法

1' 11 業 (1控i : i f 局およ

び海述同)

JF 3  

12  設備規定

機造. ，没似i，!J;泳

倉庫業営業ifl ・"f

1d'同z の構造 .

倉庫の位 II?( 目

法fJ  

倉

庫

・

質

舗

条例で規定

出 道 府 県

公安委員会

都 道 府 県

ゴL
弘甘許

3  

2  

7  

4  

営業の詐 "f

保管設備の i主権

原日Ij として 1. α) ( ) m
2
以上の作業湯

の新地設の ｾｬｪｬｬｬＡ ｋＡ

法

: u版 業 法 施行制l I Ui J

業

打都凶の既成市街地にお

ける工業等の制般に| 到す

る法律

営[1 質

司王

届 出 通 商it1i. 業大

12および

所管大臣

，ぃ l￥ 生 大 臣

ι 通商産業大臣

'iJ' 知
約ーA  

特定工場 ( 3. (別 n，2以上) の l没i l ( 6. 7 

のための痛 1M

近畿闘の既成部 I! i区成に

おける工助等のHjI Jl !良 IC関

する法nl

工場立地の調査等に| 渇す

る法律

エ

はい燦発生}Jf!l 設の fljlll! 良

水質の保全

排水等を行なう工場の特定施設の

設置の j沼山

指定水 j或への排出水の水質法準の 9  

厳守

、
E

，
，

f

，

 

j

 

( 知出

J行

甲

山

4  

8- 1 8  

3  

ばい煙の排出の規ftj lJ 等に 規制区域の j 旨定

関する 法作

工場の排水等の鋭II ;IJ，(I測

する法律

場

L 臣届 出 主 務4- 13  

経済企図庁公共HI 水域の水質保全に

関する法律

業 用

働 基

79  

許 可 通 商 産 業 大 臣

労 働 基 準 |

工場の作業による f也容の防止 42- 45 監 督 署

4- 14  指定地域内の地下水採取の制限法

法

水

t格

T. 

う1



区

分

法

. 6.  

マコ 等 建 築 物 に 関 す る 概 要 ｼ 妻た ｾ ｉ 郡 ｬ 震係行員 Ａ 備 考

労働安全衛生規則 屋内通路の基準

機械閉または乙れと他の設備間通 92 

路

便 所

四エチノレ30危害防止 | 四エチノレ鉛等の製造作業場の港埠

規 Rl J

|非常用の避難通路，階段の構造 可 弓子 |  

火災および爆発の防止 135- 145 !  _ _  _  

煙突の構造 148  

有害物の換気，排出，粉じん防止 173- 1 76 1  

採光，照明，気温，湿度 195- 201  

219  

エ

2  

場 ! ￯ｾ＠ EE ガ ス 取 締 法 |高圧ガス製 造 問 の設置 5 Z J 叩 l可 j r

I  1 高圧ガス取締法施行 |製造施設の基準 什 1. 12 

:  I馴 IJ 1  1  

|火 孟 り そml片竺駒設Itl 一 日三ZJ E賢 官

火薬類取締法施行規 製造施設の益準 4  

1  I日IJ 扇 zの 構 造 設 備 の 時二 一 両 仁 二 二 一 一 一 一 二 一 ご

薬 事 法 |医薬品の3製造 12. 13  許 可 厚 生 大 臣

|薬局等燐造設備規則j 医薬品等製造所の構造設備 三ご1

と 苗 場 法 ! と議場設置の許可，術生保持 3- 5  許 可 ( 知事)

と | しと 畜 場 法 施 行 令 己 主 皇 竺 酔 設備 の 凶L 己 ニ乙-1- 一 一 ー しー |  

畜 | へい以処理場等 lζ 関する |へい獣処理場の設置および術生法 1 3- 6の2 1許 可 I ( 知事) 1  

場 法律 |準 1  

等 1  へい獣処理場等に関 |へい獣処理場の構造設備基準 1  I  

1  する法律施行令 |齢 制 構 造 設 備 基 準 l- 7 - 「 一 一 一 一 一 一 一

理 容 締 法 |理容所開設の届，講ずべき情誼 11. 12  届 出 ( 知事)

理 血容師法施行規則 |養成施設の益準 ll i  

美 |  一| 清潔，採光. 照 明 等 の 騨 ー 1
23

-
2

堅 一 一 一 一 一 一

容 美 容 師 法 |美容所開設の届，講ずべき措置 12. 13  届 出 I ( 知事)

室 美 容 師 法 施行規則 |養成施設の益準 10  

I  I  I清 潔 採 光 照 明 の 騨 I  24. 24cD2 ! -一 仁 一 一 二 二 一

l 屋 外 R F J L法 広 告 物 等 の 表 示，設置の制旦 3- 7一 也 旦 国一 ーヱ 条例で規定

労 働 基 準 法

ｬ 主 ｩ＿ｾ : : : - および圧力 | ボイラ 一室の設置場所，構造 1  15- 18 

|  器安全規則 I  ＮｾＧ＠ -1 /  ｾ ｶ ｟，ｮｸＮ ｉｬｊＮＧｚＧ ｊ ｉ ，Ｎｉ ＱＱ＠ l f ' t AU.  I一一一一一1 1 _ _ _ _ _ _ 一一一一一一

作 |術 部 法 |尿尿処理施設. どみ処理施設の設 13 届 出 |知 事 1 ( 保雄所)

1 置 1 1  1  

物 |一一一 一一一一一 一| 一一一一一 |  一 一1 - - 1 1  

そ 1-1 附 法 施 行 規 則 回 型 空施設の維持管理の叫 しご- 1 _ 1一 一 一 一 |

|放射性同位元索等による |使用および販売の許可 3- 8  I 許 可 |科学技術長 l

の |放射線障害の防止に関す I I 長 官

| る法律 1  1  1  

他 勺 市 上 施 行 令 |百 長 玩 準 E E|  |  |  

一団地の官公庁施設 |官公庁建築物の位置の決定，施設 I 建 設 省

(都) ，Ｎｾ ｌ ［Ｇ［ＺＺＺＺＧｾＺ＠ ._. -，.. ｎ ｾＧ ｟＠ I  ＺＧ［ｾｾ ｦ ［Ｇ｟ＭＧＭＢ ｾ＠ - ＭＭＮｾ＠ - - -，_ .  .. - ._ - I  .- '_- -

| 計回線準 ! の基準 | 一一一ー| 一一_ 1一 一 一 一 し

(都II 特 定 街 区 計 画 標 準 |特定街区指定の指針 1  1  1  "  1  

• 

エ
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V 資 格 に 関 す る 法 令

雲 注 令 等 建 築 物 に 関 す る 概 要

|  

建 建 築 士 引 建築技術者の資格. 業務の適正化

築 |建 設 業 ｴｾ＠ I建設業の鰍，建設工事の適正な

施行確保

11 

宅 地 建 物 取 引 業 法 l 宅地建物取引業の免許業務の適正

I な運用，取引の公正化 i  

， 土 |不動産の鑑定評価 IC関す |不動産の鑑定評倒閣する資格等 | 一一一一」一一

地 『る法律 | を定めて土地等の価格の適正化を

図る

土 地 家 屋 調 査 士 法 |不動産の表示 IC関する 筆記に必要

な土地. 家屋の調査測量事務の適

正化

法 務 大 臣

法 務 局

建

物

臣

)

一庁

官

大

事

一掬

設

知

制

建

(

科

長

ill lJ j立 法 |測量の正他 業務の適正化. 各額

測量の改主5

-:;- 1  ｾ＠ WI t  法 岡 高 絡 業 務 の 適正化

1  2  l  |建設コンサルタ ン ト J 建設コ ンサノレタント登録K ついて

一 |登録規程 | の規定

建 設 大 臣

IV そ の 他 の 関 係 法 令

(1) 行 政 関 係

行政代執行法， 行政事件訴訟法 . 行政不服審査法，刑法 . 国家賠償法 ，地方自 治法

(2) 財 政 関 係

建設機械抵当法. 公共工事の前払金保証事業 tζ 関す る法律 ，住宅融資保険法. 補助金等に係、る予算の執行の適

正化に関する法律. 登録税法 ，地方税法

(3) 鋭 給 関 係

工業標準化法，広i林物資規格法. JH.1法施行法

(4 ) そ の イ也

凶上総合開発法，国土澗査法，統計法，著作権法，中央市場法，貸家組合法，温泉法，鉱山保安法

.炉

1IIIIIIIIII IIIIIII IIIIillllll llll llllllllllllllllll ll l111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

( 注)

ぷ中の知事2干の略号は次の事項を示す。

長( J : j J ｴＧｩｬ ｬ 道府県知 ｾ ｴｾ お よび 指定占宮市の 長

Ｈ知 ＺｊｾＩ iifl 道府県知事

知事( 保健所) f都道府県知事および保健所を設置する 市長

( 都) 係市計画計画標準
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ε:1 最 近 の 話 題

3  1  人 工 土 地 と 法 規 ( 坂 出 市 の 人 工 土地 )

3  2  大 阪 者 間 計 画 西 梅 田 特 定 街 区 ( 大 阪 市 第 1 号 )

3  3  万 国 博 胎 と 法 規

3  4  土 場 等{初l版 法

3  5  屯 波 法 と 同 層 ビ ル

36 丘 中 方 式 一 迫 反 建 築 防 止 に み る ー

('j r  t  l_r，z J } )  

法 規 特 集
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人工土地と 法規一坂出市の人工土地-

坂 出 市 旭 股 謀 長

番 正 辰 雄

坂出 di の人工土地造成計聞は ，中小都市の市街地再開

発事業の- 1 ' 法として . 計画区域の市街の中心部1の哀宅

地の不良住宅街を改良しようとしたが，表側が商問街で

あることから . ; N. 側商庶往J の建物 と. 改良しよ うとする

住宅の悠物相17i .f l j J の均衡を考えて. " ¥l l : 側住宅地に rfl 定

地区改良 [ Fj 長J &側尚} ，l; 社J rとは「防災建築t. T i 区造成事

業」を Ｈｪｾ せ 施行 しようとちえたちのでＮ I判事業にふ lヴu.

A さるべき建物相互/l J l の均衡や 、dillJ 全件、の調布 l また

その地域がdi ( 1j 全体に街機|ドJ につながりをもたらしめ.

1守米の部rli 再開発の拠点、として 人工土地」方式を採用

したものである "

人仁土地は . 計画区域全体に鉄筋コンクリートの人工

地盤を築造し地盤の上 lζ 「住宅地区改良事業」による

改良住宅街を つくり ，地盤の下は「防災lli 築街区造成事

業J による商応街や . 般車場; . 市民会館をつくり . 立体

的に侃I行機能を発拘i し 将-*ζ の地点をr ! . 1 心として . 四

聞の市街を格的改良しようと JI 回 したものである内

l 計 画 概 要

計l盈l区以の清浜 ・iU島日ITI 立波 lil 駅より Jヒ2∞米. 南北

に仮出港と . 東(J yに高 松"ilζ 通ずる岡県道に関われてい

る表側尚! 万街 . 3. 841平方米 ，その哀宅地不良 tt
c

右地区

7，364'ド万米 ，ぷ会社社宅 1，503平方米，計 12，714平方米

全戸数 159戸. I付不良住宅 128戸，哀宅地の家康土地l立寅

収し ，商応街の土地' 立 。地価の関係もあるので民収せず，

人工土地の下，ｾ換地しＮその上 ｬζ ＱＰ ， ＰＴＵ 平方米の人工地

盤を築造し. そのとに改良{ 主セ 139戸を悠設する。人工

土地の高さは5. 0米. 地主主の下が商居街に利用されると

ころは 2 - 3 層にも利用出来るよう 9. 0 米になってい

る《

また人工土地の壁面総は ，tjil 周辺路より 4 - 7 米後退

するが. 上$ 地役は4.0 *突山して繭応街のアーケ ー ド

の役目をなしている。人工土地に上るには . 臼車}J I草は東

fJll Jの斜路が伎われ，人はらせん階段や ，商庖街からの階

段が使われる今また事業 'i11は， 約 7 億が見込まれて い

ー，

Q 。

川 人 工 土 地 上 部

人工土地利用内訳

住 宅

集 会 場

而も，!i m
2

3，808 

170  

公園緑地 必5

広場・歩道 5，382  

10，045 

(ロ) 人工土地下総

敷地郎防利用内訳 而積m
2

市民会合1 l， 729 

出E '11 以 3.144 

市E 4，786 

道路広場 2，818 

古
込 110  

そ の 他
127  

12，714 

判 改良住宅

住居単位|単位面積 (24d階数|鰍 戸警 ｾｮ＠ ｭ ｾ＠
- F'  

A  77. 8 30. 7 

4  

3  

4  

68 2，645. 2 

6  

B  79. 3 

34. 0 2 ， 7  

42.5 一1 7  一I 42 
1. 659.  0  

c  81. 0  38. 9 4  8  324. 0 

。
134. 4 

19. 2 

5  20 凸72. 0

42. 6  

E  38. 2  38. 2 

煉
戸1

01  

34 139 5，338. 4  

E  人 工 土 地 と 法規

さきに述べたように ， 乙の事業は「住宅・地区改良事

業J i 防災建築街区治成卒業J に必ついて; i l j函されたの

で，いずれも同法が適用され. 制約がある乙とはもちろ

んであるが. 人工土地臼休がはじめての試みであるので，

公法上にも私法上にも段々の問題がある。卒業の jffi 歩 lζ

伴ってす「しい問題点や . 訟の解釈について論議が繰返え

された。結論的にはこのような問題点について，でき上

る人工土地，そのものが答えとなるものも多い?

1. 建築基準法との関連

建築基準法上の問題点もいろいろあるが，その主なる

ものは

(イ) 建物の敷地と道路

人工土地を築造した場合，上下の敷地( 坂出市の場合

は 2 1' 百) における道路と敷地の関係をどのよう に考える

か( 法41条- 47条)
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‘ 坂出市の人工土地

1' 1然| ょ地( 土地) の上 lζ 更に築造される人工土地につ

いて「法第 3 ?江第 2 節 ，J . 主築物またはその敷地と道路ま

たは壁 l釘線との関係」の適用について ，設計上または人

工土地を有効に利用するため当然論議される点で，人工

上 j也を大きい i 1l 物と仮定して「令 128条」の規定する敷地

と通路の関係を適用して人℃土地上の道路を通路と前ーす

るのが迎、V
1か，あるいは道路と解して地盤ヒの他物! とt.tー

をi白川するかのいずれかであるが，道路と解することは

道路折口 . 斜線制 IIE ! なと人工上地利用 1: 地盤をイヲ効 lζ 使

用する乙とについて桐、ちの制限を受け. 今後の人工土地

築造 t の問題点の一つである ‘

(ロ) 川途地成

人一仁上地の用途地域などの地域街定について， 自然土

地と人工土地に分けて ，立体的な用途地域の指定が可能

か( 法綿糸- 52条)

坂I fnli の人工土地の例をとれば，上下 {ζ 分けて地域指

定を J5・えるべきでないか ，ょに住居地域，下は商業地域

なとである、

川 町さの iljlJllN

人工上地を考える場合， I窃さの命IJ 限をどのように算定

するか( 法57条)

すなわち新たに人工土地という第二の地盤が出来る

が，i I ! 物と高さと道路の幅員( 法58条) を どのように考

えるか ，また( 令第 2 条) の規定する地盤高をどのよう

に考えるか。

ニ 特定街区

坂山 rli の計画区域を特定街区として指定するとすれば

とのような特定街区とするか( 法59条- 3 )

市) 防火避難

人工土地と自然土地を結ぶ，階段 ，斜路などについて

防火避難の見地から . 数，閥，位置などについて，特定

の街ￆＺを受けないかＨ令交Ｇｾ 5  ＺＴｴ ｭ ｬＱＷ ｾ 長 ｾＱ ＲＶ 条Ｉ

坂ILI 市の人工土地は ，表側の尚1;5街の} 取分と裏側IJ の部

分に建設される人工土地相互聞にも ，日さの差があるが

乙の場合も両人工土地閣に ，同じような考え方があては

まるか ，人工土地とその上に建設されるアパートとの関

述において人工土地全体を避難階として処理すべきでな

いか，各アパートより自然土地 lζ 通ずる避難階を各紙l毎

IC設ける乙とは，人工土地の下の利用を極度に制約する

乙とになって，将来人工土地下部を交通用地などに利用

するとすれは ，利用価値が半減在れて ，人工土地建設の

芯l沫がない。人工土地の避難階の考え方としては，実施

にあた って. まわりの状況を勘案し ，依重 K 設計す る乙

とが法を有怠義に適用した乙とであるともいえる角

2，土地所有権と人工土地

坂 11¥111のJ話作表側尚応i 1 T の土地は民収しなし、。しかし

人に上j也( 立地域全体を覆い ，人工土地上郎全体が住宅用

地として住' 七を建設する 。乙の ζ とはilil 厄街の上空の利

J I l を制限するので「上空権」あるいは「空中椴」という

権利が生ずる 。乙の権利を合理的に解決しなければ ，人

仁j ニ. l 1l ! が建築工法の一手法として今後応用される乙とが

困維となる戸

空中権については新しい法律観念あるいは新しい権利

として ，世界的に も論議されている。わが国においても

人工土地に関してのみならず ，乙の磁の問題は表面化し

つつあるが . 今のととろその権利を認めて規定する法は

もちろんなし、。したがってそのもl : . 用を法律的に処理する

には . 立u権，地上権，地役権( 民法 280 条) かのいず

れかの法律的観念をとり入れて処理するのが適当と恩

つ。

今同の人工土地についても ，独立の法律的構成が立法

化 されない| 繰り ，どのように処理すべきか関係者の聞で

論議が繰返されているが，結論が出ていない。今後所有

者との折衝の成行があるいはその解答なり結論ともなろ

う。また建物の区分所有などに関する法律( 昭和37年 4 月

4 日法伴節的号) を適用し立体換地的な方法もあるが，

坂出市の場合は構造上の区分が複雑でこの法の適用も難

点がある。

結 論

坂出市の窃合は別として ，一般的に人工土地は上空の

所有権についても . 空中権か，立体換地で処理するか，

現在のと乙ろ法的にも明らかでイよし、。建築基準法の観点

も，防災上の観点、と ，住居その他の環境，衛生，採光，

通風などを考えて ，設計そのものに充分考慮を払うとと

により法を有ｾ義に解釈し ， 適用するより方法がない。

私どもの人工土地計画が契機となってこのような手法が

各地において計画されていると聞くが. 将来「人工土地

法」というべき法が制定されて人工土地が広範囲に都市

再開発に応用される乙とを望むものである。
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大阪都市計画西梅田特定街区 (大阪市第 1 号)

大阪市総合計画局計画郎

上 田 隆 夫

1 . 街 区 の 指 定

昭和40年11月 9 日，建設省告示1 $3128号により，大阪

市における特定街区第 1号として西梅田地区に指定され

Tこ。

大阪都市計画西梅田特定街区の指定

都市計画西梅田特定街区を次のように指定する 。

*  

Eヲコ

一 一

名 称

位 置

大阪市北区梅田町

8番地の 1

地 積「へクタ ーノレ」 約 0.64

建施ムん包築物令の延べ面積 ( 建築基準法

行す敷 ｮ車 ｾ Ｒ 条第す Ｑ都項る分割第を合 除4 号 11: 規
69/ 10以下

る雌積等の く。)

の 地 面 11:対

建築物の高さのレ最」高限度
高{中忌 間 67. 563 

「メ ート J

周( 既存) 21. 3印

問 4. 2∞

壁 面 の 位 置 の 制 限 別紙図面表示のとおり

摘
要 |

2. 法 的 根拠 お よ び そ の 大 要

特定街区は建築基準法第59条の 3 1とより都市計画上市

街地の整備改善を図る必要があると認めるときは「都市

86 

計画の施設」として都市計画法の定める手続きにより，

建設大臣が指定する 。法の大要は次のとおりである 。

(1) 住宅改良地区 . 防災建築街区，その他の土地の区域

で建築物およびその敷地の整備が行なわれる地区また

は街区について指定する 。

(2) 容積率. ＷｾＱ さの限度 Ｎ 壁面の位置の借 ｉ ｊｬ ｉｎ を定めるの

(3) 利害関係者の同意を要する 。

(4) 姥ぺい本 ，高さの限度 . 道路の幅員による高さの11民

1St . 空地地区，高度地区 . 容積一地区の規定は適用しな

し、。

3. 計 画 標 準

特定街区計画標準は昭和37年 6 月27日に定められ. そ

の後容積地区制度による建築基準法の改正にともない昭

和39年 4月 3 日に改正せられた。その指定方針は.

(1)  良好な環境と健全な形態を有する建築物の建設

(2) 有効な空地を確保し，都市機能に適応した適正な街

区を形成し，市街地の整備を図る。

4. 西 梅 田 特 定 街 区 の概 要

(1) 街区周辺の概況

( イ ) 概 要

街区は大阪駅の西南，北』ζ 中央郵便局，東』ζ 新阪神ピ

ノレ ，南』ζ 産経ヒソレがあり . 高度地区に

指定されている大阪駅前地区とともに

本市表玄関のー函を形成している 内こ

のため駅前地区は戦前より高度地区に

指定され. 戦前戦後を通じて市街地再

開発も行なわれ. 着々とその成果をあ

げている 。 しかし本街区周辺は 2 ， 3  

の不燃鐙ｾ物しかなく ， 道路状況も惑

く再開発の必要に迫られている地区と

な っている 。

(ロ) 公共空地

大阪都市計画大阪駅前付属広場

25，αlOm 2  

川 交通機関

地下鉄 3 号線西縮図駅に援し ，地下

街により国鉄大阪駅，阪神 ，阪急，地

下鉄 l 号線! と連絡しているc また阪神
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高速道路 O NランプIζ 近接している ー

同 周辺高層建築物

ピ Jルレ名 用途 i階数 J 粁高 i喜鋒季 |備考

阪 神 ピ ノルレ 百庖貨 lけlν/β5 4引l 品l 匁

完一 f生 七 命 歪 事 豆7玄司J訂140不3三51ミ函石 一 一
務所 |  

新 阪 急 ピ ノ レ "  12/5  ，41. ∞I  1299 

市街地改造ピ J レ "  12/2  I  41 ∞1 996  工事中

| 計画標準による | 西梅田特定街区

|  蕊準 !  

I  (d) 建築物 および I

敷地

( イ) 有効空地 |有効な空地の確 3. 242m
2  

( 有効

l 保 空地率 ＵＰＮＶ ｾ ぢＩ

( ロ) 交 通 | 円滑な交通の処 I 16 ∞m を18 ∞l

I l翠 m l乙. 7. 50mを 1

I  ，8 ∞mlL.  6. 50 I  

' mを8. ∞mf C道 |

路を拡幅し ，地

下道 ICより大阪

駅方面と連絡せ

しむ。

わ) 駐車 施 設 | 用途 IL: 応じた駐 | 地上52台， B236 

I  1p施設の適正配 | 台 . B349台， 計

置 ， 137台 ( 市条例 IL

よる台数 124台)

(ニ) 日 照 冬 至 終 日 臼 影 が ! な し

隣地にできない

乙と

以上のピノレはいずれも高度地区内にあり ，乙れが概ね

容積率 100096となっているため街区周辺の容積率を低) ( )

Ｕ ぢ ， すなわち筑 ｾＶ 種容積地区と 惣 定した 。

(2)  街区指定のための配慮

ZE標準による 西 側 特 定 街

域 用 途 地 域 内 商業地域 ，準防 i

火地域 1  

(a)  地

(ホ) 道路と高さ

m
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一

短

却
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一
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は
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築
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心

離

円竺一一 九_ I ｟ Ｐ ＮＲｨｾ 以上 約 O. 64ha

Ic ) 道 路 1. 主要道路 21. 96m -

12m以上 16. ∞m 

主要道路以外 6. 50m -

1  6 m以上 I 7 ぬ m l

I  I  
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| 計画標準 は る |西梅田特定街区

基 準

|(ぺ L落下物の防 I建築敷物の各境平界距部線離分 |  軒最高地短境距界51. 60m 

か ら 地 1;放 線離から 1

までの の

は当平該方以水部分板上の高 7. 15m 

1 3 2 1 の 2 .  vt ω 3 お!

7. 15m> 3 おm l

O. K  

{ト) 容 積 率 |地 該地割区区増。ζ の環効境の整 想定容積率 I  
有 な空地 6∞%  

られた率容積 8096 

の 容 積 を 有効空地率

する。 ＵＰ Ｎ Ｖ ｾ ぢ

;!iI Jl界認率 1. 15  

限 容積率

も)9096

( 注) 計画標準の数値は気"': 6 種容積地区の場合。

(3)  建築物の概要

敷 地 面 積 (A)

建 築 面 積 (B)

既 存

高 周 部i

延 床 面 積 (c )

既 存

I奇 居 部

車床庫面積等を除いた延 (D)  

有 効 空 地 回 |

匙 ぺ い 率 (* )

全容積率 Ｈ ｾ Ｉ I  

車容庫積等率を除いた Ｈ ｾ Ｉ＠

有 効 空 地 率 (去)

さ

既

-'FRr J  層

イ民 届

階 数

既

ーi百h与J
庖

(4)  指定のための図書

(a)  申前書添付図書

(イ) 指定理由香:

存

剖l

部

存

剖3

6.404 ∞m
2  

3.503.  45m2  

[， 1ω 5 0 m
2  

2. 342. 95m
2  

49. 145. 12m
2  

6.059. 82m
2  

43.085.  30m2  

43. 040.  47m 2  

3. 242.  75m2  

54.796 

76796 

ＶＷＲ ｾ ぢ

出 .6%

21. 38m(軒高 16. 48m)

67.  563m(軒t'o51. ω m)

4. 2∞m 

地上 6 1; 皆

地下 4 階地上151浩

( ロ) 位置図 ( S. 1/30.000)  
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付 用 途 地 域，防火地域図 ( 5. 1/50.α Xl )  

(斗 交通の現況並びに道路改良計画図 ( 5 . 1/ 1. α)() )  

(村周辺駐車場の盤備計図および地下街平面図

( g .  1/5∞)  

ト) 地価概況図 ( 5 1/3.∞0- 1 / 2.α lO)  

(ト) 建物用途別現況図 ( S. 1/3.( 別 - 1/2.α ゎ)

(封 建 物 構 造別現況図 ( S . 1/3.  C間 - 1/2. ∞0)

(リ) 構造計図書

(ヌ) 駐車施設計画図 ( S . 1/2∞- 1/ 3∞)  

川 権利関係書類

同 権 利 者 の 同 意

(b)  街区指定のための検討資料

(イ) 街区周辺の開発プランおよび模型写真

(ロ) 周辺道路断面交通量( ピ ーク2 - 31時間〉

川 街 区 発 生 交 通 量 ( 現況および将来予測)

い) L{ l 波障害防止区域の チェ ック

(村 周 辺 公 共施設との関述

5. 手 続 ( 大 阪 市 の 場 合〉

|事業施行者および設計者 |

↓  ( 特定街区指定について協議検討〉

比 一里 市 長 |

↓  ( 指定を決定 し申請)

|大 阪 府 知 事 |

↓  ( 申請につ いて悶 の 進 達)

|建 設 大 臣 |

↓  ( 申請を審査 し， 審 議 会 附 議 )

|大阪都市計画地方審議会 |

↓  ( 審議し ，議決答申〉

|建 設 大 医 |

↓  ( 街区の指定〉

['g- h一一告一一京|

6. 結 び

前述のように特定街区の制度は「都市計画の施設」と

して市町村の申出により 指定するもので ，その建築物が

地区の開発に役立つものであり ，良好な環境と健全な建

築形態を有し，有効な空地を確保 し， 都市機能に 7 ッチ

したものでなく てはならない 。ただ単に31 mを乙える ilU

庖建築物を建設したり，容積率の割増をとるために乙の

制皮を利用する 乙とは ，本制度の精神に もとる ととは 当

然であり，手段として利用する 乙とは厳に似しむべきで

ある 。あくま でも街区として指定された建築物は都市計

図の施設であり，都市形成lζ ，都市住民の福祉に寄与す

るものでなければならない。そして街区周辺の建築物の

指針となるべき形態をもっ必要がある。

i・

• 
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西梅田特定街区に建つ

西 阪 神 ビ ル l一大阪の高層第一号-

施 主 阪 神 不 動 産 株 式 会 社

言宣 言十 日建設計工務株式会社

設計監理 阪神電気鉄道株式会社

施 ヱ 阪神土木工業株式会社

竣功予定 昭 和42年 4 月

建築概要

{立 宣i 大阪市北区梅田町 8 番地

敷地面積 6404m'  (  1937坪)

建築面m 2343m'  ( 709坪)

延床而m 43085m'  ( 13ω 3坪)

ーtずufJ  
!:' パ ラ ベ ソ ト天 端 J  也」二51. 6m 

士苔 屋 最 高 部 地 上67. 5 m

t菜 き ｬｌ ｾ 礎最深部 地下 19. 7 m

情 i立 欽什 欽 筋コンクリ ー トi立 地 下 4 階 地 上 15階

j X 屋 3 階

A.西阪神ピル B .阪神電鉄本社 C .新 阪 神 ピ ル D.中 央 郵 便 局

E.桜 精 ビ ル F .東 洋 ピ ル & 第一生命ピル H. 大阪神ピル( 阪神百貨庖)

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

89 



万 国 博 覧 会 と 法 規

日本万国樽覧会協会建設郎長

山 本 康 雄

今般計らず‘ も万国博覧会協会へ出向する乙とにな り，

会場建設の仕事を通じ . 一厨皆様方のお世話』にζ あづ

乙と』にζ なりましたので' 何卒倍旧のど指導乙‘援助をお願

い申し上げます。私自身も万国博には全くの素人であり

ますが， 何 しろ日本でも否東洋でもはじめての乙とで，

説者の方 も々 ，殊に法規的な乙とについてはど存知ない

方が多い と存じますの で， 一応はじめから ζ 紹介申し上

げてみたいと存 じます。

万国博覧会の歴史は 国51年の ロンドン博で，はじめて

国際的な形体が取られたので，乙れを第一回としてはじ

まりましたが，20世紀に入ると国際博の形式が頻発し ，乱

立の兆も見えだしましたので， 19285手フ ランス政府の! 日:

入りで国際博覧会条約が調印され，主としてヨーロッパ

諸国を中心に発足しました。現在では共産凶諸国も含め

32カ国が加盟し ております。 日本も 19ふ5年 2月 8 日から

正式加盟国となりました。

乙の条約による博覧会の定義は，

1  ) 国が直接かまたは国の認める団体が主催する国際的

な博覧会であ って諸外国が外交上の経路で招請される

もの。

2 ) 入場に際してバイヤ ーと一般観覧者との附に原則と

して差別を設けないもの。

3 ) 会期が 3 週間以上 6 カ月以内の長期で，美術展でr

いもの。

という ふうに解 され . 特 lζ 見本市とははっきり区別忘れ

ております。1851年の第 l 回の万国博がガラス張りの建

築水品宮を，1889年のパリ 博がエッフ ェノレ塔を ，1926年・

のフィ ラデJ レフィア 博が合理主義の現代mo誌を生み出し

た乙とはど承知の通りであ りますが ， 万国 博 がそれそＧｾＧｌ

主題テーマ の下に統一ある出品が為される乙とも大きな

特徴であります。

五2・近の万国博のテー 7 をひろって見ますと .

プラッセ J レ ( 1958年)

より人間的な世界へのパランスシート

ニューヨーク ( 1964- 5 年)

理解を通じての平自]

モン トリオーノレ ( 1967年)

人間とその環境

日本 ・大阪 ( 1970年)

人類の進歩と 調和
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ニュ ーヨーク博は期間が 12カ月にわたっているよう

に，乙れは国際博覧会条約に基つ. く博覧会ではありま せ

んが，プラッセノレ博で・は基本テ ー71C基づいて参加47カ

国がそれぞれ特色あるテ ー7 ，例えば フランス館はミ人

間への奉仕における技術的進歩ミ ，オランダ館はミ水と

の戦における人間の叙事詩ミ，日本館はミ日本人の手と

機械ミと いうふうに ，参加各国がそれぞれ統制ある展示

を行なっております。

モントリオール博は来年，日本万国防は 1970年lζ 行な

われますが，それぞれのテー 7 が，いかに生かされ表現

されるか. 見ものであります。モントリオール博が河の

中の島で行なわれ，白木博が千里丘陵で行なわれ，7 ] < の

博と丘の博と対称、的なのも面白いと存じます。

いささか横道へそれましたが，日本の万国憾関係の法

律としては， 今国会 IC ミ万国博開催準備特別措 1i 1法案、

が出され. 万国博iζ 対する 国の補助 ・援助それに寄附金

っき郵便禁容や切手発行なと の特例がきめられる見込で

あります。乙れで日本万国博の準備を国が協会へ行な わ

せるについ ての補助や援助が規定される乙とになり 。

応準備の財政的基礎もできる乙とになります。 一方日本

の万国時は国際条約に基づいて行なわれるわけでありま

すから ，万国博の実施につい てはノマリにある侍覧会国際

事務局と述絡を取り ，理事会の承認を得ながら: i f f i められ

ます。従っ て博覧会開催のいわば憲法に当るミ日本万国

博覧会一般規則ミにつきまして，目下作業が進め られて

おります。

ミ|専覧会一般規則ミというのは，国際侍覧会に承認を

与えた国家が，当該博覧会の開催計画を樹立し ，これに

関する蕊本要綱を決定し ，開催に必要な具体策を取決め

たのち，博覧会参加国が . それぞれの特設館を組織する

に当って，準拠すべき条件を制定し ，博覧会巡営 iζ 関し

政府代表を通じて行使される当該国の諸権利を規定した

文書でありまして. 博覧会の基本規定というべきものマで

あります。

乙乙で政府代表というのが出て参りましたが ，乙れは

国際博覧会条約第 15条に 。国際博覧会への参加をmおす

る政府は . 政府を代表し . かつ外国の参加者に対する約

束の履行を保隙する任務を有する l 人の政府委員または

代表を俗名しなければならない ，とな っているのに必い

て置かれるものであり，通常博覧会の会長とか総裁と守

• 



いう人が政府代表! と指名されるのであります。

建築に関する規定は との 正一般規則、 K 基いて設け ら

れる各種の特別規則の一つであり ますが，建築1<:: 関 して

は特に一般規則の中で，建設工事 ・造園 ・植樹等出品者

の行な う工事はすべて政府代表の許可を受け るよう規定

されるはずで. 乙の許可のための申請手続や設計工事に

ついての諸条件が，すなわち建築に関す る特別規則であ

るわけです。従っ て建築に関する特別規則は，当然日 本

万国博覧会の意志たる会場計画の具現1<:: . 最も直接的に

関係ある規則となるわけで，会場計画のマスタ ープラン

とは . l j [ の両輸をなすものでありま す。従って建築規則

の作業は，マスタ ープラン の作業 と併行して， 相関的に

進行していく 乙とが望ましく ，立派なマ スタープランと

共に立派な建築規則ができる乙 とが，よりよい万国博の

基ともいえると存じます。

また一方博覧会の建築は多数の人を収容する特殊建築

物である以上，たとえ 6 カ月聞の仮設とはいえ，その安

全 ・防火・避難などの対策は ，あるいは本建築以上に考慮

されなければならない点も多い。 乙の点も重要な ととで

あります。乙う考えます と， 建築に関する特別規則は万国

博会場内における建築基準法に該当するわけです。

必らずしも最低の基準というわけではないで しょ うが。

建築基準法の名が出ま したので，国内法たる建築基準

法と万国博の建築規定 との関係でありますが，万国博の

建築 といえども ，日本国の現存する諸法規の除外ではあ

り得ません。除外 ・免除等が必要なら ，それを日本国法

の方で規定されなければならないわけです。従って一応

博覧会の会期の 6 カ月後も残るような建築物，つまり 永

久建築物は ，博覧会の建築規定の上に，建築基準法の諸

規定の適用を受ける 乙とになり ，また 6 カ月 閣の仮設

の建築物も ，やはり建築基準法の仮設の許可の対象に当

るわけです。

ともあれ . 4年先の万国博のためには，博覧会協会 と

しては，立派な建築規則を作っ て対処 しなければなり ま

せんし ，そのためには現行建築基準法よりきびしい規定

や，競合するような内容も ，あるいは生ずるかも知れま

せん。 ζ れらの諸点は ，今後建築規則の研究段階で検討

されるとともに ，将来，所管の建設省や大阪府などと充

分調整されなければならないと存じます。 乙のような重

要な規則でありますから ，乙れが研究と素案の作成につ

きましては，建築学会に委託して，建築関係者の英知を

すぐってど研究願う乙とにいたしておりますので，何卒

よろしくど協力のほどお願い申し上げます。

なお，多数の外国が参加されるので，それに対する建

設面の案内 ( P R) も重要な問題であります。 ζ のため

「日本万国博 コンストラクション ・ガイド」を作成する

乙とになり ，日本建築協会へ乙れが作成を委託して，一

応の案がつくられた段階です。

1970年 日 本 万 国 博

1967年 モ ン ト リ オ ール博

1964- 65年 ニ ュ ー ヨ ー ク 縛

1962年 シ ャ ト ル 博

1958年 ブ ラ ァ セ ル 博
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工 場 等 制限

1. 制限のねらい

都市に流入する人口の数は ，ますます多大となり ，そ

の傾向は一向にお とろえをみせていない。東京，大阪に

出現した過密の現象に対しては，いろいろの対策が考え

られ，工場分散から首都の移転，再開発等，どれとして

決定的な対策が打ち出されていない。

とりあえず，法的な規制によって，人口増大の原因を

おさえていくというカンフ J レ注射がミ工場一等制限法主の

ねらいである。

東京周辺に関しては，昭和34年に ，京阪神地方に対し

ては，昭和3ω9年に ，そ れそ

4ωO年 7 月 l 日から施行されている。

2. 法 の 概 要

人口， 産業の集中が著しい地域をミ工湯等制限区域、

とし，乙 の区域内に一定規模以上の工場の作業場または

学校の教室を新増設する場合には ，知事 cr行長〉の許可

を必要とする 。ちなみに，近後地方においては，京都市

大阪市，神戸市を中心として ，占7f ，布施，守口 ，尼崎，

西宮，芦屋の諸市が対象となる。( ただし ，一部の区域

は除外されていると乙ろもある)

制限区域内lζ ，乙れ らのII 物を新設または増設しよう

とす る場合は，まず知事( 市長〕の許可を受けてから建

築確認申請等の手続をとる必要があり ，もし許可を受け

ずして建築した場合は ，その建物は作業場や教室として

使用できない乙ととなり ，さらに逃反者には 1年以下の

懲役または 10万円以下の罰金が科せられる乙とになって

いる。

3. 制 限 施 設

制限の対象となるのは，床面積が一定規模以上になる

場合である。乙 の基準は業種! こよって異なっ てくる が，

作業場の場合は 1，( 別m
2
から 1，800m2まで 4 段階あり ，

教室にあ っては， 大学 ・短大は 1，5∞m
2

，各種学校は

8∞m
2
で: ある。

4. 制限の対 象 から除外される 工 場 ，学 校

学校では，夜間だけ授業を行なう学校は除外され，工

場関係では，牛乳製造業，ア イスクリ ーム類製造業，生

パン製造業，製永業，新開業等が除外される つ乙 れら は
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法

近畿圏整備本部大阪事務所長

木 村 英 太郎

都市lζ 密着 した業種であり ，制限措置に よって分散立地

の効果を期待でき ないも のと考えられてい るものであ

る。特Iζ 近畿においては t 清酒製造業ミが除外されてい

るのは， ミ宮水、という良質の水に密接して阪神聞に立

地されている 日本の名酒の特殊事情を考慮 したのであ

る。

5. 許 可 の 申 請

工場の新培設が話題に上った場合は，とりあえず，大

阪，京都，神戸市内の ときは市役所に ，その他の地域で

は府県庁に協議されるのがよかろう。窓口は建築関係部

または会岡部でt ある。

事

6. 許 可 さ れ る 場 合 の基準

許可権をもっているのは ， 知 Ｚｊｾ ( 京都・大阪・神戸は市

長) であるが，処分前 iζ ，近後図整備長官および関係行

政機関の長( 通産省，J2林省，迩輸ヂi ，建設省，文部省

etc)  の承認を受けねばならない。

許可する場合とは ，例えば ，当該施設の新設またはj曽

設が制限区域内における 人口 の符' / ) えをもたらす乙ととな

らないと認められた場合等 ，かなり厳しい条糾 IC該当し

なければならない。

しかしながら ，終戦後の ベビーブームに伴う大学生の

1.; ¥11/ 対策として教室を増設する場合，中小企業の設備近

代化のための険械設備のレイアウトの変更，事業の共同

化による作業局の新設等は，事情によって考慮される乙

ともある。いずれに して も i法の j極旨からして，人口集

中に伴う弊害を著しく助長するものでないと認められる

ときに限られる ととはいうまでもなし、。

7. む す び

昨年 7 月施行以来すでに約 10件が対象となっ て協議さ

れており ，さらに各府県，市当局の指導によって制限の

怒図を了解されている件数もかなりあると考えられる。

今後の問題は，制限とはウラハラに ，積極的な開発施策

を行なうべきものと考えている。 乙の開発とは ，大都市

の近郊を開発整備する ζ と，お よび低開発地域に開発拠

点を設けるとと ，さらに大都市そのものを再開発する ζ

とである。
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電 波 法 と 高 層 ビ ル

近畿電故監理局監督部陸上初、長

原 田 純 蔵

ま え が き

主主ちならぶ高居 ヒ、J レは近代都市の象徴で: あろう。大阪

も4 年後の万国博を目標に一段と立派な建築物ができる

ととと恩われる。 しかしわれわれ短波監理を行なっ てい

るものには頭の痛い問題が生じる可能性もあるのであ

る。

電波を利用する無線通信で，いわゆる 7 イクロウ エー

プといわれるものは，光と性質が似てきて，遮るものが

あると非常に弱くなり通信ができなくなる。乙のような

場合，通信の重要度によっては法的に保護する必要があ

ると論じられていたが，昭和39年 7月屯波法が改正され

重要無線回線に対して法的保護を加える乙ととなった。

以下その概要をのべる 。

1. 法 令 の 概 要

890 メガサイク J レ以上の周波数( ほとんどがお椀型の

アンテナを使用〕の電波を使用する重要無線通信( 公衆

通信，放送，治安維持業務用等) のうち，郵政大臣が指

定した区域を通過するものに法的加護が加えられる。乙

の区域内に高さ 31m以上の建築物等を建設する場合は郵

政大臣に届山る必要があり，防古' を与える ζ とが判明し

た場合は 2- 3年にわたり工 'J]: の停止を命じられる。と

の期間中に当事者で協議を行ない，協議がととのった場

合は停止命令が徹回される。また，協議がととのわなく

ても停止期間が過ぎれば工事を f j なうことがで‘ きる。

2. 関 係 法 令

( 1)  11彼法( 法律第131 号25- 5- 2) 第102条の2- 第

102条の 10

( 2 ) 氾技法による伝搬防害防止区域の指定に関する政

令( 政令第286号39- 8- 31)

( 3 ) 宙技法による伝搬防害の防止に関する規則( 郵政

省令第16号39- 8 - 31 )

3. 届出を要する区域 ( 電波波第102条の 2)

重要無線通信の通っている巾 l∞m について指定され

告示される。( 近畿地区では，大阪市，守口市，吹田市，

豊中市，尼崎市 ，伊丹市，堺市，寝屋川市，枚方市，松

原市，神戸市，高槻市，茨木市，和泉市，岸羽田市，員

塚市，泉佐野市，三島郡，南河内郡，泉北郡，泉南郡)

のそれぞれの一部，ならびに大阪湾について郵政省告示

第651号で告示され( 官報第11496号40- 4- 9掲載) ，以

後追加，変更があればその都度告示される。具体的に示

す地図 (1/10，αゎ〉は近畿電波監理局監督部陸上課，大

阪府建築部建築指導課，大阪市建築局審査課，兵庫県建

築部建築課 Ｎ 神戸市建築局建築諜 ， 尼崎市ｾ築昔日建築指

導課にそれぞれ保管して届出者の使に供している 。

4. 届出を要する工事 ( 電波法第102条の 3)

(  1  ) 最高部の地上高が31mをζ える建築物その他の工

作物( 電波法による伝搬障害の防止に関する規則m

4 条のものを除く，以下同じ) の新築，増築， 移

築，改築，修繕または模様替えの工事。

( 2) 増築，移築により最高部の地上高が31mを乙える

建築物その他の工作物となる工事。

(  1  ) (  2 ) の工事を行なう建築主は書面により郵政大臣

f C 届出なければならない。届出後内容を変更する場合も

閉じである。また，防止区域の指定があった とき施工中

の( 1)( 2 )の工事については ，建築主は遅滞なく工事計

画を書面により郵政大臣f C 届出なければならない。計画

を変更しようとするときも同じである。

5. 障害の有無の通知 ( 電波法第102条の 5)

郵政省は届出の内容を審査調査し障害の有無を建築主

に通知する。

6. 工事の制限 ( 電波法第102条の 6)

前項により「障害あり」と判定された建築主は，その

通知を受けた日から公衆通信回線 ( m々 公社，国際電々

等) については 3 年間，その他の場合は 2 年間障害にか

かる部分の工事を中止しなければならない。ただし指定

のときに工事施工中のものは除外される。

7. 協議 ( 電波法第 102条の 7)

建築主および無線局免許人は， ｪｊ￭ ｊｾ 点の場合相互に相手

方に対し ，電波通路の変更，障害部分の変更等に関し協

議を求める ζ とができる。郵政大臣は当事者の双方また

は一方からの申出があった場合は必要なあっせんを行な

つ。

8. 違反の場合の措置 ( 電波法2 j 1102条の 8 )  

次の各項の場合必要あるときは郵政大臣は工事の停止

を命ずる 乙と ができる。

(  1  ) 届出をせず高層部の工事を始めた場合。

( 2 ) 届出後郵政大臣が必要とする報告をしない場合。

9. 罰則 ( 危波法110条，112条， 113条，116条〕

郵政大臣の工事停止命令に違反して工事を行なったり

その他必要な届出をしない等の場合は，懲役，罰金，過

料に処せられる。

あ と が き

以上があらましであるが，詳細は近畿電波監理局監督

部陸上課( 大阪市阿倍野区旭町 1- 1- 2 ， T E L ⑪ 

0671 ) へ連絡されたい。また ，前記の届者等も同局へ提

出されたい。
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豊中方式- 違反建築防止にみる -

最近の緊急話題 として，豊中市における違反建築物と

とれの行政に対する批判がクロ ーズアップされておりま

す。乙れは一豊中市のみでなく，全国的 lζ 発生している

問題です。すなわち ，都市施設の立ち遅れに対して急激

な社会人口の増大がもたらしたもので，乙れは都市を造

成する手法と して，建築基準行政のみに委ねられたため

で，建築基準行政の限界を明らかにしたものです。乙の

ようなきざしは，建築基準法施行後 ，数年を出でずして

現われてきたもので，ζ れに対する都市行政は暗中もさ

くの状態にあったといっ ても過言ではないと思います。

府としては ，違反建築物対策 K.腐心してきたが，建築

ー基準行政のみではとても乙れを防ぎきれない状態になっ

てきたので側面的協力を願うため，各市町村に対し，建

設，土木. ｊｾ 地 ， 消防等 ， 各関係機関 ｋ Ｎ 協力体制の強化

を図るべく努力してきましたが，特 IC. 都市行政の責任者

であり，また水道事業者である市町村長 IC. 都市行政の

一つである水道事業面よりの協力をお願いするため，昭

和38年 8 月建築部長名で，水道事業より途反建築物につ

いて，給水申込l侍において，注意を与えられるよう要望

したわけですが，その後，協力体制をとっていただいた

市もあり ，徐々に効果をあげてきました。また，昭和39

年 4 月より ，府といたしましでも ，違反建築物是正の ，

強化を図るため，専門ノマトロー J レを実施し，各消防署の

協力を得て，取締りを行なってきましたが，水道事業面

よりの協力については ，市町村が，建築部長の依頼内容

をそれぞ‘ れの判断において取扱われ，乙れが運用の面に

おいて，行過ぎを生ずる所も現われ，水道行政担当の衛

生部長名においては，統一見解の発表を余儀なくされ，

昭和39年 8 月，衛生部長名をもって各水道事業者に「給

水の受諾義務について」の通知を出した。

その内容は，給水の申込IC対し ，他の法令に違反する

の放をもって. ( たとえば，不法建築物等) 給水を拒む

乙とはできない，という解釈である。乙のため ，各市町

村は，府 Iζ 対し衛生部，建築部の統一見解をせまる乙 と

になり ，建築，衛生両部で協議検討の結果，昭和34年11

月，術生，建築両部長名で，各市町村に対して協力方を

依頼した。この内容は，

1  市町村が需要者から給水申込を受ける場合，申込書

の側外K . 建築確認の有無を記入させる。または，申

込みの際なんらかの形で建築確認の有無を承知し得る

ようにする。

2. 乙れによって，建築確認が行なわれていないものに

ついては ，市町村から地元消防署，または，府建築部

iζ 乙の旨およびその所在，氏名を通報する。
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3  乙の通報lζ 基づいて，建築部では，ただちに現地に

行き調査し ，必要な違反是正措置を構じる。

以上のような事務運営を定めて，違反建築是正の強化を

図ったことにより ，確認を受ける件数も飛躍的に増大 し

ましたが，違反建築物の発生を一掃する にいたらず，社

会人口増の多い豊中市においては，生ぬるい指導では，

ますます悪くなる乙とをうれい，昭和40年12月18日の豊

中市会において， 不法建築物 lζ 対 し，給水制限を行なう

旨の決議がなされ，今後給水条例の改正にもって行くよ

うな考え方が打ち出されました。

議 決

不法建築規制についての要望決議

当市は ，大阪市に隣し ，交通が至便にして，かっ環境

が佳良なため ，住宅都市として近時急激な発展伸長を遂

げつつあります 乙とは，まととによろ乙ばしい ζ とであ

ります。しかし 乙の反面建築基準法の不備と ，その行政

指導が不十分なため，不法建築，または，不法占拠が野

放しの状態となっており ，近代的都市のガンとなってい

る。当市議会は，去る昭和36年 3 月，大阪府当局 K 対し

不法建築規制の強化策を進言し ，それによって大阪府当

局も ，当市の実情を ，多少は認識されたととろであるが

しかしながら ，今日に至るもその実効があがっていない

のが実情である。したがって，不法建築規制のための手

段として，当市がとり得る乙とのできる唯一の水道給水

を行なわない措置等をもって ，不法建築を規制する適当

な方途を講ずべきである。

以上要望する。

昭和40年12月18日 豊 中 市 議 会

その後新聞等報道関係によって，一般に知らされてい

るので，すでにど存知と思われますが，キ子余曲折ののち

昭和41年 3 月 4 自に建築部，衛生部の統一見解を発表し

たものであります。その内容は，

1. 市長は ，給水申込者に対し ，建築確認通知書の提出

を求めるものとする。

1  建築確認、通知書を提出しないときにも，給水申込は

一応受理し ，建築確認を受よるよう指導する。また同

時に ，府の建築部指導課あてその旨を通知する。

l  建築郎指導課において，工事中止命令，工事是正命

令等が発せられた建物については ，給水工事を延期す

る。

以上でありますが，水道規制と建築確認事務，違反建築

物是正措置との密接な述けい，運営方法等を検討中であ

り ま す 。 ( 大阪府建築部指導課)

， 
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違 反 建 築 防 止 ア ン ケ ー ト

古ミ

l止近 ， 話題を集めている ri主反l J l 策 J IUJ題について， 下記のような 「違反l J l 築防止7 ンケ ート」 を各界の第一級の約

50名の方々に依頼 しましたと E ろ，つぎの 12氏より ，アンケートが市せられました。誌上をかりて厚く感謝しま す。

( 順不同 ・敬称略)

立 川 熊之助 ( 毎日新聞大阪本社社会都民)

玉 置 笠 次 郎 ( 大阪工業大学教授)

鴛 尾 健 三 ( 大阪大学教侵)

田 中 良太郎 ( 大阪市立大学教授)

橘 春 霊 ( 大阪建築設計協会会長〉

柴 田 真一郎 ( 関西宅地経営協会理事長〕

小 島 銭 ( 大阪市建築局長)

西 山 卯 三 ( 京都大学教授)

白 石 博 三 ( 京都工芸繊維大学教授)

高 橋 康 夫 ( 大阪迎築事務所社長〉

寺 西 芳 一 ( 阪神工務設計協会会長)

児 玉 茂 男 ( 京阪沼気鉄道 駅開発部)

違反建築防止についてのアンケー

建築基準法が施行されて16年目 ，一部改正されてからも数カ年たちましたが，いぜんとして，違反建築は

そのあとをたちません。最近来，建築基準法や建築士法を大巾に改正すべしという気還にありますが，根本

的に違反建築をなくすにはどうしたらよいかを考えなければならない時期にきていると思います。 そこで

「どうすれば違反建築をなくすことができるか」について，それぞれの立場で貴方のご意見を伺いたく存じ

ます。

参考までに ，下記に違反建築防止についての項目を並べておきましたが，項目ごとに，また全項目一括し

てお答え下さっても結構ですし，あるいは別の意見についてのべて下さっても結構であります。

1 . 法規が難解で一律である上に実状にそくさない点が多々あるから，違反が多くなるのではないでしょう

か (たとえば空地とか採光の点)。 この点、の対策はどうでしょうか。

2. 単体規定で必要のないと思われるような細かい点までふれていあので，かえって違反が生じやすいので

はないでしょうか。この点に対する対策はどうでしょうか。

3. 道路のないところには個人の力で道路をつくって家をたてるような制度になっているので，そのため，

かえって住宅群の違反が多くなっている。これなどは公共団体などが積極的に道路をつくるようにつと

めるべきだと思いますが，この対策はどうでしょうか。

4. 大都会またはその周辺に過少宅地群の建売建設が多いので，

す。これに対する対策はどうでしょうか。

それに伴なう違反が増加の傾向にありま

5. 違反が多いのは，設計者や建設業者で自覚の足らない人がおるからではないでしょうか。これに対する

対策はどうあるべきでしょうか。

6. 違反が多いのは建築主 (施主) が建築法規にあまりにも無理解であるからではないでしょうか。これに

対する意見を伺います。

7. 違反に対する行政斤の処置が手ぬるいからではないか。 これに対する意見がありましたらのべて下さ

8. 経済力が足らないため，やむなく違反建築をつくっている場合があるように思われますが，この点の対

築はどうでしょうか ( たとえば補助金制度の強化など) 。

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川 111111111111111111111111111111111川 11111川 1111川 川 川 川 111111川 111111川 川 川 川 川 川 川111111川 ' " 川 川 川 川 川111111111川 川 山 長
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i  違反建築防止アンケート

i  毎日新聞大阪本社社会制 立 川 熊之助

産業の発展，人口の都市集中にともなって都市周辺部

では不法建築が激増している。やがて乙れら不法建築群

はスラムと化すであろうといわれているが，実情はそん

なノンピリしたものではない。火事になれば焼死者が出

る恐れがある。道路もろくにない場所ではバキュ ーム車

が入れば，隣の家のタタミを越えて管が通り，くみとり

が行なわれる。いったい乙れは悲劇なのか喜劇! なのか。

問題はもはや明日の乙とではない。

不法建築でとくに問題になるのは ，都市周辺のいわゆ

る文化住宅や高級アパート であろう。内容は名称にほど

泣く . l l ¥築基準法第 l 条の「国民の生命，健康および財

産の保護を図る」ための「& 低の基準J fC も透していな

いものばかりである。

1良A三原因は都T I i 周辺の宅地不足，それにともなう地価

，:':j/l 時があげられる。公営住宅建設や宅地分議が行なわれ

で も，人口激増には追いつかない。 ζ うした点を無視し

て悠築必準法違反だけを追いかけても ，食物にたかるハ

エを追うようなものである。

例えば道である。建物は幅 4 メートノレ以上の道路に援

するか，中心線から 2 メート J レ縦れて建てなければなら

ない (42条) 。つまり隔が不足なら高い地価で買った土

地を供出する乙とになる。乙れを市町村に買いとっても

らおうとして も 財政難を理由になかなか買ってくれな

い。寄付を申し山てもいらないという。公道 iとすれば側

部iや下水をつけねばならず，維持管理には金がいるから

だ。そのくせ，固定資産税はかかって来る。それなら，

n分の土地いっぱいに家を建てようという不心得者が出

て来る。要するに都市計画が立ちおくれているわけだ。

もちろん建築主IC大きな責任はある。建売住宅をつく

る白にと っては，その家がどれほど危険なものであって

も，52ってしまえばハイそれまで。もうけの古i]l Cは法律

など かまっておれないという態度。買う方にしても，*

の体裁さえととのっていれば，合法かどうかよりも高い

吹いが問題。乙れではお話にならない。

ｾ築基準法は指導を目的としており ， 処罰 ｉζ 重点をお

いていなし、。違法建築 lζ 対して工事中止命令や使用禁止

命令を出しでもそれ自体には強制プJ はない。段高懲役 6

カJJ または罰金 10万円と罰則はあっても判決はほとんど

苅金 ｊｾｊ 。罰金と利益をノ、ヵリにかけて不法処築が強行さ

れる。また有罪判決が確定しでも. : 1 主法状態はそのまま

残る。行政代執行のミ伝家の宝万、は抜き難い。違反を

摘発する係員の手不足一一要するに不法建築問題は建築

芯準法の条文だけでなく，都rli J- 1闘のあり方，都市過密

96 

対策，違反者への司法当局のあり方などあらゆる面の問

題を含んで，一日も早い解決が望まれるものである。

違反建築の防止について

大 阪 市 建 築 局 長 小 島 誠

アンケ ー トについて. 1 ) 行政当局の取締. 2 ) 法知

識の普及 . 3) 立法措置. 4) 総合的国土政策の 4 つに

しぼって窓見を述べます。

1. 途反建築の取締りについては，大阪市としましでも

磁々対策を講じてはおるものの，成果のまだ不充分な

点は逃憾に存じております。今後は ，更にパ トロー J レ

を強化し ，できるだけ早い段階で摘発し ，是正指導に

努めるとともに ，悪質な途反 IC対しては ，告発，代執

行はもちろんの乙と ，場合によっては違反対; 築業者 lζ

対して，関係、庁とも. i A 絡のうえ営業の停止，登録取消

など強硬な惜置も静さないつもりであります。

2. 次IC建築主の総理解，建築業者の自覚の不足という

点については，いかに法制度が完filli されても ，その巡

JTI の成果をあげるには ，究極的には一般市民のl順法精

神が必要であります。もちろん専門技術的な法規の性

格上，一般市民への充分な理解を求める乙とは困難か

と思われますが，機会あるどと IC ，その平易な解説や

極々の相談IC応じる乙とにより P R IC努めなければな

りません。専門家としての建築業者に対しては ，更に

理解を深めていただくためにも，種々の講習会を催す

などにより成果をあげたいと考えますが，乙の点は業

界におかれでも，建築の公共性を深く認識されて自覚

を高められますとともに，併せて一般市民へのと指導

も配慮いただくなど建築行政へのど協力を願うととろ

であります。

3. 第三 iζ ，とはし、ぇ- %行法制が，必ずしも完全無欠で

あるとはいえず，われわれとしましても乙の点の改正

を望むととろであります。その一つに ，社会の現状に

よりよく適合するよう，場合によっては条例委任規定

を増すなどにより，順守しやすい規定に改正する乙と

も一案であります。また取締当局としては ，悪質業者

を締め出すためにも，罰則の強化なと法の強制力を市

める乙とおよび関係法令の側面的規制を期待すると乙

ろであります。

4.  :l泣後IC. 途反建築の抜本的な解決のためには，建築

基準法の改正，運用によるのみでは不充分で，先行fドj

• 

， 



• 

な道路政策，建築 I乙関する補助金などの他，総合的な

国土開発計爾，乙れと関述しての都市計・函( 本市にお

いては特に過密化対策，公. - J t 対策) など，全国家的，

国民経済的見地lζ 立った総合的な視野からの再検討が

望まれると乙ろであります。

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

正すべきは自分自身である

大阪工業大学教綬 ・工時 玉 置 豊次郎

| 仕の中は横若者ばかりではない。正直に申請書が出し

たくても山せない場合がある。衣食住のうち住は確かに

欧米に比して著しく見劣りがする。欧米の大都市の郊外

f Cmちつつある住宅は実にすばらしい。芝生の中に林の

Irl ζ 魅力のあるものである。乙れがと‘ の都市へ行っても

向じなのであるから美事なものである。それに引換え白

木の都市の郊外 IC建ちつつあるのはみすぼらしいバラッ

クの述続である。

そ乙で市街地建築物法が改正されて建築基準法になる

ときとの点、にまず着目して ，空地の率を引上げるととに

されたのはうなづける。しかし果してそれが適切妥当で

あったかどうか。

白木はまだまた資本主義が未熟である。すべての規校

が大変に小さい，日本ほと・中小企業者の多い国は他には

ない。土地でも実に小さく細分されている。住宅 l 戸当

りの敷地は平均してたかだか1∞m
2
でーある。敷地が狭ま

ければ狭いほど一杯建てたいはずである。乙の狭い敷地

から 30m2 を日| いた残りの 6 ［Ａ［ｾｊ しか建築できないとなる

と，家にならないのである。といって建てないわけには

いかない。向然巾訪苫は/ 1 ¥さねばならないが出せない乙

とlζ なる。

今日逃反建築が増した原因はもちろん後数である。し

かし何といっても，乙の空地本が今日の日本; の社会状勢

にそぐわない乙とが故大の原因である。

戦前建築物を耐火構造にして民うためにずいぶん宣伝

をした。しかしなかなか耐火建築は総たなかった。それ

は当 H寺日本の民聞の実力が耐火建築のよい乙とは判って

いても ，その負担にたえなかったからである。今日では

; 吹っていても耐火E主築が建つようになっている。むりに

今u也を多くさそうとしても耐え得られる限度内で= なけれ

ばならなし、。むりな規定はとの際思い切って! 廃止して出

直す必要がある。ついて行ける範囲のものでなければな

らない。規定中に高峰の花が多すぎる。法第 l 条には最

低のu ; 準を規定したとmいであるのに決して最低ではな

いのはどうした乙とか。正すべきはまず臼分自身すなわ

ち乙の際は法規自身である。
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違反建築防止アンケート

京邸大学教授 ・工博 西 山 卯 三

ＱＮＲＮ …… ｬｬｾＩｬ 準法という法律の名がよくないと思う

が，乙の郡: 法律の法本的な機能は. i主てられる II 築物の

M低限度をさだめるととによって，国民!l t百の' s . 全をま

もる乙とである。その立場 lζ 徹して再検討されるべき点

が多い。技術的な事項であるから「難解」の点があるの

はある程度やむを得ない。乙れと平行して建築士の制度

ができているのであるから( 素人 lζ 法律をよませて守ら

せるというのでt ないから) . 難解さをおそれる必要はな

い。ただしあまり細部にまで規定をもうけて建築士の技

術的能力を自由に発揮する乙とを阻害するようなもので

あってはいけない。単体規定は簡索に基本的な問題を指

摘するにとどめる。そのかわり ，その効果が発揮される

よう，建築士の責任を重くする乙とが必要である。違反

があった場合は，資格の取消しをふくめて，遅滞なく支

任が迫求されるようになすべきである。乙のような方法

で，果して国民の生活が守れるかどうか. ( はなはだ失

礼であるが，現在の建築士諸君の資質を公平に反省する

とき〉若干うたがいなきを得ないが，しかし 乙の方法が

建築士自身をまもり，かつ 円滑 ・創造的に建築を発展さ

せる n{f I - の方法ではないかと思う。

3.4. . . . . . 公的に認定された「宅地」以外の建築は禁止

すべきである。公共団体はその発展を充分予測した道路

. 上下水 ・その他供給処理施設のととのった宅地を先行

的に供給する計画をたて，その実施を指導する責任をも

たねばならない。 一一ーと のような制度によって，乱雑な

スプロ ーJ レをふせさ¥公共投資の効率をたかめ，同民の

生活をそｬＧる第 一 段の手をｾ，ｾずべきである。

5.6.7.8. ・・ぃ・・逃反の責任は ，建築主 fC帰せられる点が

多いとしても，建築Iζ 対して「社会的責任」をもっII 築

士のrl 任をごまかす ζ とはできない。正当なi引壬を果し

えない建築士はすみやかにやめてもらうよう，われわれ

1'1身が努力し，法的にもそのような処置がとれるように

し， r建築士」という一線で，国民の生活を守る党析を

ます‘ われわれはとるべきである。行B政庁の処罰が手ぬる

い乙とも事実である。経済力がたらないためi @反x ] 築が

でているといった見方は全くナンセンスである。経済力

がなければ家をたてられないというのは資本主義社会の

鉄則であって，そのような点をコ晶7 かして，国民の生活

を危険におとし入れるような( 建築物に非ざる) 辿築の

存在をゆるす口実はみとめるべきではない。
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建築関係だけでは防止できない

大阪大学教授 ・工博 鷲 尾 健 一

1. アンケ ート の設問を拝見しますと ，述築基準法や建

築関係者の側で対策を工夫して，それによって，違反建

築を防止 しようといった考え方を強く感じますが，私は

巡反建築を流行させているのは，もっともっと，広く深

い所に原因があると思います。したがって，防止対策も

その反省・追求から始めて，尻をすえ，広い視野で考え，

また，進めて行かなければ，成功は困難ではないかと存

じます。

2. 造反建築増加の根本原因は，残念ながら ，自分だけ

よければ他人はどうでもよいといった，最近の ，われわ

れ日本の社会の風潮にあると思います。他人の乙とや出-

のrj 1 の乙とも考える，正直者が損をする社会では，当然，

白分だけの利益を追求するととになるでしょう。しかし

乙の風潮の改善から始めるとなると ， 大事業ですし，

ミ百年河清をまつミととになりかねません。しかし，乙

の乙とは，対策をたてる l剛 ζ 忘れてはならない，大前提

だと思います。ですから，建築人だけでなく ，日本の社

会を構成している多くの人たちとともに ，乙の防止に乗

り出す工夫が必要だと思います。

3. 違反建築については，建築益準法の改正がウンヌン

され勝ちですが，建築基準法に違反しでも，何とか，他

の法律 IC逃げ込めたり ，それらを利用して時を稼げたり

して，既成事実を合理化させる方向に，それらを助ける

余地がある所! C ，違反建築を増加させる l つの大きな要

素があるのではないかと考えます。したがって，私は，

今までの逃反発生の経緯と処分に伴って生ずる問題を分

析し，関係する法規をなるべく広く集めて，検討 ・調整

し，いやしくも ，乙の日本の社会でつくった法規に述反

したら，必ず違反者が処分され，損をするような体制を

つくり上げ，それらを必ず守る習慣を確立する必要があ

ると思います。伝家の宝刀も飾り物に過ぎないとわかれ

ば，何の価値も認められなくなりましょう 。

1111I1I1I 11l1I 111111111 

iie反越築防止アンケ ー ト

京郷工芸繊維大学教侵 ・工|事 白 石 博 一

1 … 法文は，正確である ζ とが必要だから，どうし

ても法律特有の用語法によらざるを得ない。いきおいし
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ろうとにかわり難くなるのも，止むをえないととは認め

る。しかし建築必準法のような，いわばしろうとを対象

にした法作は ， できるだけわかりやすい表現にすべき

だ。基準法の解説者がたくさん出版されているが，その

解説書がまたわかり難い。思うに，基準法にしても ，そ

の解説にしても ，専門家ばかりで作るから ，とうなるの

ではないか。今後は原案ができたら ，しろうとに読ませ

て，わかり難いと乙ろを平易に書き直す乙とにしたらど

うか。

2 … 実状にあわない条文もあるが，それより根本問

題は，あまり細かな乙とまで規定し過ぎというととだ。

例えば，木造床の高さや床下換気ロの規定などは役!C立

たなし、。そういった効果の少ない条文が多過ぎるから ，

全加は覚え切れなくなって，肝心なと乙ろがぼけてしま

っているのではないか。単体規定は建築士lζ 委任せよと

いう考えもあるようだが，荘、はそれよりも，重要でない

条文を1廃止すべきだと思う。

それとともに，同じ建築物を，建築基準法のみならず，

労必法や医療法でばらばらに規定する ζ と乙そ，断然や

めて，建築物 lこ関する規制は，すべて建築基準法 1本に

まとめるべきだと主張したい。各省どとの役人の純張り

根性は大迷惑だ。

3 ・ー私道の問題は ，都市計画行政の渋滞が原因であ

る。日本の都市計画は，机上で製図するだけが仕事で，

実胞はまるで骨抜きの有様だ。新らしく建築敷地にする

ところは，都市計画道路!C接しなければならないように

すべきだが，それには根本的!C都市計画行政にテコ入れ

しなければならない。

Ｔ Ｍ Ｗ …・ Ｐ ・ｾ売住宅業者に悪質者が多いのは事実だ

が，それに対する敗将官Jr の取締りは，まととに手ぬる

いと思う。乙の| 問題は， ，設計者，建設業者および施主の

臼党も必要だが，目下のととろは監督官庁の態度が一茶

いけない。上述したように，やたらに条文ばかりふやし

て，確認rll 訟の図上でだけ，小さな違反をとがめるが，

実情はろくに見もせず，違反があっても知らぬ顔をして

いる。だから正直者がパカを見るのである。

さらに線本的には，立法者たる議員にも，法の執行者

たる判検事も ，建築物の所有者や占用者の私権を{ 去す乙

とをおそれ過ぎて，建築の社会牲に対する認識が不十分

なのではないか。都市計画の障害になっている土地収川

の問題でも ，同じことが感じられる。

8 .. .・・・i主反建築が多いのは，経済力の不足によるので

はない。補助金制度は反対である。
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違 反 建 築 防止 アンケ ー ト

大阪市立大学教授 田 中 良太郎

i主反建築防止対策の急務であるととは ，すでに重大な

社会問題にまで発展 している。法令の改正は ，その一貫

として取扱うべきであるほど ， 問題は拡大している。

『建築基準法』は，生活活動のための利用施設すなわち

建築の，将来利用されるであろう姿を予測して，施設と

しての適否を判断する一つの基準を示すもので，乙 乙で

事前審議をしておかないと ，将来に悔を残す乙とにな

る。しかも ，多少共公共性のある施設については ，その

利用状態が，他の分野でいわゆる指導監督されて，建築

基準法には関係ない。そ乙 1<: 逃反建築ぼく滅を基準法の

みでやる場合のむつかしさがある。

特 lζ 途反の多い賃貸あるいはEii売の住宅については ，

( 利用者側からいえば数泊しかしないホ テJ レ類に ，その

施設の巡営状態が厳に規正されているにかかわらず) 施

設利用者の側にたった規正が全然ない( 外国にはある〉。

乙れも ，逃反を誘発する原因である。

それよりも ，もっと大きな理由は「違反建築はもうか

る」 乙とである。あまりにも反社会的で困るが，事実で

あろう。乙れは行政の側で「巡反建築はもうからない」

ように ，充分な住宅の『昆』を実現 しさえすればよいわ

けになる。( そうでなければ質的発展はあり得ない)

いずれにしても誠に金のかかる乙とばかりである。そ

の覚悟がなければ，つまり予算もなく ，入手もなく . た

だ法令の改正だけで ことが成就するとは ，設も考えてい

ないと思うが，要はどうすれば金が有効に使われるか，

どうすれば安くつくかであると思う。

法の改正については大阪府建築士会の苦心の作が. も

うすぐ公表されるが，その予算をみても実行iζ は相当の

覚悟がいりそうである。

iJ，:後 i乙，建設省というか，基準法というか，乙のあた

りの所管業務を明決にするか，拡大するか，よく考えね

ばならないi時であると強調したい。アンケートの返事に

ならなかったかもしれない乙とをお花びします。
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"  

4  

ｾ＠ ) 違荏反挫築防止 lにζ ついて

e  ( 州妹船) 大阪泌雌築7市Jl 務獅所11版l同長 高 橋 慶 夫

最近幸町出J . テレビなどで報道されているように ，都市

周辺1<: 法規を無視した無願ul 築物の群ー無秩序な住宅街

が造られている。乙れはその一例 lζ 過ぎないが，なぜ乙

のような違反建築が絶えないか。違反防止の方法にはそ

の内容，膝因を知る必要があるが，私は次の各項のよう

lとすればよいと考えている 。

1. 国民の遵法精神の欠如，社会通念の変遷については

行政庁が遵法精神の周知徹底の活動をする乙と，また

自身 iζ 災害のおそろしさを自覚さす乙と。

2. 設計者，工事施工者は良識をもって途反防止に協力

する こと。

3. 法律そのものについて。

1)  法の複維，難解ーより来る国民の法への無智，無関

心を除くため . わかりやすい，守りやすい法作とす

る乙と。

2) 法規の条文が多いため違反が多くなるので，梶微

なものを削除するか，違反の対象としない乙と。

3) 技術規定の違反は多く空地についてはその状況に

より緩和するとと。採光についても同様。

4)  悪質違反に対してはJ i i 則を厳弔にする乙と今

4. 特定行政庁の行政のあり方について。

1  )  法規の相談IL来た者には親切に応待，指導する。

2)  無願建築には違反が多い。申請者には誠意をもっ

て指導し ，書類は早く処理される乙と。

3) 法令，条例などの解釈を統一 し，内規などは支障

ない限り公表して設計上の途反にはならないように

する乙と。

4)  i益法精神の昂窃 lζ 努力されるとと。

5) 現場パ トロールを強化される乙と。

5. 国民の経済力の不足のためよりくる違反の防止に

は，例えば，防火地域内に建築する耐火建築物への助

成金制度。敷地造成について，私道の税金免除などの

方法を講ずると と。
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違 反 建 築 防 止 アンケ ート

大阪建築役針協会会長 4串

樋 建 築 事 務 所 長 f陶 春 重

1- 2…… について

建築基準法第 21立を簡系化する 。建築常織と恩われる

単体規定とその関連規定は建築士法制度を改正して，そ

の活用に期待する。現在の建築基準法は特に難解でない

が，ただ関連法 ( 消防法. 労働基準法，衛生法，大阪府

の建築物関係、規定等 )々 を 7 ツチしなければ設計はでき

ない。

3・・・・について

道路関係の規定は現在のままでよいと思う。私有地で

ある以上 4. 0m以上の道路はむりではなく ，道路管理，

祖税面( 私有道路敷地) で当局( 市町村) が公道に準じ
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て取扱い ，道路舗装，下水道管理に積極的であってほし

b、。

4 .. … について

建売建設業者，不動産業者( 一部ではあるが) の過大

利潤採算式建築lζ よる ものでも ，とのような違法建物に

は特に厳甫な取締をする。 7 (r . 関述する。

5・・・・・・について

設計業者 ，建設業者( 特 fr . 中小業者) で業務団体未加

入者は現存の業務団体 Iζ 加入を願い，業務団体を通じて

各々の立場の自覚を促す。現況では業務団体未加入業者

の違法事実が多いと思う。

6 ・・・・- について

無理解の建築士もあると思うが，一生に一度か二度あ

るか，ないかの向己の家屋建築K 当り，まず建築設計事

務所のアト・パイスにより建築言，.u罰するように。乙の点建

築設計 'JJ 務所側の P R不足。現況では建築 l乙当り確認申

請占ーが必ｾとの乙とは ＸＰ 必位は知っていると思う。

1 … … について

確に手ぬるい観がする。法治国である以上，訟を遵守

するは国民の義務である。しかも 一部建築関係業者が違

法と知りながら. それを行なっている事実があるという

乙とについては厳重に取締を望みたし、。重箱的ではなく

丸く重点実質的に処置願いたい。

まず悠築lζ 際しては . 建築確認申請書( 手続) の提出

をモットーに P R願い ，現在大阪府で実績を挙げている

P Rパトローノレの強化を願いたい。

8・目a ・・・について

土地所有の居住用建物には全額の補助金制度を望みた

い。他の補助金制度( 公庫住宅など) 建物には違反はな

い。違反した場合補助金の対象にならない。

以上 1 .. .. .・81乙対し総括的にいえる乙とは，

(イ) 業者はそれそ‘ れの業務団体lζ 加入し，当局はその

業務団体を通して会員に若手法精神の昂揚を願う。

( ロ) 他国，建築に際 しては ，まず手続を，確認後着工

の P Rを府民 Ir . 徹底させる。

い付) それそ

協カする。

(ニ) 府民は新築既存建物など貿入の場合，違法建物は

絶対に買わない。建物の適法. 違法は建築相談係で

すぐ調査できるようにする。

進反建築防止アンケ ー ト

i  阪 神 工 務 制 協 会 会 長 寺 西 芳 一

1. 建築基準法の遵法について
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昭和25年建築基準法が施行されましてから，すでに 16

年の歳月が経ちました。その間一部改正があったとはい

え，建築主も建築業者も乙の法に対する充分な理解がな

かったため，かえって違反建築物が増加している傾向に

あると思われるのは非常1ι 残念な乙とです。

私たち建築業務 lζ 従事する者にとっては ，いかにすれ

ば建築基準法の違反をなくする乙とができるか，につい

て今乙そ真剣に考えねばならぬ時期にきているといわね

ばなりません。

2. 建築基準法の盲点

まず違反建築のうち，多数を占めるのは空地の問題で

あると思います。最近一部の建築主において，ある建築

を計蘭する場合，土地の高騰と経済力の不足のためか，

最少限の土地を購入し，しかもできるだけ大きな建築を

したいという希望をもって ，建築業者に依頼する傾向が

あります。

乙のような場合，良心的な建築業者は工事を辞退しま

すが. 他の建築業者が「よろしい， うちがやりましょ

う」という乙とで，結局斯法の遵法業者が「正直者は馬

鹿を見る」という感懐を抱くようになります。更に救い

難い乙とは，乙のような建築基準法に明るくない建築主

と建築業者が違反の事実を自覚しないという乙とです。

との現状を放置すれば，結果はどのようになるかという

ととを深く考える必要があると存じます。建築蕊準法を

徹底的に浸透させる方策が欠けている ζ とが，盲点では

ないでしょうか。

3. 道路iζ 対する配慮

つぎに多いのは道路のない敷地Kl l 築する財合の問題

です。

地主が敷地を分譲する場合，まず道路の位置指定を受

けた後 lζ 分譲すれば問題はないと考えますが，建築法規

を充分に理解していないため無計画に譲渡します。その

土地の購入者は，建築違反という乙とを全く知らないま

まで建築している場合が数多く見受けられるように，思い

ます。

したがって土地の分譲をする場合には「必ず規定の道

路を設けた後に分譲するよう J . また土地の購入者ーにも

「必ず規定の道路の設けられた後 Ir . 分譲地を購入するよ

うJ fr . 立法化する必裏があると考えます。

4. 臨時融資制度の確立

最近大都会またはその周辺に過少宅地の ｭＧｾｭｾ 誌が目

( r . っき，乙れiζ{、ドう逃反が見受けられる乙とは誠 lζ 遺憾

な乙とです。

乙れは住宅の必要性に迫られている方が，その購入伽

絡と経済力 K 若干のアンバランスがある乙とに起閃して

いると思われます。そ乙で建築法規 Ir . 適合する建売住宅

を購入する場合，返済確実と認める人びとへの不足資金

の融資制度を設けていただけば，おのずから違反主u物を

• 
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購入する人もなくなり ，したがっ て違反建物それ自体も

減少すると考えます。

5. 建築確認通知書の徹底

また建築確認通知書のない建物は絶対に購入しないよ

う，法を徹底させるのも違反主tt 築の防止に役立つのでは

ないかと考えます。

6. 建築基準法の P R

以上，思いつくままに書きましたが，要は一般国民に

建築基準法を徹底的に理解さ せるよう ，理解してもらう

よう P Rするとともに ，行政官庁においても途反建築を

充分に取締っていただき，悪質な違反者は厳罰に処する

方針で臨んでいただきたいと存じます。
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違反建築防止について

$I! 凹 土 地 建 物 ( 昧 ) 取 締 役 社 長

( 社〉関 岡 宅 地 経 営協会理事長

( 社) 全国宅地造成連合会理事長

柴 田 真一郎

私の会社で経営した豊巾の S 住宅地K 一年程前，突然

3 階建の不法建築であるアパートの械があがりました。

住民は篤いて関係官庁 iζ 異議の申立をし即時工事の中止

を迫りました。調べてみると工事人は何等の手続も行わ

ずに着工しているのです。施主はほとんど姿を出しませ

ん。抗議をしている最中にも ，工事はと. んとん進みまし

た。 大阪府からは工事ス トップの命令がかかりました

が，おかまいなしです。幸い住民の団結が強く ，結果大

改造をし ，ょうやく法規にしたが ったのでありますが，

乙の事件も含み， 一般の建築業者に往々にしてみられる

のは ，違反建築が何んだ，文句をいわれたときは始末蓄

を出せばいいんだろうと. 11民法の精神なと全く持ち合わ

せていないとゅう乙とです。確認蓄がなくても建築 11:着

手できるのが現実です。保有筆記も施工者の引渡書があ

れば，検査済舎がなくてもできるとゅ う乙と自 体に問題

点があります。彼らはなぜ基準法にそった工事が必要か

を理解していない上に ，罰則がゆるければ，違反などお

かまいなしとい うモラ J レの欠如が大きいと思うのであり

ます。

しか し乙乙で大きな観点からみると ，政府の住宅政策

lζ 起因する乙とも大であると忠われます。人口の都市集

中は予想されていたと乙ろであり，また現実となってい

ます。 とれら集中する人々の大半が低所得者でありま

す。 政府における乙れらの人た ちの住宅対策は充分でな

いと思います。それが欽にこれらの階層を l喰物にする悪

徳悠設業名が以;乙するのです。

ζ 乙で私は，一日も早く宅地造成業者法を制定し . 単

なる建設業者が勝手に宅地造成する乙とを祭じ ，法律に

より免許を受けた専門の宅造業者が造成した宅地に ，乙

れまた法規にしたがった建築を一般建築業者が施工する

ようになるととを望むのであります。もし違反すれば厳

しい罰則を与える乙とが必要です。罰金も大きく ，資格

も取上げる乙とです( よい社会環境をつくり，人命を守

るためには ，乙の程度の乙とは必要です) 。他方悪意の施

主にもきつい罰則が必要である乙とはいうまでもあり ま

せん。監督官庁は予算面もあり，今まではあまりこれら

対策に身を入れておられなかったように見受け られます

が，事の重大さを再確認されて真正面から乙の問題に取

組まるべきではないかと思います。そして更に政府にお

いても積短的に国民の誰もが，買いよい方法で少しでも

良質な住まいを得られるよう施策すべきであると思いま

す。乙乙にはじめて違反建築は減少するととになると確

信するのであります。
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=  

違法建築防止について

京阪電気鉄通株式会社開発部 児 玉 茂 男

=  

i準法建築に関して，もっとも大きな問題は， 一般11)民

( 建築主) が，その行為についてミ;;11の意識、が非常に

少ない，という点にあると思える 。乙れは同時に建築関

係者自体にもいえる乙とで，乙れは建築法規云々の問題

もさる乙とながら . それ以前の問題といわなければなら

ない。したがって最近動きを増したと恩われる特定行政

庁の違法建築物摘発以前に ，建築関係者および建築関係

者を通して一般市民への啓蒙に努めねばならないものと

思われる。

また反面，アンケー卜の項目にもあるどとく，法規自

体の問題，建築行政についての問題もあっ て， 一朝一夕

に解決のする性質のものでないと恩われるが，以下，項

目を 3 つにわけで，私の考えを記そうと思う。

0 項目 1. 2.3.7.8. について

先にも記したごとく，法規解釈の難解，行 i卵子の処置

という問題は，現段階では，あ る程度の要点とはいえて

も，それほど大きな問題ではないように思う 。少なくと

も建築確認申紛をする建築物については，その指導，検

査を行なうものであるからである。むしろ，法規自休の

実状にそくさない点の方が，項目 8 とも相ま って，問題

なのではなかろうか。違法建築物の大半が庶民住宅であ

り，零細企業工場である点を考えるとき，大局的には望

ましい条令であっても ，用途地域の設定問題，建ぺい本

の問題，採光の問題および道路の問題などの条令は，笑

状にそうよう改訂または適当な行政々策が必要なのでは

なかろうか。

0 項目4.について

大都市周辺の過少宅地群については ，段終的には ，政
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々の問題は，との問題とは別である 。

0 項目 5.6. について

乙の問題がもっとも大きな違法建築の要紫と考える。

建築物，すなわち建築関係者という乙とから ，建築関係

者への働きかけは，関係行政庁のみならず，学会，協会，

ジャ ーナリ ズムを通じて，強力に. [ 1党を促す ζ とが現

段階において早急に行なうべきものと恩われる 。

治の貧困 11 : 帰する。むしろ乙の問題は， 戦後の住宅行政

の立遅れによる一時期のミ望まれざる段階ミといえるの

ではないか。最近とみにカを入れたと思われる住宅行政，

すなわち住宅公団，公庫，県府営住宅または供給公社な

どの住宅建設の促進，または民聞による自力主II 設などに

より ，近い将来，自然消滅する問題と思われる。乙乙に

おいて，乙 れら過密住宅群の老桁化11 : 伴う，貧民窟化云

違反建築の実状 ( 大阪府の例) 1111111111111111111111111111川川山川11111111111川山川山川川川山山川山山川川川棚川川川川川川川川川川川川川川川川

( 大阪市の違反述築の例は ，本号所般の越回正勝「建築基準法の現状と改正意見 J のなかの図表を怠照の乙 と〕

大阪府における 違反建築物の摘発状況と違反内容別と違反建物種別表

• 言|

別

そ

の

途

工

用

計

(
法

6

条

)

無

確

認

摘

宇|

発

分

区

年

度

¥ 別

下¥

大

阪

府
山

出{

 

jse 

TJ  数

488 

11 1. 070 

H召39 11 

堺di ・蚊屋川市 1 " Cl v 7  11 (387)  

868 

(217) 

= 1 = 1 = 1 = 1 = 1 = 1  1 1 = 1 = . 1 = 1 =ニ ニ lニ ニ ニ ニ ニ

204 83 76 755 140 455 488 H召38
豊中市 ・布施rl i

l次凶Tli ・松原市

1. 070 492 
1

 

1

 

1

 

141 326 1，781 44 138 438 1. 034 

その他の総計
868 396 64 189 1. 421 125 41 64 356 835 11召40

2. 426 1. 092 258 406 670 3. 957 312 127 2ω 934 2. 324 2. 426 
-
一

芸

ロ

l∞ 

. 40年度分は昭和40年 4 月- 41年 1 月までの分。

・ ( ) 内はパトロール以外のもの ( 内数) 。

・違反内容別の併がf商売件数より多くなっているのは. 1 件について違反内容が盤復しているためである。

・大阪府建築部指導線網( 昭和41年 1 月31日現在)

45. 0 10. 7  16. 7  27.6 1∞ 7.9 3. 2  6. 6  58. 71  23.6  ( 約)タ6

反 建 築 物 措 置 状 況

工事の施工命停止を 使命用禁止を

措

文書に よる勧告

令したもの 令したもの 一却除の

£口ι  
是の

置

緊急停止法
法 | 法

発

正

内

現地に施行し

従来よる
9- 10 

本法

命令を法9  

し

大 容

し

結のも
現地行しの 従来扱lζ のも

命 9
9  9  

f こ

阪

年

おた
取扱の

し|
し

度見iヘ
いも でた のよ

た
も

た

府
ての 』乙 施も 取る 令 l 7  も 1 の も

豊中市 ・布施TI i
l沼38 264 30 27 3  3  162 

吹田TI i ・松原TI1

471  

H自39 348 488 313  30 12  45 3  7  

(33) 

堺市・ 寝屋川市

その他の総計 lI iJ 40 476 156 306 13  16  10  6  

530 

( 128)  

大阪府に おける だ圭

• 40年度分は昭和40年 4 月- 41年 1 月までの分。

・完結の ( ) 内 は前年度摘発分( 内数) 。

・大阪府建築部指噂線開 ( 昭和41年 1 月31日現在〉
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投稿を歓迎します。ハガキでお寄せ下さい。

けいさいの分には机品 illi 望。

口 長 屋 住 ま い 口

乙ζ で話 したい乙との一つ に，隣 かに防火的な意味でとり上げられて

家から 問えてくる 音のととがある。 いる 。で，その隣で発せられた音の

今まで隣にいる人が非常に物ｾ i怜かに 大部分が，すき間の多い竿縁天井一

生活していたので全然気がつかなか 天井哀を通って部屋の 中に入ってく

ったのだが，その家に子供さんが生 るのではないかと思われる。 乙の界

れ ，よく家中で遊ぶようになったの 壁を完全にしたときにはどれぐらい

で ，その遊び声がよくき乙え てく 音がj J j t 蔽で きるか浅学非才の身なれ

る。今まで我家ではよ く家 '1-' で大き ばくわしくはWI o らぬが，相当減ずる

な戸を山し て騒 ぐ乙となどがあった 乙とができるはずだ。まさか墜に耳

から ，いろいろな氾f:1沫でずい分と隣 ありという諺があるからとて • 10cm 

lζ 迷惑を掛けた乙とであろうと，思わ もある土塗壁がおいそれと音を通す

れる。 とは忠われぬ。それは家中で発せら

れる音が: 容をしめることにより小さ

くなるのでも IYl らかだ。

荘、はY，) J ない乙ろからずっと 2 階建

の二戸長屋に詳してきた 。- 11寺鉄筋

コンクリー卜建のアパートや ，今は

やりの木造住売住宅や街 [IJ の住宅 Iζ

居候した乙ともあるが，今も住んで

い る 乙 の 長 屋 に 暮 す 生 活 が- 1Ji:長

い (l t 1略)

そ乙で乙の音の位入の乙とを考え

てみたと乙ろ ，一度大掃除のときに

天 )-1二哀をのぞいた乙とがあ ったのを

思い起した。二戸長屋であるから隣

とは界墜を堺にして接しているので

あるが，その界壁の土塗壁が天井裂

では全然ぬられていなか った。 乙ん

な乙とではいけぬわけで ，国民の生

命，健康および財 産の保護の主旨の

ために設けられている他築法令のな

そ乙で一つお願いしたいのだが，

もしも できるなればあなたのささや

かな良心を ，たと えそ 乙で生活する

人々がと乙の計i かも解らぬような人

である場合でも ，少しで も生活を居

心地のいいものにできるように注い

でほしい。

( 姫路 ililli 野JI 町21 山 崎 純 郎)

日本建築協会名誉正会貝

故 小 笠 原 伴 光 氏

故小笠原祥光氏略歴

明治 8 61' 愛知県稲沢市 IC! t る〔小

笠原家は尾猿徳川誠 一1::)

明治3161 見!..¥;tL下学校 ill 築科( 現

(E [ 学院〕卒業

!日j 治31'1 鉄 道 院 ( 後の鉄道官) に

就職し後に技師に 'i filli

A lE 4  &ド鉄j ( j 院を山' し住友総本}I 'i

ｾｾ Ｎ ｾ締 ［ＧｉＡ ( 後の住友本社」二

作部) に入社

大正10!1 住友を併し小笠原他築 '1'

務所を IlH設

附 Ril2'1 小笠原建築 事務所を| 引制

し，勝目組大阪文Mi 1止に

机l f : し終1ii.¥11J:後 i主!i )J 統

小笠JJ; 'f.ill築 '11訪所I l fl 投中の_ t なる

設計is物

1  大阪本町 4 丁目伊藤瓜ピル

1. m京銀座三位銀座山

1  点京山ヱホテノレ等々

故 小 笠 原 祥 光 ( 旧名銅) 先生を偲ぶ

作 間 日 出 生

ああ，小笠原先生は ，さる 3 }-J 25 日. 91才の天安5を全うし ，忽然として逝かる。

ま乙と に哀悼の極みである。

先生は建築協会には顕著なる功績があった。 乙とに大正 11年秋Yf 函桜 ケ丘にお

ける日本建築協会主催住宅改造博覧会では常任幹事とし て尽すいせられ ，その後

も評議員 ， 常務， 委員長， 監事，理事などを歴任された乙とは周知の通りであ

る。先生は 中年の ころは， ちょっとお見受けしたと乙ろ ，あ まり健康的な体躯と

は見えず • ijl 型の貨公子然とした ，上品な方であった。今だからいえるが，先生

が90迄も長生できるとは恩わなかった。乙んな乙とをいうと; 出来の方 lζ 日七られ

るかも知れぬが，恐らくそう思ったのは私だけではなかったと思う。

御i ! ! / 子祥介君は早稲田を出られ ，立派 な建築家とし て父君の i般を継がれ，現在

大阪建築事務所の取締役として活践しておられるから ，先生も思い残すと乙ろな

く大往生をi遂げられた乙とと思う 。 卜数年前から傍 日のように御1' ! T 子から，先生

の御綴子をきいていたから ，あるいは白寿を迎えられるのではないかと ，常々思

っていたが ，遂に淡い0 ¥' :' ζ 終った ことは残念である 。

80才以上ともなった人が死ぬと ，也白人は往々にして「年に不足はない ，むしろ

めでたい方である」というが，乙 んな言葉をきくと私たち 80近いものはあまりよ

い気持ちはしない。人間というものはいくつになっても生への執着は変らないも

のである 。恐らく先生も同じであったろう 。

在、の もっとも 印象 lζ 絞るのは，大正 5 "1三ごろ先生の苦心して院'15- せら れた . {主

友茶円 ｌｌ ｉ Ｊ 正 Ｑ｜ のｴＭ ｬｴｬ Ｇｪｾの土 Ｑ ＱＲ 誌である 。 木造 ム Ｑ Ｑ｟ 家 ｩｊｊ［で ￞ｉ 八円り Ｓ Ｎ ∞ Ｐ 円 といえば ， 今の

貨幣価値で 100 万 円以上である。乙の建物が残存していたら ，先生を似ぶ思いはi

ともなり，また乙の上もない参考ーになると思うが帆しい乙とである 。

先生は謹frI1i 実直で，また信仰心の深い方であった。 91才の長寿もけだし当然と 一

いえよう 。つつ しんで: ζ 京福を祈ります。

ヨ引11川11川11川11川11川11川:口川l日川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川i川川11川11川11川11川11川11川11川111川l川11川11川11川11川11川l川11山11川11山11川1口川11川11川11川11川1川川11川11川11川11川11川l日川!川川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1川川11川1川川11川11川11川11川1川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川1川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川111川11川11川l川11川11川11山11川11川11川l川11川11山11川l川1111川1111川f川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川1川川11川1川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川l川11川l川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川l川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川1υ川11川11川11川11川11川l川11川11川11川lけ川l川11川l口川:口川l川11川11川l川川』川11川11川11山11川11川11川11川11川"川"川l川"川"川11川"川"川"川"川"川e“州11川1“川"川11川:日川"川"川"川"州11川"川11川"川"川"川"川"川"川"川"川"川"川11川"川"川11川"川11川"川11川"川1111川"山"川l“" 1  
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クラスメート

前列左より( 敬荷、時)

石 原 敏 明 ( 大池興業間社長)

l 人( 位11'1. '1之助氏) おいて

飛 回 覚 佑 〈飛 III I J ! 築事務所所長)

大 海 卯 一

( 太郎悠築設J 十'J<務所l l i k)

毛 利 稔 幸

( 阪急ヱンジニ 7 リングKKIJ!築 J日以)

'1'ダIJ t正より

岡 三 郎 ( 以間組取締役社長)

堤 奈 良 吉 川 間 組 常 務 取 締 役 )

小 林 卯 三 郎

( 大バ" IJ! 設工業 KK.L.fJj市1M)

宮氏 幸雄 Ｈｊｕ ｉ Ｑｾｾ 住セ供給公社Ｉ

後ダIJ ti' :より

加 納 勉一郎 ( Ui' I'辿投聞く工 'H.Lf O

越 本 義 郎

( 決i車IJ!材工業 KK設計部長)

寺 岡 真

( 大阪I J ! 設業協会業務説 1.D

中 村 文 男

( 必尾1高架 l剖安全衛生課長〉

104 

ｉｉｴｬ 和 Ｙ 年関西高等工学校￝ｊｬ築科卒Ｈ現大阪工業大学Ｉ。同級生のｾりを ｸｴ ｊ￯Ｎ

会と呼ぶ 。 今年 春 の例会には京阪 神 ｬζ イ七 ｦｬ するす［のうち Ｑ Ｔ Ｑ ン Ｑ が山川 。 思 ｭｬｩ ｬ ｾ ｩ ，｜Ｇ ，Ｇ

;11次郎( 大阪工業大学教俊) ，兄良 :[Vl ( 大阪工業大学教授) ，ギ;;I;: u ノミ( 東海

興業KK) の三万 はζ 郎作で欠席されたが，松 ) 1:市之助先生 (l}y lJ ｾ￝ｊｬ設業保証

KK) を凶み短時1mながら楽しし 、l 日をji!!J した。

卒業後32年になるが h州 沖l' 年令が_ { ' ; く必々さかんというと乙ろ の岡 ，I'J I，;，' ，]  

ｩｍ 怖 の人 。 ｉｾ さんの代約調があり， 'j(.:t lζ |制，L; を燃して多5( Jt，干れ内 イーチャン

といえば笑顔で歓迎。宮氏 ，先生とい ったタイプη 公社で爪脱 1110 石原，親 分

JJJ Lの人。JlJ j は白l l f : であるがま fごまたl点{I・今大海 ， ) j 能スポーツ 7 ン内所以とし

て敏腕を仰 い|等学多魁 I!，j.: の仁勺毛利 ， ) j {1・，'j' {le といわれ新企 1111ifζJ[iI.り車Il んで市

総勺j: (J ) ミ狗。 飛田 ， ｍｴ のＮＧｊ ｊ 内 よくもてる入 門 ｾ ｪ 学についても治人とか η 小林 ，

勤 勉Ｚ ょ ｾｵ￯ の 訴につきる人で ，除の !}J 1j r， として祈催。 越本 ，サッシュ j 長引に

あって 新ｴｩ｜ ｦｾ の研究 ｉ｝ｉＧｊ ブ止にｦＷノ ｊ η 中村 ， 鉄鋼メーカーにあり ， 近々ｴｩ｜築 ＧｪＨ務 ｊｙ ｲ

1m設の 予;ととか勺堤， 社長のイiJ 仇今 社長をi幼けが望j弘く i1i 雌。加納 ， Ｑ 皮のｾＨ土

Ｇｬ［Ｇｾ Ｎ＠ ，ζ 現切にあり ， コン トラ クタ ータイプ。 仰のi症を ー言というと乙ろ。 柏本，

時聞に おく れ写真のなかに姿が見えぬのが残念。親子で設計事務J9rを日'む。 箕

浦 ，乙 の 4 月住宅供給公社 lζ 転進。多忙のため遅参で顔が見えなし、。寺岡 ，よ

ろず尽の世話ずさで女房役といったと乙ろ 。j氏三失礼

(コ'i'I河記)



見えないく空気のドア〉で

外 気 を

アウト〆
シャット

ｪ［ 溜饗 ｾｪ 聾 ｩ 轟蝿ｾ

i i " - 曹‘ 一晋E

冷 暖 房の 口 ス を 防 ぐ

せ っ か く の 冷 気 ・|安 気 が逃 げ だ さ 必 ょ う 、

' W，¥ l 、よく吹 きおりる比え な いく 空 気 の カ ー

冷 暖 房 費

ハ エ や 虫 ・ホコリが人り こん だ り、

大 阪 diJ)左京 |メ 今 川 It  1 の 1 tl 

1'1・:L 人: 1W(931) 5 8 6  1  

- お問合せ ・ご相談は

松下電器特機営業所 ・機器営業所 札似. flil fi Ｎ 下集・大 ｉ ｉＧ Ｚ ｾ

Ｇｪ ｾ ｦｦｬｮ Ｚ ＩＮ＠ ;t U;f 償 ｩｬｾ 新潟金沢市 ＱＱＱ .  /1.¥ 11'  .  ，Ｇ ＱＱＱ 河ー γｉ ｬ ｬ ｮ ，ｾ

);(  li1i  . 大阪 . 1>1') ;  .  ｉｌ［ｉＺｾ＠ .  ｬ ｩｾ￬＠ 1: '  ｉＺＧｾ＠ 11: 小.(r. ｬｩ ＱＮ Ｑ 尚熊本ーＡ此リｾ， ｉ Ｚｊ
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ニ オ イ が 流 れ 出 た り す る の を 防 ぎ ま す 。

虫 ・ホコリ ・ニオイをシャ ッ ト ア ウ ト

障 調

重 量 胃'1/ 4

隆 司
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松 下 精 工 株 式 会 社

ドアの目的きをします 。
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日 新

最 高 の 品 質

囲 内 の 気 温 較差 の

著 し い 所 に 於 て も 能

く そ の 苛 酷 な 条 件 に

‘ 抗 し て 老 化 せ ず 特

に 寒 冷 地 に 於 け る 投

術 的 困 難 は 殆 ん ど 解

決 さ れ た と 云 って も

ま旦 言 で は あ り ま せ ん

お部屋のがfシトI歩

‘  恋材から

Ｘｦｴ ゐい ｩｧｾ ・・・・・

落4づb‘会11- 1=

マルエスルーフイング製造元

工 業 株 式

ｾ＠
ｾ＠ 社

本 社 東 京 都 足 立 区 千 住 東 町 93 T E  L 東京 (888) 2101 ｾＹ＠

大阪支庖 大 阪市西区新町北通 1 丁目 40 T E  L 大阪 (531) 5281  ｾ＠ 3  

出 張 所 名古屋 T E L 名古屋 (73) 2135 ・広島 T E L 中 ( 2 ) 1019

九 州、I T E L 福 岡 ( 5 ) 0768 ・札 幌 T E  L  ( 5  ) 6885 



学 校 を 卒 業 し 新 採 用 さ れ た 建 築 技 術 者 を 対 象 と し て. 目 的

学 校 教 育 に お け る 一 般 知 識 の 不 足 を 補 い ，現 J品与J ; f務

に お い て 1Mち に 役 立 つ 尖 務 的 知 識 を ，各ブJ 耐 に お け

るそれぞれのエキス ノf ー トを 講 師 と し ， 系 統的 lζ 消

習を行なう ζ と に よ っ て 従 来 長 期 を 要 し た 経 験 的 知

より有用な識をも短期間，c : : ，か っ 確 実 に 把 握 さ せ ，

技術者を養成しようとするものです。

出川111川川11111111川川111川|川|川川川11111111111111111川1111111111111111111111世

三 昭 和 4 1 年 度 三

三現 場 実 務 講 習 会 三

重 主 催 童

三社団法人 日本建築協会 三

三 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 三

三 電 話 ⑫ 9648 ・9649 ・9640 番 三

罰 川 川 川 山 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川 川H席

圏 第 1 5 回 現 場 実 務 講 習 会

対 象 者 昨 年 に 工 高 を 卒 業 し た 建 築 技 術 者

本 年 大 学 を 卒 業 した建 築 技 術 者

6月 20日( 月 ) 21 日( 火 ) 22日( 水 )

23 日( 木 ) 24日( 金 ) 25 日( 土 )

【6 日間】

5時 【 7時 間】

期
. 6.  

ココ尽

. 第 14 回 現 場 実 務 講 習 会

本 年工 高 を 卒 業 し た 建 築 技 術 者

6月13日( 月 ) 14日( 火 ) 15日( 水 )

16日( 木 ) 17 日( 金 ) 18 日( 土 )

【6 日間】

5時 【 7時 間】

対 象 者

期
. 6.  

=  

午 前 9 時 → 午 後

1 6 0 名

義

員

講

定

午 前 9 時 → 午 後

1 6 0 名

義

員

講

定

大 阪 科 学 技 術 セ ン タ - 4 階講 習 会 室 ( 大阪市西 区 切 1 丁目 118番地) ・但し市ノてス初公園前

号 ｾｉ ｙ ｩ j発 不ト 回 r: lli ( 敏朝、包括)

主(1児1築約工，文事払のな五とiの了JーjかE務ら手続唆を工合まむ)での業務総命 大阪 J(.f 包絡. : ! ! ｪＺ 幹夫ＧＦ ｾＧ 透

労務管理! と安全管理 E T 官( 2) SE jii111 1ぷ JI

仮設物と仮設材料 21: ) 2F よI 2 伊 藤 俊 夫

現場lζ 関する治法規とその手続
2 2 2芸 能 雑 種 村 恒 夫

材料の検収とその管理 r ) 2 2 2 小 室 秀 夫

工事機械と工器具類
( 株〉大林組依i : E !

潔
大阪機械工助長

施 工 計 画 2 T Z密資E 森 口 微 弥

現湯l l i l ! 図
( 株 ) 大 林 組 II 111 

本!i
工務部工務課長

地 下 工 法
2 3 2 2 長3 2 木村i l : hi f: 

ニLT. : F ，［ｊ， ｕ 謎 ｊ ｾ Ｇｊｾ ，＠ 訓11<こじが
if切 れF J E 渡 辺

!)j 

鉄筋コンクリート こじj ｾ＠ ，欽 Ｇ ｉｾ ・ ｛Ｇｊｾ 主ノも呼 l F1J E '必 )1  jι 

伯郡1:，A.: _L.'J I， J歪i良工事 ，金属 工'JI ，争fH' j l
lfu ，C，¥i 且Jjt( lt )f大f t  ，::j ｪ ，Ｈｾ＠

iu 
立! 占 LB 1& pJi k  I  

: ( i LJ r ， クイノレ，' . ' ) 1: ，フロソグ ['Ji 1F) も本 ii 務官公! I 'f ::i:: 1' 1・

似 ｉｪＯ Ｑ＼ｾ Ｇｊｾ ，＠ ｴｸＮ官 ｾＺ ｪ 玉， 塗装工 Ｇ ｊ ｾ＠ ｩｦ 】 ｈ 尚納氏総 ｪｬｾ ｾｾｩ＠
築 課 此 111'" 1_ 1  

設 似l 工 ::J ｾ＠ ( 株お竹中 3 訪 !ι J i. 111 
他

.& 郎設備課長

5 月31日まで、 IC:: ， J! cl 込 書 ・受

講 料 2，900月 を 添 え て 主 催 事

務 局 へ 願 い ま す 。 但 し 定 員 lζ

達 し 次 第 EI，'込を〆切ります。

月l 込 受 付 の 際 ，受 講 券 と ー 添

にお渡しします。

場

申込方法

講 習 時 間 表

講 習 の 終 了 証書

各 19"1とも最終 11の 終 諸 式で お

波しします。

. 会

• 

• 

• 
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建築法規 とデザインと の間 - 学校施設行政雑記-

( 投稿〉

1. 建 築 規 制 関 係 法 令 の 整理統 合 の 問題 につ い て

①建築規制関係法令を所管する省庁は，建築基準法を

所管する建設省の他に ，文部省 ・厚生省 ・労働省 ・巡

輸省その他関係省庁が極めて多い実情であって， 一般

の設計者は . ｾ 主 築益準の一元化を望んでいるととは ，

周知のとおりである。

同一建築物に対して . 2 ないし 3 の省庁が関与して

省類の提出，審査，検査等をする手続きの煩らわしさ

を排除して，簡浪合理化すべきであるという，乙のよ

うな世論を反映して，臨時行政調査会の行政改1t. 1ζ 関

する答申にも，乙の乙とが掲げられ，政的' は ，乙れを

受けて，行政改不本郎を 11' 心lζ 具体的な方策を検討LII

であるという乙とであ る。

②一方，建設省でも，ζ の答申をまつまでもなく . ll

築規制関係法令の整理( すなわ ち建築1A準法以下23法

令の統合) を永年主強し続けてきた。

その主旨は. ￭ｾ 築物の構造設備を制 ｈ 到する法令は

数多く存しているが. l l 築物のitI 椛設備について行な

われている 二E 統制を防止するため，乙れらの法令を

姶築基準法 IC統合すべきである。」というのである。

ζ の乙とは ，私たちも，かねがね主強してきたとと

で，乙の主旨に対して，異論の余地は全くない。

しかし関係各省の意向は，行政改革本却に対して

「各法令の目的および体系が奥なり ，行政上の特殊性

から統合できない。」と述べていると乙ろから，建設

省の主張との調噴きは容易にできそうもない状勢にある

という 。

g二3 9 e ma

送風機

株 式 会 社 谷 山 鍛 工 所
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2. i去の限界と建 築 設計 者の良 識 につい て

①生ｾ築基準法の構造設備の規制については ， たとえば

学校建築を対象I r . 考える場合

「教室の採光商事!i は床面積 lζ 対し% 以上J (令 19)

では，今日の J 1  S 基準の照度を得られないから ，

空文に等しい。

「教室の天井のおさ 3 m以上J (令21 ) では. CI 

然探光では室l制限度が J 1  ｓ ｕ ｩＧ｜ ｾ ｉ ｌ 合致せず ， また

人工j照明では明視の条件を満足できない。 ( 乙れは

段低限度 i 3. 3m以上J とすべきである 。)

「床下の換気孔は外壁の長さ 5 m以下 ζ とに 3∞

c m
2

以上J (令22) という規定は ，体育館の切合，

位|品j 乙とに，有先ulOc m x 30c m の換気ヂしがあれば建

築基準法上は認め られるが，実態は不適合な乙とを

幾多の実例が証明している。

「円孤状の屋般の風j ] 系数は 0.5- 0. 7 J  (令

87 ) とな っているが，体育館の初代は，外国なみの

Ｍ Ｒ ＮＰ を探川 す る必ｾがある乙とを ，毎 年の台風が

教えている 。

② 以上のようにみていけば切りがないが，しかし，乙

のような客観的にがとめられる性質の数値は ，科学の進

$ : と時の推移によって，逐次改定が可能なものであ る

から ，乙のような事実があるからといって，関係法令

の整理統合は不可であるという迎くつはでて乙ない。

もとより ，法令の条文は ，一定の時j切において定

められたものであるから ，その時点、で固定化される。

一方社会万般の現実は絶えざる進展を続けている。

乙乙 1<:: 法の規制と尖態面との聞に間隙を生ずる ζ と

以 t の例のととくであるが，乙のI: J ] のギャップを. I_mめ

Ｎ ｌａｆｉｉ ｾ＠ リ ミ ッ トロ ード ａ 送 ｊｩ ｪ｜ｕｾ

・ 1・A F 形 可 否E 式 制I i/. E 送 風 機

・ S L  l ls  ス ト リー ム ラ イ ン 送風 機

・ C L  J伝 ヒ ン トリ ー ラ イ ン 送 Jl ¥機

・ プ レ ー トフ イ ン ・ヒー ター ・クー ラー

本 社 工 場 / 大師 市 柑 貰 区 野 江 東 之 町 二 丁 目 一帯 地

電 路 大 限 ( 93 1) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 損 所 / 東 京 都 文 京 区 局 息 四 丁 目 六 帯 十 七 号

電 信 東京 ( 8 11 ) 3  4  3  5 . 3  4  4  0  

、，



る仕事をするのが，人間の理性であり良識である

① ｩ 主 ｭｊ ， ｾ ｮｍ Ｎｴは ｉｍ ｦ ｊｬ のＩｊｩ幣」を定めたものであると

宣言しているので . 乙の法だりを泊っていたのでは ，

段低の質のII 築しかできないことは ，すでに 述設省が

強調しているところである 内

自iJ 述の骨IJ のように ，すでに不( ¥- J1l !化し た数値を，今

日の存観的に妥、月なりとされる 数ft 立にれ き換えるか存

かは ，その Jt 岡設 ;; 11乙l苅勺す る人の良議の問題であり

建築計岡原論の分野で検討され るべき乙とであっ て，

法の規制以前の問題である の

( 過度の統ffjl Jは，もとより避けるべきであるが，法令

の規定に無いからといって ，法文の純聞だけにとだわ

る態度は ，間違っている)

人災の悲惨な例は， rll l民間のアパート の窓やパル コ

ニーから転務死した幼児の場介である。被災した幼児

は，相当な数に上っている 。悠築必準法には ， I安全

上必要な; 認さが 1. 1  m以上の手すり曙 ， 制 ｉｾ または金網

を設けなければならない。 J (令 126) と規定している

が「安全な工法J についての何らの関心も払われなか

った胞設の級料者は跡を絶たない状況である 。

学校施設についても . 三|ー阿 ・設計 lこの不備が「無音

の災1fJ となっ て，発行さ. かりにある了イ共の身心を傷

けている例は少なくない内

① ｭ 築の機能 」と ｮ Ｎｴ ｾ誌の質の ｬ￭ｬ ｊ I二」の概念につい

ては ，われわれのI ! e性は次のように終える内

「建築の機能J という 言葉がよく 伎われているが.

災は ，乙の吉菜は広筏 Iζ( 立，:kJTJ 的機能 ，総足!I強度お

よび芸術性一一乙の 3 つの概念を包mした概念をもつ

ものであって ，したが って

椛造力学 |このー形式のみを強調して . 芸術セEを忘

れたり

止ー術 ｴｬ ｕ ζＥ をイ Ｇｲ，ｾ われて ， メＺ川 ｴ Ｇ ｉ ， Ｇを峨 ＧＱＢ Ｑ ーに したりし

ている

ｴ ｧ の ｩｩｬｦ 誕は ｉｾ 築の機能 ｊ の本、円のぷ ｬ 沫 を とりちがえ

てい る結果にほかならないの

「住築の質の向I : J という言葉にも下校施設の窃

介は ， ｉ 建築物 ｲＯｻｾ ，の品質ーの向 Ｑ Ｍ Ｎ J 以外に ， 11庖設而

の内科のj ι' _k J という概念がf t ; - まれている内すなわち

の学悶の環境っ・くりを 引むした校J也不IIJTLnl 函j ，②有険

ＨｉｊｾＯｊｉ 苅ＮｩＡＮｬＡを保った校合の配置平町 ［［ Ｑ Ｑ 面 Ｑ ， ⑦ 教育深夜と

学校 規模 から鉱 山 された所ＧＡｦｾの 数と ｬ 市況 Ｑ ， ( 4) 室内環

ｊｑｔ 学との調Ｇｾの ｬ ニ に立つ怖造と形態匂 ［ I内科而の充

実 ｊ という ｾ ｉ 味 が合まれていると解すべきである ｮ

3  学 校 施 設 に 関 す る 指 導 助 言 の 方 向 に つ い て

① 1r' 近な一例について考えてみよう 。

たとえば，幼稚園施設を計画する場介には ，学校教

育法にままづく文郎省令( 設置基準) 1ζ 合わせて ，所要

室名と宅の面積士事を掲げたリス トは容易に作成する乙

とができ ，口j 1 でもチェックすることができる。しかし

敷地利用計画 ・配出¥子十函 ・平面計画については . 図面

は見なければ，その適 ，不適が判断できないが，その

任にあたるものは誰か。さき のリストの段階では ，音

楽の背ねをならべただけのようなもので . 楽譜はまだ

できと っていないのである 。乙の楽譜は創造しなけれ

ばな らないが，乙の極の創造の分野，すなわ ち，建築

にあ っては， I空間の秩序立て」という造形理念につ

いては ，総築j志準法は- F i も触れていないし，また立

ち入れる分野でもないのであ るの

教育施設行政サ ー ビス険関の n党と ，乙れに対する

建築家の理解お よび 協同精神がま2まれるのは ，乙の

Jだである 。

② 結論fド111:: 言っ て，Eil築基準法はもとより ，その他の

建築規制関係法も ，すべて1113認に関する計画原論的な

次元でj Q 求する任務を負わされているものではないの

である 。精神規定は ，部分的にあっても ，計画技術の

兵体的な指導の分野 1<:: は及ばないものであるとい うζ

とがよくわかる。叙との意味伶いから ， I学校施設の

;tI田TIJ と題するスライ ドなとを11j 1j 作して ，学校施l-;&'ζ

対するｬｊＱ人の ｎ 認識を大いに ｾｵ ［ Ｎ している次第であ

る内

. 特 許 吹 付 タ イ J レ ・内装 ・外裟 用 化 粧 材

セラヌ年ν
. 建 造 物 の 外 壁 面 に グ 陶 器 の 鐙 紙

セラクロヌ

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社
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守支 〈 制守 σ〉 頁

ガ ス 器 具 の 排 気 に つ い て

1. 緒 区司

ガス排気に関する問題は顧客に安全かつ経済的にガス

をど使用いただく意味で，カ' ス事業lζ 悦わるものにとっ

て等閑視できない性質のテーマでt ある 。

ガスにかぎらず石炭 ，石油を合むすべての燃料を安全

に燃焼継続させるためには，新鮮な燃焼汀j 空気供給と燃

焼排気の確実な封| 出の必要があるが，当相: においても ，

jj' スの紛排気については装tri: 工事要項を定めて1112従業界

IC協力闘うよう 務めて きた。

しかし ，昨今建物j は気汚性が高まるとともに同居化す

る傾向にあり ， 従来の建物と同一視できない現状であ

るの乙の問題 IC対処すべく ，すでに Balanced flue 式

の風巴議を開発し ，引 続き Se.duct の研究に利下し

fこの

乙乙では孫々 の封| 気方式を紹介 し. 特lこ気? fWI，を干Tす

るII 物あるいは II. J周m誌に j曲すると巧えられる Balan・

ced  flue と Se. duct については刀剣IIC検討を試みる。

2. 排 気 方 式 の 概 説

2.1 排気煙道の種類

排気煙道は各器具ごとに l イ聞の煙道を有す

るといった初期段階から ，建築的な要求をと

り入れ漸時複雑な形式 IC発展し てきた。図 1

lζ 原E町内な分績を示す。

2. 1. 1 I ndi vi dual  f l ue (単独煙道)

乙れはノド1ql においてもひろく採汀l されてい

る方式である。しかし各然具にそれぞれ l 例

の娘道を有する乙とは I Ｅｾ具が 利用 されてい

ない状態においては完全な有休設備となり，

i.l l物内 lζ 占める空間終日は非常な無駄とな

る。また ヒ間階においてはいずれかの場所を

下1f
t

;附の聞道が立通するので ，有効な雫問が

J ょJiYi附ほ ど少なくなるばかりか ，施工 lょの品1;

伐の発 Ｇ Ｑ ＺＮ も多 い 。乙のような ＱＫＱＮ ｾ Ｑ｜ 燃辺 の欠点

を改良すべく. ｾ｝ｪｩ 芭を Ｑ ; 本にまとめたものが

次に述べる Si mpl e Com mon  f lue であ る。

しか し. l ndi vi dual  f lue は. Com mon  

f lue(共通煤道) 方式 lζ 比べると圧力のパラン
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ス如何にかかわらず，器具の排気が他の器具の開口部か

ら疏出する乙とがないので各方面に使用実績が多い。

2.1.  2  Si mpl e Co mmo n f l ue 

乙れについては京大前回教授の研究があって，煙道内

の封|気ヵース Iffit 皮が変化 しないという仮定に基づく設計方

式が確立されている。乙の考えは . 各階 lζ オリフィスを

何入して2器具一煙道聞の吸引力を調節し，建物に風があ

たって負圧を発生した状態においても通風 IC余裕をもた

せようとするもので. すでに住宅公聞に採用され 2. 3  

の実施例がある。

しかし ，入居後の調査によると訂以! : から予怨される通

風力がえられなかった。乙れは施工上のやむを得ぬ事情

による空気位入によるもので，乙のような要因を織込ん

だ設 ｾ ｉ ー訟について 検討 を 加えてい る 由であ る。

2. 1. 3 Br anched or “ Shunt "  f l ue  

図 1 ( c ) および ( d ) に示されているように主照道

と探只 IC直鮎された日IJ 娘道からなり ，乙の日IJ 煙道によっ

て所要吸引力を維持しようとするものである。イギリス

においては Gas Counc il における実施例に基づいた検

討の結果，標準設計が次のように示されている。

(  1  ) 煙辺材料耐酸性成型品を使用する。成型品は次

口耐J) l ( 式訪H
.  ￭ＧｦＺｴ Ｇ ｉｊ ，ｾおれ

｝ ｾ ｭ ｖ ｉｏ ｕ ａｌ＠ ｓ ｉｍｐ しｾ Ｚ Dl l ANC H E D  D R A NC H E D  ( ' OM MON  

n u トコミ C OM MON  o n. " SH U NT "  OR  " SH UNT "  B A L AN Ct: D  

F ! .UE  ｆｌ ｕ ｾＺ＠ S Y ST f: M ｆｌ ｕ ｾ Ｚ＠ S Y ST F. M ｆｦ， ｕ ｾＺ＠

(低:IJ 停泊) ( ;::i:Jj 河辺)

(e)  Idl  (. 1  ¥b)  

図 1 悠 ill の 原 理 図

U - D Il C T  

，e)  

S ト;. )) UC T

If)  {引



のような大きさが規格化 されている。 主煙道 2 0 3 mm

x 2 0 3 mm or  203m mX 3 0 5 mm， 冨'J煙道 2 0 3 mmX 154 

Inn1 ，成型品ならびに目地材料は耐酸性を有するとと。

( 2  ) 高'J煙i芭最上階の器異と吐出口の間隔は 6. 1m 以

上 ，器具K 接続する副主E道は湯沸器および、暖房擦につい

ては '1. 9 m， 4寺K 通気抵抗の大きいガス燃焼装置につい

ては3. 1mとする。

表 ， Branched flue IC接続するガス器n ( 3) 接続器具

器 具 の 積 飯
|  器只の般

商取付数

数 2 0 3 mmX

2 0 3 mmの主煙

道IC接続できる

器具数は ，表 1

の通りである。

2 0 3 mmX 305m 

m の場合は50%

サ キュレイタまたは暖房器

( - 7，500kal /hr )  

対疏式暖房総

瞬間，パス周あるいは

ｾ点式湯沸器

中央暖房用ボイラー

(- 12，500kal / hr 入熱量)

10 

5  0 1" 6* 

10 

9  

3・.  
Ｊｔｩｩ部吐出口と最上階のｾ只の間隔が ＱＲＮＲｭ 以

上では暖房総取付数を 6 としてよい。

増してよい。

( 4 ) 取付けられる器具 : 点火安全装置を具備する ζ

と。

乙れと同様な問題がドイツでは ，D V G W- T V Rガ

スー19621ζ 規定されているが，乙の経過は63年 G WF I ζ

次のように述べられている。

(  1  ) 煙道材料: 半岩石が混った材料で周りをかため ，

姪石 ( Vermi cul i t e) その他で塗り 上け. るのが最もよいが，

場合によっては “ plewa" 成型煉瓦か コンクリー トブロ

ックでもよい。

( 2 ) 高'J 煙道一主題道 . 煙道断而肢は主煙道 3∞~反) 0

c m
2

， Fo'J 煙道14Ocm
2

以上とし，その接続数は表 2のよ

うに定められている。

表 2 主煙道高 古，断面一接続できる f，l IJ 煙滋数

主煙滋平均有効

市 古市

- 10m 

10- 15m 

15- m 

本国IJ 煙巡底部の換気口から主娘道山口までのI t ! 慌の算術平均値

高'J 燦道の高さは，換気口中央から主題道接合部中央ま

で2. 20m以上 ，互いに向き令 っている冨'J 煙道が主煙道 lζ

入る部分は25c mの高さをとる 。

( 3) 接続器具数 . たとえば，断商積 4∞c m
2

の主煙遂

については表 3のように与えられている 。

表 3 ｛Ｎｩ ｉｊ 煙辺高さ一銭続 ｾｮ 数

以上のイギリス ， ドイツの規準を比較するとドイツ規

準のブJ が理論的であるが，乙れは 1919年ハンフツレグに取

付けたドイツと， 1958年以降研究に着手したイ ギリ スの

研究歴の相違と考えられる。 他 l乙“ Soci et e I Belge 

Shunt " によって 1930年開発に着手したベルギーにお い

ても ，1955年以降 Br anched f l ue ( ー名 Shunt f l ue)  

式はガ、ス排気用として許可され， 150， C削 戸IC使用され

i満足な状態にあるという。

2.1 .4  Co mmo n br anched f l ue 

Br anched fl l le 式に続いて現われたもので， ベルギ .  

一， オランダで実施例がある。 イギリスでは W atson

hOl l se が実験装置を組みテス トしているが， その後情

報が少ないのは後述の U -dll ct ， Se- duct の方がすぐれ

ているからであろう。

2. 1. 5  U  - duct  

前記 Common br anched f l ue についての検討時K

Bui l di ng Resear ch St at i on の Di ck により提案され

たアイデアに よるものである。 図 1 ( f ) に示すように

給気用煙道，排気用煙道 2 本組合わせたもので，イギリ

スの East bour ne において唯一の実施例がある。給排

気口が接近しているので系全体がバランスしているとい

った手 ＧｊＮｾ ，はあるが ，乙 の例では 図 Ｑ ( f ) におけるよう

に，耐駿性コ ーティングを施した 7 ーリ ナイ トスラフに

よって構成したため ， 3 階建の低いアパート に取付けた

にもかかねらず空気侵入の個所が多く発生した。 12，5∞

kca l/ hr の探具を取付けた際の C0 2 濃度は表 4のよう

な{直となっている。
表 4 U- duct  における co. 読書JS[.

表からわかるよう 使用器只 No. I  co. 削 倒

lζ 各階同時使用H与の 0.9 

最高 C0 2 濃度は 2

1. 1  

1， 2  1. 5  

% を越えず，また結 2， 3  1. 5  

露も一時的に発生す

1， 2， 3  1. 9  

るにすぎない という 。しか し底部蓋板を取外し Se-dl l ct

型式とし ，務具入熱置を 11 ，250kcal/ hr におとすと，各

階同時使用H寺の C 02 濃度は1 . 196と低下する。

乙の結果から U- dl l ct は理論的 lζ は興味のある型式で

あるが，実用性では Se- duct におよばないといえよう。

2. 1. 6  Se- duct  

Sout h East er n Gas Boar d の発案によるため Se-

duct と呼ばれる乙の方式は 1956年以来3∞ ，利用世帯数

5，000 K 達しており非常に注目を集めている。乙の方式

の; l ' : ! ; 価は欧州の各国に認められ ，1961年ドイツが本絡的

尖験 l乙着手した他，フランス，オーストラリヤ，ベソレギ

ーにおいても設恒例があるという。

図 1 ( g )  IC示すように底部 IC空気導入口を有する給

排気煙道で，乙 れIC密閉式器具を取付ける。その特徴は

空気導入口の配列により風の影響を相殺する乙と ，給排

気煙道が 1 ; 本となっているため施工が容易で空気侵入の

少ない乙と ，しかも煙道内 K 下向流を生ずる乙とは非常

に少ない乙とにある。

2. 1.7 諸形式の比較
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表 Ｕ ｉｦ ｂ ｲ ｡ｮ｣ ｨ ･､ ｾｦｬｵ ･ Ｎ Se- duct の比較

Br anched flue  

実施例 ドイツ ，ベルギー ，イギリ

ス
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｝ 所要ｾＯｬｬ ｊｌｬ 名目時閉守 。

2 各階のパランスがとりや

すい。

3. 施工はやや容易。

4 密閉式の器具を必要とす

る。

5 新設以外はややむつかし

も、。

すでに述べた通 り，実用性のある方式としては最 も単

純な l ndi v i dual f l ue.  Br anc hed f1ue.  Se- duc t の

3 者に しぼる 乙と ができるの後の 2 者を表 5 ICおいて比

較すると ，その利点欠点は主 IC各階ごとに要する排気用

空間が均ーかどうかの点，および接続法兵が開放式か密

閉式かの点 lζ 集約されよう。乙のよ うな考察から高間化

が進むにしたがっ て Se- duct 方式が有利となる乙とは

明らかであるが，高居化 IC際して採用できるよう ・つの

方法 とし て，鰹
表 7 38年度大阪地域における風速

道をもt: mせ ず )1 |駄 加/sω |平 均 ( 叫

器具をすべて . I珂 10. 5  4.4 

B a  lanced fl u巴

商南阿 9.2  2.9 

北 It 丙 11 .7 2. 8  

式にする J易合が
4  丙fti 丙 11. 2 2. 9  

ー与えられるの ζ
5  南南丙 10. 2  2. 6  

6  南南丙 12.3  2.9 

の 問 題 は 次 の
雨前丙 8. 3  2.6  

2.2 で論じる乙
8  所前向 15.7  2. 9  

ととする内

9  前 向 10.0 2.4 

10  耳I 9.0 2.6  

2_  2 高層建築
11 東南東 1l .0 2. 3  

に適した排

12  西南丙 10.7 2.4 

気方式の比

年間農大 南南丙 15.7 ( 8月31日〉

較

( 大阪管区気象台による)

すでに述べたよ うに高層建築にガ ス総兵を設 置す る場

合 duct 方式と しては. Se- duc t が有効適切 な手段と

して考えられ るが，機能的 lζ 類似した B alanc ed f l ue  

式の恭兵を各個に取付 ける乙と も考えら れ. 乙 の両者の

比較を表 6 に示す。

ただ現状では . B alanc ed f1ue 式は l Om/ s ec 以上の

風速に耐えないので・乙の点からの制約がある。ちなみに

38年度大阪地域における風速は地上 18mの地点で観測さ

れておりそれを表 7 1[. 示す。

原理図

主内

原 理 1
1

号E222?
中IC給排気口を筏近し

1
1 錯綜了雄物階下，屋上時厳し

2. 給排気口は取付出! H散と同数を要す I 2.取付; 出共数は著しいファクタとなら

る。 1
ない。

3.取付の際壁面白i国が必堅固 I  3.
すべて定まった排気煙道 IC給排気ロ

の迎絡が必要である。
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点

首

相

欠 点
l 風の影響を受けやすい。 10m/sec以

下で使用可。

2. 逆風止装償が各器l:htどと
Iζ 必張。

3. ｾ直観 上 の支障を生じないだろうか。
4 排気により噌菌汚肢の可能性があ

る。

5. 給排気口の散が全体的にコスト 7γ

プになりはせぬか。

6. '理面白通がII 築的な支障とならない

か。雨じまいの1m題 ・II 物のm傷，

手直し。

7. :lS具の移設が悶態。

112 

l 取付制HI C耐風圧性をそれほど要求

しない。

2 風の彫響を受けにくい。 40m/secで

も剖:m可。

3 下向i J ! fが生じにくい。

4 矧辺 1 :本IC多くの: m共が接続可能。

5. pl:111口は妓巡 l 本につき I 側でよ

い。

6. 煙mが辿物内にあるので外観が1f t わ

れない。

7. 姥道からまとめて俳気するので噌而

め! >' ! の心配はない。

1 給排気は必ずしもパランスしない。

2. 給気は C0 2 で汚捻されている。

3 同時使用車が設計上，重要なファク

タとなる。

4 排気結慌により上階J器具の効率低下

を生ずる司能性がある。

5 姥泊設位上の欠点か接続するすべて

の陪HHζ 影響する。

乙の表の怖から B alanc ed f l ue 式の単独設置限界は

5 - 6 階にあると忠、われるの

しかし Se- c1uct をもってしでも 17階以

上の実 施例 はみられず ， 、町 ｩ 高趨 ｾＧｬ￯｀ 建 築にお

いては 10- 15階毎のブ ロック l天分けすること

も勾えられよう。また建物が納長く 外壁 lζ
而

している liil 屋の多い場作は . B alanc ed f1ue  

方式 ，外壁までの距離が相当月ある場介は Se-

､ｵ｣ｴ 方 式と ， 建物構造 ｉ ｾ :Jさによっ て使い

わける ζ とも必要と思われる。

3. 結
圭五

白 口

吋研究所では Se- c1uct IC組作わせる適切

な器只( 風呂) の開発を完了し ，さらに Se-

c1uct の研究を進めているの

目下のテ ー7 は

1. C02が規定濃度以下に充分拡散するに必

2! 5な煙道サ イズの決定

2. 同H与使用率と燃焼 i * 具設置場所の! 掲辿化

3. 灼j 辺材料の選択

であり ，本年末を目線設;;1 下訟を『危なできる

にょう研究を続けている n

本搬を終えるにあたり ，強力 lζ リーダシッ

プをとっていただいた口 本住吉公問の抑 吋行

の方々に心から感謝いたしますの



動 き (3 月分)の間月

A

令

官本 建 築 協日

委 員 会

7 日 51時半 7 1時半 於会館集会室

出 席 者 増 升 ， 岡 本 ・政岡正副委員長ほか 12委員

議事 (1)  次年度委員会へ引継ぎ事項について

(2) 次年度委員会委員について

(3) 創立記念日の集いについて

(4)  役員 ，委員の見学懇親会について

若い会員の集い小委員会

22 日 61時一 811寺半 於会館集会ｾｾ

出 席 者 千 葉 主 査 ，能勢委員

28日 611寺- 81時半 於会館集会室

出 席 者 千 築 主 査 ほ か 4 委員

議事 次年度引継事項，次年度委員について

| 編 集 委 員 会 |

青年建築家特集幹事会 ( 兼作品作風レタ リング小委員

会)

2 日 511与一 10時 於 会 館 集 会 室

出JH，'-(!，. 長谷川委員長 ，伊東主査ほか 2 名

議事 (1)  青年建築家特集号広募規定審議

(2) 作 品 作 風 ( ( 5 月号) 選定

(3) レタリングの件

委 員 会

11 日 411寺- 71時 半 於 会 館 集 会 室

出席- f ; . 長谷川委員長ほか 4 名

議 事 (1) 4  JJ 号- ll 具金物j 特集経過報告

(2) 5月号= j法規特集経過報告

(3) 6月号= 国立京航国際会館特集経過報今

(4)  レタ リングについ て

(5) Ｗ 月号 ］ Ｉ［ｦ ｭ 回 青年建築家 ｾｦｾ 企図

(6) 8 月号= 造園特集幹事会のイ斗

(7) 新年度委員会について

三 竺 評 議 員 会 |  

14日 31時一 51時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 評 議 員 神 谷 ， 森 川 正 副 議 長 ほ か10名

委任状出席 71名 号1. 83名

理 事 東 畑 会 長 ほ か l 理事

評議員会議長および副議長互選の件

日本建築協会細員Ij 一部改訂の件

昭和41年度収支予算承認の件

会長 ，副会長 ( 2 名) 理事 ( 13名) 補選出事

(  1  :名) 選任の件

(5) 役員重任承認の件

なお評議員会閉会後，会館建設{ll 入金の内50万円の償

必Jl J jせんを行なった( 本年償越金額 1∞ 万円内50万円を

日;本建築学会へ償還)

| 評 議 員 ふ五 技 術 部 門)

. A.  

τ"" 

基礎工法と実例執筆打合会

2 日 6 時一 81時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 森，吉仲 ，稲村，多々見委員

基礎工事上の消街IJ 約の原稿打合

員委版出

8 日 51時半- 71時 於 会 館 集 会 室

/1¥席 者 森 川 評 議 員 ほ か 14*"

評議員会副議長候補者: Mi : 1ζ 会長，副会長 ( 2 名) 技術

部門選出 5 理 ードの候補者推せんに関して懇談

| 理 事 会 |

10日 311年 ＶＱＱｾｪ＠ 於会館集会室

出 席 省 東 却11. ｾ｛Ｚｾ尾 正副会 長ほか Ｘ ＮｬＡｊＡ札 ＱＱ Ｑ 原 ｉ｜ｻ，Ｂ ｪＨ

山内兵j本文郎長

11付利41年度収支予吉;1- 案ijX，l;忍の什

必廃( j - ft告処分の{ 午

創立記念日行事の件

がj 役員 ，委員見学懇親会開催の判

事務局職員停年延長の件

日本建築総合試験所理事推せんの1 ' 1

大阪府優良工産品推奨委員会 ｭｾ 定金物」専

門郎会委員推せんの件

(8) 入退会者承認の件

(9) 報告事項

(イ) 近畿建築会館一帯に高周ピ l レ建築

の構想、ある旨の報告

事業報告

会計報告

(1)  

(2)  

(3) 

(4)  

議事

議事 (1)

(2)  

(3) 

(4)  

(5) 

(6)  

(7)  

旬旦

(ロ)

'" 

計
-
ェ

設

作

施

-製.

特 許/ ，I，{ 異冨を l

/ 防火シャ・Y 9 - 全般 l

対モ

工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 若 松 町 30 電 話 ( 364 )  

本 社 東 京 都 北 区 田 端 町 恵 務 所 及 本 工 場 埼 玉 県 与 野 市

タヤユノ小イ芙
、y
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建築の知識執筆打合会

8 日 正 午- 311寺 於 会 館 集 会 室

出席者伊藤委員長ほか執筆者およ び幹事 9 名

執銀内容の討議と出版までの工程検討

新鉄骨構造計算と実例編集委員会

17日 3時一 71時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 鷲 尾 委 員 長，木凹，宮川幹事ほか10委員

議事 (1) 第 2 次原稿作成について

(2) 工程について

(3) 原稿討議について

委 員 会

24日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 片 山 ，池副委員長ほか幹事および委員 6 名

殺事 (1) 企画 ，編集図書について

(2) 次年度委員会へ申送り事項について

(3) 次年度委員会委員について

(4) そのイ也

新鉄骨構造計算と実例特別資料編集委員会

28日 21時一 31時半 於会館集会室

出 席 者 鉄 鋼 会 社 八橋エコンスチ ーノレほか 4 社

協 会 鷲 尾 委 員 長 ほ か 2 幹事

特別資料の内容，執筆分担その他について協議

住 宅 委 員 会

委 員 会

16日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 海 上，泉谷，野々村正副委員長ほか 9 委員

殺事 (1) よろず相談住宅展について

(2) 次年委員の人選について

総務小委員会

24 日 5 時半- 7 1時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 黒 谷 副 委 員 長 ，山本委員

殺事 (1)  次年度委員の鐙衡

(2) よろず相談住宅展の準備について

法 規 委 員 会

委 員 会

23日 3 時一5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 佐 野 委 員 長 ほ か 8 名

議事 (1)  法規特集号原稿報告

(2) 次年度に何をやるか

(3) 新年度委員について

委 員 会

25日 3 時- 511与 於 会 館 集 会 室

出席者 政問委員長ほか 4 委員

議事 (1)  次年度委員の人選について

(2) 防水剤の検討

教 育 委 員 会 」

現場実務講習会企画打合会

17日 正午- 21時 於 会 館 集 会 室

出席者岩下委員長ほか講師および委員12名

日程，教材，講義内容，時間その他打合せ

| 日 本 万 博 コ ン ス ト ラ ク シ ヨ ン ガ イ ド 作 成 委 員 会 |

4 日 5 時一 81時 於 会 館 集 会 室

出席者東畑会長，浦辺委員長ほか13委員

万博協会山本， 長田両氏

11 日 5 1時- 8 1時 於 会 館 集 会 室

出席者 塚本副会長 ，浦辺委員長ほか15委員

万博協会山木， 長 問両氏

18 日 51時一 81時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 東 畑 会 長 ，浦辺委員長ほか17委員

万博協会山本，長田両氏

25日 51時一 81持 於 会館集会室

出席者東畑会長，在1 i 辺委員長ほか11委員

万博協会山本，長田両氏

創 立 記 念 日 の 集 い |  

30日 6 時一 8 時 於 大 阪 ロイヤ J レホテ J レ

出席者 120名

名誉顧問 ，名誉正会員，顧問 ，支部長及び友好団体，

日刊建設新聞の代表をお招きして創立記念日の集いを開

催，奈良女子大学教授 ，山崎勝弘氏の「建築と色彩」に

ついて講演を伺った後ノマーティ を開催した。

t  日本 建 築 学 会 創 立80周 年記 念 座 談 会 |  

1 日 5 時半 - 81時 半 於 建 築 学 会 会 議 室

木会より東畑会長が出席

叫'，1111111111111111111" "1111111111111111111111，， 1111111，，，111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

編集後記田 ζ の法規特集を組むにあたって. 法規委員会の協力を

えたものであるが. r都市計画とj ] 策法規」というテーマは執銃者の都

合でとりやめになったのは残念である。全体として，内容的 IC当初予定

より坐bl になったと自白している。企画にど協力いただいた幹事は ，竹

口信夫，上田隆夫，林谷武雄，井上恭，長谷川智之助，武曽一郎の各氏

である。次号は「国立京都国際会館特集」の予定。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

7¥¥口iY22JZょjjE受注/

" '  .. 0 句勺今4 ( ，. .

乾 -212; 処沙水谷ペイント
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冨用ある技術ど伝統の

ア ＱＷＷＱｾ ト ｚ 専 業 大 庖

塞歪欠偏商由

大阪市北区真 砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

55tt 大島化学のひふくτっばんを

カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ル

ょ 詞 雨日 晋 雨 忌 九 大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

、議温厚蜘礎部臨£議 本 社 i"J 州 新 庄 114番 地 1正 訓 大 阪 ( 782) 4.171- 3 ・6734- 8

吋明明間開閉開閉席｜｜｜｜ｾＢＮＮ 文 1，1; 新 J1I; . i兵 ・束 ボ ・1，，li f量. VLJ 11 di ・広 島. ;; l;  山

田中式忍て1Jよ，V271rf 二

スチサレシャ I! ，I ター・オペレーター

何回中工業株式会世大阪出張所

庖
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ー一一 特 命 又 1. 1指 名 の 場 合 は 本 欄 を ご 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一

Ci"l m. 子，) 併日装 置 制，ｦＨ ￬ ￭ ￎＧ ｦｾ ￯ 機
，i! ・製 作 ・仰 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

工施計設

回
品主4

-← 

釜11
fi!!! 高

大 阪 市 北 区: : 1: ｽ Ｚｬ ｾ 浜 通 Ｑ - 2  5  ( 新大 ピル)

電 話 大 阪 ( 344) 8  3  3  1  

東京都中央区日本橋本石町4- 2( 三井第二別館)

東 京 ・名 古 屋 出 張 所 九 州

崎 玉 県 北 足 立 郡 ・東 京 都 足 立 区

社

庖

場

本

支

工

東 京都 千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地

大阪市北 区梅回 8 番地 ( 新阪急ビル 8 階)

電 話 大 阪 (312) 4  5  2  1  ( 代表)

本 社

大 阪支庖

給

暖

生

気

水 ・街

房 ・換

排

冷

電気 ・股冷房 ・水道 ・衛 生 設備

設 計 施 工

設計施工

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社去五 大 阪 城 口 研 究 所

郎

大阪 di 凶区江戸堀 1 - 6 0  '，I1"，q  1，11) 8231 大代

東 京 ・ r， 占 hl 11，¥ 岡

京ｲＮｾ . 神 戸 ・岡山 尚絵 ・11.; 1::， 熊本

札 映 ・仙台 ・新 潟 日山 ・金沢 ・筒井

谷

声 Eτ

“  

取締役社長

-1' Ig  

文 l汚

出'JU所

平

大阪市北 区高垣 間 ｔ 一 ・ 電 話大阪訂 ｉｉ ｾ ｭＵ ＱＨ代 表Ｉ

京都市東山区大 和大路正面上 J レ電話京都56局4945 (代表)

神戸市生田 区下 山 手 通六 ノー ・電話神戸34局 5 8  9  2  

庸口城取締 役社 長

暖冷房 ・換気・空気調和

病院諸機械・給排水・衛生

藤 省 三 商 庖

東 京 駅 前 丸 ビ ル 6 階 6 7  6 区

電 話 東 京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

大阪市西区土佐堀通大同ピル Ｖ Ｑ Ｖｾｽ

包 括 大 阪 (443) 3  3  6  1  - 6  

札 帆 11; 北 十 条 西 1 8 丁 目 3 6 番 地

'，11 "ii .fL 帆 (61) 4  3  7  1  - 3  

名古屋市中区南大津通一丁 目 千 代田ピル522号

'.11 ｾ｡Ｕ中ｽ，Ｍ［ｪ (261) 0  6  4  1  - 3  

創 業

大正二年

株 式 活Z

会 社 却司

東 京 庖

庖

札 幌 庖

阪大

水道 ・衛 生 ・暖冷房 ・:1 H也管工事

設 計 並 旋 工

( 1日斎藤 久孝 事務 所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 常 安 岡T 1  1 番 地

電 話 大 阪 (443) 5  0  4  1  - 5 番

* 京本社 ｾ｛ 京 郷 千代 田 区大手 町 Ｒ の Ｘ ＭＱ存地 Ｈ 日 本ビルＩ

'ill ITo 点京 ( 270) 7  4  1  1番 ( 代表)

札制，I i 111  k 泊同4rnl  ｉ ｬｬｾ 道銀ビル 世 話 札 悦 ＮＮＺＺＺ［ S  i  !i 6  

ｾｲＮＺ＠ ｩＧｾ＠ ，!i 向 附 1fT 2 番 I 6  ｾｾ Ｎ＠ 地 ｊ ｾ 金沢｀ 2  0  7  4  

削 J t- ，Ii 城 之 情 下 町 一 O 屯 ｊ ｾ 福井 ＼Ｒ ＲＴ ＳＶ
品 位 rli 二 排 r 九 電 話，Tti tZ: 2  5  1  9  5  

間山 ，1; ) cf . 共怯 ノ木三 八O ノー 電 話 問 IIJ ⑩ 5 4  8  6  

札幌営業所

企ポ営轟所

稲 J t - 出張所

高松出張所

間山出張所

名 古 屋 庖

須 社

三与、

云式
ル

木

L

b

q

 

業工賀

、， 6  S サ y シ

ｾ＠ ｾｐ Ｇｊ ｈ 衛 生地設

1 =、荷 役 運 搬 機 械

7 一一..，.. 化 'γ:鉱 山 機 械

芸誌大阪支庖

冷 11>::: 房

総排水、衛生水道

電 気

l肝 w

三 機 工 業 衛 生 設 的

大 阪 市 内 区 上 位 JJ i O!l l 丁 目 14 '，' I.i:.1，fj  441- 5171  

支出一東京 ・ 大阪 ・ 名古屋 ・ 京 庁 ｾ ・ 神 戸 ・ 福岡

営業所 - ｊＮ ムｾ ); ，}  

空 気 ｾｩ ［ｬ ｩ ｊ 和

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役支応 jえ 樋 円 } j 券 栄

) c 阪 市 東 灰 北浜 2 丁 円 2 Ｒ Ｂ 引也 Ｇ ｡ ￯ｩￜｾ 大阪 Ｈ ＲＰ Ｒ Ｉ 代以 Ｓ ＰＷＱ Ｎ ＳＰＵＱ
本 Ｑｩ ｾｩ＠ 東 京 都 千 代m医 ; (i 栄 町 1 T  1110得 地

Ji: fri i  出 世主戸斤 :1'. ，J j" }1{ .  N司問 、 本L・見 、 厄: 品 、 仙台、

i;¥IJ I . 全 沢、 静 岡 、 向 松、

鶴比、t 1 1 1具、六郷、 問 州、 中 111 、，'i t:i

主

庄

船
附

日

E

r

k

悶

悶

-

2

J

2

3

J

2

-

』

L

結

聞

ピ

ι
引

ピ

目

タ

中

設

現

旧

一U

M

一同

庁

ρ

ι

装

工

m
V

ω旭

川

州

飾

付

H
L

塗

+

n

q

大

作

刊

招

哩

北

ト

施

主

E

3

詔

一

刷

i

理

且

1

都

屋

川

--u

峨

計

c

m
抑

制

回

開

凡

又

i

p

i

-

-

リ

==同

---

-
ロ

h

回

F

-

t

e

-

-

川

翠

先

日

空

問
阪大

2品1": 

衛 生 ・ 冷 暖 房 設 備

株式

会社

結 西原衛生工業所大阪庖

本社及東京支脂

広

所

所

調偉

絡

営

週巨

電 話大阪⑫ 3531番
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大阪市大淀区中湾南通 4 丁 目11
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空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

株 式 会 社 三 晃 商 会

本 社 大 阪 市 北 区 富 田 町 1 6 司I訴 ω4) 代 炎7031

支 出 来 :;0$千代 IIJ 灰神m小川町2丁口 1 m，!f，( 泊2) 代表7751

広島市紙屋町 1 丁 目 2 番 2 2 号 m訴 (21) 代表4535

福間1$ 大 名 1 丁 目 8 番 1 2 号 111.11; (76) 代 .¥<3795

名 古 屋 市 中 区 新 栄 町 2 丁 目 1 111疏 (941) 5 9  6 6  

1 ，1 ; 山市綱川小泉町 2 8  6  111'! 舌(31) 2  2  7  4  

金 沢 市 下 新 田T 8  1在折。4) 4  0  8  9  

福 井 市 西 宝 永 阿 2 丁 目 1 1  3  '111，1舌(22) 1  5  9  6  

松 江 市 東 本 田T 4 丁 目 1 4 7 電 話 ( 2 ) 5 0 9 8

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 湯 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

出殻F斤

社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 線 1丁目 62 喧 Ｚｾ＠ (443) 代表 8161- 9  

出張所東京都北区上十条 1丁目 10 旬 以 (911)  3  9  4  1  

名古屋市中村区牧ｊｦ ｾｔ 1町 6 電 話 (54)  0  9  6  6  

神戸市生出区北長狭通 7丁目 l の l 電話 (34) 1178. 4386 

広 向 111 袋 町 6 :ffr '1 号 司1 ｉｾ＠ (21)  757 5  .  7588 

A

S

A

 

式ネ来業工田山

生

置

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

暖

A

会

業 社

大阪市東淀川区IJn烏町 357 i ' [ 品目ne271- 9 (代)

東京支社 東京都港区芝浜訟町2ー 7 屯 ( 434) 617J ( 大代表)

文 庫 北 海 道 ・ 仙 台 ・名古屋 ・広 島 ・福岡

工日朝

式

社

株

会
《会

[ 慶冷 房 ・水 道 術 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁 目 ー務地

電 話 大 阪 ⑩ 3 3 9 1 - 5 務

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 器 地

電 話 ( 351) 2  1  7  7  - 8 番

神戸市生悶区下山手通八丁 目三三 電話元町0 3035ift

J1h 台 市 東 四 帯 丁 四 戸 電 話 ② 5136酢

株式会社

怠

本

支

.  
神戸出強所

仙台出張所

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 青 | 並 施 工

市 川 繁

京都市南区西九条盟国 町 2 0 番地の I

電話 ( 68) 5101- 5  . 夜間専用 ( 69) 1045 

大阪市北区天満橋筋 1- 37(天満織北詰〕

電話 ( 352) ＳＵＰＱ ｾ＠ 3  

凶口市市浜田西末以川11m話@7431- 3  

沖市栄ｾｬｊ 2  - 111 屯話③ 3 6 1 0  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

認t代表取締役

ネ土

大 阪 営 業 所

四日市営業所

津 営 業 所

⑨ 

本

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 制 IIIJ 30 屯語大腕⑩ jjg詑私。

本 社 東 京 都 千 代 田 区丸/ 内3ー2(新東京ピノレ)

電 話 (211) 8 5 11 ・8 5 6 1 ( 代)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 UIJ 3  - 6  

電 話 ③ 2 8  9  3  

仙 台 支 脂

名古屋出張所

空 気 調 和 設 備

施

衛 生

設

給 水

社

工

業 株 式

平

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 2 丁 目 2 番 地

i l . i : 話大阪 ( 441)代 1 9 9 4 ( 443) 代 0 3 3 1

平
-
口

小
山取 締 役 社 長

。 暖 冷 房 空 気 調 和 環 境 衛 生 工 事 一 切

、ー' 設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

本 社 大 阪 市 北 区 万 才 町 50

大阪事業本部 電 話 大 代 表 (312) 8  6  7  1  

東京事業本部 東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 18

屯 話 大 代 表 ( 353) 9  1  5  1  

名古屋市: ド村区下 jムー )1: 町 3 - 15  

( 中京電気ビル) ｾｌ￬ｍＵＸＱ＠ ) 937ト 8

京 滋 、 下 関 、 新 潟 、 金 沢

A

S

A

 

計

工山平

名古屋事業本部

温 湿 度 調 整 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

各 事 業 部

冷 房 ・ 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

主里 研

大 阪 支 庖

本社・分室

117 

鋼 機 株 式 会 社

大阪市東区高腿橋 5 - 4 5 ( 興銀ビソレ別館)

16 大 阪 代 (202) 7 7 4 5  f許

取 点 郡 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

市 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 荏

束京都港区麻布弊町 1 5  5  (第 5 興和ピノレ)

電 東 京 代 .( 409) 0  1  5  1番

名 占 J t ・仙 台 連 絡 所 福| 刈底

本社・工場

支

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 ー 7 1  

電 ー話 ⑫ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・2 1 3 4

東 京 都 文 京 区 元 問J 2 丁 目 1 7 番 地

電 話 ( 811) ( 代 表 ) 6  2  9  4  

支癌出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

宇土本
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電 気 工 事 設 計 施 工

工 藤 電 気 株 式 会 社

取締役社長 西 村 庄 市

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九

電 話 ・大 阪 ( 313) 代表345日

東 京 支 庖 東 京 都 中央 区 西 八 丁 掘 二 丁 目 十 二

‘電 話 ( 551)18 3  3  0 ・8 3  0  3  

営 業 所 名 古 屋 ・神戸 ・岡山 ・広島 北 九 州

電 気 工 事 ・酎 装 工 事

設 計 施 工

栗 原 工 業 株 式 会 社

取締役社長 架 原 信 英

大阪市北区高垣町16番地(来阪急ビ J レ71'皆)

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  (大代)

支 社 東 京 ・ 名 古 屋

出張所 舞鶴 ・広島 ・八幡 ・福岡 ・富山

空 調 衛 生 設 備 用 各 種 自 動 制 御 盤

監 視 悠 ・グ ラフ ィ ッ ク盤 ・指 示 計 器 盤

端 子 盤 ・ 高 低 圧 受 配 電 盤 ・分 電 悠

各 種 フ ロ ー ト ス イ ッ チ・ 其 の 他

各 種 自 動 装 置 用 電 気 機 器 設 計 製 作

応、 森 井 電 業 株 式 会 社

写/ 取締役社長 森 井 定 勝

一 専 務 取 締 役 佐 野 春 吉

本 社 東 京 都 港 区 芝 三 国 綱 町 一 番 地

電 話 東 京 (451) 代 表 9 6  1  1  

支 底 大 阪 市 北 区 常 安 町 十 ホ‘ 番 地

電館大阪(443)代 表 8 3  8  1 ・夜間(441)050:2

出 強 所 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 仙 台

工 場 東 京 ・ 大 阪 ・福 岡 ・名 古 屋

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 調 工 事 設 計 施 工

三 宝 電 機 株 式 会 社

社

居

所

研

業

協

本

支

営

出

取締役社長 事 納 伝 一

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 o ( 堂 ピJ レ三階)

電 話 (312) 1  4  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 1 5  (辻 孝 ピ ル))

電 話 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見ー通 二 丁 目 ニ O 番 地

電 話 ( 99 )  5  1  3  1  - 3  

小 松 市 ・堺 市 ・高 槻 市 ・姫 路 市

電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高麗橋五丁目 二八番地

電話 大 阪 (202) 0  3  2  5  - 9 審

本 社 東京都千代悶区西神田 1丁 目8 番地

支 社 札帆 ・仙台 丸/ 内 名古屋 ・福 岡

出 張 所 旭 川 ・白河 横浜 際 問 富 山

11 B  

各 種 電 気 工 事 設 計 担 エ

浅 海 電 気 株 式 会 社

取締役社長 浅 海 正 雄

本 社 大 阪 市 北 区 老 松 町 l 下 回 2 2

電 話 大 阪 (362) 8  7  0  1  

東京支社 東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

電 話 (481) 8 6 2 1  - 4 ・3 5 7 3

営 業 所 名 古 屋 ・札 幌 ・ 旭 川 ・福 岡

電 気 工 事 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 騰

ｾ＠

本. 社 大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 五 六 番 地

電話 大 阪 代表 ⑩ 8 1 3 1 - 7

支i 庖 東京 ・名古屋 ・四日市・神戸 ・御

営 業 所 坊 ・新宮 ・松山・ 草津

"  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取締役社長 山 本 永 造

本 社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京営業 所 東京都港区新橋 5 - 34- 6  相馬ピル5階

m話 東 京 (434) 3848 .  (431) 8435  

出 張 所 大阪商 ・北海道・名古屋 ・四日市 ・福山福岡

電気工事 ⑤ 設計施工

朝 陽 電 気 株 式 会- 社

取締役社長 山 本 博 一

本 社 大 阪 市 北 区 巾 之 島 三 丁 目 三 浜 地

;Ij 日 ピ J レ デ イ ン グ ( 6  ｉ＼ ｾ＠ )  

mn 大 阪 大 代 表 (231 ) 9 5 3  I 訴

営 業 所 大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 り 四 丁 目八 落 j 山

{rL J百 大 阪 代 表 (448) I  3 6  I 謡

営 業 所 以 郎 市 中 凪 区 西 ノ京 中 合 町 2 0 ノ1 1

H1 R百 京 都 代 表 (81 ) 9 2 9 6 蕃

電 気 工 事 ・ 設 計 ・ 施 工

中 本 電
領
内株 式

A

G

2

 

社

取締役社長 中 本 正 明

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 話 大 阪 (931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

資材倉庫 大阪 市 城 東 区野江東 之町三丁 目 一 一 電 話 大 阪側7004
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社

電 気 工 事 設 計 施 工

血

〈

敏代表取締役 林

株 式 会 社

失

大 阪 市 北 区 紛 笠 岡T 50 ( 堂ピル 7 階)

電 話 ⑩ 3 6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 編 箱 崎 町 3 丁目 2 番地

電 話 ⑪ 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 綴 原 . t!fI . 福 山

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 川

;1.i: Jli 大 阪 ⑪ 6531 (代 ) - 自

支 唐 名 古 屋

営業所 東 京

出張所 岡 山 ・北九州

社

庖

本

支

出張所

エ レ ベ ー タ ・リ フ ト ・カ ー リ フ ト

電 気 工 事 設 計 施

副長富士電業株式会社

工

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 六 ( 天 六 阪 愈 ビル ) (351 )4927代

大 阪 営 業 所 (351 )4927ft サ ー ビ ス ' 蝶 所 (328)0336代

東 京 営 鍵所 (822)0995代 工 場 (328)0336代

J 主

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電話大阪 ( 541 ) 0564- 7 ・7148 - 9  

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・福 岡

中[ 1  取締役社長

主主本

'j;:; 業所

iG IElm-
冷暖房機「 ゾンナル」その他各種冷暖房機

温水ボイラー r，、ィテンプ」

Ｈ西独 ｾ｜ Ｂ｢ ｕ｝ＮＮ Ｂｈｉ｝ 社校術提携Ｉ
矢 橋 大 理 石 商 庖

所張出阪大

株 式

会 社

西 日本総販売元

岩 佐 物 産 株 式 会 社

大阪 ｉｬ ｪ ｾｴｬ ，ｺ t 松町3- 56(1.何 X i品ビル) '，!l" f; (36I)2238( f U;:) 

ｾｴ＠ ，;( ｭ ｾ＠ ｉｪ ｬ 央 ｬ 正Ｚ 日 ｉ ［ ｾ 1:.¥ 1  - 1  0  '，!l，，/i (551)1079 ・1617

八 附i 浜 市 大 川 町 3 '，!l ;i / i 八時iJr. 511 ・l! H4

大阪市東区高腿僑二丁目九 野村ビル五階

屯 話 大 阪 ⑫ 4 2 5 7 - 8 番

社

京

国

本

東

四

社 寺 数 奇 屋 別 瓦 … 一大 仏 瓦

耐t 1.昼，¥ i羽 緩 勾 "C !TI 瓦・… -大 和 瓦

美術建築内外袋川 タイル… … 大仏タイル8  
PAI NTI NG CONTRACTOR 

負5青事工装塗

イ弗|株 式 会 社 大E

庖装塗林

株式

会社

3555 

京福市東山J l { 今熊野大仏池川町 9の9 (56)3725 

大阪市北 ｬ メｾ心町 Ｑ r  LI 2  8  (351) 0下03

名古嵐山端機lメ幼虫 Hli 凪1 r EI30 (88) 2703 

東京総渋谷10<上IJ;( 1  r  L129の4 (46η 1641  

本 社

大 阪 営 喋 所

名古屋営蝶所

東 京 営 鍵 所

持管-続五'Lr6苦

i">手[-字ーマンホィL

⑩ 

T E L ，大 阪 @1756- 7 ・ 東 京 @ 1335 

. 樹 脂 防 水 ゴ ー レ ヂ ン

. 樹 指 防 水 ゴ ー レ ッ ク ス

. 化 粧壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 指 砂壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

繰 式 会 社

三 幸 商 曾

大 阪 市 北 区 与 力 町 一 ノ ー O

電 話 大 阪1( 358) 4 0 3 1  
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営蝶所 ・大阪市東住吉区駒川町3- 54 "官( 791 ) 代7814- 6  

代理腐 ・*;;r tns品川区東大崎 3 の 239 " 江東京 (491) 9698 
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士E式株

4 1 5 1 - 6  

電 話 @

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 3 電 話 (371)

北陸営業所 金 沢 市 長 田 町 1 1  9  2 2 8  7  
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ニ
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株

式
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社

大

阪

市
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必
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元

町

一

丁

目

選

電

話

制

適

蛮

扇 ilc ｾ畳入剥落防止
耐 震 耐 風

安 定軽 量

年

T
==ロヰ寺

防 所予滅蟻 殺白式松 平

ナニワ媛匂 ｾＲｩｩ

所長 l切除士 松平藤佐根

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 2 8  'al 話奈良40 98  

奈良市登大路二番町( 博物館前) 電話奈良4 0 9 8

出張所奈良市若手日町尾団組内 屯話6011 ・6012

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 町 2 6  3  9  
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工
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企

庁

丈

士

大

電

耐

口

M

9
死

恥

針

a ・S の 新 建 材

プ リ ン ト 合 板 巴 官 オ 〉

プ リ ン ト 合 板 " ｘＧｾＢＧ ＮＮ， ｲ＠

ビニール合板ピニライト

ポリエステル化粧板ポツ7''''
立 体 加 工 合 板 0 . . 0ヲシマー

ア ジ ロ 含 板

ヲル- q，ィシ

新 建 材 一 式

( ⑥準監芳明智
東京出張所 東京都江東区深川平久町 l のl Il J

工 芸 合 板

合 成 接 着 剤j

そ の 他

⑪ 続 111淳窯業高底
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ff :.J 合%-]，

流し台・調理台

鑑証孟雇亘書

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 l

電 話 (532) 1  2  3  4 代 表
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川
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兵

外

刊

住

家

内

⑧ 

二 葉屋 装備工業 株式会社

Ｈ￭Ｚ ｉｉｾ 大ｩｔ ＮＷ (1 .) 

取 締 役 村 長 若 林 繁 台

大 阪 市 大 法I烹木I下川崎 町 2 の 6

( 天六m停丙北 2r l

市 話 ・大 I坂 町11 3321- 3 ・3630

特約販売・工事腐

東洋 キャリ ア工業株式会社

東 洋 ゴム 工 業 株 式 会 社

( 株 ) 大阪パ y キ ング製造所

大 洋 路 業 株 式 会 社

③日

販 売 工 事

各種保温保冷材料 冷 暖 房 工 事

各 種 冷 暖 房 機 器 防熱防音 L事

冷凍機 ・石綿製品 各種配管工事

各 種 樹 脂 加 工 品 設 計 施 工

本 冷 熱 エ 産 株 式 会 社

取締役社長 "石 川 良 典

本 社 及 大 阪 営 鍵 所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 j且 1 の 16 ( 石川ピル)

e世 話 大 阪 日443) 3  6  6  1  - 5  

九州支社及長崎営鍵所 長崎市茂里町13番地 司，11i (4)0092 ・0308

営集所及出張所 広 ，ｦＮ ｾ ｜ . 領|判・小倉 ・大分 ，・徳山・舞鶴 ・東京

.. .  .  

r

-

-

f

 

，

 

•• 

‘

 

.• 
・
・

本 社 大阪市住吉区万代東 6 ノ 3 電 話 大阪 ( 672) 1281( 大代表)

堺 工 場 堺市浜寺石津町中 2 ノ200 電 話 堺 ( 3  )  7301(代 表 )

和泉工場 和 泉 市 観 音 寺 町 2 2 0 電話 和泉 (41) 4151( 代 表 )

出 張 所 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 徳 仏

u ・1 ・. : . -... --=-: :. '._ ＮＮＮＮ守て三百， τ ｾτ 三日 Ｗ ミーマ ｆτ［Ｚ 了 ・ ｯ ・ Ｚ :  ': .. .  ....a - : :  .._:..: 'o  .•. .. ・. " ｾ＠ '.....・三.. :  ｾ・ＺＮＮＮＮ，ｾ・ ｅ＿ｊ
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東京s - =r J 7I -JL工業揃百台紅

東 京 締 荒 川 区 西 尾 久 4 丁 目 1 2  - 1  

司1 ｾ ｉｩ＠ ( 8 93)  0  1  1  1 大 代

阪 市 北 区 富 田 町 1 8 番 地 ( 島 般 ピ ル }

司1 ｾ 舌 Ｈ ＳＶ Ｔ Ｉ 9  1  5  4  ｉｾ＠

名 古 鹿 市 東 区 武 平 阿r 4  - 1  6  - 5  ( 1，正 樹 ピ ル )

1II ｾ 舌 Ｈ Ｙ ＴＱ Ｉ 2  5  7  7 代

東 京 m 中 央 区 八 ifi 洲 5 - 7  ( 八 抵 洲三 井 ピ ル 〉

司! "舌 ( 272) 0  4  0  1  1-1: 

IMI 本し ゅ見 ・ 幕斤 i'J 

2  
本 社 説 工 場

大 阪 支 J占

名 古 屋 支 盾

アルミニウム

カー テ ン ウ オ ー ル ・サ ッ シ ド ア

ステンレス

カー テ ンウオール ・グリルウ オール

ア ッセンブルフ ロア ー

ブロンスε

ワ イ ヤ ー モ ー ル ド ・ 天 井 パ ネ ル

軽 量 間 仕 切. そ の 他 ム

ロイ山
有司

.c. 武

F斤

F斤

車E

百世

11 .  

.  s，主

t品

( 米 国 パ ブ コ コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ト1

， -:  :  f 販売

米国パイヤライト・コンパウンドアスファ J トj

.レ

内外Z 業株式会結

本 社

工 場

d 冬、

弐ヰジ7

大阪ガス会社指定

田 中 風 呂 襲 催 涙

大阪市 浪速区元田T 1丁目 747 (641) 5313 ・8128

事

部内

随
一

守

A
一

件“
H

T

 

。
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リ

申
一

γ

国
い
し

室 内 装 飾 紙 艶、舗 床 材 一 般

東リ拘ーぺ吋ト発

井 株 式 会

大阪市東区南久宝寺町四丁 目( 心斎橋筋〉

電 話 大 阪 (251) 1  3  5  3  (代) - 6 ・9996

日際 、壁紙窓掛、椴|帳、

'" 

フE

社

-::t= 

フ己東洋リノリユームの

亀

• 
窮乏JIIイ色券の

もメント吻ＩｾくＮ

責 任 施 工製 造 発 売 元

ZE 黒 川 化 学 工 業 所

本山工場 神戸市 東高|正住，' ;- 11;: 高H: TEL 闘 幻幻

• • • 
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網入光り 波 型ガラ スＨｾに｛域Ｉ長サ Ｙ 問山 Ｘ ｭ ｬ ｭ

タ イ ニ チ ・ ア モ ラ イ ト 波 板 ・平 板

(硝子繊維強化 ポ リエステル板) 各種波、寸法( 長尺物有)

製造版売 大日本硝子工業株式会社

大阪支庖 大阪市北区玉江田T2 ノ 4 (三変; u" folI ビノレ) 屯話⑩ 1389 ・3

本 仕 事11 森 川 以 相 模 原 市 小 山 下 久 保 2 2 4 逗⑫3101- 4  

建 築 基 準 法 に フ リ ー パ ス の ガ ラ ス 屋 根

|特許内外式 ・|
電 動 ベ ン チ レ ー タ ー ・l

屋 上 強 制 換 気 装 置 の バ イ オ ニ ヤ

ご イ 言 車 頁 に お こ た え で き る

行 届 い た 設 計 地 工

内 外 建 材 株 式 会 社

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 船 町23 ( 大阪商工ピノレ ) T E  L (441  ) 3983 ・4396

工場 六 阪 市 城 東 区 天 王 田 町 1 の141 T E L  ( 9 G2) 1l 49 

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

工 場 ・プラ y トホーム ・

体 育 館 ・アーケードに五五;m

内 外 式 連 続 採 光 換 気 装 置

コンチニアスベンチレーター

筒 型 寄 種 ベ ン チ レ ー タ ー

設 計 施 工

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー アスファノレ ト防 水 工 事 尽

ミ ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレトタイノレ工事 選

議耐酸モノレタノレ工事
ι 各 種 床 工 事 選

大 阪 耐 酸 Z 業p f {

岩 元 式

大阪市北区浮田町82番地 電話大阪(371 )1333番

|ヌカイライト並努勢。チレーダー|

サ ッ シ ュ 、 ド ア 一 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オペレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

カ タ ロ グ 進 呈

岩 元 工 業 株 式 会 社

本社 大阪市東1&[><:*今民間f 4 の40

ｾｉＡＺ話 ＨＹＸ Ｑ Ｉ 0  6 1  6  - 0  6  1  8  
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軽い燃えない安い亀裂が生じない/

工ヨ二一玄ql ! l ド辺よ晶弘

E mヨ歯医墨置

その他

マンテンの金属建材

S  K 式 金 属 下 地 ネ - } レ ロ ッ ク

抗し込み式天引二 ｻｪｾ 金 ｈ モノーレ イ ング

可 ili1J 1::1 仕 切 ム ー ビ ー パ ネ ノ レ

簡 易 組 立 材 y ャ ー プ ア ン グ ノ レ

。 発 売 元 住 友 商 事 株 式 会 社 主義製祐

司 ⑨ 予 ぜ 紅 満 点 製 作 所

本 社 大 阪 市 南 区 日 本 椴 筋 3 丁目 2 番 地 電 話 大 阪 ( 632) 1  1  5  1  ( 代)

点京営業所 ｾｉｬ話東京 ＨＶＸＲＩＳＲＴ Ｑ Ｈ 代Ｉ名古屋出張所電話名古屋 ＨＲＶＱＩＳＵＲＹ

ス チ ー ル

フア J レミ

ス テ ン レ ス

サ ッ シ ー ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ャ ッ タ 一

三 高 式 オ ベ レ ー タ ー ・ ド ア ー ハ ン ガ ー

判

官

「

江
川
戸

12在 三 高 製 作 所

124 

本 社 [ #A it!.ケ 崎 市 川 崎五 反 11. 1280 γIJ: ， ｾ ［ｲ ￯ 大阪 Ｈ ＴＰＱ Ｉ 6158 ・ 6159

9463 ・7939 ( 49 1)  3200 



内 装

建 材

資 材

専 門 f吉

の

本 社 神 戸 市 生 回区北長狭通 4 一 1 ( 英和ヒ、ル)

直通7E話 神 戸 (33) 0881- 3  

支 応 大阪市北区京li 笠IsT50( 堂ビ j レ5 階 502号室)

直 通 電 話 大 阪 (312) 2031- 4  

倉 庫 神 戸 市葺合区八幡通 1- 5  (i 'l J : 話⑫2923)

室 谷 商 事 株 式 会 社

か国で、好評の・. .  

__. l . - T .-- 新 興 の 繊 維 壁 . ノ

和 室 ・洋 室 に ピ ・ソタリの美しい調和です. /

〈新発売〉

龍 鳳 ・ 桃 山 壁 ・ 昭 和 壁

‘t  

.i 育 i荒

・ 大 和 壁

・ 新 興 壁

・ ほ た る

・ 錦 上 壁

- 錦 上 壁 K

・ 日 本 壁

・ 新 日 本 壁

・ 蛍 光 壁

・ い す ぎ か ベ

- パ ビ 口 ン 壁

・ カ セ 口 ン ウ オ ー ル

・ チ エ リ ー ウ オ ー ル

・ ス - J ' ¥ー ウ オ ー ル

- 防錆剤エパコン ・耐湿剤オートン ・化学糊スーパーシンケン糊

( 全 国 有 名 越材底にあり ます )

⑧ 株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所
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- 御申越次第カタログ進呈

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

雪‘・1"11' ト 陪 ホ 帯
コーパータイト

特許奥山式熱工法・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾批

東京都中央区銀座西 8 の 3 電話 ( 571) 2703- 4 ・2370 ・4064 ・0264

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 ( 811 ) 3 6 6 0

新 し い 時 代 の

燃 え な い 建 築 資 材

ー続、吉野后賓室芸大阪支膚
‘ ! ' t . a泌雪仏、、 丈 島 直 下 町 北 区 堂 島 浜 通 I - 2  5  、市町丈 J  

隠立添JJ 本 社宗主」出品L3JJ 二9(Z東 京 ピ ル )

常 駐 写ρ 諒 J J FZ J 主!せよち張主主

『周.... 字 郎 吉 野 平1 厨 . fI : 鉱 吉 野 石 膏 ( カタログi些呈)

F  

F  
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奥村重兵衛商腐 に ご照会下さい
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営 業 部 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1- l 09( 富士ピル) (532)  1141  

鳳 工 渇 排 市 平 岡 町 4 8  T  E  L  (7)  1565- 6  

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 平 河 町1ー 1 T E L  (261)  6 641  

名 古 屋 営 業 所 名 古 良 市 東 区 東 新 町 4 ( イースタンピル) 似国911
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金 沢 営 業 所 金 沢 市 下 新 !IIT 1  3  T  E  L  t! ll 342' /- 8  

長 野 代 理 底 長 野 市 吉 聞 東 町 1 2  5  1  T  E  L  (3)  2  7  2  9  
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株 式 会 社 木 下 益 三 商 唐

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 南 過 5 ノ 3 5  

電話( 443)0115- 8

繰 式 会 社 久 保 商 盾

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

電話 (364) 0206 - 9  

三 友 エ 蝶 練 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 区 南 堀 江 大 通 1 町 1 9 電話 ( 541 ) 6161- 4  

合 名 会 社 利 倉 拳 商 r.s

大阪市南区長掛橋筋 2 ノ20( 道頓湖電{ 事前) 電話 (2111) 0571- 4  

販 売 部 分 室 電 話 (211) 6923 ・0575

京都営集所 京都市中京区河原町夷川下ル ( 23) 3277 ・32 79

和 泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 編 筋 2 ノ 3 6  

電話( 632) 0  1  2  1  - 4  

石 井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 庫 区 荒 岡 町 1

官Z鮪I @2697 .  2140 

線 式 会 社 タ テ パ ヤ シ 商 庖

京 都 市 下 京 区 大 宮 [ 通 四 最 下 ル

1lt，(，¥ ( 81)  0 8 7 1 - 2  

岡 国 建 材 株 式 会 社

名 古 屋 市 西 区 桜 木 町 3 - 8  

電話 (571) 7461 - 3  

株 式 会 社 名 建 商 会

名 古 屋 市 中 区 白 出 町 4 1 ノ 2

l1t ai ， (261)  3671- 2・3&18

日 東 物 産 株 式 会 社

本 祉 ・名 古 屋 市 中 区 東 瓦 町 3 9  1lt.日(261)2501代 表

舷阜出張所・ 鞍 阜 市 竹 昼 町 2 7 l1tぷ③2201 .  2360 

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社 広 品 市 鉄 砲 町 5 番 1 6 号 電 話 代 表 ( 21) 2281

岡 山 ・ 岡 山 市 東 田 町 3 .tt 話代表 (23) 82邸

福 岡 ・稲 岡 市 冷 泉 町 5 番 6 号 電 話 代 表 ( 28) 5566

松 江 ・ 校 江 市 西 津 1 I l ar 2  5  8 電話' ② 9 5  5  1  

関西三星タイル会員

ご 入 会 の お 申 込 は

「建 築 と 社 会」 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 3 7 電 話 大 阪 ( 231 ) 9 6 4 8 ・9 6 4 9 ・9 6 4 0
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